
 
 

こ
の
見
解
を
さ
ら
に
展
開
さ
せ
て
い
る
研
究
も
少
く
な
い
 
 
 

モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
は
、
グ
ン
ケ
ル
の
云
う
「
個
人
の
嘆
き
 の
歌
」
も
ま
た
、
そ
の
起
源
に
お
い
て
は
完
全
に
儀
礼
 的
な
も
の
で
あ
っ
た
 

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
中
に
 う
 た
わ
れ
て
 
い
る
「
 敵
 」
と
か
、
「
悪
し
き
者
」
を
・
魔
術
師
 窩
 、
 
臼
 0
%
 毛
ぴ
コ
と
 解
釈
し
た
 

-
4
-
 

-
3
-
 

こ
と
は
、
注
目
す
べ
 
き
 見
解
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
 に
 対
し
て
は
、
ア
イ
ス
フ
ェ
ル
ト
の
よ
う
に
批
判
的
な
 者
 も
い
る
が
、
他
方
、
 

  

と
ん
ど
で
あ
る
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 そ
 れ
ら
の
中
で
、
こ
の
二
人
の
研
究
に
ま
た
が
っ
て
気
づ
 

る
 。
そ
れ
は
 グ
 ン
ケ
ル
が
分
類
し
た
詩
篇
の
の
の
 
庁
 
（
 
ロ
 コ
拍
 目
の
中
の
杏
 お
 e
 二
の
監
（
緒
の
毘
 コ
い
 
の
日
当
（
個
人
の
 

ヴ
ィ
ン
ケ
ル
の
云
う
儀
礼
と
の
関
連
の
中
で
、
ど
の
よ
 う
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
 

@
2
-
 

の
 詩
作
者
の
云
 う
 、
「
 敵
 」
と
か
、
「
悪
し
き
者
」
と
か
が
 
何
を
指
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
 

く
 
一
つ
の
共
通
点
が
あ
 

嘆
 ぎ
の
歌
）
が
、
モ
ー
 

て
、
 特
に
、
こ
の
個
人
 

-
l
-
 

る
 。
そ
の
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
上
 
襄
 扁
の
研
究
の
展
 開
は
 、
こ
の
二
人
の
研
究
の
提
示
し
た
様
々
の
問
題
点
に
 関
連
が
あ
る
も
の
が
ほ
 

序
 

詰
 め
ほ
の
研
究
が
、
今
世
紀
に
な
っ
て
 
、
グ
ソ
ケ
ル
と
モ
 ｜
 ヴ
ィ
 ソ
ケ
ル
 に
よ
っ
て
大
き
な
発
展
を
と
げ
た
こ
と
は
 周
知
の
こ
と
で
あ
 

旧
約
詩
篇
の
編
纂
 

浦
凪
以
後
旧
約
宗
教
史
と
の
関
連
 

泰
司
道
雄
 



 
 

さ
れ
た
者
が
、
神
殿
で
神
の
前
に
再
審
判
を
訴
え
る
 歌
 と
 解
釈
し
た
。
こ
の
 

 
 

見
解
は
、
レ
ス
リ
ー
 に
 受
継
が
れ
、
 

@
6
@
 彼
は
そ
の
著
 ビ
き
 ヲ
町
 日
 の
の
中
で
・
一
五
 0
 の
詩
を
大
き
く
七
の
項
目
 に
 分
類
し
た
中
の
 一
 

@
7
-
 

つ
、
 ㌧
Ⅱ
が
Ⅱ
の
Ⅱ
の
 

0
 片
片
 ダ
 0
 
%
 
㏄
）
の
 

由
ぜ
柚
肛
 
c
c
 

白
の
の
笘
に
、
一
一
 

十
七
の
詩
を
属
さ
せ
て
い
る
。
 

右
の
よ
う
な
、
特
に
「
個
人
の
嘆
き
の
歌
」
に
関
す
る
 研
究
の
展
開
を
見
て
行
く
う
ち
に
、
筆
者
が
感
じ
た
こ
と
 は
 次
の
よ
う
な
こ
と
 

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
詩
を
、
旧
約
の
古
い
 律
 法
の
裏
付
け
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
 
場
 ム
ロ
に
も
、
あ
る
い
は
 特
 

に
 、
宗
教
史
的
研
究
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
以
外
の
 オ
 リ
ェ
ソ
ト
 
の
諸
民
族
、
諸
部
族
と
の
比
較
の
中
で
検
討
 さ
れ
て
い
る
 場
 4
 ロ
に
 

も
 、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
い
く
ら
で
も
疑
問
、
反
論
の
 余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

そ
こ
で
筆
者
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
も
う
一
度
 詩
篇
全
般
を
、
筆
者
自
身
の
観
点
か
ら
分
類
し
直
し
て
 見
 な
 い
わ
 げ
に
い
か
な
 

@
8
-
 

か
っ
た
。
こ
こ
で
筆
者
自
身
の
観
点
と
い
う
の
は
、
 

既
 に
 拙
著
「
旧
約
聖
書
 捕
囚
 以
後
の
思
想
史
」
で
試
み
た
 ょ
 う
に
、
罪
と
応
報
に
関
 

す
る
イ
ス
ラ
 
ヱ
ル
 宗
教
史
の
展
開
と
い
う
角
度
か
ら
の
 も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
本
稿
の
検
討
に
お
い
て
 
は
、
 上
の
基
本
的
分
類
 

を
 、
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
 ち
 、
一
、
詩
の
作
者
が
神
を
 0
 三
尺
 什
 と
す
る
も
の
 

@
9
-
 

こ
れ
に
「
個
人
の
嘆
 き
 

訴
え
」
、
「
讃
美
」
、
「
神
へ
の
依
拠
」
、
「
信
頼
」
、
「
 

裁
悔
 」
 が
あ
る
。
 
ニ
 ・
 ィ
ス
ラ
ヱ
ル
 
民
族
の
立
場
か
ら
神
に
向
 う
も
の
、
三
、
ユ
ダ
ヤ
 

教
徒
を
 0
 圧
の
 c
 （
と
し
て
諭
す
も
の
「
預
言
者
的
」
 、
「
知
恵
文
学
的
日
「
歴
史
の
回
顧
 

目
 
「
律
法
主
義
的
」
 な
も
の
等
が
あ
る
。
 
こ
 

の
 三
つ
の
分
類
は
、
本
稿
の
後
段
で
は
、
二
の
「
個
人
 
の
 嘆
き
の
訴
え
」
と
二
の
中
の
「
民
族
の
嘆
き
の
訴
え
 」
を
同
一
の
カ
テ
ゴ
リ
 

１
に
 、
 一
の
中
、
「
讃
美
」
、
「
神
へ
の
依
拠
」
、
「
信
頼
」
 「
 
俄
悔
 」
を
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
分
け
る
よ
 う
 に
 な
る
。
こ
れ
は
後
述
す
 

る
よ
う
に
、
神
殿
内
で
の
詩
篇
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
礼
拝
 に
お
け
る
意
味
を
探
る
作
業
と
関
連
す
る
。
 

(2)   
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二
で
 

さ
て
、
以
上
の
全
篇
の
類
別
を
後
に
も
 う
 一
度
検
討
す
 る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
基
礎
的
な
編
纂
を
振
返
っ
て
 み
 十
ハ
Ⅰ
 

-
@
@
o
 

先
ず
、
筆
者
は
、
多
く
の
先
達
の
研
究
と
共
に
、
詩
篇
 全
篇
の
編
纂
を
次
の
よ
う
に
見
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
 

今
日
の
第
一
巻
と
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
 ニ
ー
 四
一
篇
 が
 最
初
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
第
一
部
と
 よ
ぶ
 。
 次
 い
で
こ
 

第
三
巻
、
四
二
 ｜
 八
九
篇
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
第
一
 
一
部
と
称
す
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
第
四
、
第
五
巻
、
 
九
 0
 ｜
一
 

め
ら
れ
 ｜
 
（
第
三
部
）
、
こ
れ
ら
を
全
体
の
編
纂
者
が
第
 
一
 、
第
二
篇
を
冒
頭
に
配
し
、
最
終
的
に
今
日
の
一
五
 0
 篇
に
と
 

の
で
あ
る
。
 

-
o
-
I
 
 

全
篇
を
五
巻
に
分
け
た
の
は
、
モ
ー
セ
玉
書
 に

な
ら
で
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

れ
に
第
二
、
 

五
 0
 篇
が
集
 

と
の
え
た
も
 

セ
 （
 
N
 ）
、
四
八
（
 
N
 ）
、
対
日
、
一
八
五
・
一
八
六
、
六
 

セ
、
 六
八
、
 セ
六
 （
 
N
 ）
 、
尺
 
Ⅱ
（
 N
 ）
、
八
四
、
八
七
（
 
N
 ）
、
八
九
、
九
二
、
 

九
三
、
九
五
、
九
六
（
 
N
 ）
 
、
 九
ぜ
、
九
九
（
 
N
 ）
 
、
 d
 
」
 
の
 

一
 0
 
 
一
 、
一
 0
 三
 、
一
 0
 四
 、
一
 0
 五
 （
 
N
 ）
 
、
 一
 
0
 山
ハ
 
（
 
N
 ）
 
、
 

一
一
一
（
 N
 ）
、
一
一
一
了
一
一
二
了
一
一
四
（
 

N
 ）
 
、
 一
一
五
・
一
一
六
、
一
一
七
（
 

N
 ）
、
一
一
入
（
 
N
 ）
 
、
 三
一
一
、
二
一
一
一
 

（
 
N
 ）
・
了
一
四
、
二
二
八
（
 

N
 ）
、
二
一
九
（
 
N
 ）
、
二
一
一
 

四
・
一
三
五
（
 
N
 ）
 
、
 」
三
六
、
Ⅱ
白
瓜
、
コ
コ
 
九
 、
一
 四
五
、
一
四
六
、
 

一
四
 
セ
 、
一
四
八
、
一
四
九
、
一
五
 
0
 、
 

の
 
信
頼
の
歌
、
一
六
、
二
三
、
六
二
、
九
一
、
一
二
 

五
 、
一
四
四
、
 

旧
 
感
謝
の
歌
、
九
 
%
.
 ガ
七
、
 Ⅱ
①
①
 、
 0 Ⅱ
 
回
、
 
0
 一
 
一
八
、
一
 

0
 セ
、
 Ⅱ
Ⅰ
Ⅰ
 、
 Ⅰ
円
円
、
・
ロ
日
 
ハ
 、
一
二
一
 
八
、
 

㈹
預
言
者
的
 詩
 T
o
 で
 ゴ
往
ざ
目
ぎ
 
お
名
三
一
二
の
 
一
｜
 
セ
 、
五
一
、
六
 
%
 、
別
封
、
 日
六
 、
 

㈹
知
恵
文
学
的
 
毛
 Ⅰ
の
 

n
o
 

日
付
 

0
 
の
（
Ⅱ
 

せ
三
 二
、
三
七
、
 
四
九
、
 セ
三
 ・
 セ
 八
、
九
二
、
九
四
、
一
一
九
一
 

｜
 
、
一
一
 八
、
 ゴ
 

Ⅱ
 」
Ⅱ
、
一
三
 (4)  4 
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ぬ扁 
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  合 っ 

せ   

篇、 に当   七 ナ -  @  , し 

て 甘 第 二   
は   も の 

も よ ま 。 一 四           第 五   
ハ節 、 

  の中 で、 めるがで。す               
あ 第   一 セ 

次 第 
    の 

  
/ 卜 

  
の 五 

            め扁   三 四 扶扁 。       
セ 一 一 % 掃   

    ナ " @ 九、   本 第 に な 篇 う 、 げ   上   
  

来 
る 七 六 で   
  一     八、 第 

  篇あ   キ嘆 「     九 
      ぬ扁 

    の     
  

と 

  凹 地       
め用 、 薦 め       

  
連 

を 要     の 

お 加 素 各   

  

  
一 



「
 
嗅
 ぎ
を
訴
え
る
 歌
 」
が
二
十
二
篇
 中
 、
十
三
篇
と
過
半
 を
 占
め
る
。
 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
讃
歌
」
、
「
信
頼
の
歌
」
は
第
六
二
、
 
六
三
、
六
五
、
六
六
、
六
 セ
 篇
の
五
つ
を
数
え
る
に
 過
 お
 
き
な
い
。
 

-
 
は
 @
 

ま
た
、
「
 預
 舌
口
者
的
な
歌
」
は
、
第
五
二
・
五
三
、
五
八
 
ぬ
 
扁
の
三
篇
で
あ
る
。
 

同
じ
第
二
部
の
申
で
も
・
 

p
 
こ
 す
コ
か
ヰ
 
0
 「
が
昏
で
は
、
「
 
嘆
 き
を
訴
え
る
 歌
 」
と
、
「
讃
歌
」
や
「
民
を
諭
す
 
歌
 」
 の
 比
率
が
バ
ラ
ン
ス
を
 

保
つ
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
・
「
個
人
の
嘆
き
の
歌
」
 

は
 、
第
四
二
、
四
三
、
八
六
・
八
八
篇
の
四
 め
扁
 
、
「
民
族
 の
 嘆
き
の
歌
」
は
 、
第
 

@
n
@
 

四
四
、
八
五
、
八
九
篇
の
三
篇
、
併
せ
て
 七
篇
 で
あ
る
。
 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
讃
歌
」
は
、
第
四
六
、
四
七
、
四
八
 
、
八
四
・
八
 セ
 篇
の
五
篇
で
、
何
れ
も
民
族
的
色
彩
が
 濃
く
、
儀
礼
的
な
特
 

色
を
明
か
に
し
て
い
る
。
 

ま
た
「
知
恵
文
学
的
」
な
も
の
は
・
第
四
九
億
一
篇
 で
 あ
る
。
 

で
援
卸
づ
ゴ
 は
、
第
五
 0
 篇
と
、
 第
 セ
コ
ー
八
三
篇
の
十
 

 
 

目
に
つ
く
。
 

第
セ
四
、
セ
七
、
 
セ
元
、
八
 0
 、
八
三
篇
の
五
 つ
が
 
「
 民
族
の
嘆
ぎ
の
歌
」
で
、
「
個
人
の
嘆
ぎ
の
歌
」
は
 、
第
 セ
三
篇
 
の
一
篇
だ
 け
 

で
あ
る
。
し
か
も
第
七
三
篇
は
 グ
 ン
ケ
ル
が
 
韻
往
 約
文
（
 の
匡
 日
記
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
知
恵
文
学
的
性
格
 
が
 強
い
 0
 

「
ア
サ
 ブ
 の
歌
」
の
中
で
、
「
讃
歌
」
と
み
な
し
得
る
も
 

の
は
、
 第
セ
 大
と
八
一
篇
の
二
篇
で
・
何
れ
も
、
民
族
 的
な
も
の
、
儀
礼
的
な
 

も
の
で
あ
る
。
ま
た
上
の
う
ち
第
八
一
篇
は
、
 預
 舌
口
者
 
的
 色
彩
が
濃
い
。
「
預
言
者
的
」
あ
る
い
は
「
知
恵
文
学
 
的
 」
な
も
の
は
、
第
五
 

0
 、
セ
五
 、
七
八
、
八
二
篇
の
四
篇
で
あ
る
。
 

ア
サ
 ブ
 の
歌
は
、
全
般
的
に
民
族
的
な
性
格
が
強
く
 
、
 「
 嘆
 ぎ
の
歌
」
と
、
「
讃
歌
」
及
び
「
預
言
者
的
、
知
恵
 文
学
的
」
な
も
の
と
 

 
 

右
の
う
ち
、
 
て
 ま ゅ
 旧
日
 プ
 に
は
、
「
個
人
の
嘆
ぎ
の
歌
」
 
が
 多
い
。
す
な
わ
ち
・
第
五
Ⅰ
五
四
、
五
五
、
五
六
 
、
五
七
、
一
八
四
、
一
八
 

-
 
Ⅵ
 -
 

九
、
セ
 0
 、
セ
 
一
篇
の
九
篇
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
「
 
民
族
の
嘆
き
の
歌
」
は
、
第
五
九
、
一
八
 
0
 、
 六
 
Ⅰ
六
八
 篇
 の
四
億
あ
る
。
以
上
㈹
 



旧約詩篇の編纂 

と 詩 の う ち 次のま 第 、 宅が   
に 的 ら 二 

篇、 なる れて v 力 こ、 
。 な い 第 

りる一 腹 。 二 
雑 こ 四 

で ， "  の 一 篇 " 

連の編集グンケル第一三一 

  多 
  
が儀礼たる。 Q すい   ロ 。 

  
若 侍 第 
の っ 一 
観 て 二 

セ篇 ハヵ 占、 @ いる 

ら こ に 

む と @ 
し で   ソ 

ろ あ ロ   
か こ 目 

  
  

㈲
「
都
も
 う
 で
の
歌
」
。
第
一
二
 
0
1
 一
 三
四
篇
の
十
 
玉
簾
 は
、
の
圧
 
「
ゴ
リ
日
日
 

p
 、
 
p
 
）
ま
す
「
都
も
う
で
の
歌
」
の
 

標
題
を
持
っ
 0
 こ
の
 

 
 

0
 篇
 、
 
億
づ
田
 

）
 
鼠
す
 
市
日
 
0
 
の
 
甘
浮
ゴ
，
ざ
プ
 

。
 ゴ
 
兜
ぶ
 
0
 
三
日
ハ
神
の
 

人
 モ
ー
セ
の
祈
り
）
 

、
第
 

第
三
部
は
著
し
い
変
化
を
見
せ
る
。
そ
し
て
、
第
一
部
、
 

第
二
部
、
特
に
第
一
部
と
は
詩
の
傾
向
が
極
め
て
対
照
 

的
で
あ
る
。
先
ず
 

、
 

第
九
 
0
1
 一
五
 
0
 篇
は
、
そ
の
標
題
が
多
様
で
あ
る
。
 

標
 題
 別
に
内
容
を
色
 

わ
 げ
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
 

㈱
標
題
の
無
い
も
の
が
、
約
半
数
の
二
十
八
篇
を
占
 

 
 

「
信
頼
の
歌
」
、
あ
る
 

い
は
「
感
謝
の
歌
」
で
、
ま
さ
に
 

止
虹
扁
 

全
篇
の
標
題
 
憶
す
 

 
 

は
 「
個
人
」
、
「
 

民
 

族
 」
、
そ
れ
ぞ
れ
一
篇
、
す
な
わ
ち
僅
か
 

二
篇
に
 
過
ぎ
な
 

 
 

扁
 が
そ
れ
で
あ
る
 

が
 、
筆
者
は
、
こ
の
詩
を
「
知
恵
」
を
含
み
な
が
ら
も
、
 

さ
ら
に
「
律
法
主
義
」
の
傾
向
の
強
い
も
の
と
見
る
。
 

九
二
篇
 
目
 ㍗
 日
簿
 の
 
圧
 Ⅱ
 甘
せ
ひ
日
 

ぎ
の
の
 

ア
 
が
田
安
（
 

詩
 、
安
 
忌
日
の
た
め
の
歌
。
）
、
第
一
 

0
 一
二
局
、
（
 

"
 
ロ
オ
二
）
 

ゅ
ゴ
 
（
 
て
ゅ
コ
 

む
ガ
 
プ
ロ
。
Ⅱ
の
 

、
が
甘
 

0
 
㌧
 
プ
 

毛
よ
ぢ
ゴ
コ
か
 

Ⅱ
 
コ
 
ミ
 ゴ
 ざ
の
甘
口
。
 

ガ
す
篠
皆
 

0
 
 
（
苦
し
む
者
が
 

思
い
く
 
ず
 お
れ
 
て
 ・
そ
の
 
嗅
 ぎ
を
主
の
み
前
に
注
ぎ
出
 

す
と
き
の
祈
り
）
。
 

第
九
八
篇
、
第
一
 

0
0
 

篇
も
特
殊
な
標
題
が
つ
い
て
い
 

る
が
、
 
註
 ㈲
に
述
べ
る
よ
 

う
 に
㈲
の
分
類
に
付
属
さ
せ
る
 

。
右
の
中
・
第
九
 

0
 篤
 と
第
一
 
0
 二
篇
は
 
「
嘆
き
の
歌
」
、
第
九
二
篇
は
讃
 

歌
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
標
題
の
つ
け
方
は
、
第
九
 

八
 ・
第
一
 

0
0
 

篇
 

-
 
Ⅱ
 
-
 

を
も
含
め
て
、
後
代
の
儀
典
中
の
「
ソ
ロ
モ
ン
の
詩
篇
」
 

と
 類
似
点
を
持
っ
。
 



「
嘆
き
を
訴
え
る
 歌
 」
は
、
第
一
二
 
0
.
 

一
二
三
、
一
二
 

一
 
0
 篇
の
三
篇
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
「
讃
歌
 
円
 
「
 信
 煩

の
歌
」
は
 、
八
 

篇
 と
過
半
数
を
占
め
る
。
第
一
二
一
、
一
二
二
、
一
二
 興

一
二
五
、
一
二
六
、
一
二
九
、
一
三
Ⅰ
 一
 三
四
篇
 が

そ
れ
で
あ
る
。
 

@
 
㎎
 @
 

「
知
恵
」
に
属
す
る
も
の
は
、
第
一
二
 

セ
 、
一
二
八
、
一
 

三
三
篇
の
三
篇
で
あ
り
。
右
の
 一
 三
一
篇
に
ち
、
そ
の
 性

格
が
あ
る
。
 
ま
 

ず
 第
一
三
二
篇
は
明
か
に
「
王
の
歌
」
に
属
す
る
も
の
 で

あ
る
。
 

㈲
第
三
部
に
は
）
。
 ミ
寸
ゑ
ヰ
 
の
標
題
を
持
つ
も
の
が
 、

 右
に
 @
 及
し
た
「
都
も
 う
 で
の
歌
」
の
中
の
三
篇
を
 除

い
て
十
一
篇
あ
る
 

第
九
 0
1
 

一
一
九
篇
の
前
半
は
・
右
の
㈲
・
「
 
無
 標
題
の
 

が
 、
こ
の
十
一
篇
の
編
入
に
は
興
味
深
い
傾
向
が
あ
る
。
 

も
の
」
と
、
「
特
殊
な
標
題
の
も
の
」
で
、
そ
の
大
部
 分

が
 
「
讃
歌
」
で
あ
 

H
 、
 の
と
分
類
し
た
も
の
の
中
の
前
半
第
一
一
九
 篇
ま
 で

の
中
に
編
入
さ
れ
た
第
一
 
0
 八
 、
一
 0
 九
の
二
篇
は
「
 嘆

 ぎ
の
歌
」
第
一
 
0
 

一
 、
一
 0
 
巨
篇
の
二
億
 は
 
「
讃
歌
」
・
第
一
一
 0
 篇
は
「
 王

の
歌
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
半
に
組
込
ま
れ
た
 第

一
三
八
 ｜
 一
四
五
篇
 

-
m
-
 

の
う
ち
、
初
め
と
末
尾
の
二
篇
 づ
っ
 、
す
な
わ
ち
第
一
一
 

二
八
、
一
三
九
篇
と
、
第
一
四
四
、
一
四
五
篇
が
「
 讃
 歌

 」
あ
る
い
は
、
「
信
頼
 

の
歌
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
中
間
に
は
さ
ま
れ
た
 第

一
四
 0
1
 

一
四
三
篇
の
一
連
の
編
纂
に
 
よ
 る
四
億
 は
 、

か
な
り
強
い
調
子
の
 

「
嘆
き
を
訴
え
る
 歌
 」
で
あ
る
。
 

は
上
 第
三
部
を
も
 う
 
一
度
全
般
的
に
概
観
し
、
整
理
し
 

て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
 

る
 。
 

こ
れ
に
続
く
第
一
二
 
0
 ｜
一
 三
四
篇
の
「
都
も
う
で
の
歌
 」

も
、
「
讃
歌
」
が
過
半
数
を
占
め
、
こ
の
中
に
「
 嘆
 き

を
訴
え
る
 歌
 」
 二
一
 

篇
 、
「
知
恵
」
的
な
も
の
 
三
篇
が
 編
み
込
ま
れ
て
い
る
。
 

次
い
で
再
び
「
 無
 標
題
の
も
の
」
巨
篇
 が
 続
 き
 、
こ
の
 う

 ち
 二
篇
が
 
「
讃
歌
」
、
一
篇
が
「
民
族
の
嘆
ぎ
の
歌
」
 

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
 

の
後
に
 、
 ）
。
 

Q
 プ
ひ
 
名
田
 ゴ
 入
籍
 が
 続
く
が
、
そ
の
中
間
四
 %
 

扁
は
、
 強
い
調
子
の
「
個
人
の
嘆
ぎ
の
歌
」
で
・
こ
れ
を
 は

さ
ん
で
、
前
後
に
二
 

  



さ
て
こ
こ
で
、
 詩
 一
五
 
0
 篇
の
内
容
を
、
あ
ら
た
め
て
、
 次
の
分
類
に
よ
っ
て
整
理
し
て
み
る
。
基
本
的
な
分
類
 を
、
 序
の
終
り
の
部
 

命
 で
三
つ
に
分
類
し
た
も
の
と
は
別
に
組
替
え
た
も
の
 で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
従
来
の
諸
研
究
と
は
具
り
 、
 神
殿
内
の
丑
 
哩
 扁
の
役
割
 

を
 、
編
纂
者
が
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
た
か
を
検
討
す
る
た
 め
だ
か
ら
で
あ
る
。
最
初
の
分
類
は
む
し
ろ
従
来
の
研
 究
の
線
に
沿
っ
た
も
の
 

と
し
て
、
若
干
の
変
更
を
試
み
た
だ
け
で
あ
る
が
、
 以
 下
の
分
類
は
別
の
意
図
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

㈲
「
嘆
き
を
訴
え
る
 
歌
 」
 

口
 
「
讃
歌
」
・
「
神
へ
の
依
拠
、
信
頼
の
歌
」
、
「
感
謝
」
、
 

「
 
俄
悔
 」
 

㊤
ユ
ダ
ヤ
民
族
、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
諭
す
 
歌
、
 「
預
言
者
的
」
、
「
知
恵
的
」
・
「
律
法
主
義
的
」
な
も
の
。
 

第
一
部
、
第
二
一
 
｜
 四
一
篇
の
三
九
篇
。
但
し
第
九
、
一
 0
 篇
は
一
 
つ
に
 、
第
一
九
篇
は
二
つ
に
数
え
る
。
 
，
 
」
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
 

@ 日 約 詩篇の編纂 

憶 
仁コ 

そ ㈲㈲㈹ 目 
の ミヰ 目ゴ 他 、 玉篇 二十 セ篇 

第   
四 の 
篇 標 

八、 題 
  を 
    

O 、 
つ 
  

    
  
@% 

王 「 
の 

歌   
で ・ 

あ 
る   

一   一 

篇
づ
つ
 「
讃
歌
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
 

最
後
の
締
め
く
く
り
の
第
一
四
六
 

｜
 一
五
 
0
 篇
は
「
 軸
 標
題
」
で
、
「
純
粋
な
讃
歌
」
で
あ
る
。
 

  



第
二
部
は
、
第
四
二
 ｜
 八
九
篇
の
四
十
八
篇
 

㈲
二
十
六
篇
。
 
う
 ち
 、
 

甘
口
 
ゴ
 鉗
ま
 
ふ
伍
プ
 

十
三
篇
 

七
篇
 

目
 す
オ
 
コ
ゆ
ガ
 0
 Ⅱ
㏄
 
下
 

-
 
ハ
 桂
扁
 

憶
 ・
 
a
 ㏄
 ゆ
 
ロ
ゴ
 

は
 

十
二
篇
 

ち
年
 
ゴ
 卸
す
ニ
山
 

ゴ
 

五
 &
 
扁
 

五
ぬ
扁
 

目
ヴ
ゴ
コ
ゆ
ガ
 

0
 Ⅱ
の
す
 

古
 ・
卸
の
囲
ロ
ゴ
 

一
二
局
 

㈲
 

八
篇
 

ち
山
 
ゴ
睡
毛
 
Ⅰ
 
隼
ゴ
 

一
二
 

%
 
扁
 

一
 % 
扁
 

ヱ
ヴ
ゴ
コ
 
か
ガ
 0
 Ⅱ
曲
す
 

憶
 ・
 
a
 ㏄
 
卸
 
Ⅰ
 す
 

四
二
局
 

そ
の
他
、
第
四
五
、
 
セ
 二
席
 は
 
「
王
の
歌
」
 

第
三
部
第
九
 0
1
 
一
五
 0
 篇
の
六
一
篇
。
 

㈲
十
三
篇
 

一
ニ
 
扁
 

虹
 標
題
の
も
の
、
 

一
 
二
局
 

特
殊
な
標
題
の
も
の
 

        10 



  
右
の
表
の
示
唆
す
る
も
の
を
推
論
す
る
と
次
の
よ
う
に
 

解
釈
で
き
よ
う
。
 

 
 

 
 

 
 

1
 
 

楠
を
 
と
、
な
お
、
「
嘆
き
を
訴
え
る
 

、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
諭
す
も
の
」
が
 

歌
 
」
の
占
め
る
 

比
 
、
 

 
 

 
 

睨
が
 圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
 

よ
う
 
に
な
る
。
こ
れ
に
 

第
一
編
の
律
法
主
義
、
第
二
編
の
玉
の
歌
が
冒
頭
に
据
え
 

ら
れ
る
と
、
末
尾
玉
篇
の
 

純
 

 
 
 
 枠
 な
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
の
歌
に
く
く
ら
れ
て
、
ヰ
子
ま
日
の
 

性
格
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
 

11 (11) 

㈱
 

四
篇
 

一
 %
 
扁
 

無
 標
題
の
も
の
 

一
 
%
 扁
 

都
 も
 う
 で
の
歌
 

そ
の
他
、
第
一
一
 
0
 、
第
一
ミ
 
姦
扁
は
 「
王
の
歌
」
 

都
も
 う
 で
の
歌
 

で
 巨
ゴ
阿
毛
ご
 

す
 

㈲
四
十
一
ニ
帰
 

燕
標
題
の
も
の
 

特
殊
な
標
題
の
も
の
 

都
 も
う
で
の
歌
 

甘
口
下
町
屯
田
 

す
 

一
 
-
-
 

扶
扁
 

上
ハ
 
%
 
扁
 

二
セ
 農
 

一
篇
 

八
ぬ
扁
 

-
 
ハ
 托
扁
 



捕
囚
 以
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
 ぺ
 ル
シ
ア
の
支
配
下
に
 
、
祭
 司
 を
頭
と
す
る
宗
教
 国
 
Ⅰ
 臼
俺
ま
 n
o
 
ヨ
 5
 ロ
 コ
ぃ
 
（
 
ピ
と
 な
る
。
し
か
し
、
 
祭
 

司
法
典
の
成
立
す
る
段
階
で
は
、
神
殿
内
の
祭
儀
は
 、
極
 め
て
詳
細
な
規
定
に
よ
っ
て
取
り
行
わ
れ
た
に
も
か
か
 わ
ら
ず
、
詩
を
諦
す
る
 

@
 
れ
 -
 

こ
と
は
、
ま
だ
定
形
化
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
 る
 。
神
殿
で
詩
が
歌
わ
れ
る
 よ
う
 に
な
っ
た
の
が
何
時
 の
こ
と
か
は
明
ら
か
で
 

は
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
祭
司
と
は
別
に
、
レ
イ
メ
ン
の
 中
か
ら
出
た
初
め
は
知
恵
の
教
師
、
後
に
は
律
法
学
者
 が
、
 徐
々
に
会
堂
を
作
 

っ
て
民
衆
を
指
導
し
・
そ
こ
で
詩
が
 諦
 せ
ら
れ
る
よ
う
に
 な
り
、
こ
れ
が
神
殿
礼
拝
に
取
入
れ
ら
れ
る
 よ
う
 に
 な
 っ
 た
の
で
は
な
い
か
、
 

@
2
-
 

と
い
う
推
論
が
成
立
ち
得
る
。
 

右
の
事
情
が
明
確
で
は
な
い
に
せ
 よ
 ・
本
稿
 一
 か
ら
 四
 で
 検
討
し
た
 止
投
扁
 
編
纂
の
推
移
は
 、
 次
の
こ
と
を
物
語
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

-
 
穏
 -
 

詩
が
 集
め
ら
れ
た
初
期
の
段
階
で
は
、
敬
虔
な
ユ
ダ
ヤ
 教
徒
た
ち
が
、
様
々
な
事
情
で
不
遇
な
生
活
環
境
に
お
か
 ね
 、
む
し
ろ
、
ユ
ダ
ヤ
 

教
の
信
仰
を
離
れ
、
俗
化
し
た
者
た
ち
、
あ
る
い
は
 魔
 術
師
等
異
教
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
が
、
彼
ら
を
軽
侮
 し
 、
ま
た
は
圧
迫
し
て
い
 

た
 。
こ
う
し
た
こ
と
へ
の
不
満
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
一
般
 庶
 民
の
信
徒
の
間
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
時
に
、
「
神
に
 
嘆
ュ
ぎ
 
を
 訴
え
る
 歌
 」
、
と
く
に
 

多
く
の
「
個
人
の
嘆
ぎ
の
歌
」
が
、
作
詩
さ
れ
、
あ
る
 い
は
集
め
ら
れ
て
、
神
殿
祭
儀
の
中
に
採
用
さ
れ
て
 諦
せ
 ら
れ
、
そ
こ
に
集
 う
敬
 

虔
な
 信
徒
の
涙
を
さ
そ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

右
の
よ
う
な
視
点
は
、
 
捕
囚
 以
後
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
状
況
 を
 、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
ユ
ダ
ヤ
教
保
護
政
策
に
よ
っ
て
・
 ユ
ダ
ヤ
教
が
神
殿
を
 

中
心
に
発
展
し
た
と
い
う
見
方
と
同
時
に
、
一
般
庶
民
、
 こ
と
に
敬
虔
な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
 、
 極
め
て
困
難
な
状
況
 に
お
か
れ
て
い
た
と
い
 

う
 側
面
を
重
視
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
 た
 ユ
ダ
ヤ
教
徒
一
般
の
生
活
の
座
か
ち
、
個
々
の
詩
が
 再
 検
討
さ
れ
る
可
能
性
 す
 

四 

  



旧約詩篇の編纂 

 
 

結
び
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ユ
ダ
ヤ
教
文
学
は
、
 
捕
囚
 以
後
ペ
ル
シ
ア
時
代
か
ら
へ
 ン
 
二
 
ズ
ム
初
期
に
か
け
て
、
神
の
公
正
な
応
報
へ
の
疑
義
 を
 徐
々
に
示
す
 よ
う
 

し
か
し
、
神
殿
と
は
本
来
、
神
を
祭
り
、
神
を
讃
美
し
 

、
 神
に
依
拠
 し
、
 神
の
前
に
己
を
卑
く
し
て
己
が
罪
を
俄
 

悔
し
て
神
の
赦
し
を
 

乞
 @
r
,
 

べ
き
、
礼
拝
、
祭
儀
の
場
所
で
あ
る
。
こ
の
意
味
 

で
の
「
祈
り
」
こ
そ
旧
約
宗
教
の
特
色
で
あ
る
。
こ
こ
に
 

第
二
部
の
編
集
に
見
 

る
 本
来
的
な
も
の
へ
還
ろ
 
う
 と
す
る
あ
ら
た
な
意
図
が
あ
 
る
 。
 

詩
篇
の
第
二
段
階
で
の
編
集
は
、
「
 

嗅
 ぎ
を
訴
え
る
 歌
 」
 を
な
お
多
く
集
め
な
が
ら
、
「
讃
歌
」
 

や
 、
「
信
頼
の
歌
 
」
の
数
を
増
や
し
て
 

い
る
。
一
般
庶
民
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
思
い
を
察
し
な
が
ら
 

も
 ・
指
導
的
立
場
に
立
っ
人
々
の
当
然
の
配
慮
が
表
れ
 

て
い
る
。
こ
う
し
た
 
指
 

導
者
の
側
か
ら
の
対
応
は
、
こ
の
時
期
の
嘆
き
の
歌
に
 

、
 神
 が
公
正
の
審
 き
 手
で
あ
る
こ
と
・
 
今
 苦
し
む
 議
 し
い
 信
徒
に
は
や
が
て
神
の
 

救
が
 与
え
ら
れ
る
べ
 
き
 こ
と
を
歌
 う
 節
を
加
え
た
も
の
 
が
ん
 
勿
ノ
 
Ⅱ
 
い
 
。
さ
ら
に
は
 屈
 0
 
づ
卍
 
目
の
片
山
 

c
 ）
 
田
 
（
 
ト
ツ
 

「
㏄
 
し
ト
 

。
 毛
ぢ
伍
 
0
 
Ⅰ
Ⅰ
 

ヲ
 づ
 0
 
の
（
 
r
 
Ⅱ
が
・
お
そ
ら
 

く
は
こ
の
時
期
に
作
詩
さ
れ
、
編
入
さ
れ
て
、
 

嘆
 ぎ
の
 歌
 と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

集
い
、
こ
れ
ら
の
詩
に
特
に
共
感
を
覚
え
た
と
い
う
、
 

一
 
般
 的
な
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
史
の
庶
民
の
側
の
反
応
を
見
 

る
こ
と
が
で
き
ょ
 

-
 
ぅ
 
。
 
-
2
 

。
 

ら
 筆
者
は
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
学
者
が
 、
個
 々
の
こ
れ
ら
の
嘆
き
を
訴
え
る
詩
の
内
容
か
ら
、
あ
る
も
 の
は
病
の
苦
し
み
を
 訴
 

え
た
も
の
、
あ
る
も
の
は
不
当
に
有
罪
と
さ
れ
た
者
が
 神
殿
内
で
の
再
審
を
要
求
し
た
も
の
、
ま
た
新
年
の
祭
の
 歌
 と
解
釈
し
て
い
る
。
 

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
、
む
し
ろ
律
法
に
詳
し
い
レ
 イ
 マ
ン
 が
 一
般
の
信
徒
の
苦
し
み
、
あ
る
い
は
自
ら
の
苦
し
み
 を
 、
そ
れ
ら
に
な
ぞ
ら
 

え
て
作
詩
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
も
成
り
 立
つ
。
否
、
む
し
ろ
、
個
々
の
詩
の
作
者
の
お
か
れ
た
 状
 況
 に
関
す
る
解
釈
は
と
 

も
あ
れ
、
こ
う
し
た
一
連
の
嘆
ぎ
の
歌
の
編
集
そ
の
も
 の
の
う
ち
に
、
当
時
お
そ
ら
く
 ぺ
 ル
シ
ア
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
 教
徒
が
、
神
殿
礼
拝
に
 



  
  を 
  
  聖 

な 
援の る 

ぬぺ - 山 
  
    

オ っ 

  てい T- 生 に ン 

立 る 
口目 
  

て   
た そ 

宙の @ け ドコ 岸 

り し 
」 て 

コ 叫臼 カ ハ 上   
  

    
  

づ援 ひ 扁の串 とい ぬ 
ハ -"" l j "- ハ 

ヨヨ nl  り 目頭 第 語が ぅ     
ト日 の 
Ⅰ 0 「 コ 
ジ 宙 

オ 。 
ぴョ   

を " 一 日 ト " 

毛 い目 。 - 日のコ （     
不当 す 

オ ド 
o ㌃ 岸 日 の明 王 「 

の ら 

中 田 下 - 歎 か 

- ヨ の 叶 。 コ 

」 な を 
  
い 置 

  てき 
ト u ㎡ 「 コ る 第 
l ダ の 二 

oN ， ） 目 で ・ 篇 
"" ひ あ に     る 
） i 由   「 め探、 

の由   わ   
村め - 王 

な
 讃
歌
で
結
ば
せ
る
。
し
か
も
最
も
効
果
的
に
第
一
五
 0
 篇
は
 、
各
行
す
べ
て
に
「
主
を
ほ
め
た
た
え
 ょ
 」
の
 句
 を
 持
つ
詩
で
締
め
く
く
 

 
 

-
 
あ
 -
 

-
 
お
 -
 

に
な
る
。
そ
の
頂
点
に
 、
ヨ
 ブ
記
の
の
お
 宮
ざ
ず
日
 。
 伝
 道
 芝
 書
の
七
の
の
 ま
ヨ
 が
日
が
あ
る
。
第
一
部
に
見
ら
れ
 る
 多
く
の
個
人
の
嘆
き
 

の
歌
は
、
こ
う
し
た
風
潮
の
表
れ
始
め
た
時
期
に
・
イ
ン
 テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
な
ユ
ダ
ヤ
教
レ
イ
メ
ン
に
よ
っ
て
 集
 め
ら
れ
、
あ
る
い
は
 作
 

許
 さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
 、
庶
 民
 ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
中
で
、
指
導
的
な
立
場
を
と
る
よ
 う
に
な
り
、
知
恵
空
教
 

師
 、
律
法
学
者
を
産
む
。
知
恵
文
学
の
中
で
も
 歳
言
の
 
よ
う
な
民
衆
に
世
の
知
恵
を
教
え
て
、
敬
虔
な
信
徒
が
不
 遇
を
訴
え
る
の
を
諭
そ
 

う
と
し
た
の
は
、
 

詩
ぬ
 
扁
の
第
三
期
あ
る
い
は
最
終
の
編
纂
の
時
期
に
は
、
 

第
三
部
に
見
ら
れ
る
よ
 5
 に
、
「
讃
歌
」
が
多
く
集
め
ら
 
れ
た
。
そ
れ
ら
を
 神
 

殿
 内
で
聖
歌
隊
に
よ
っ
て
歌
わ
せ
・
さ
ら
に
は
 
撰
 。
七
 
%
 笘
 %
 
 安
目
 笹
 e
s
 
。
 韻
 ㌃
 &
0
 日
毬
 注
ヨ
の
を
加
え
て
行
く
 の
も
、
や
が
て
は
 
へ
レ
 

二
 ズ
ム
時
代
後
期
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
 カ
 タ
ス
ト
ロ
ー
ブ
を
 迎
 え
る
前
の
・
 
ィ
ス
ラ
ヱ
ル
 
律
法
宗
教
の
復
興
を
示
す
も
 の
で
あ
ろ
う
。
あ
の
 
長
 

い
 第
一
一
九
 篇
は
、
 最
も
技
巧
的
な
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
 丑
 
討
 で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
毛
 ぢ
色
 
0
 日
で
。
 笘
モ
な
 含
み
 な
が
ら
、
律
法
を
固
く
 

守
る
こ
と
を
誓
い
、
主
の
定
め
の
道
を
教
え
ら
れ
る
こ
 と
を
 願
 3
 
ト
の
 
ゆ
臼
 あ
日
を
明
瞭
に
す
る
詩
で
あ
る
。
第
一
 部
の
第
一
九
篇
の
後
半
 

悟
 
「
主
の
律
法
は
完
全
で
あ
る
」
と
歌
い
始
め
る
す
㏄
 
羊
降
 T
 
な
 詩
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
第
一
部
の
段
階
の
 編
纂
で
は
な
く
、
最
終
 

の
編
纂
時
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
最
終
編
纂
 者
は
、
 詩
 百
五
十
篇
の
末
尾
玉
篇
 を
、
 何
れ
も
 ゴ
臼
匹
 ヂ
せ
ゅ
 
す
で
始
ま
る
純
粋
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旧約詩篇の編纂 

（
 4
4
 

コ
 
）
 

（
 0
0
 
）
 

（
 9
 ）
 

（
 パ
 
U
 ）
 

（
 l
 
Ⅰ
）
 

（
 0
4
 
）
 

（
 l
 
0
6
 

Ⅰ
 ）
 

（
 り
乙
 
）
 

（
 3
 ）
 

（
 メ
汁
 
）
 

（
 ミ
 
u
 ）
 

（
 6
 ）
 

（
 り
 
7
 ）
 

「
 敵
 」
、
「
悪
し
き
者
」
、
「
 
仇
 」
等
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
拙
著
 「
旧
約
聖
書
 捕
囚
 以
後
の
思
想
史
」
八
二
頁
参
照
。
 

の
 ・
 ぎ
 H
O
 
毛
ぎ
 @
C
 
オ
臼
 ・
㌧
の
土
ヨ
 
0
 コ
 海
 U
@
d
i
e
 

コ
 
H
.
 。
 
レ
毛
ぴ
 （
）
 
U
n
@
@
 

年
 @
0
 円
 
コ
隼
オ
ふ
ら
 

由
 @
 
ら
）
 
0
 コ
Ⅰ
か
 
し
 の
㎎
の
 
で
 の
 日
 （
Ⅲ
）
の
 

ヰ
 ）
の
 
り
 Ⅰ
 一
い
 ・
 
ト
 ・
 目
 「
 パ
 Ⅰ
 @
 
出
ノ
つ
 い
り
 

の
 ・
い
ひ
 
0
 １
 ㎏
 

0
.
 巴
 -
 
巾
日
の
 
-
 
隼
グ
目
 -
 
コ
 -
0
%
 
仁
コ
 
岨
 -
 
コ
ロ
の
の
 卸
 -
t
 
り
コ
 円
の
の
叶
が
日
の
 

臣
 ・
）
 

9
3
 

と
 び
 
Ⅰ
㌣
 田
 

そ
の
他
の
ロ
ロ
 村
臼
 ・
め
ぎ
）
曲
行
 
ぎ
ゅ
 の
 
）
の
の
 
曲
 ・
Ⅰ
 

づ
り
年
の
Ⅱ
㏄
の
 

コ
 。
Ⅰ
の
Ⅰ
麓
の
）
 

一
 Ⅱ
 
ド
の
 Ⅰ
 ド
ト
 
の
が
 コ
 ら
の
仁
ト
ヰ
目
Ⅱ
の
 

@
H
 １
目
 "
 ト
 の
の
 

A
.
 

㌧
 口
 ・
 ち
 ）
 目
 １
 %
 い
 

目
の
 の
ゴ
ぎ
コ
宙
 

（
・
 
ロ
 が
の
の
の
 
す
 の
円
山
 
の
 Ⅱ
下
コ
 ゆ
 の
 ガ
守
幅
宮
コ
ぎ
 
）
）
 臣
 宙
 @
@
 

（
）
 
ロ
つ
 
@
@
 

の
（
 
N
@
 

コ
の
コ
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（
 

・
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 ・
 
い
 ・
 
く
肝
メ
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・
）
（
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@
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・
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つ
一
ぃ
㏄
 

い
 ・
 み
 ・
Ⅰ
の
の
ま
の
・
 

円
ア
の
 ㌧
㏄
㏄
 
甘
 
）
）
の
。
 

円
 Ⅰ
が
 
コ
 の
）
㏄
 

ヰ
 の
ら
の
 コ
宙
 H
 
コ
侍
 
。
 
Ⅱ
 づ
 Ⅱ
の
Ⅰ
の
 

巨
 @
 
コ
什
ゴ
 0
 Ⅰ
 @
 
ぬ
甘
侍
 0
 片
 小
出
 
の
オ
ハ
 
の
 も
ペ
 Ⅰ
 宙
 。
リ
コ
 宙
ヨ
ミ
 
「
。
 
「
の
目
や
之
の
毛
 

ぺ
 0
 芽
 ・
 1
 の
 き
 ・
 ロ
 ・
 
出
 ・
 お
 曲
 名
す
 せ
の
表
現
に
よ
れ
ば
，
 円
甘
 @
 
の
什
す
 め
 0
 Ⅱ
 づ
ゴ
ジ
 ㏄
す
の
 0
 コ
の
 い
り
の
せ
 

ド
 の
Ⅰ
 
:
 ：
：
 
0
 コ
 0
%
 の
の
Ⅰ
の
・
㏄
の
 

日
 の
 毛
す
か
 
ヰ
田
 

0
0
 

の
 コ
田
 
プ
仁
ゑ
 
の
の
 
田
 @
c
a
 

目
 Ⅱ
 ヴ
 Ⅱ
Ⅰ
の
 匹
鰍
 ，
 出
 ・
 出
 ・
 刃
 0
 ミ
 ピ
せ
，
円
ゴ
の
 
O
@
-
 

隼
コ
コ
 
の
の
 
叶
 リ
ヨ
の
口
占
の
コ
リ
 
目
 。
 ら
の
パ
コ
 
の
ヰ
口
耳
 

ぺ
 ・
ハ
レ
Ⅹ
Ⅱ
 

0
 Ⅰ
 由
，
ト
の
 

0
 ）
・
 

Q
.
 

い
つ
）
 

㌧
の
 
ダ
 Ⅱ
一
二
一
 
い
 甘
い
の
 @
o
 
メ
 q
,
 
ヒ
 @
 の
 ）
・
 
-
.
 
の
一
 
&
 い
 ー
 ち
 ㏄
一
の
 
N
@
m
 
み
一
 
切
切
 
?
-
1
 
㏄
 
プ
 ・
 
ぃ
 
2
@
 

切
切
。
 

-
@
C
,
 

ぃ
 
-
.
@
@
 

一
切
の
一
の
 

跨
 @
 Ⅱ
 0
@
 
の
下
 
・
 -
@
-
@
@
@
 

ト
 い
つ
一
ト
 

ち
 0
 一
ト
 
も
 P
@
 
に
ド
 及
 

イ
じ
、
 
㏄
一
ム
 

@
5
 

。
 ト
づ
一
 
い
 い
 -
l
@
,
i
 

ぃ
 Ⅱ
 一
 り
の
一
）
 

下
 い
こ
の
後
の
八
ハ
つ
の
 
詩
は
特
に
 、
 の
で
の
 
コ
ま
臆
麓
之
 ゐ
す
ヰ
ま
 拝
 す
の
の
㏄
 
コ
ぃ
 
（
 
U
a
 

「
せ
と
 

特
色
づ
け
る
。
 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
見
解
は
、
 

列
 正
紀
上
八
の
三
一
三
二
、
さ
ら
 に
 基
本
的
に
は
、
 
出
ェ
 ジ
ブ
 ト
記
 
一
八
の
一
九
、
二
二
の
九
に
 

塞
 か
せ
て
い
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

一
九
七
三
年
大
明
堂
、
一
九
 
セ
 九
年
第
二
版
、
七
六
頁
以
下
。
 

神
を
 
o
 圧
 e
n
 
（
と
す
る
文
書
は
、
在
来
の
僅
か
な
部
分
的
な
例
 外
を
除
い
て
は
、
旧
約
諸
文
書
の
何
れ
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
 詩
篇
独
特
の
も
 

の
で
あ
る
。
こ
の
論
議
に
関
し
て
は
、
拙
著
、
前
掲
 書
 、
七
七
 頁
 以
下
参
照
。
 

第
三
部
の
編
纂
者
と
、
最
終
の
編
纂
者
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
 可
能
性
 は
 多
い
。
 

グ
ソ
ケ
か
 
は
、
第
五
九
、
六
一
篇
を
「
個
人
の
嘆
き
の
歌
」
と
 し
 、
第
六
八
篇
を
「
讃
歌
」
と
し
て
い
る
。
 

第
五
二
喬
 は
 、
第
一
四
 篇
 と
同
一
で
あ
る
。
 
グ
 ン
ケ
ル
は
こ
れ
 
ら
を
何
れ
も
「
嘆
き
の
歌
」
に
分
類
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
 む
 し
ろ
、
「
神
に
 

訴
え
る
 歌
 」
と
対
比
し
て
、
「
預
言
者
的
な
民
を
諭
す
 歌 」
 を
 置
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討
す
る
場
合
に
・
 筆
 者
の
分
類
の
方
 

が
 公
平
を
欠
く
こ
と
が
 少
 い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
 

後
述
の
ま
と
め
の
と
こ
ろ
で
明
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 
 
 
 
 

第
八
九
篇
は
「
王
の
歌
」
が
主
な
内
容
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

第
九
一
、
九
三
、
九
四
、
九
五
、
九
六
、
九
七
、
九
九
、
一
 0
 所
目
、
一
 
0
 去
且
 
、
 
一
 0
 
一
八
・
一
 
0
 し
 
七
、
一
一
一
、
一
一
二
、
一
一
一
 
二
 、
一
一
四
、
 

 
 

一
一
五
、
一
一
六
、
一
一
 
セ
 、
一
一
八
、
一
一
九
、
一
三
五
、
一
 三
一
八
、
一
二
二
 
u
 、
一
四
六
、
一
四
二
 u
 、
一
四
八
、
一
四
九
、
 
一
五
 0
 
の
 各
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l 目的詩篇の編纂 

反
映
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
 

力
 ・
 ロ
 ・
ま
色
（
 ヰ
の
 
（
・
 H
 
コ
 （
（
 
0
 ぎ
注
 ざ
コ
 d
o
d
 

す
の
 

0
.
 

～
・
）
の
ち
の
・
 

ワ
の
 0
0
.
 
詩
篇
の
多
く
の
 詩
 が
そ
の
作
詩
 

0
 元
段
階
で
は
、
儀
礼
用
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
特
に
 モ
｜
 ヴ
ィ
ン
ケ
ル
以
来
認
め
ら
れ
て
い
る
処
で
あ
る
が
・
に
も
か
か
 わ
ら
ず
本
稿
の
 

観
点
か
ら
見
る
時
は
、
預
言
者
的
、
知
恵
文
学
的
あ
る
い
は
 律
 法
主
義
的
な
も
の
の
み
な
ら
ず
、
「
敬
虔
」
と
い
 
5
 こ
と
が
、
 
預
言
者
的
、
 
あ
 

る
い
は
律
法
的
な
 議
 し
い
者
と
悪
し
き
者
の
区
別
の
規
準
と
し
 て
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

宛
 ）
前
掲
拙
著
、
三
頁
以
下
参
照
。
 

（
 射
 ）
筆
者
は
、
右
の
著
の
中
で
、
「
本
論
文
の
立
場
は
 、
個
 々
の
 詩
 そ
の
も
の
の
成
立
年
代
、
あ
る
い
は
そ
の
原
型
を
探
る
 こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
 

い
 。
そ
れ
ら
が
、
古
い
詩
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
に
せ
よ
、
 あ
 る
い
は
、
新
た
に
創
作
さ
れ
た
も
の
に
せ
よ
、
そ
れ
が
、
ペ
ル
 シ
 フ
 時
代
、
 あ
 

る
い
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
初
期
に
編
集
さ
れ
て
、
 ユ
 ダ
の
 民
の
間
に
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
 う
 に
な
っ
た
と
い
う
事
実
の
 、
 そ
の
背
景
に
横
 

た
わ
る
時
代
の
宗
教
思
想
を
探
る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
。
」
と
 
述
 べ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
本
稿
の
基
本
的
視
点
で
も
あ
る
。
 

（
 乙
 
前
掲
拙
著
は
、
こ
の
史
的
展
開
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
  
 

（
 <
6
-
 

）
拙
著
、
 

ニ
ハ
 0
 頁
 以
下
参
照
。
 

（
㌘
）
拙
著
、
九
九
頁
以
下
参
照
。
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と
の
な
い
、
分
布
的
単
位
で
あ
る
。
指
標
は
・
雰
囲
気
、
 感
情
、
性
格
も
し
く
は
哲
学
を
指
示
す
る
。
情
報
は
 、
 語
り
を
一
定
の
時
 

ム
神
話
は
、
ど
の
よ
う
な
現
実
を
直
視
し
、
ど
の
よ
う
な
 葛
藤
、
挫
折
を
認
識
し
た
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
課
題
で
 あ
る
。
 

-
2
-
 

周
知
の
よ
う
に
、
ア
ダ
ム
神
話
は
、
複
雑
な
伝
承
 史
を
 経
て
、
つ
い
に
前
一
 
0
 ｜
 九
世
紀
に
文
書
化
さ
れ
た
。
 

し
 か
し
本
稿
で
は
、
 
伝
 

康
史
的
考
察
を
ひ
と
ま
ず
措
き
、
テ
キ
ス
ト
の
文
法
な
 ら
び
に
語
り
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
前
記
の
課
題
に
答
   

以
下
は
、
考
察
の
手
順
で
あ
る
。
 

一
 、
ア
ダ
ム
神
話
テ
キ
ス
ト
（
㏄
Ⅰ
㏄
Ⅰ
Ⅰ
 下
 
東
村
㏄
オ
下
目
の
 

レ
の
円
 C
 円
円
の
下
オ
ド
 
目
 ア
田
 下
 。
お
 求
 ・
Ⅰ
（
山
口
 
オ
 
0
%
 之
 内
 ㎡
 
り
 
Ⅰ
 
か
 
り
め
一
仁
 
1
 の
 @
 い
 も
）
 

@
4
-
 

を
、
 読
み
単
位
と
し
て
の
、
最
小
の
テ
ー
マ
的
素
材
に
細
 介
 す
る
。
そ
し
て
考
察
の
便
宜
上
、
各
単
位
末
尾
に
そ
 の
 内
容
を
規
定
す
 

る
一
 語
を
付
記
し
、
単
位
呼
称
と
す
る
。
 

二
 、
所
与
の
読
み
単
位
を
・
語
り
に
お
け
る
機
能
に
従
 い
 ・
基
軸
（
 h
o
 
コ
の
 
（
 
ぃ
 
o
 コ
 c
a
 

（
Ⅰ
 

ぎ
目
ン
 
触
媒
 
宋
 ㏄
（
 
漣
 寺
お
 ）
。
指
標
（
 ぎ
隼
 げ
の
）
 

な
ら
び
に
情
報
（
 ぎ
 h
O
q
 

日
が
（
 

p
O
 

コ
 ）
の
四
群
に
分
類
す
る
 。
基
軸
は
・
基
本
的
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
語
り
の
緊
張
 を
 生
み
出
す
要
素
 

で
あ
る
。
触
媒
は
、
基
軸
間
の
空
隙
を
満
た
し
、
語
り
の
 進
行
を
円
滑
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
基
軸
お
よ
び
触
媒
 は
、
 語
り
の
脈
絡
 

に
 不
可
欠
な
統
合
的
単
位
で
あ
る
。
他
方
指
標
お
よ
び
 情
 報
は
、
 語
り
の
進
行
に
直
接
加
担
せ
ず
、
省
い
て
も
そ
 の
 脈
絡
を
損
 ぅ
こ
 

  

-
l
@
 

神
話
と
は
、
現
実
直
視
の
所
産
で
あ
り
、
自
然
と
の
 葛
 藤
 ま
た
は
人
間
的
欲
望
挫
折
の
認
識
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
 る
 。
そ
れ
で
は
 ァ
ダ
 

ア
ダ
ム
神
話
の
構
造
 

定
形
 
日
 

佐
雄
 



b
 
 自
ら
か
た
ど
っ
た
ア
ダ
ム
を
、
そ
こ
に
置
い
た
。
（
 配
置
）
 

所
与
の
テ
キ
ス
ト
を
八
十
五
単
位
に
細
分
す
る
。
 

八
 創
世
記
 2
 章
 V
 

4
b
 
 ヤ
 ハ
ウ
 ヱ
 神
が
 、
 地
と
天
を
つ
く
る
と
き
の
こ
と
 。
（
太
初
）
 

5
a
 
 野
の
木
い
っ
さ
い
、
地
に
い
ま
だ
な
く
、
（
野
木
 ）
 

b
 
 野
の
草
い
っ
さ
い
、
い
ま
だ
生
え
な
い
。
（
野
草
）
 

c
 
 ヤ
 ハ
ウ
 ヱ
 神
が
 、
 地
に
雨
を
降
ら
せ
な
か
っ
た
か
ら
 だ
。
（
原
因
）
 

，
 

-
7
-
 

d
 
 お
 ま
げ
に
 土
 
（
 アダ
ト
 マ
ー
）
を
耕
す
に
も
、
 
ひ
 と
 
（
ア
ダ
ム
）
が
い
 

6
 
 

た
だ
、
水
が
地
か
ら
湧
き
の
ば
っ
て
 、
 土
の
面
を
 あ
ま
ね
く
潤
し
た
。
 

7
a
 
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
神
は
 

、
 土
の
ち
り
で
、
ア
ダ
ム
を
か
た
 ど
っ
た
。
（
創
造
 A
 ）
 

@
8
-
 

b
 
 か
み
が
そ
の
鼻
に
生
命
の
息
を
吹
き
こ
む
と
、
 

ァ
 ダ
ム
は
生
け
る
者
と
 

8
a
 
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
神
は
 

、
 東
の
方
エ
デ
ン
に
園
を
設
け
、
 

（
楽
園
）
 

な
い
。
（
無
人
）
 

（
湧
水
）
 

な
っ
た
。
（
息
吹
）
 

四
 、
各
シ
ー
ク
 ヱ
シ
 ス
の
構
造
的
連
関
を
明
ら
か
に
し
、
 そ
の
意
味
を
問
 う
 。
 

 
 

-
5
@
 

間
 も
し
く
は
空
間
に
位
置
づ
け
る
。
 

 
 

三
 、
一
連
の
諸
単
位
を
、
文
法
な
ら
び
に
語
り
の
特
徴
 に
基
 ず
き
、
連
関
の
密
な
要
素
連
続
（
 お
 七
 % 
ち
 ⑧
   

に区 

分 
す - 
るゑ 

  



 
 

 
 

 
 

7
a
 己
 

5
a
 

1
 

止
旭
 

構
 

b
 

 
 

手
白
 

神
 

№
  

 
b
 

4
a
 

1
 

b
 

b
 

3
a
l
 

第
二
の
川
の
名
は
 ギ
 ホ
ン
 0
 （
支
流
Ⅱ
）
 

そ
れ
は
ク
シ
金
地
を
め
ぐ
る
 川
 。
（
地
域
Ⅱ
）
 

第
三
の
川
の
名
は
 ヒ
デ
ケ
ル
 0
 （
支
流
 m
 ）
 

そ
れ
は
ア
ッ
シ
ュ
ー
ル
の
東
を
流
れ
る
 川
 。
（
地
域
 m
 ）
 

第
四
の
川
、
そ
れ
は
 ブ
 ラ
 テ
 だ
。
（
支
流
 
W
 ）
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
神
は
、
ア
ダ
ム
を
連
れ
だ
ち
、
 ハ
 
連
行
）
 

か
れ
を
 ェ
デ
ソ
 の
園
に
住
ま
わ
せ
、
そ
こ
を
耕
し
守
ら
せ
 ヰ
ハ
 

-
@
o
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
神
は
ア
ダ
ム
に
命
じ
て
言
っ
た
。
 

「
園
の
木
ど
れ
か
ら
も
、
大
い
に
食
べ
る
が
い
い
。
（
 
自
 由
 A
 ）
 

た
だ
し
善
悪
を
知
る
木
か
ら
は
、
食
べ
て
い
け
な
い
。
（
 
林
示
 
己
心
 

（
 
な
刀
働
 
A
 ）
 

A
 ）
 

9
a
 b

 

0
a
 b

 

1
a
 

I
 

b
 

 
 /

1
 
c
 

2
/
 

1
a
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
神
が
生
え
出
さ
せ
た
の
は
、
見
て
好
ま
し
く
、
 

食
べ
る
に
良
い
、
す
べ
て
の
 ホ
、
 

そ
し
て
園
の
真
中
の
、
生
命
の
木
な
ら
び
に
善
悪
を
知
 る
木
 だ
。
（
神
木
）
 

さ
て
、
ひ
と
つ
の
川
が
、
エ
デ
ン
か
ら
流
れ
出
て
 、
園
 を
 潤
し
て
い
る
。
（
源
流
）
 

そ
れ
は
、
そ
こ
か
ら
分
れ
、
四
本
と
な
っ
た
。
（
分
流
）
 

第
一
の
名
は
 ピ
シ
 。
 ン
 。
（
支
流
 1
 ）
 

そ
れ
は
ハ
ウ
ィ
ラ
金
地
を
め
ぐ
る
 川
 。
（
地
域
 1
 ）
 

-
9
-
 

 
 

そ
こ
に
黄
金
（
あ
り
）
、
当
地
の
黄
金
は
良
質
だ
。
（
 

黄
 金
 ）
 

@
9
-
 

そ
こ
に
は
、
ブ
ド
ラ
ク
 や
 
シ
ョ
ー
ハ
ム
石
も
（
あ
る
）
。
 
（
生
貝
石
）
 

（ 
果 
樹   

21 く 21) 



b
 

4
 

2
 

 
 

2
 

1
a
 

2
 b

 

3
a
 

 
 

0
a
 b

 

1
a
2
 

b
 

b
 

8
a
1
 

b
 

9
a
 b

 

そ
れ
を
食
べ
た
と
き
、
お
ま
え
は
き
っ
と
死
ぬ
か
ら
だ
。
 

b
 （
応
報
）
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
神
は
言
っ
た
。
 

コ
 ア
ダ
ム
ひ
と
り
で
い
て
は
良
く
な
い
。
（
単
身
 
り
 

か
れ
に
ぴ
っ
た
り
の
相
手
を
つ
く
っ
て
や
ろ
う
。
（
相
手
 

）
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
神
は
 、
 土
で
、
野
の
生
き
物
お
よ
び
空
の
鳥
 す
 べ

て
を
か
た
ど
っ
た
。
（
創
造
 
B
 ）
 

か
み
は
、
ア
ダ
ム
の
も
と
に
彼
ら
を
来
さ
せ
、
そ
れ
を
か
 れ

が
何
と
呼
ぶ
か
見
た
。
（
送
致
 
A
 ）
 

そ
れ
で
ア
ダ
ム
が
生
け
る
も
の
を
呼
ぶ
す
べ
て
そ
の
ま
 ま

が
、
そ
の
 冬
 だ
。
（
名
称
）
 

ア
ダ
ム
は
、
家
畜
す
べ
て
、
空
の
鳥
、
野
の
生
き
物
す
べ
 て

に
名
を
つ
け
た
。
（
命
名
 
A
 ）
 

し
か
し
ア
ダ
ム
に
は
、
ぴ
っ
た
り
の
相
手
が
見
つ
か
ら
 な

か
っ
た
。
（
孤
独
）
 

そ
こ
で
 サ
 ハ
ウ
 ，
 神
が
ア
ダ
ム
に
睡
魔
を
落
す
と
、
 か
 れ

は
眠
っ
た
。
（
 
昏
 二
 
陣
 ）
 

か
み
は
、
か
れ
の
功
一
本
を
取
り
出
し
、
そ
の
あ
と
を
 肉
 で

ふ
さ
い
だ
 0
 （
摘
出
）
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
神
は
、
ア
ダ
ム
か
ら
取
り
出
し
た
肪
を
女
に
 @
 

」
し
ら
え
た
。
（
創
造
 
C
 ）
 

そ
し
て
か
の
女
を
ア
ダ
ム
の
も
と
に
来
さ
せ
た
。
（
送
致
 

B
 ）
 

フ
 
ア
ダ
ム
は
舌
口
っ
た
 

0
 

「
こ
れ
は
、
わ
た
し
の
骨
の
骨
、
わ
た
し
の
肉
の
肉
 
、
 （
 

分
身
）
 

こ
れ
は
 男
 
（
イ
ー
シ
ュ
）
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
の
だ
か
ら
 

、
こ
れ
を
 女
 （
イ
ッ
シ
ャ
ー
）
と
呼
ば
う
 じ
 

こ
う
し
て
男
は
 、
 父
を
そ
し
て
母
を
棄
て
、
妻
と
結
び
つ
 い

 て
一
体
だ
。
（
一
体
）
 

そ
し
て
ア
ダ
ム
と
妻
は
、
ふ
た
り
と
も
裸
で
あ
っ
た
が
、
 恥

し
く
な
か
っ
た
。
（
無
恥
）
 

  
共 
鳥 
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ア タム神話の構造 

八
 同
 3
 章
 V
 

l
a
 
 と
き
に
蛇
は
 、
 ヤ
ハ
ウ
ェ
神
の
つ
く
っ
た
野
の
生
 き
 物
す
べ
て
の
う
ち
で
も
、
利
口
だ
っ
た
。
（
利
ロ
）
 

b
 
 へ
 び
は
女
に
言
っ
た
。
 

「
神
さ
ま
は
、
園
の
木
ど
れ
か
ら
も
食
べ
て
い
げ
な
い
と
 
、
ま
さ
か
言
わ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
 ぬ
ピ
 
（
誇
張
 A
 ）
 

2
 
 
女
は
へ
 び
 に
む
か
っ
て
舌
口
っ
た
。
 

「
園
の
木
の
実
は
食
べ
て
ま
す
よ
。
（
自
由
 
-
A
 
）
 

3
a
 
 

で
も
園
の
真
中
に
あ
る
木
の
実
は
 

、
 神
さ
ま
お
っ
 し
ゃ
る
の
に
、
そ
れ
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
。
 （
林
下
目
 

ぬ
一
 

A
 ）
 

b
 
 そ
れ
に
さ
わ
っ
て
も
い
げ
な
い
、
お
ま
え
た
ち
が
 死
ぬ
と
 い
 げ
な
い
か
ら
、
な
ん
で
す
っ
て
 し
 （
誇
張
 B
 ）
 

4
 
 

へ
 び
は
な
に
む
か
っ
て
甘
口
っ
た
。
 

「
あ
な
た
た
ち
が
死
ぬ
で
す
っ
て
、
と
ん
で
も
な
い
。
（
 
巧
言
目
）
 

5
 
 
神
さ
ま
 よ
 く
ご
存
知
の
こ
と
で
、
あ
な
た
が
た
は
 、
そ
れ
を
食
べ
る
と
目
が
開
ら
げ
、
神
さ
ま
の
よ
う
に
 な
っ
て
善
悪
を
知
る
 

ん
で
す
よ
。
 
ヒ
 （
教
唆
）
 

6
a
 
 

女
が
見
る
と
・
そ
の
木
は
食
べ
る
に
良
く
 

、
 （
 
食
 欲
 ）
 

b
 
 そ
れ
こ
そ
目
を
楽
し
ま
せ
、
賢
く
な
る
に
好
も
し
か
 。
（
 知
欲
 ）
 

c
 
 そ
こ
で
な
が
そ
の
木
の
実
を
も
い
で
、
食
べ
、
一
緒
 の
 夫
に
与
え
る
と
、
か
れ
は
食
べ
た
。
（
侵
犯
）
 

7
a
 
 

す
る
と
ふ
た
り
の
目
は
開
ら
か
れ
、
か
れ
ら
は
 

自
 分
た
ち
の
裸
を
知
っ
た
。
（
開
眼
）
 

b
 
 か
れ
ら
は
、
い
ち
じ
く
の
葉
を
 っ
づ
 り
あ
わ
せ
、
 腰
 に
 巻
い
た
。
（
 差
恥
 ）
 

8
a
 
 

か
れ
ら
は
、
園
の
な
か
を
歩
む
ヤ
ハ
ウ
ェ
神
の
足
 

昔
を
聞
い
た
。
（
出
現
）
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3
a
 

b
 

4
a
1
 

12 
b
 

b
 

 
 

9
 

1
0
 

1
a
 

夕
風
の
吹
く
頃
だ
。
（
夕
刻
）
 

ア
ダ
ム
と
妻
は
 

、
 ヤ
ハ
ウ
ェ
神
の
前
か
ら
園
の
木
の
奥
に
 

、
 身
を
隠
し
た
。
（
退
避
）
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
神
は
、
ア
ダ
ム
に
呼
び
か
け
て
三
口
っ
た
。
 

「
ど
こ
に
い
る
の
だ
、
お
ま
え
は
 

/
.
L
 

（
追
求
）
 

か
れ
は
号
目
っ
た
。
 

「
園
で
あ
な
た
さ
ま
の
足
音
を
聞
き
、
自
分
の
裸
が
 

悼
か
 
ら
れ
、
隠
れ
ま
し
た
 

ピ
 （
弁
解
）
 

か
み
は
舌
口
っ
た
。
 

「
 
誰
だ
 
、
お
ま
え
に
裸
を
教
え
た
の
は
 

ソ
 （
詰
問
）
 

食
べ
な
い
よ
う
に
命
じ
た
木
か
ら
、
お
ま
え
は
食
べ
た
 

な
 /
.
 

ヒ
 （
 
圭
 
明
主
 

貝
 
）
 

フ
 
ア
ダ
ム
は
舌
口
っ
た
。
 

 
 

 
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
神
は
、
そ
の
蛇
に
む
か
っ
て
舌
口
っ
た
。
 

「
こ
ん
な
こ
と
を
し
で
か
し
、
家
畜
、
野
の
生
き
物
す
べ
 

て
の
な
か
で
、
お
ま
え
が
も
っ
と
も
呪
わ
 

お
ま
え
は
、
生
き
る
か
ぎ
り
、
腹
で
這
い
、
ち
り
を
 

食
 ら
う
の
だ
。
（
仕
置
）
 ま

し
た
 ピ
 （
転
嫁
 
A
 ）
 

れ
る
。
（
 
呪
咀
 A
 ）
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吐
短
 

b
 

構
 

 
 

話
 

1
 

申
 

2
 

 
 

5
a
 b

 

6
a
 b

 
 
 

1
a
 b

 

8
 

1
 

9
a
 

1
 

b
 

0
a
 

2
 

わ
た
し
は
、
お
ま
え
と
女
の
間
、
お
ま
え
の
 香
と
 女
の
 香
の
間
に
、
敵
意
を
置
く
。
（
相
剋
 

A
 ）
 

か
れ
は
お
ま
え
の
頭
を
く
だ
 き
 、
お
ま
え
は
そ
の
踵
に
 食
 ら
い
つ
く
。
 L
 （
脅
威
 A
 ）
 

女
に
㌔
 ぴ
 か
っ
て
、
か
み
は
舌
口
 っ
 *
 
に
 。
 

円
 わ
た
し
は
、
お
ま
え
の
産
み
の
苦
し
み
を
い
よ
い
よ
 多
 く
す
る
。
（
祝
詞
 B
 ）
 

 
 

お
ま
え
は
、
苦
し
ん
で
、
息
子
た
ち
を
産
む
。
（
処
断
）
 

そ
れ
で
も
お
ま
え
は
夫
を
も
と
め
、
か
れ
は
お
ま
え
を
 治
め
る
。
 ヒ
 （
脅
威
 B
 ）
 

ア
ダ
ム
に
か
み
は
言
っ
た
 0
 

「
実
に
お
ま
え
は
妻
の
言
 
う
 こ
と
を
聞
い
て
、
そ
の
木
 か
 ら
 食
べ
て
は
い
げ
な
い
と
わ
た
し
が
命
じ
て
言
っ
た
の
 ア
し
 

リ
 t
 
Ⅹ
 

は
 食
べ
た
。
（
罪
状
）
 

お
ま
え
の
た
め
に
土
は
呪
わ
れ
、
お
ま
え
は
、
生
き
る
 か
ぎ
り
、
苦
し
ん
で
食
 う
 。
（
 呪
誼
 C
 ）
 

お
ま
え
の
た
め
に
は
 茨
 と
駒
し
か
生
え
ず
、
お
ま
え
は
 そ
の
野
草
を
食
 う
 の
だ
。
（
処
罰
）
 

お
ま
え
は
、
自
分
の
取
り
出
さ
れ
た
土
に
戻
る
ま
で
、
 額
 に
 汗
し
て
食
っ
て
い
く
。
（
相
剋
 
B
 ）
 

お
ま
え
は
、
ち
り
な
ん
だ
か
ら
、
ち
り
に
戻
る
の
だ
。
 
ヒ
 （
脅
威
 C
 ）
 

ア
ダ
ム
は
 、
 妻
の
名
を
 ハ
ヮ
ァ
と
 つ
げ
た
。
（
命
名
 B
 ）
 

彼
女
が
生
け
る
者
（
ハ
ー
イ
）
す
べ
て
の
母
と
な
っ
た
 か
ら
だ
。
（
由
来
）
 

ヤ
 ハ
ウ
 ヱ
 神
は
、
ア
ダ
ム
と
妻
の
た
め
に
、
皮
の
被
 ひ
を
 つ
く
り
か
れ
ら
に
着
せ
た
。
（
外
板
）
 

岳
 
Ⅰ
ハ
ウ
ェ
神
は
舌
口
っ
た
 0
 

同
厄
 
け
ら
 ア
 ノ
 
ア
 バ
ク
 
ム
片
体
 
、
 わ
れ
ら
の
 

@
 

ハ
 
じ
と
 れ
ワ
の
 
ト
 
ム
う
 に
 た
 り
 、
善
悪
を
知
っ
た
。
（
驚
嘆
）
 

お 
ま 

え 
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は
 上
八
十
五
の
読
み
単
位
を
、
基
軸
、
触
媒
、
指
標
 お
 ょ
び
 情
報
の
四
群
に
分
類
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
㌘
 

分
類
一
覧
で
あ
る
が
、
紙
数
の
制
約
か
ら
次
項
以
下
で
 0
 分
析
結
果
を
も
併
記
し
た
。
 

（
一
）
基
軸
の
単
位
 

セ
 単
位
が
、
基
軸
と
し
て
機
能
す
る
。
神
の
行
為
を
指
 不
 す
る
 八
 創
造
 A
V
 、
 八
 禁
忌
 A
V
 、
 八
 創
造
 C
V
 、
 

な
ら
び
に
 
八
 追
放
 V
 は
、
ア
ダ
ム
の
行
為
を
指
示
す
る
 八
 侵
犯
 V
 の
前
後
に
、
対
称
的
な
位
置
を
占
め
る
。
 

す
 な
 

創
造
し
 、
 彼
を
追
放
す
る
。
禁
忌
を
設
定
し
、
そ
れ
に
 基
 ず
い
て
ア
ダ
ム
を
処
罰
す
る
。
神
は
 、
 女
を
創
造
し
 、
 

し
て
 八
 侵
犯
 V
 は
、
こ
れ
ら
の
語
り
の
転
職
 点
 を
な
す
。
 以
上
が
、
基
軸
的
単
位
と
し
て
、
ア
ダ
ム
神
話
の
プ
ロ
 

（
二
）
触
媒
の
単
位
 

八
 単
位
が
、
触
媒
の
単
位
と
し
て
、
前
記
基
軸
単
位
 七
 つ
の
語
り
空
間
を
埋
め
る
。
ア
ダ
ム
の
行
為
を
指
示
す
 

蛇
の
行
為
を
指
示
す
る
八
教
唆
 V
 の
前
後
に
・
冬
二
車
 位
 ず
っ
 、
 神
の
行
為
を
指
示
す
る
触
媒
が
配
さ
れ
る
。
 

八
 命
名
 A
V
 

に
先
行
す
る
 

八
 息
吹
 V
 、
八
神
木
 V
 、
八
割
 造
 B
V
 は
 、
 神
の
世
界
秩
序
づ
げ
を
指
示
す
る
。
 

し
 ?

 然
 頁
の
表
は
、
そ
の
 

人
処
断
 V
 、
 八
 処
罰
 V
 

わ
ち
神
は
、
ア
ダ
ム
を
 

彼
 な
を
処
断
す
る
。
 
そ
 

ッ
ト
 を
構
成
す
る
。
 

る
八
 命
名
 

A
V
 

お
よ
び
 

た
が
っ
て
人
命
名
 A
V
 

  
一 

b
 
 

い
ま
に
も
か
れ
は
手
を
出
し
、
生
命
の
木
か
ら
も
 取
っ
て
食
べ
、
永
久
に
生
き
る
か
も
し
れ
な
い
 ピ
 
（
危
惧
 ）
 

 
  

 

然
 

そ
こ
で
ヤ
ハ
ウ
ェ
 

ま
、
 

 
 

神
 6
 
 
力
れ
を
 ヱ
 デ
 シ
 
の
園
か
ら
出
し
、
か
れ
に
自
分
 の
 
取
り
出
さ
れ
た
土
を
耕
さ
せ
た
。
（
労
働
 
B
 ）
 

 
 

 
 

M
a
 
 

そ
し
て
か
み
は
、
ア
ダ
ム
を
追
放
し
た
。
（
追
放
 
 
 

b
 
 

か
み
は
、
エ
デ
ン
の
東
に
ケ
ル
ビ
ム
お
よ
び
回
る
 剣
 の
 炎
を
据
え
、
生
命
の
木
に
至
る
道
を
守
っ
た
。
（
 
隔
 紬
忙
 
）
 



アダム神話の 構造 

く 創世記 2;4b-3;24b 構造分析一覧 ) 
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も
し
く
は
 八
 歓
喜
 V
 を
意
味
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
 よ
、
ヱ
 

 
 

V
 も
ま
た
、
美
し
く
 味
 

@
 
は
 -
 

よ
 い
木
が
潤
沢
に
あ
る
こ
と
を
指
示
す
る
。
 

八
 源
流
 V
 お
よ
び
八
分
流
 V
 は
 、
 水
の
潤
沢
な
流
れ
を
 指
示
し
、
楽
園
と
連
続
す
る
世
界
の
豊
か
な
雰
囲
気
を
 伝
え
る
。
 八
 源
流
 V
 

は
 、
人
物
も
し
く
は
事
物
の
間
断
な
き
活
動
を
指
示
す
 る
 分
団
 
，
 …
，
 

文
 で
あ
り
、
乾
期
こ
 

-
3
-
I
 
y
 %
 
、
 れ
る
 ヮ
 デ
 イ
と
 異
な
る
、
 水
の
間
断
な
き
流
れ
を
 

指
示
す
る
。
さ
ら
に
八
分
流
 V
 中
の
数
詞
八
四
 v
 は
 、
東
 西
南
北
の
四
方
、
つ
ま
り
全
方
位
を
意
味
す
る
。
つ
ま
 り
 園
に
源
を
発
す
る
、
 

吐
氾
 

%
 
 潤
沢
な
水
の
流
れ
は
全
土
に
及
ぶ
、
と
い
う
こ
と
 に
な
る
 
-
 
赳
 
l
 
 加
え
て
 八
 黄
金
 V
 お
よ
び
 八
 貴
石
 V
 も
、
楽
園
 に
 連
続
す
る
世
界
の
一
部
、
 

臨
 

ハ
ウ
ィ
ラ
の
富
裕
な
情
況
を
連
想
さ
せ
る
。
 

 
 

 
 

避
 V
 は
 、
 神
と
ア
ダ
ム
た
ち
と
の
対
話
に
先
立
つ
 、
緊
 

さ
れ
る
に
先
立
つ
、
ア
ダ
ム
の
情
況
を
指
示
す
る
。
 
さ
 

張
の
雰
囲
気
を
示
す
。
 

ら
仁
 六
出
現
 V
 お
よ
び
六
週
 

 
 

29  (29) 

ハ
 雰
囲
気
の
指
標
し
入
野
木
 
V
 、
 入
 野
草
 v
 、
 八
 無
人
 V
 、
 八
 湧
水
 V
 は
、
ア
ダ
ム
創
造
前
の
情
景
を
指
示
す
る
 。
 八
 楽
園
 V
 と
八
果
 

-
 
㏄
 @
 

樹
 V
 は
、
ア
ダ
ム
の
潤
沢
な
住
環
境
の
指
標
で
あ
ろ
う
 。
 八
 楽
園
 V
 中
の
一
ま
 n
 、
エ
デ
ン
は
 、
八
 す
み
ず
み
ま
で
 よ
く
潤
う
と
こ
ろ
 V
 、
 

は
、
 神
に
 よ
 る
世
界
秩
序
づ
げ
の
補
完
的
行
為
の
表
示
で
 あ
る
。
し
か
も
 八
 息
吹
 V
 お
よ
び
八
神
木
 V
 は
 、
ァ
ダ
 ム
と
 神
木
と
の
対
立
 

際
立
た
せ
て
、
基
軸
単
位
二
つ
 八
 創
造
 A
V
 と
 六
禁
忌
 A
V
 と
の
間
隙
を
満
た
す
。
他
方
 八
 創
造
 B
V
 お
よ
び
 八
 ム
叩
名
 
A
V
 は
、
ア
ダ
 

と
 動
物
と
の
関
係
を
規
定
し
て
、
基
軸
単
位
二
つ
八
票
目
 
心
 
A
V
 と
八
 創
造
 C
V
 と
の
間
隙
を
満
た
す
。
 

八
教
唆
 V
 は
、
ア
ダ
ム
た
ち
の
行
為
人
侵
犯
 V
 を
触
発
 し
、
 神
の
行
為
 八
 処
置
 V
 を
結
果
す
る
。
し
た
が
っ
て
 八
 教
唆
 V
 お
よ
び
 八
 

置
 V
 は
・
基
軸
単
位
 八
 侵
犯
 V
 前
後
の
語
り
空
間
を
埋
 め
る
・
触
媒
単
位
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
他
方
八
体
 被
 V
 お
 ょ
び
八
 隔
絶
 V
 は
 、
 

軸
 単
位
 八
 追
放
 V
 前
後
の
語
り
空
間
を
補
強
す
る
、
 触
 媒
 単
位
で
あ
る
。
 

（
 二
 一
）
指
標
の
単
位
 

其 処 ム を 



八
 応
報
 V
 
 

目
ビ
 す
 釘
目
安
 ゴ
 （
 
f
 お
ま
え
は
き
っ
 と
 死
ぬ
。
）
 

八
 誇
張
 B
V
.
.
.
 

…
 ロ
 の
デ
億
ヨ
 
目
 （
 
ゴ
 の
臣
（
 
z
 お
ま
え
た
ち
が
 死
ぬ
と
 い
 げ
な
い
）
 

八
 巧
言
 V
 
 

）
 
0
 ド
ヨ
 ビ
ダ
市
日
目
汁
 
す
 め
ロ
（
 
?
 あ
な
た
 が
た
が
死
ぬ
で
す
っ
て
、
と
ん
で
も
な
い
）
 

つ
ま
り
蛇
は
 、
ざ
 ，
 
1
 日
 宰
 す
む
日
化
 け
と
 言
え
ば
、
神
と
 直
接
的
に
対
決
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
手
を
避
け
、
 女
 の
言
述
 市
日
月
 
ヰ
甘
 
か
コ
 

に
 密
着
し
、
こ
れ
に
強
く
反
駁
す
る
。
 八
 巧
言
 V
 は
 、
蛇
 0
 校
滑
さ
を
具
体
的
に
指
示
す
る
。
以
上
二
単
位
が
性
 格
の
指
標
で
あ
る
。
 

ハ
 
哲
学
の
指
標
 ロ
 以
下
の
三
十
三
単
位
を
哲
学
の
指
標
 と
 判
別
す
る
。
 

八
 原
因
 V
 は
、
ア
ダ
ム
創
造
前
の
世
界
が
成
り
立
つ
 根
 拠
を
示
す
 、
 語
り
手
の
哲
学
で
あ
ろ
う
。
 

八
 労
働
 A
V
 、
 八
 自
由
 A
v
 お
よ
び
 八
 応
報
 V
 は
 、
楽
 園
の
秩
序
に
関
す
る
、
語
り
手
の
哲
学
で
あ
る
。
 

-
 
㏄
 -
 

八
 単
身
 V
 、
八
相
手
 V
 、
八
名
称
 V
 、
 八
 孤
独
 V
 、
 八
 分
身
 V
 、
 八
 共
鳴
 V
 、
八
一
体
 V
 、
 八
 自
由
 一
 
A
V
 お
ょ
 び
 八
株
 
禾
已
ビ
 

A
V
 は
 、
 

人
間
の
存
在
根
拠
（
Ⅰ
巴
の
 
0
 コ
ミ
 か
 t
r
 

の
）
に
関
す
る
、
 

語
 り
 手
の
哲
学
で
あ
る
 "
 

八
 開
眼
 V
 、
 八
 追
求
 V
 、
八
弁
解
 v
 、
 八
 詰
問
 V
 、
六
 %
 
咄
責
 
V
 、
 八
 転
嫁
 A
V
 、
 八
 問
責
 V
 、
 八
 転
嫁
 B
V
.
 八
 呪
謂
 A
V
 、
八
相
剋
 

ハ
 性
格
の
指
標
 し
八
 利
口
 v
 お
よ
び
 八
 巧
言
 v
 は
 、
蛇
 の
 性
格
を
指
示
す
る
。
蛇
は
、
八
円
舌
口
 
V
 に
お
い
て
、
 神
 の
言
述
八
 応
報
 V
 と
 

-
F
-
 

直
接
対
決
せ
ず
、
女
が
そ
れ
を
踏
ま
え
て
言
っ
た
 八
誇
 張
 B
V
 
の
な
か
の
こ
と
は
を
否
定
す
る
。
三
者
の
言
 述
を
 比
較
し
て
み
よ
う
。
 

は
 七
十
四
単
位
を
・
雰
囲
気
の
指
標
と
考
え
る
。
 

ハ
 
感
情
の
指
標
し
 
八
 無
恥
 v
 お
よ
び
八
着
 恥
 V
 は
。
 自
 ら
の
裸
を
恥
し
い
と
思
 う
か
 否
か
の
感
情
で
あ
る
。
 八
誇
 張
 A
V
 お
よ
び
六
 %
 
朽
 

張
 B
V
 は
、
神
命
に
対
す
る
不
満
の
感
情
を
吐
露
し
た
 も
の
で
あ
ろ
う
。
八
食
欲
 v
 お
よ
び
六
如
 欲
 V
 は
、
 善
亜
ゅ
 
を
 知
る
木
を
欲
求
す
る
 

感
情
で
あ
る
。
 八
 驚
嘆
 V
 お
よ
び
 八
 危
惧
 V
 は
 、
ァ
ダ
 ム
の
 征
服
 欲
 に
対
す
る
、
神
の
驚
き
と
警
戒
を
示
す
 、
感
 清
酌
発
言
で
あ
る
。
 以
 

土
人
単
位
が
、
感
情
の
指
標
で
あ
る
。
 

(30) 30 





に
 神
は
 、
 彼
に
生
命
の
息
を
吹
ぎ
こ
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
 触
媒
単
位
 八
 息
吹
 V
 の
指
示
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
 八
 創
造
 A
V
 
と
八
 息
吹
 V
 

は
 ・
ア
ダ
ム
の
 死
 と
生
を
め
ぐ
っ
て
 、
 著
し
い
対
照
を
 一
 
ホ
す
 。
 

さ
ら
に
 八
 息
吹
 V
 は
、
八
神
木
 V
 と
も
よ
く
対
照
を
な
 す
 。
前
者
は
、
 
八
 4
 千
 4
V
 
の
八
話
、
二
つ
の
 
ワ
 ウ
継
続
 法
 未
完
了
文
か
ら
な
 

る
 。
後
者
は
、
や
は
り
 八
 4
 千
 4
v
 
の
大
語
、
そ
し
て
 
名
 記
文
二
つ
か
ら
な
る
。
 
両
 単
位
は
、
語
数
に
お
い
て
 同
 調
し
 ・
文
体
に
お
い
て
 

動
 と
静
、
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
る
。
 

以
上
八
創
造
 A
V
 
、
 八
 息
吹
 V
 お
よ
び
八
神
木
 V
 の
 統
 合
的
 単
位
に
 、
 他
の
分
布
的
単
位
が
加
わ
る
。
 

情
報
単
位
 八
 配
置
 V
 は
、
潤
沢
の
指
標
八
楽
園
 V
 と
八
 果
樹
 V
 に
は
さ
ま
れ
、
ア
ダ
ム
を
潤
沢
の
只
中
に
位
置
づ
 げ
る
。
し
か
も
こ
れ
 

ら
 三
学
位
は
、
五
話
文
を
基
調
と
し
、
そ
の
前
後
に
 布
 貴
 さ
れ
る
 八
 息
吹
 V
 お
よ
び
八
神
木
 V
 の
 八
 4
 千
 4
V
 
語
 文
か
ら
際
立
つ
。
も
っ
 

と
も
 八
 果
樹
 V
 の
場
合
、
主
節
（
ヤ
ハ
ウ
ェ
神
が
生
え
 出
さ
せ
た
の
は
、
す
べ
て
の
木
だ
）
が
 五
 詩
文
で
あ
り
 、
征
箭
（
見
て
好
ま
し
 

く
、
 食
べ
る
に
良
い
）
は
四
話
 文
 で
あ
る
。
そ
し
て
こ
 
の
 従
姉
口
語
文
に
、
八
神
木
 V
 の
 八
 4
 千
 4
V
 
請
文
が
続
 く
 ゎ
 げ
で
あ
る
。
 

つ
ぎ
に
 八
 創
造
 A
V
 
に
先
行
す
る
諸
単
位
に
つ
い
て
、
 

そ
 の
 文
法
と
語
り
の
構
造
的
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
 、
そ
れ
ら
の
原
文
字
 

訳
を
提
示
す
る
。
 

（
の
し
 

八
洋
き
 V
 
-
 荘
ぺ
ひ
ヨ
 ：
 か
ひ
 
d
F
 
 

ぺ
 立
毛
 叫
よ
 0
 巨
日
 
・
 

 
 

（
の
）
 

六
 %
 
 丼
 V
 
-
 老
老
 プ
 0
 ）
か
ぎ
 
甘
ゴ
 い
 い
か
卸
 

ロ
ゴ
の
 
す
 8
 Ⅰ
の
 
ヨ
 
せ
 い
す
 
。
せ
 
り
プ
す
け
 
w
 。
 
w
 Ⅱ
の
 
の
 。
 

（
 か
 ）
 

八
戦
 

弼
 V
 
-
 毛
 。
ガ
ゴ
 
0
 甘
 ㎡
③
 す
プ
ゴ
 が
 総
ゆ
 &
 す
の
 

r
 
8
h
 

の
 コ
 目
 田
ノ
 
の
 
円
ロ
㏄
 

l
 
ゴ
 、
 

（
の
）
 

八
潮
 

囲
 V
 
-
 霞
 
）
 
0
.
 

三
日
 

け
ギ
ペ
 立
毛
 由
ヱ
 0
 民
 日
、
 曲
廿
す
卸
 

，
 
曲
 Ⅱ
の
 
耽
 。
 

（
も
）
 

六
 %
 
 卜
 V
 
-
 毛
 ：
 ゅ
宙
プ
ゅ
日
 
・
 
ミ
ぎ
宙
 ：
 ヴ
ゴ
 
0
 色
 下
げ
ま
・
 ゴ
 p
 ：
 &
 ゴ
曲
 
（
（
）
 

曲
ゴ
 

六
 %
 
 決
 V
 険
 -
 旧
 "
 色
け
 ド
ド
よ
の
す
 
ヨ
ぎ
 。
 
プ
 リ
 、
 
W
 Ⅱ
 毬
 。
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アダム神話の 構造 

後 る 両 る 八 
の 以 。 八 者     

も 

合 A 新 野 供 人 V 大 剣 ノ こ う 

す V す 草 を V は 切 迫 
  るに者 。 先に V 、 指に 示お 六天 に V AV 

つ 打 と 八 す い と お りこ 

ま す っ 無 る て 地 い 先     
" ウ 和草 的はよりの % ま頭語 順 入 地大 る 
ヱ 諸 も び 圧 

す， 目   
八 " に 、ど 

雨 て 
（の 文末（ e 干 す， p 日   

Ⅰ ' う 

を 倒   
るだ 造 倉 」 ） 巨 ， 水 く・ 題に （十 れだ 記 言 ヶ こ 

A の は 空 向 ） げ お ろ ぅ V か 、 規則 低 き 間の げら とは に 八 いて 

八 的 に ィ ね 、 地       
棄 市 流 メ る 語 と ア 

        点 は 原 毬 原 わ 
因 ち 

創造 果樹 直前 包括 の て とか。 2 -0- なって は印象 で も か困 ず V （ 地 V 文 
V@ A 的 お 的 に 、 れ % ） 文 頭 
に V で， り で あ 八 も よ お 頭 は   あ 、 あ る   原 状 び よ の 、 
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る
 。
 

 
 

展
開
の
様
相
を
異
に
す
る
。
前
段
の
八
太
初
 V
 以
下
人
 

れ
た
構
造
を
有
し
、
ア
ダ
ム
創
造
に
先
立
つ
世
界
の
状
 況
を
緩
か
に
語
る
。
中
段
の
八
創
造
 A
V
 
以
下
人
単
位
は
  
 

の
と
れ
た
構
造
を
有
す
る
が
、
ア
ダ
ム
創
造
の
顛
末
を
む
 し
ろ
ダ
イ
ナ
、
 、
、
ッ
ク
 
に
語
る
。
こ
の
部
分
は
鞄
 1
 語
り
 
の
 

造
 A
V
 
は
そ
の
頂
点
で
あ
る
。
後
段
の
八
源
流
 V
 以
下
 十
一
単
位
は
、
楽
園
直
結
の
世
界
に
つ
い
て
 ス
 タ
テ
ィ
ッ
 
 
 

ハ
 明
色
前
半
は
物
語
時
制
叙
事
文
、
後
半
は
神
独
白
 

の
直
接
話
法
文
で
あ
る
。
以
下
は
 、
軸
 Ⅱ
全
文
の
字
 訳
 で
 
・
 

六
 %
 
 囲
 V
 
-
 毛
簿
へ
 
せ
お
芋
 
ぺ
 目
キ
 叫
ヱ
 0
 三
ヨ
げ
 %
 ・
 
甘
り
，
ゆ
 

Ⅰ
 甘
阿
 
Ⅰ
Ⅱ
 

ノ
 
。
 

八
球
 由
 
岩
下
 V
@
 

毛
の
や
せ
曲
コ
 

コ
ぎ
ゅ
ゴ
由
ヴ
オ
 

。
㏄
 
ゴ
 ㏄
 コ
，
、
 

0
 年
 ゴ
の
コ
 憶
 0
 す
 け
口
ぽ
 
い
ゴ
め
 %
 ぬ
 
0
 ヨ
 Ⅱ
卸
す
 

八
皿
 旺
下
 V
 飛
 -
 旧
 ㏄
 せ
 。
 
ゅ
 a
 毛
ぺ
 立
毛
虫
 
ぷ
 0
 圧
ヨ
 
、
 
注
 ・
 
F
 ゆ
 。
 
卸
年
 
甘
ゆ
 
日
 
）
の
 
、
 
n
o
 

～
 
「
・
 

も
 @
 臣
由
オ
村
 
o
p
 

、
の
 

ゅ
 ・
す
の
 

む
幅
曲
臣
 
。
 
曲
ガ
ア
 
0
 ）
 叶
 
0
 。
 
ガ
ア
蝉
 

単
位
は
、
均
衡
の
と
 

前
段
と
同
じ
く
均
衡
 

山
に
あ
た
り
、
八
割
 

に
 語
る
。
 

あ
る
。
 

-
 
わ
 -
 

流
 
・
羽
地
域
の
語
り
に
至
る
と
、
名
詞
 文
 が
圧
倒
的
に
 
多
く
な
り
、
語
り
の
展
開
は
ぴ
た
り
と
止
ま
り
、
地
図
を
 読
む
か
の
 
よ
う
 で
あ
 

さ
て
 八
 源
流
 V
 お
よ
び
八
分
流
 V
 は
 、
 四
つ
の
支
流
（
 。
ヒ
シ
ョ
ン
・
 ギ
 ホ
ン
、
 
ヒ
デ
 ケ
ル
、
フ
ラ
 テ
 ）
 、
 三
つ
の
 ぬ
域
 
（
ハ
ウ
ィ
ラ
 、
 

ク
シ
、
ア
ッ
シ
ュ
ー
ル
）
 
、
 言
わ
ば
全
世
界
の
語
り
を
、
 

八
 創
造
 A
V
 
か
ら
八
神
木
 V
 ま
で
の
、
言
わ
ば
楽
園
の
五
 
幅
り
に
結
び
つ
げ
る
。
 

こ
こ
で
 
鞄
 1
 各
単
位
文
の
文
体
に
注
目
し
、
そ
の
変
化
の
 様
相
を
概
観
し
た
い
。
 

-
 
㌍
 -
 

w
I
 初
め
の
部
分
は
 、
 主
と
し
て
、
未
完
了
 支
 お
よ
び
 め
 刀
下
文
か
ら
な
る
。
し
た
が
っ
て
語
り
の
展
開
は
 、八
 ?
 
し
て
、
し
た
 V
 

の
 文
意
と
な
り
、
緩
慢
と
い
う
か
、
き
わ
め
て
単
調
で
あ
 る
 。
こ
れ
に
対
し
、
 
八
 創
造
 A
v
 
以
下
、
楽
園
の
語
り
 に
お
い
て
は
、
 
ワ
 ウ
継
 

-
 
簗
 -
 

続
法
 未
完
了
形
の
文
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
時
制
は
 、
 物
語
時
制
と
も
言
わ
れ
、
語
り
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
 促
 進
 す
る
。
そ
し
て
四
文
 

(34) 

-
2
-
 

わ
れ
る
。
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輔
八
 創造
 C
V
 
を
語
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
 と
す
 れ
ば
、
 
鞄
 Ⅲ
冒
頭
の
独
白
文
は
そ
の
発
端
で
あ
り
・
天
部
 の
 独
白
文
は
そ
の
終
局
で
あ
 

 
 
 
 

 
 

く
 呼
応
す
る
。
す
な
わ
ち
 八
 単
身
 V
 の
不
善
 は
 、
骨
肉
の
 八
分
身
 V
 を
得
て
解
消
す
一
 

 
 

 
 

る
 。
そ
し
て
八
相
手
 V
 の
欠
如
は
 、
戎
 
（
 男
 ）
 n
 、
い
の
ぬ
ゆ
ゴ
 

（
 女
 ）
の
音
素
 八
 共
鳴
 V
 を
も
っ
て
充
足
さ
れ
る
。
こ
の
 よ
 う
 に
神
の
独
白
と
 
ア
 

造
 
側
面
か
ら
支
え
、
守
る
も
の
、
こ
れ
が
 

ゅ
 
の
）
 

a
 
、
で
 
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
女
も
ま
た
側
面
か
ら
ア
ダ
ム
を
支
え
 

、
 守
る
も
の
と
し
て
創
造
さ
 

嘩
 
れ
た
こ
と
に
な
る
。
 

六
 %
 拙
下
 V
 
-
 小
目
 卍
毬
 ず
の
ま
円
の
ぎ
 
乙
サ
ず
 名
目
 卸
ゴ
 
0
@
 
叶
ゴ
 
0
@
 
オ
ず
 
が
）
 
目
 ）
）
（
（
）
（
目
の
 

コ
コ
臣
 
・
 

八
司
窪
 V
 
@
 村
リ
 
ヴ
 。
Ⅱ
 
ひ
日
ォ
オ
は
 
阿
古
 
ガ
ゴ
ゆ
 
日
田
 
ヨ
 日
の
 
ロ
コ
 
か
 コ
ひ
田
 

（
 
下
田
曲
目
 
申
 Ⅰ
 
け
 

八
 連
行
 V
 と
八
 自
由
 A
V
 
は
 と
は
、
音
素
養
 い
セ
ペ
目
 毛
宙
 さ
ざ
三
ヨ
。
 ひ
 口
す
 
リ
 日
に
お
い
て
、
同
調
す
る
。
他
 万
八
自
由
 A
v
 俘
と
 

八
 応
報
 V
 は
、
と
も
に
八
不
定
詞
 十
 未
完
了
 形
 動
詞
 V
 の
 強
調
構
文
を
有
す
る
点
で
 よ
 く
同
調
す
る
。
す
な
わ
ち
 一
 
刑
 者
の
阿
ガ
 プ
 0
 ）
 卜
 
0
-
 
ガ
 下
ゆ
 

（
大
い
に
食
べ
る
）
な
ら
び
に
後
者
の
日
伜
 す
珪
 ㏄
 ヨ
繍
オ
 （
き
っ
と
死
ぬ
）
が
・
強
調
構
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
 て
八
 自
由
 A
V
 は
・
 ぱ
 

に
お
い
て
八
連
行
 V
 に
 、
 綬
に
お
い
て
 八
 応
報
 V
 に
同
調
 す
る
こ
と
と
な
り
、
 剛
 Ⅱ
の
転
回
 点
 を
な
す
。
し
た
が
 っ
て
 八
 労
働
 A
V
 は
立
日
 

素
 同
調
の
二
女
に
、
そ
し
て
六
禁
忌
 A
V
 は
構
文
同
調
 の
 三
文
に
囲
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
 両
 単
位
は
・
言
わ
ば
 鞄
 Ⅱ
 0
 目
に
相
当
す
る
。
 そ
 

の
 語
り
に
 ょ
 れ
ば
、
自
由
の
楽
園
に
も
、
軽
 い
 労
働
が
あ
 

 
 

目
 に
ふ
さ
わ
し
い
二
単
 

位
で
あ
る
。
も
っ
と
も
語
り
の
緊
張
か
ら
見
れ
ば
、
八
株
 不
忌
 
A
V
 が
そ
の
頂
点
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
 八
 労
働
 A
V
 は
 、
哲
学
の
指
標
で
あ
 

-
 
四
 -
 

る
と
同
時
に
、
ア
ダ
ム
を
楽
園
に
一
層
固
く
結
び
つ
げ
 ろ
 情
報
単
位
入
定
住
 V
 と
し
て
も
機
能
す
る
。
 

ハ
 %
 Ⅲ
ロ
入
創
造
 C
V
 が
 鞄
 Ⅲ
語
り
の
最
終
目
標
で
あ
 る
こ
と
は
、
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
神
は
 ア
ダ
ム
の
 肋
 （
 
ゅ
 
0
%
 
じ
 

か
ら
女
を
造
っ
た
、
と
言
う
。
旧
約
聖
書
の
用
例
に
よ
れ
 ば
、
ゅ
 
0
 
）
 
p
 、
は
、
 山
の
中
腹
（
 寸
ム
下
騰
 ・
 B
 ）
、
 脇
間
 
（
三
上
 
6
.
5
 、
 ェ
ゼ
 

M
.
5
 ）
 、
板
 
（
三
上
 

6
.
 

巧
 以
下
）
、
戸
板
（
三
上
 6
.
 餌
 ）
お
よ
び
 梁
板
 
（
主
上
 
7
.
3
 ）
を
意
味
す
る
。
 つ
 ま
り
 山
 と
か
建
造
物
を
 



ダ
ム
の
そ
れ
は
・
 
八
 創
造
 C
V
 

を
介
し
て
呼
応
し
、
 

明
 Ⅲ
の
基
本
粋
を
な
す
。
し
た
が
っ
て
八
一
体
 V
 は
、
こ
の
 枠
 構
造
か
ら
は
み
出
す
 

形
に
な
る
。
そ
の
語
り
も
、
夫
婦
に
関
す
る
哲
学
で
あ
 り
 、
男
女
（
人
間
）
創
造
の
主
題
を
た
し
か
 に
 逸
脱
す
る
 

-
8
-
2
 

 
 

八
 創
造
 B
V
 に
 ょ
 れ
ば
、
神
は
 、
 土
か
ら
、
野
の
生
き
も
 の
お
よ
び
空
の
鳥
を
造
る
。
こ
こ
に
は
、
土
が
動
物
と
 生
命
を
連
帯
す
る
と
 

い
う
、
古
代
的
観
念
が
反
映
し
て
し
る
力
も
し
れ
な
し
 

、
コ
、
 
0
-
9
-
2
 

そ
し
て
 八
 命
名
 A
V
 に
よ
れ
ば
、
ア
ダ
ム
は
 、
 神
に
 ょ
 る
 創
造
行
為
の
補
完
と
 

し
て
、
野
の
生
ぎ
も
の
お
よ
び
空
の
鳥
に
命
名
す
る
。
 囚
 み
に
旧
約
聖
書
に
お
い
て
、
命
名
は
、
統
治
も
し
く
は
 支
配
の
行
為
を
意
味
す
 

 
 

る
 。
し
た
が
っ
て
ア
ダ
ム
は
 、
 神
に
か
わ
り
、
家
畜
、
 
空
 の
鳥
 お
よ
び
野
の
生
ぎ
も
の
を
統
治
支
配
し
た
こ
と
に
 な
る
。
し
か
も
注
目
す
 

べ
き
こ
と
に
、
 
八
 創
造
 B
V
 

お
よ
び
 

八
 命
名
 

A
V
 

に
列
挙
 

つ
い
で
 八
 送
致
 

A
V
 

お
よ
び
八
名
称
 V
 は
、
触
媒
の
対
 単
 

さ
れ
る
動
物
た
ち
の
順
序
は
す
ぐ
れ
て
構
造
的
で
あ
る
 

位
 ・
 八
 創
造
 A
V
 と
八
 命
名
 A
V
 

と
に
囲
み
こ
ま
れ
、
 

。
野
の
生
ぎ
も
の
か
ら
 

動
物
創
造
の
語
り
を
 

空
 の
 鳥
 へ
、
そ
し
て
家
畜
、
空
の
鳥
、
野
の
生
ぎ
も
の
 の
順
に
列
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
家
畜
を
対
称
 軸
に
 、
そ
の
 前
後
に
空
の
鳥
、
さ
ら
 

に
 野
の
生
ぎ
も
の
が
配
さ
れ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
 

ァ
ダ
 ム
 に
も
っ
と
も
身
近
な
家
畜
を
中
心
に
、
つ
い
で
目
に
 触
れ
る
機
会
の
多
い
空
 

の
鳥
 、
最
後
に
日
常
彼
の
前
か
ら
身
を
隠
す
野
の
生
ぎ
も
 の
を
家
畜
力
ら
も
っ
と
も
遠
し
舟
唄
 

、
 

、
 
u
 
 
に
 対
置
し
て
し
る
 

、
 
-
 
、
 
-
3
 

。
以
上
の
よ
う
に
八
割
 

造
 A
V
 

な
ら
び
に
 

八
 命
名
 A
V
 

は
、
す
ぐ
れ
て
ア
ダ
ム
 

中
心
の
展
開
を
示
し
、
世
界
の
創
造
秩
序
を
語
る
。
 

粉
飾
す
る
。
 
八
 送
致
 

A
V
 

は
、
動
物
が
神
の
手
か
ら
 ァ
 ダ
ム
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
情
報
で
あ
り
、
 同
 時
に
神
が
ア
ダ
ム
に
 動
 

物
 統
治
を
委
託
し
た
こ
と
の
指
標
八
委
託
 A
v
 

で
も
あ
 

る
 。
他
方
八
名
称
 V
 は
 、
 語
り
に
お
い
て
一
見
 八
 命
名
 A
 V
 と
重
 復
す
る
よ
さ
で
 

あ
る
が
、
名
称
を
与
え
る
こ
と
に
 ょ
 り
、
 漠
 と
し
た
 動
 物
界
を
明
瞭
に
区
別
し
・
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
を
認
識
す
る
 行
為
の
、
固
有
な
指
標
 

-
 
絨
 -
 

な
の
で
あ
る
。
 

つ
ぎ
に
 八
 孤
独
 V
 は
 、
靱
 Ⅲ
十
四
単
位
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
 賢
 し
、
動
物
創
造
の
語
り
か
ら
 女
 創
造
の
そ
れ
へ
の
 転
 国
貞
に
あ
た
る
。
 

そ
の
指
示
に
 ょ
 れ
ば
、
ア
ダ
ム
は
、
動
物
と
の
関
係
、
 

つ
 ま
り
統
治
・
 
被
 統
治
の
関
係
の
な
か
に
、
自
ら
の
Ⅰ
 呂
 の
 0
 口
 &
-
 
か
 （
Ⅱ
の
を
見
出
す
   



アダ   ム ネ中言舌 の 構造 

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
 

さ
て
語
り
は
い
よ
い
よ
佳
境
に
入
っ
て
・
女
の
創
造
で
 あ
る
。
 八
 昏
睡
 V
 お
よ
び
 八
 摘
出
 V
 は
、
そ
の
 前
 風
景
を
 な
す
・
雰
囲
気
の
指
 

標
 で
あ
っ
た
。
ア
ダ
ム
が
仮
死
状
態
に
陥
り
、
ほ
か
な
 ら
ぬ
 ア
ダ
ム
の
肋
が
取
り
出
さ
れ
、
そ
れ
を
も
っ
て
女
が
 創
造
さ
れ
る
。
こ
の
 ょ
 

う
 に
女
と
ア
ダ
ム
と
の
生
命
の
連
帯
け
 、
 土
と
動
物
と
の
 そ
れ
に
比
し
、
す
ぐ
れ
て
緊
密
で
あ
る
。
 

つ
い
で
 八
 送
致
 

B
V
 

は
、
 

八
 送
致
 

A
.
 

委
託
 

A
V
 

の
場
 

ム
 ロ
と
 同
様
、
女
が
神
の
手
か
ら
ア
ダ
ム
の
手
に
渡
っ
た
こ
 と
を
知
ら
せ
る
情
報
 

で
あ
り
、
同
時
に
神
が
ア
ダ
ム
に
女
の
統
治
を
委
託
し
た
 こ
と
の
指
標
八
委
託
 B
V
 で
も
あ
る
。
し
か
し
ア
ダ
ム
 は
 、
動
物
に
対
し
た
と
 

ぎ
と
 異
 っ
て
、
八
分
身
 
V
 お
よ
び
 八
 共
鳴
 V
 の
独
白
を
 も
っ
て
女
を
迎
え
る
。
こ
こ
に
至
り
・
 

鞄
 Ⅲ
の
緊
張
は
ま
 っ
 た
く
解
消
す
る
。
 

ハ
 %
W
U
 
 八
 無
恥
 V
 と
 八
着
 恥
 V
 が
、
そ
の
語
り
に
お
 
て
 対
抗
し
、
 
鞄
 W
 の
 枠
 構
造
を
な
す
。
そ
し
て
同
枠
内
 の
 諸
単
位
は
、
八
教
 

唆
 V
 を
語
り
の
転
回
点
と
し
、
そ
の
前
後
に
構
造
を
二
 介
 す
る
。
 

八
 利
口
 V
 以
下
人
単
位
は
、
対
称
的
に
布
置
さ
れ
・
そ
の
 語
り
に
お
い
て
た
が
い
に
対
を
な
す
。
 
八
 利
口
 V
 対
 八
 巧
言
 V
 、
 八
 誇
張
 

A
V
 対
八
 誇
張
 B
V
 

お
よ
び
 

八
 自
由
 @
V
 対
 八
票
 已
脚
 A
 v
 が
、
そ
の
 対
 単
位
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
構
造
の
意
味
 は
、
 神
の
言
 述
八
 自
由
 

A
V
 

お
よ
び
八
票
己
心
 

A
v
 Ⅴ
に
つ
い
て
の
 暖
 味
な
理
解
 が
 、
そ
の
 
八
 誇
張
 V
 の
温
床
と
な
り
、
 
八
 利
口
 V
 お
よ
び
 
八
 巧
言
 V
 な
る
者
の
つ
 

げ
 入
る
隙
を
生
む
・
 
と
 言
 う
 こ
と
か
。
 

八
教
唆
 V
 は
 、
蛇
と
 女
の
会
話
の
結
 点
 を
な
し
、
八
食
欲
 V
 以
下
の
語
り
の
起
点
を
な
す
。
と
り
わ
け
 八
 開
眼
 V
 と
の
対
照
が
際
立
 

っ
 。
す
な
わ
ち
前
者
の
八
あ
な
た
が
た
は
、
そ
れ
を
食
べ
 る
と
目
が
開
ら
げ
 V
 は
、
後
者
の
八
す
る
と
ふ
た
り
の
 目
は
開
ら
か
れ
 V
 に
 ょ
 

く
 対
応
す
る
。
そ
し
て
ま
た
 八
 善
悪
を
知
る
ん
で
す
よ
 V
 は
、
皮
肉
な
こ
と
に
 八
 自
分
た
ち
の
裸
を
知
っ
た
 V
 結
 果
 に
終
る
。
 

つ
ぎ
に
八
食
欲
 
V
 以
下
、
後
段
の
五
単
位
に
つ
い
て
記
述
 す
る
。
 八
 侵
犯
 V
 は
、
八
食
欲
 
V
 お
よ
び
八
期
 欲
 V
 を
 直
接
的
契
機
と
し
、
 

八
 開
眼
 V
 お
よ
び
 八
差
恥
 V
 を
そ
の
結
果
と
す
る
。
し
た
 が
っ
て
 八
 侵
犯
 v
 は
、
後
段
 五
 単
位
の
構
造
的
中
心
を
 な
し
、
そ
の
語
り
の
 ク
   



ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
あ
た
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
 五
 単
位
の
用
 語
数
を
見
る
と
、
 
八
 侵
犯
 v
 の
み
 セ
語
 、
他
は
す
べ
て
 大
語
か
ら
な
る
。
つ
ま
 

り
八
 侵
犯
 V
 末
尾
の
一
汗
 m
 
、
 毛
ど
ミ
 0
-
 
江
ま
ス
 か
れ
は
 食
 べ
た
）
が
ひ
と
き
わ
目
立
つ
。
し
か
も
 

鞄
 W
 全
体
か
ら
 見
 ね
 ば
・
後
段
の
五
単
位
 

が
 語
り
の
山
で
あ
り
、
 

八
 侵
犯
 V
 は
そ
の
頂
上
に
あ
た
 る
 。
し
た
が
っ
て
 
韻
ど
ミ
 0
 ギ
す
 巴
は
 、
鞄
 Ⅳ
語
り
の
 頂
 点
に
ほ
 

、
，
 
力
 な
ら
な
し
 
0
@
-
3
 

・
 

 
 ハ

 %
V
U
 
 剛
 V
 二
十
二
単
位
の
う
ち
・
冒
頭
の
三
単
位
 を
 除
 き
、
 他
の
十
九
単
位
が
直
接
話
法
文
で
あ
る
。
し
か
 も
そ
の
前
段
 セ
 単
位
 

は
神
と
人
間
（
ア
ダ
ム
・
 
女
 ）
と
の
対
話
で
あ
り
。
後
段
 十
二
単
位
は
神
の
独
白
で
あ
る
。
 

と
き
は
 ハ
 夕
刻
 V
 。
旧
約
聖
書
に
お
い
て
、
一
日
の
始
 ま
り
で
あ
る
。
こ
の
情
報
単
位
を
は
さ
ん
で
、
六
出
現
 V
 と
八
 退
避
 v
 が
対
置
 

さ
れ
る
。
 
両
 単
位
は
、
物
語
時
制
を
も
っ
て
 、
 神
の
出
 現
と
 ア
ダ
ム
た
ち
の
退
避
を
語
る
。
こ
の
 明
 と
暗
と
は
・
 
対
話
が
重
ね
ら
れ
て
 ぃ
 

く
ほ
ど
に
、
い
よ
い
よ
鮮
明
に
な
る
。
 

八
 追
求
 V
 と
八
 弁
解
 v
 、
 八
 詰
責
 v
 と
八
 転
嫁
 A
v
 

お
よ
び
 

八
 問
責
 v
 と
八
 転
嫁
 B
V
 

に
お
い
 

て
、
 神
が
一
歩
踏
み
こ
む
と
、
ア
ダ
ム
た
ち
は
一
歩
身
を
 退
く
。
し
か
も
 八
 詰
問
 V
 に
お
い
て
、
神
の
追
及
は
 、
 ア
ダ
ム
た
ち
の
所
在
 か
 

ら
 彼
ら
の
責
任
へ
と
転
ず
る
。
前
段
の
語
り
の
転
回
 点
 に
あ
た
る
。
 

八
呪
誼
 A
V
 以
下
十
二
単
位
は
、
ア
ダ
ム
た
ち
に
対
す
る
 神
の
審
判
を
指
示
す
る
。
な
か
で
も
統
合
的
単
位
、
八
 仕
置
 

V
.
 

八
 処
断
 V
 

お
よ
び
 八
 処
罰
 v
 は
、
 蛇
 、
 女
 お
よ
び
ア
ダ
ム
に
対
す
る
 審
判
の
結
果
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
厳
し
い
現
実
を
指
 摘
 す
る
。
蛇
は
、
腹
這
 

っ
て
。
ち
り
を
食
ら
う
。
女
は
苦
し
ん
で
子
供
を
産
み
、
 

ア
ダ
ム
は
労
し
て
生
活
の
資
を
得
る
。
 

し
か
も
三
者
三
様
の
厳
し
い
現
実
を
め
ぐ
り
、
さ
ら
に
 他
 の
諸
単
位
が
哲
学
す
る
。
 

各
審
判
に
先
行
し
、
三
者
に
対
し
呪
 い
 の
こ
と
は
が
 発
 せ
ら
れ
る
。
 
八
呪
誼
 A
V
 に
 よ
 れ
ば
、
蛇
は
獣
の
う
ち
 で
も
っ
と
も
呪
わ
れ
 

る
 。
 八
呪
誼
 B
V
 に
 ょ
 れ
ば
、
女
は
出
産
に
ま
す
ま
す
 苦
 し
む
。
 八
呪
誼
 C
V
 に
 ょ
 れ
ば
、
ア
ダ
ム
は
土
の
呪
い
 を
 受
け
る
。
 

さ
ら
に
各
審
判
の
結
び
と
し
て
、
一
二
者
の
生
は
・
そ
れ
 

ぞ
れ
に
固
有
な
脅
威
の
も
と
に
置
か
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
 ら
の
脅
威
は
、
三
者
 

三
つ
巴
と
な
っ
て
、
循
環
す
る
。
つ
ま
り
蛇
は
女
も
し
く
 は
 女
の
商
に
よ
っ
て
 頭
 砕
か
れ
る
こ
と
に
脅
威
し
、
 

女
 は
夫
 ア
ダ
ム
の
支
配
に
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れ
る
。
女
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
第
二
位
 で
あ
る
 0
 
蛇
は
、
審
問
か
ら
審
判
へ
の
五
明
り
の
転
回
 
点
に
 お
い
て
、
責
任
を
追
及
 

つ
ぎ
に
ア
ダ
ム
に
対
し
て
の
み
 八
 罪
状
 V
 が
付
記
さ
れ
て
 い
 る
こ
と
は
、
注
目
 仁
 価
す
る
。
女
の
場
合
・
八
間
 
責
 V
 中
の
八
な
ん
と
 

-
 
㏄
 @
 

い
う
こ
と
を
し
た
の
だ
 V
 の
一
文
を
彼
女
の
罪
状
と
考
 ，
 
え
ら
れ
な
く
 ほ
 な
い
が
、
ア
ダ
ム
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
 あ
ま
り
に
不
鮮
明
で
あ
 

る
 。
 八
 罪
状
 V
 は
 、
 明
ら
か
に
六
禁
忌
 A
V
 に
依
拠
し
て
 、
ア
ダ
ム
の
侵
犯
を
確
定
す
る
。
以
下
に
、
原
文
字
 訳
 に
よ
り
、
 両
 単
位
を
比
 

鼓
す
る
。
 

六
 %
 測
臣
 V
 
め
日
卍
 

l
 
｜
 
8
 
オ
 p
&
0
 

円
 曲
 （
 
す
 計
の
サ
 

ブ
老
 ゆ
 ぺ
曲
 ）
。
 
。
 ヰ
ゴ
 
0
.
 
オ
 ゴ
日
Ⅱ
 ふ
 Ⅱ
 目
コ
の
コ
コ
か
 

爪
判
 
弟
 V
 
 毛
偉
 （
 ガ
す
 

0
 。
 
日
日
 ぎ
 ・
 
プ
円
 
e
s
 
：
 ぬ
の
 
（
 臼
 旧
名
 ぃ
圧
プ
ぃ
ガ
 

甘
ゆ
）
 

m
,
H
 

コ
 o
 Ⅱ
～
 

0
,
 

庁
ゴ
 
0
 。
 
斤
 す
目
Ⅱ
臣
下
Ⅱ
 

コ
 0
 ロ
 コ
む
 
・
 

下
 線
部
（
そ
の
木
か
ら
は
・
食
べ
て
い
け
な
い
）
が
 、
両
 単
位
の
重
複
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
 八
 罪
状
 V
 で
は
、
 そ
の
冒
頭
に
八
禁
忌
 

A
V
 に
な
い
一
 話
毛
笘
 d
o
 
舟
ゴ
酊
 （
お
ま
え
は
食
べ
た
）
 
が
 新
た
に
加
わ
り
、
六
禁
忌
 A
V
 
の
分
詞
 文
 
（
善
悪
を
 
知
る
）
の
か
わ
り
に
 関
 

孫
 文
（
わ
た
し
が
命
じ
て
舌
口
っ
た
）
が
先
行
の
名
詞
 
八
 木
 V
 を
修
飾
す
る
。
以
上
か
ら
、
 八
 罪
状
 V
 が
い
か
に
 忠
 実
に
八
禁
忌
 A
V
 に
 則
 

っ
て
い
る
か
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
 ア
 ダ
ム
の
行
為
が
法
と
し
て
の
六
禁
忌
 A
V
 に
則
っ
て
 検
 証
さ
れ
た
こ
と
に
ほ
か
 

造
 
な
ら
な
い
。
言
い
変
え
れ
ば
、
ア
ダ
ム
の
み
法
的
 人
格
を
保
証
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
蛇
に
対
し
て
は
、
 八
 問
責
 V
 の
こ
と
は
す
ら
欠
落
 

哺
 
し
て
い
る
。
 

輔
 

終
り
に
 鞄
 V
 全
般
を
通
観
し
、
審
問
な
ら
び
に
 審
判
の
順
序
が
問
題
で
あ
る
。
審
問
は
ま
ず
ア
ダ
ム
に
 対
 し
て
行
わ
れ
、
つ
い
で
女
の
 

 
 

順
 に
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
ア
ダ
ム
は
、
第
一
に
責
任
を
 問
わ
れ
、
最
終
的
に
断
罪
さ
 
  

脅
威
し
、
ア
ダ
ム
は
ち
り
に
戻
る
こ
と
に
脅
威
す
る
。
 

し
 か
も
蛇
が
そ
の
ち
り
を
食
っ
て
生
き
る
の
だ
か
ら
、
 

三
 者
の
脅
威
 は
 循
環
す
る
。
 

-
 
巳
 -
 

さ
ら
に
 蛇
 お
よ
び
ア
ダ
ム
に
対
し
、
相
剋
の
運
命
が
付
 記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
八
相
剋
 
A
V
 

は
 蛇
と
 人
類
と
の
 宿
命
的
な
対
決
を
 、
 

-
 
鍋
 -
 

八
相
剋
 B
V
 

は
人
類
と
土
と
の
同
様
の
対
決
を
指
示
す
る
  
 



さ
れ
る
こ
と
も
な
く
 八
 仕
置
 V
 を
受
け
る
だ
け
で
あ
る
。
 
し
た
が
っ
て
 
簿
 V
 の
語
り
は
・
ア
ダ
ム
に
対
す
る
八
 姓
 罰
 V
 に
お
い
て
、
緊
張
 

の
 極
に
達
す
る
、
と
言
え
る
。
 

ハ
 %
W
U
 
 鍛
 W
 の
語
り
は
、
 
八
 追
放
 V
 に
お
い
て
、
 緊
 張
の
極
に
達
す
る
。
同
単
位
は
 、
 毛
が
 鴇
ぬ
オ
ゆ
 
「
の
 
a
 。
の
（
 

オ
十
 円
ゅ
巨
甘
ゆ
 

日
の
二
話
叫
か
 

ら
な
り
、
的
 抜
ピ
エ
 
ル
（
強
意
）
 
形
 な
ら
び
に
目
的
格
 強
調
の
指
示
詞
・
の
（
 ゴ
 を
と
も
な
っ
て
、
 
簡
勤
 な
文
意
 を
も
っ
。
そ
し
て
人
外
 

被
 V
 な
ら
び
に
 
八
 隔
絶
 V
 が
、
 八
 追
放
 V
 を
は
さ
ん
で
 
対
置
さ
れ
、
ア
ダ
ム
追
放
の
語
り
を
補
完
す
る
。
八
件
 被
 V
 に
 ょ
 れ
ば
、
神
は
 
、
 

-
 
銘
 -
 

皮
の
被
い
を
作
っ
て
ア
ダ
ム
に
与
え
、
彼
を
外
界
か
ら
 守
る
。
他
方
 八
 隔
絶
 V
 に
よ
れ
ば
・
神
は
、
エ
デ
ン
の
 東
 に
 ケ
ル
ビ
ム
お
よ
び
 
回
 

る
 炎
の
剣
を
据
え
て
、
ア
ダ
ム
か
ら
生
命
の
木
の
生
い
立
 つ
申
 
域
を
守
る
。
を
 

-
8
-
3
 
 

鞄
 Ⅵ
の
触
媒
単
位
二
つ
は
、
神
が
被
 造

物
を
外
界
か
ら
守
る
 

た
め
に
防
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
お
い
て
、
よ
く
 対
 応
 す
る
。
 

人
命
名
 V
 が
統
治
・
支
配
の
行
為
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
 

す
で
に
述
べ
た
（
本
稿
 艶
頁
 ）
。
し
た
が
っ
て
 
八
 命
名
 B
V
 
は
、
ア
ダ
ム
が
 

妻
を
統
治
、
支
配
す
る
こ
と
の
表
示
で
あ
る
。
つ
ま
り
 彼
ら
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
支
配
・
 被
 支
配
の
関
係
に
立
 つ
 。
し
か
も
 八
 由
来
 V
 

に
よ
れ
ば
・
彼
女
の
呼
 名
ハ
フ
 
ァ
は
生
命
の
表
象
で
あ
る
 。
 八
 肋
か
ら
造
ら
れ
、
生
け
る
者
の
母
と
な
っ
た
 V
 ハ
 フ
 ァ
は
 、
八
 ち
り
か
ら
 

造
ら
れ
、
ち
り
に
戻
る
 V
 ア
ダ
ム
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
 る
 。
こ
れ
は
、
生
が
死
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
と
い
う
、
 語
り
手
の
現
実
認
識
を
 

反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

八
 驚
嘆
 V
 お
よ
び
 八
 危
惧
 V
 は
、
 剛
 W
 中
央
に
位
置
し
 、
 
ア
ダ
ム
の
自
己
神
化
を
驚
嘆
 し
、
 彼
の
さ
ら
な
る
神
域
 侵
犯
を
危
惧
す
る
、
 

神
の
独
白
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
独
白
に
連
続
す
る
 八
 労
働
 B
V
 
に
 よ
 れ
ば
、
神
は
、
楽
園
の
管
理
・
耕
作
で
 
な
く
、
楽
園
の
外
の
土
 

（
 ア
 ダ
ー
マ
ー
）
の
耕
作
を
ア
ダ
ム
に
課
す
。
し
た
が
っ
 て
 同
単
位
は
、
ア
ダ
ム
の
労
働
に
関
す
る
哲
学
の
指
標
 の
み
な
ら
ず
、
ア
ダ
ム
 

を
 楽
園
の
外
に
移
す
こ
と
を
指
示
す
る
情
報
単
位
八
枚
 出
 V
 で
も
あ
る
。
と
く
に
 八
 危
惧
 V
 お
よ
び
 八
 放
出
 V
 に
 ・
 ぬ
免
詞
ぬ
目
 （
出
す
）
 

 
 

 
 

が
 連
続
す
る
。
つ
ま
り
神
は
、
ア
ダ
ム
が
生
命
の
木
に
 手
を
出
す
 よ
 り
さ
き
に
、
彼
を
楽
園
か
ら
出
す
。
以
上
の
 よ
う
に
、
直
接
話
法
文
   



 
 

各
剛
 独
白
文
の
語
り
は
、
 

鉾
 W
 お
よ
び
 
剛
 V
 前
段
の
対
 
訴
文
を
軸
に
、
対
称
を
な
し
て
呼
応
す
る
。
 

剛
 Ⅲ
の
 
枠
構
 造
 を
な
す
独
白
文
 4
 

  

  ダム神話の構造 

る ら 
    びつ も         ま 

そ ゥ に ぎ の う 陵 ず 
し 継 直 に で な 者 sq   
て 続 接 語 は 対 の 1 
独 法 話 り な 照、 そ と 四 
白 末 法 全 い が れ sq   
文 亮 （ 体 だ 何 は W 
が 了 独 め る を い が 

  
  、文法 丈 は、 ・対 白 イナ ダ ぅか 。 意味す くらか 

ら sq.  き音 ミ る 地 お 
対 Ⅲ ） ツ か 緩 ょ 

諾 お 丈 ク 。 し び 

文 よ の ス 両 て 語 
を び 分 を Sq. い り 

そ sq.  才巨 を巴 め る の 

れ W 状 握 落 。 構 
ら に 呪 す 差 加 造 
0 % を る 
前 ぃ 概 た はえに 、 てお 

そ 前 ぃ めに 後か て 、 観す 

9  分 る 巴     
固 有 。 テ ま は 著 
む 密 次 キ ア 八 し い よう 村 度 が 真似 ダムスト 木 V 
に 高 下 に 創 の 照 

、 い の お   
sq.  。 表 げ Hu  メ 乃て 

Ⅱ "  メ寸 @ 寺舌 目 -           
sq.  文 そ ゥ 況 
Ⅲ は れ 継 

す｜，の状ジ、 す 。 
と 後 な 

、 sq.  ら 続 ァ 者 わ 
sq.  W  の 法 ダ に ち 
V お 方 末 ム は 前 
後 ょ 布 完 道 八 者 
段 び 一 丁 放 火 の   の 現 。 v  の 構 造 

実 ィ は 
と メ す 時制 剛 Ⅵ 語 前段にび ある。     
そ ジ れ 

の れ が て 

  思 い 密 叙事 を深 土 緊 
文 味 。 で・ 

  す な す こ あ 

遣 さ か な お 
的 れ も sq.  っ よ 

連 る し W て び 
関 も れ の       
顧 問 。 お 前 の 
で う そ よ 後 塵 優 、ある。してこ によ と き び語り の語り   

の の 追 陳 八 
精 解 的 立 薦 
遣 明 達 っ 嘆 的は 地、 閑 は V 、 
緩 伝   八 

も 度 他 危 
ま 史 の 亘 ! @ 
た 的 sq   V 
国 研 と お 
有 究 比 よ 

な の 較 び 
幾 重 し 八 

能 要   
せ な い 
果 課 く 

労働 

B 
し 題 ら 
て で か   
い あ 弛 出 
る る 緩 V 

の   舌五   
で し い   
あ か る   
る し 。   

。 ま そ 
そ た れ   

層 
こテ で キ は 、 乍ミ 

つ ス 伝 ム み 
ぎ ト 承 か 

に 全 の   
、 体 重 る 

各 に 層 よ 

sq.  よ 性 @ 
木目 つ 化こ な 
互 て よ 調 

の 煮 る 子 
構 味 の と 
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恥
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八
 誇
張
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 八
 自
由
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A
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、
六
禁
忌
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V
 
、
 
八
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張
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八
円
 

 
  

 

言
 v
 
、
八
教
唆
 v
 

 
 

 
 

（
 蛇
と
 女
の
対
話
、
計
六
単
位
）
 

W
 

八
食
欲
 V
 
、
 八
 侵
犯
 V
 
、
 八
 開
眼
 V
.
 

八
着
 恥
 V
 

の
計
五
単
位
）
 

  
  

  
  
分 
身 

V 、 

  
共 
? 島 
  

  
  
ダ 
  
  
独 

白、 
計 
    
単 
位     

）
 

八
 創
造
 

B
V
 

、
 八
 送
致
 

A
V
 

、
人
命
名
 

A
V
 

、
 八
 昏
睡
 v
 、
八
滴
 

C
V
4
 

u
 
 
出
 V
 、
 八
 創
造
 

Ⅱ
 

（
 
@
 Ⅰ
 ハ
 
@
 位
）
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連 
ァ - 打 
V 、 

  
労 
働 
  
  

  
計一 ： 

  
単 

位 ） 

  準 由 

身 由   
  
手 八 
v  林 示 

' 己 い 
  
V 、 

  

応報 

  （ 神 （巾ネ 

  の 

狐 狼 

白 白 
言 千 言 十 

          
草 草 位 ） 位 ） 

 
 

 
 

１
 
4
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

直
接
話
法
文
 

 
 

 
 

  

 
 

  ，
 

Ⅱ
 内
 数
字
は
各
鞄
の
構
成
単
位
数
を
示
す
。
 

 
 



  

 
 

 
 

毛
 申
せ
 日
 o
,
F
 
ァ
 呂
を
支
点
と
し
、
親
和
か
ら
対
抗
へ
の
 ド
 
-
 
フ
％
を
演
出
す
る
。
お
 3
 
目
 0
 。
下
目
（
彼
は
食
べ
た
）
 、
こ
 れ
こ
そ
ア
ダ
ム
の
葛
藤
 

 
 

 
 

は
 、
 剛
 V
 後
段
の
独
白
文
に
対
応
す
る
。
つ
ま
り
前
者
は
 ア
ダ
ム
と
女
の
親
和
を
語
り
、
後
者
は
両
者
の
対
抗
を
 語
る
。
そ
し
て
 剛
 D
 独
 

白
文
は
、
 簿
 W
 独
白
文
に
対
応
す
る
。
前
者
が
八
善
悪
 を
 知
る
木
 V
 の
禁
忌
を
力
説
し
、
後
者
は
八
生
命
の
木
 V
 の
 防
護
を
力
説
す
る
。
 

さ
ら
に
ま
た
 鞄
 W
 の
対
話
 文
 と
駒
 V
 前
段
の
そ
れ
は
、
 赳
 W
 後
段
の
 ワ
ウ
 継
続
 法
 未
完
了
文
正
単
位
を
は
さ
ん
で
 、
よ
く
対
応
す
る
。
 

道
面
 ツ
 連
の
対
話
 支
 は
、
と
も
に
、
六
禁
忌
 A
v
 を
め
ぐ
っ
て
の
論
議
で
あ
る
。
 

嘩
 

蓮
の
独
白
文
お
よ
び
対
話
 
丈
 に
よ
っ
て
囲
み
 @
 
」
ま
れ
る
、
 鍛
 W
 後
段
の
 フ
 ゥ
継
続
 法
 未
完
了
文
正
単
位
 は
 、
ア
ダ
ム
神
話
テ
キ
ス
ト
 

襯
 
話
 ・
の
構
造
的
中
心
を
占
め
、
ア
ダ
ム
の
侵
犯
お
よ
び
 
そ
の
直
前
直
後
の
状
況
を
語
る
。
し
た
が
っ
て
 八
 侵
犯
 V
 は
こ
れ
ら
 五
 単
位
の
中
核
を
 

 
 

の
 核
心
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
ダ
ム
神
話
テ
キ
ス
ト
を
 構
成
す
る
八
十
五
単
位
は
 、
 
  

VI(8) 

  
隔 
絶 
  

  
" ロ， 日ト       
単 
イ， - Ⅰ L   

  

驚嘆 

V 、 

  

危惧 

  

（ 7 申 

  
独 

白、 

計     
単 

位 ） 

  (22) 
 
 

八
 命
名
 BV
 

、
八
件
 被
 V 

八
呪
誼
 A
V
 、
 八
 仕
置
 V
 、
八
相
剋
 

A
V
 

、
 八
 脅
威
 

A
V
 

、
 八
呪
 誼
 B
V
 

八
 処
断
 V
 、
 八
 脅
威
 

B
V
 

、
 八
 罪
状
 V
 、
 八
呪
誼
 C
V
 

、
八
姓
 

罰
 V
 、
 

八
相
剋
 

B
V
 

、
 八
 脅
威
 

C
V
 

（
神
の
独
白
、
計
十
二
単
位
）
 

 
 八

 追
求
 V
 
、
八
弁
解
 V
 
、
 
八
 詰
問
 V
 
、
 
八
 詰
責
 V
 
、
 
八
 転
嫁
 A
V
 
、
 

八
 問
責
 V
 
、
 八
 転
嫁
 B
V
 

（
神
と
ア
ダ
ム
・
女
の
対
話
、
計
七
単
位
）
 

 
 



（
 ア
サ
 
）
 

注
 

（
 1
 ）
 

（
 0
 
口
）
 

（
 0
0
 
）
 

S
.
K
.
 
ラ
ソ
ガ
｜
 著
、
矢
野
高
畦
、
池
上
保
 太
 、
貴
志
謙
二
 、
近
藤
澤
 逸
 共
訳
「
シ
ン
ボ
ル
の
哲
学
 ヒ
 （
岩
波
現
代
叢
書
）
 
一
九
六
二
年
、
 

三
一
二
 @
 二
五
一
頁
。
 

の
 -
 
㏄
目
の
 

自
の
の
内
の
Ⅰ
Ⅱ
 

メ
 

コ
の
 コ
ロ
・
 
ハ
 Ⅴ
の
 
コ
 の
の
 
-
 
㏄
）
。
 
ト
 ）
・
 
い
 -
 
す
コ
 の
。
 
す
め
 
Ⅱ
円
ハ
 
0
 ヨ
巴
う
 
0
 コ
ド
リ
 

グ
 
）
Ⅰ
）
・
 

p
O
 
の
 
N
.
 の
・
い
り
 

0
 １
 ㎏
の
の
 

つ
ま
り
ア
ダ
ム
神
話
テ
キ
ス
ト
の
 共
 特
約
考
察
が
問
題
で
あ
る
 。

こ
の
方
面
に
お
い
て
、
す
で
に
二
つ
の
業
績
が
あ
る
。
一
つ
ほ
 、
門
口
目
 岸
コ
宙
 

ド
 0
%
 
ぃ
ダ
 の
の
 コ
 の
の
 
げ
 
の
の
 ツ
円
 
Ⅱ
 ニ
 。
 し
ざ
 0
0
 
せ
の
 
Ⅱ
 
せ
セ
 0
 デ
パ
 パ
 由
 （
 ・

）
 
o
o
N
.
 

（
邦
訳
、
江
河
 

徹
訳
 「
神
話
と
し
て
の
創
世
記
」
。
「
 
現
代
思
想
」
 
と
 

巻
｜
 一
四
、
一
九
七
九
年
十
一
月
、
青
土
社
、
一
一
 

セ
 （
一
二
 
セ
頁
 所
収
）
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
 

甘
 「
 
0
 日
づ
毛
 a-
 
の
 す
 ・
 ハ
り
 
の
 
コ
 の
の
 
-
 
㏄
 N
"
 

笘
す
 l
 の
 一
 ㏄
 
下
 一
ト
 の
ぺ
コ
 
ぃ
下
Ⅰ
 

0
 コ
ざ
卜
 ㌧
で
Ⅱ
 

o
 ㏄
 
c
 け
 ・
 目
 
0
 け
 ト
コ
 
曲
 （
 0
 Ⅰ
 由
 @
 
（
 
u
-
@
0
 

巴
 
Ⅰ
 @
 
汀
 さ
 い
ヌ
 目
の
・
 
セ
 
・
 
0
-
.
 
ま
 ・
 之
 0
.
 
が
 
ト
 
安
心
・
口
口
・
）
竺
ム
 
べ
 
べ
 ・で
あ
る
。
 

リ
ー
チ
論
文
は
 
、
レ
 ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
所
説
に
基
づ
き
、
 

ア
 ダ
ム
神
話
の
二
項
対
立
概
念
を
指
摘
す
る
。
他
方
 ク
ォ
 ル
シ
ュ
 
論
文
は
、
い
わ
 

ゆ
る
「
 オ
ユ
 0
 （
～
 
ぃ
巴
り
ユ
 （
 
ざ
ぢ
ヨ
 
の
方
法
に
よ
っ
て
、
ア
ダ
ム
 神

話
テ
キ
ス
ト
の
構
造
（
（
 
ゴ
 のの
 ヰ
 宮
口
Ⅰ
巴
で
 
a
t
 
（
の
Ⅰ
 

コ
 巴
を
明
 
ら
か
に
す
る
。
 

本
稿
立
論
は
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
論
文
に
負
 う
 と
こ
ろ
少
な
く
な
い
 が
 、
別
途
の
作
業
方
法
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
に
一
層
密
着
し
、
 ア
ダ
ム
神
話
の
 

構
吐
蛙
 （
 
穿
 の
の
（
「
 
由
 り
（
 
目
 「
 
e
 ）
を
明
ら
か
に
で
き
た
の
で
は
な
い
 か
と
思
 う
 。
 

所
与
の
テ
キ
ス
ト
を
一
枚
の
切
抜
き
は
め
 絵
こ
 何
 %
 ミ
 
ロ
口
 
z
z
 
-
e
 
 
に
た
と
え
て
み
よ
う
。
い
く
つ
も
の
断
片
を
う
な
い
で
、
 
一
枚
の
絵
に
し
 

て
い
く
と
 き
 、
わ
れ
わ
れ
は
、
 

絵
 全
体
の
構
図
を
予
 み
 把
握
し
 
て
お
り
、
そ
の
全
構
図
と
各
断
片
と
の
関
連
、
つ
ま
り
 
各
断
 片
の
布
置
を
問
 

う
 。
テ
 l
 マ
的
素
材
の
最
小
単
位
と
は
、
ま
さ
に
ジ
グ
ソ
ー
パ
 ズ
ル
 の
一
断
片
に
匹
敵
し
、
根
本
的
に
、
あ
る
い
 ほ
 末
梢
的
に
  
 

加
担
す
る
こ
と
の
で
き
る
単
位
の
こ
と
で
あ
る
。
 

も
し
く
は
挫
折
の
原
因
で
あ
っ
た
。
 

八
 彼
は
食
べ
た
 V
 の

八
彼
 Ⅴ
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
帰
属
史
料
 層
 、
 ヤ
 
ハ
ウ
 
ィ
 ス
ト
の
年
代
を
考
量
 

 
 

す
れ
ば
、
あ
る
い
は
ソ
ロ
モ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
、
 

古
 
代
 ィ
ス
 
ラ
エ
 
ル
統
一
王
朝
の
王
た
ち
か
も
し
れ
な
い
。
 

当
 

 
 

-
 
㏄
 -
 

 
 
 
 
 
 

果
 、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
が
都
市
化
お
よ
び
国
際
化
の
 波
を
初
め
て
被
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。
王
国
が
、
技
術
 革
 新
の
御
旗
を
か
ざ
し
、
 

栄
光
へ
の
道
を
ひ
た
走
る
な
か
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
 語
 9
 手
は
、
技
術
文
明
の
知
が
も
た
ら
す
歪
み
、
つ
ま
り
 人
 間
 の
舌
と
死
と
を
透
視
 

@
 
虹
 @
 

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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 ミ
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）
 
こ
の
分
類
法
は
・
 
R
.
 

バ
ル
ト
所
説
に
負
う
。
 

R
.
 

バ
ル
ト
 

著
 、
花
輪
元
謀
っ
物
語
の
構
造
分
析
与
一
九
 
セ
 九
年
、
み
す
ず
 里
 
三
房
、
 一
 （ 五
 

四
頁
。
 

R
.
 バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
シ
ー
ク
エ
ン
ス
と
は
、
た
が
い
に
 連
 苛
性
の
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
核
の
論
理
的
帰
結
で
あ
り
 
（
 
同
 損
害
 三
 一
八
 

頁
 Ⅰ
少
数
の
核
で
構
成
さ
れ
、
常
に
危
機
の
睦
間
を
含
む
（
 
同
 二
セ
 頁
 ）
。
 

ア
ダ
ム
は
、
 
原
 昔
に
即
し
て
訳
出
す
る
な
ら
ば
、
ア
ー
ダ
ー
ム
 
（
 
，
 
注
す
 阿
ョ
 ）
と
す
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
稿
で
は
慣
用
 に
 従
っ
て
散
て
 

ア
ダ
ム
と
訳
し
た
。
 

ヘ
 ブ
ル
語
原
文
で
、
主
語
と
し
て
の
神
が
明
記
さ
れ
ず
、
動
詞
人
 
称
 語
尾
も
し
く
は
代
名
詞
が
主
語
と
し
て
の
神
を
指
示
す
る
 場
 合
 、
本
稿
で
は
 

そ
れ
を
 八
 か
み
 V
 と
訳
出
し
た
。
（
 2
.
7
b
 
、
 田
 b
 、
 幻
 b
 、
 3
.
H
a
 
、
 比
 a
 、
Ⅳ
 a
 、
 別
 a
 、
 b
 ）
 
o
 し
た
が
っ
て
訳
語
 
 
 

丈
 に
同
語
（
 且
 。
田
口
）
が
明
記
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
さ
ら
 に
ま
た
 八
へ
び
 V
 
（
 
3
.
1
b
 
、
 2
.
4
 ）
 と
八
蛇
 V
 
（
 
3
 
l
a
 、
は
 b
 、
 

f
a
 

，
 
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
扱
い
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

原
文
は
名
詞
 文
 で
あ
る
が
、
散
て
動
詞
（
あ
り
も
し
く
は
あ
る
 ）
を
補
っ
た
。
 

ト
 Ⅰ
 
ヨ
ヴ
 の
Ⅱ
 
侍
 
0
.
 
の
 p
 の
の
け
 

片
 
0
.
 
尺
 
Ⅰ
の
 0
 日
日
の
 コ
 片
山
Ⅱ
Ⅱ
 

0
 コ
侍
ゴ
 0
%
0
0
 
ヰ
 0
 ト
ハ
 い
の
（
 

岸
あ
 ㌃
。
 
戸
円
 「
 
0
 日
 
L
 Ⅰ
 
@
@
a
@
m
@
@
 

（
 
0
 才
 o
D
 
巨
 -
 ヰ
ぎ
 ）
出
生
 
H
 年
円
 Ⅱ
 
0
 コ
 
（
 
付
け
の
 

㌍
の
 す
 Ⅱ
の
 
と
へ
サ
 
Ⅱ
Ⅰ
㏄
Ⅱ
由
の
）
下
 

す
 Ⅱ
 ド
プ
曲
 
（
（
）
の
 

、
 Ⅰ
の
づ
コ
巨
材
 

0
 リ
ド
コ
 ）
の
Ⅱ
 

ド
 
ヒ
の
 
Ⅱ
 偉
 ㏄
㏄
 
-
0
 
日
・
 ロ
づ
 
・
 ト
 
つ
 つ
 
・
 ト
 
0
 ㏄
 

韻
 二
ロ
 リ
 
ヨ
Ⅰ
・
 コ
 。
甘
が
宙
の
 

マ
 
・
下
の
 0
 コ
 。
 
ざ
 0
 目
の
 す
 Ⅱ
 
0
 毛
が
 コ
 年
下
 Ⅱ
 曲
ヨ
ド
ト
 

の
Ⅰ
 0
 パ
 -
0
0
 

コ
 0
 片
片
す
の
 0
-
 
宙
づ
 0
 の
円
の
（
～
）
 

0
 コ
ダ
ト
 の
 
べ
 Ⅰ
 Ⅰ
 9
 年
 
0
 コ
。
 づ
 

㏄
の
 
ひ
 

A
.
 
ハ
ル
ダ
ー
所
説
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
メ
ー
ル
・
ア
ッ
カ
ド
 語
 の
ェ
 デ
ィ
ン
は
、
ひ
と
つ
に
 八
 砂
漠
 V
 と
か
 八
 冥
界
 V
 を
指
し
 、
 他
に
八
美
し
 

い
 沃
野
 V
 と
か
八
神
の
緑
の
園
 V
 を
表
示
す
る
。
 
レ
毘
 （
 
0
 年
目
㏄
 ）
年
の
（
 

，
こ
弓
 

す
の
り
 4
0
 
ド
山
 

0
 コ
 0
 片
片
す
の
 目
 り
の
の
の
 

ユ
 
@
 
コ
の
岸
 （
～
）
の
（
 

0
 。
 
く
占
い
 

0
9
%
 
）
 
麓
コ
が
 コ
年
 

ゼ
 
@
 の
の
 
d
.
 
の
 0 づ
さ
 

Ⅱ
 
）
 
c
 刃
の
 コ
ぬ
 -
0
 
コ
の
 
・
 C
 で
 づ
 ㏄
 
P
 ）
の
 
己
コ
ド
セ
 
0
 Ⅱ
の
 
-
 
（
の
 
ド
 
の
 下
 枕
綜
 %
 安
・
）
 害
 0
.
 そ
し
て
山
形
孝
夫
 氏
は
 、
こ
の
ハ
ル
ダ
 l
 所
説
を
ふ
ま
え
 

つ
つ
、
 
ェ
 デ
ィ
ン
の
神
話
的
構
図
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
山
形
 孝
夫
「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
観
念
 ｜
 治
癒
 神
イ
ヱ
ス
 
誕
生
の
 旧
約
文
学
的
 構
 

図
 」
、
東
北
大
学
文
学
部
日
本
文
化
研
究
所
編
「
 
神
 観
念
の
比
較
 文
化
論
的
研
究
 L
 、
昭
和
五
六
年
、
講
談
社
、
九
三
九
 ｜
 九
八
 0
 百
所
収
。
 

目
 ・
ガ
の
年
占
 

の
 
0
 ゴ
 ・
 
オ
 ・
 
已
 ・
の
。
毛
仔
Ⅱ
行
色
・
）
 

，
 の
の
の
の
 

コ
ぎ
 の
・
 
ヱ
 。
 す
 Ⅱ
の
 
毛
 
ハ
リ
 
「
が
Ⅰ
 

コ
 日
ゅ
 叫
ノ
 
）
 
0
0
0
.
 

抑
 ）
Ⅰ
の
の
㏄
 

由
の
 Ⅱ
（
コ
リ
コ
 

コ
ハ
 目
口
コ
 

オ
 の
 ゲ
 ハ
ツ
の
 

コ
い
 
の
）
の
 

、
 Ⅰ
の
 
0
 の
 
目
 
・
ハ
リ
 

8
 片
片
 
@
 
コ
 ㏄
の
 
コ
 ・
 の
 鉾
 
因
み
に
 四
 支
流
王
地
域
の
数
配
分
は
、
包
括
性
も
し
く
は
 徹
底
性
を
指
示
㈲
 

す
る
、
旧
約
聖
書
の
表
現
 法
 と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
四
と
三
 は
、
 加
え
て
 セ
、
 掛
け
て
十
二
と
な
り
、
七
日
目
毎
の
安
息
日
 と
か
十
二
の
部
 
5
4
 

放
 と
い
う
 よ
 う
に
、
旧
約
聖
書
に
お
け
る
完
全
数
を
結
果
す
る
 。
ア
モ
ス
喜
一
 
ょ
 二
章
の
八
三
つ
の
と
が
、
四
つ
の
と
が
 V
 と
 い
 う
 言
い
ま
わ
 



（
 2
 
り
乙
 
）
 

（
 二
リ
 
）
 

（
 l
 
ウ
 
1
 
Ⅰ
 ）
 

（
 l
 
8
 
Ⅰ
 ）
 

（
 0
 り
 
）
 

（
 リ
セ
 

ハ
 
U
 ）
 

（
 つ
と
 

l
 
上
 ）
 

（
 二
リ
 
）
 

し
も
同
様
の
技
法
で
あ
ろ
う
。
目
色
（
毛
色
 篆
 。
 づ
ダ
 0
 口
 笘
 ヰ
の
 
Ⅱ
 コ
 
。
 卜
 乞
目
日
の
上
。
の
 

ト
 の
の
戸
ロ
の
 

臣
 。
の
 @
 コ
ナ
 目
 
（
 。
り
田
 ｜
 N
.
 Ⅱ
。
 
億
ペ
臣
 
P
 ヒ
 。
 玉
 

 
 

 
 

㏄
 @
 
す
こ
い
 

P
P
 

Ⅰ
 ぎ
の
 Ⅱ
 曲
片
け
 
Ⅰ
の
 
，
づ
 0
 デ
 ㏄
の
・
 
ニ
 O
.
A
,
 
Ⅰ
 O
O
q
.
 

で
 づ
 ・
 葉
ト
の
 
ム
 0
 の
・
参
照
。
 

 
 

 
 

 
 

C
.
 の
 P
o
 
の
 蛋
 d
0
 
・
 0
 や
。
 岸
 ・
ワ
ト
 丹
ひ
 

八
 自
由
 V
 お
よ
び
六
禁
忌
 V
 
生
 A
 を
付
し
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
 、
 八
 自
由
 A
V
 
お
よ
び
六
禁
忌
 A
V
 
の
忠
実
な
再
表
現
で
な
く
 、
 女
の
怒
 意
を
 

多
分
に
含
む
か
ら
で
あ
る
。
 

マ
ッ
ケ
ー
フ
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
二
話
も
し
く
は
三
話
 は
、
一
 
語
 と
考
え
る
。
因
み
に
 創
 2
.
6
 

八
 湧
水
 V
 俘
に
つ
い
て
、
 

援
 円
い
Ⅰ
 
卜
 
目
口
 

援
お
下
 Ⅰ
の
 
レ
 
の
 円
 C
 円
円
 Q
 下
 由
円
円
 之
紹
 下
版
で
は
、
 
げ
ド
ゴ
 
・
 
ガ
 0
 ）
 も
ぎ
 n
 。
 
h
 ㌔
 芭
す
ひ
ヨ
ひ
ゴ
 と
あ
る
が
、
筆
者
は
、
旧
版
（
 
ぬ
版
 ）
 に
 従
い
、
三
番
 

目
の
 
マ
ッ
ケ
ー
フ
を
省
 
き
 、
こ
れ
を
三
話
に
数
え
る
。
 

八
 湧
水
 v
 
は
 ・
稗
の
二
分
は
、
音
素
考
察
の
便
宣
を
図
る
た
め
 で
あ
る
 0
 つ
ま
り
、
 
目
 お
り
 と
ダ
年
 ダ
リ
ヨ
 
リ
 甘
は
、
は
じ
め
 
一
 単
位
お
き
に
 現
 

れ
る
が
、
 
八
 湧
水
 V
 
に
至
っ
て
一
学
位
中
に
双
方
と
も
現
れ
る
 。
音
素
反
復
の
テ
ン
ポ
 急
 と
な
る
わ
け
で
、
語
り
の
盛
り
あ
が
 り
を
演
出
す
る
 

の
に
役
立
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
 

前
置
詞
 句
八
 太
初
 V
 お
よ
び
名
詞
丈
六
無
人
 V
 
は
論
外
で
あ
る
 。
た
だ
 八
 原
因
 V
 
が
他
の
動
詞
 文
 と
比
較
し
て
構
造
を
異
に
す
 る
こ
と
が
 
言
，
ぇ
 

れ
ば
、
そ
れ
で
充
分
で
あ
る
。
因
み
に
 へ
 ブ
ル
語
の
配
語
法
で
 は
 、
 八
 動
詞
 十
 主
語
 v
 が
 正
置
 法
で
あ
り
、
主
語
の
先
 置
 が
倒
 置
 法
で
あ
る
。
 

カ
 ツ
 ス
ー
ト
の
指
摘
に
よ
れ
 ば
 、
 創
 2
.
4
 
に
お
い
て
、
 
4
a
 
は
じ
も
の
六
天
と
 地
 V
 と
、
 4
,
b
 
末
の
八
地
と
天
 V
 は
 、
い
 わ
ゆ
る
交
差
 法
 

（
 キ
ア
ス
ム
ス
 
）
を
な
す
 o
C
.
 の
 p
 の
の
 
岸
 （
 
0
 。
 0
 ち
 ・
 n
 ざ
 ・
ロ
ロ
・
の
㏄
 

｜
 9
9
.
 
さ
ら
に
八
地
と
天
 V
 の
語
順
は
、
旧
約
聖
書
に
お
い
て
、
 

士
 5
.
4
 
、
 サ
 

ム
工
㌶
・
 8
 、
 イ
ザ
朽
，
は
 
、
 穏
 ・
は
、
 詩
瑚
 
，
は
に
出
る
。
 
さ
ら
に
周
知
の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ア
の
世
界
創
成
神
話
に
よ
れ
ば
 
、
ま
ず
大
地
 

（
ガ
 イ
 ア
）
が
生
じ
、
つ
い
で
そ
れ
か
ら
 天
 
（
 ウ
 ラ
ノ
ス
）
が
 
生
 じ
る
 。
 

。
 
宍
 ま
の
訳
語
を
湧
水
、
霧
も
し
く
は
淵
水
と
す
る
か
に
つ
い
 

し
た
が
っ
て
淵
水
は
、
あ
ま
り
に
神
話
的
表
象
に
過
ぎ
、
訳
語
 て

 、
幾
多
の
論
義
が
重
ね
ら
れ
て
ぎ
た
。
詳
し
く
は
、
の
 

毛
 

と
し
て
不
適
切
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
訳
語
と
し
て
霧
を
採
 用
 し
た
場
合
、
 

の
の
 
侍
 
0
 Ⅱ
 目
り
 
p
 ち
コ
 

O
P
 
住
 Ⅰ
 P
N
q
 ひ
 ち
 q
 も
・
参
照
。
筆
者
私
見
に
よ
れ
ば
、
 
ホ
 ・
 草
 お
よ
び
人
へ
の
言
及
と
の
関
連
か
ら
、
同
語
は
具
体
的
な
水
の
 状
態
を
指
す
。
 

霧
と
 木
と
は
同
じ
空
間
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
人
と
草
の
 共
有
空
間
に
対
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

さ
ら
に
同
語
は
、
八
連
行
 V
 、
 八
 単
身
 V
 、
 八
 創
造
 B
V
 
、
 八
 昏
睡
 V
 、
 八
 創
造
 C
V
 
、
 八
 利
口
 V
 、
六
出
現
 V
 、
 八
 退
避
 V
 、
 八
 追
求
 V
 、
 

八
 問
責
 V
 、
 八
呪
誼
 A
V
 
、
 八
外
被
 V
 、
 八
 驚
嘆
 V
 お
よ
び
 
八
 労
働
 B
V
 
に
お
い
て
、
 
総
 ・
計
一
五
回
用
い
ら
れ
る
。
し
か
も
 

八
 退
避
 v
 を
 除
 

く
、
 他
の
単
位
 文
 す
べ
て
に
お
い
て
、
同
語
は
主
語
と
し
て
用
 い
ら
れ
る
。
 



アダム神話の 構造 

（
 
4
 Ⅰ
）
 

（
 3
 
3
 ）
 

（
 Ⅱ
 
o
 u
 
）
 

（
 3
 
l
 
人
 ）
 

（
 3
 
り
 
2
 
Ⅰ
 ）
 

（
 り
乙
 

8
 ）
 

（
 つ
し
 

9
 ）
 

（
Ⅰ
 

2
 
7
 ）
 

（
 り
乙
 

二
リ
 
）
 

（
 2
2
 

6
h
6
 

セ
 
）
 

（
 り
乙
 

3
 ）
 

（
Ⅱ
Ⅰ
）
 

0
 
口
 

八
 太
初
 V
 は
入
前
置
詞
 
十
 不
定
詞
 文
 V
 の
副
詞
 句
 で
あ
り
、
 八
 無
人
 v
 は
名
詞
 立
 で
あ
る
。
 

も
っ
と
も
八
神
木
 
V
 は
名
詞
 文
 で
あ
る
が
、
そ
れ
は
先
行
単
位
 

八
 果
樹
 V
 の
動
詞
、
 ワ
 ウ
継
続
 法
 未
完
了
 形
 （
生
え
出
さ
せ
た
 

）
の
支
配
下
に
 

あ
る
。
と
考
え
ら
れ
る
。
 

因
み
に
 八
 源
流
 V
 お
よ
び
 八
 支
流
Ⅱ
 V
 は
分
詞
 文
 、
八
分
流
 V は
八
 未
完
了
文
士
完
了
 
文
 V
 で
あ
る
。
い
ず
れ
但
し
て
も
、
 

そ
 の
 語
り
は
 ス
タ
 

テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。
 

た
と
え
ば
仏
教
世
界
に
お
い
て
、
極
楽
浄
土
で
働
く
と
い
う
 

ょ
 う
 な
こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
軽
い
労
働
に
せ
よ
、
思
い
も
 

よ
 う
な
い
こ
と
で
 

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
 
ヘ
 ブ
ル
，
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
お
け
る
労
働
 

観
と
 決
定
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
藤
縄
謙
三
 

箸
 「
ギ
リ
 
シ
ア
文
化
と
日
 

本
文
化
 ヒ
 
、
昭
和
四
九
年
、
角
川
書
店
、
一
九
六
（
 

二
 0
 八
頁
 参
 ほ
 ：
 

 
 

 
 

 
 

小
口
佳
一
・
 
堀
 一
郎
監
修
、
「
 

み
 
不
教
学
辞
典
 
日
 
一
九
七
三
年
、
 
東
京
大
学
出
版
会
、
五
八
三
頁
以
下
所
収
入
土
地
 

v
 の
 頃
 （
 
官
 四
元
 筆
 ）
を
 参
 

昭
 Ⅰ
 

T
.
 ボ
ー
マ
ン
著
、
植
田
重
雄
訳
、
 

ヨ
 ヘ
ブ
ラ
イ
 
人
と
 ギ
リ
シ
ア
 
人
の
思
惟
 ヒ
 
一
九
六
八
年
、
新
教
出
版
社
、
一
五
二
頁
。
 

9
 
%
 
こ
の
（
の
。
日
ビ
 

冒
 ・
 0
 
口
 ・
 ユ
ご
い
き
 。
 

鈴
木
孝
夫
氏
に
 
ょ
 れ
ば
、
名
称
は
単
な
る
レ
ッ
テ
ル
で
な
く
、
 

わ
れ
わ
れ
は
、
名
称
の
相
違
に
よ
っ
て
、
世
界
の
断
片
を
載
 

然
 と
 認
識
す
る
の
 

で
あ
る
。
鈴
木
孝
夫
 
著
 「
こ
と
ば
と
文
化
 
ヒ
 
一
九
七
四
年
、
岩
 
波
 新
書
（
背
板
八
五
四
）
 
三
 0
 頁
 。
 

こ
の
指
摘
は
 
、
ウ
 "
 ル
シ
ュ
所
説
に
負
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
 

創
 世
記
 3
.
6
2
7
 は
、
二
行
 句
 （
 
2
 千
 3
 、
 3
 千
 3
 ）
 十
 単
行
 句
 （
 
3
.
+
.
4
 

）
・
 

十
 

二
行
 句
 （
 
3
 千
 3
 、
 3
 千
 3
 ）
か
ら
な
り
、
単
行
 
句
 末
尾
の
 一
 語
圭
 P
 ゼ
ぜ
 
0
 
ミ
プ
 
巴
を
物
語
全
体
の
焦
点
と
す
る
。
 プ
円
 毛
 p
-
 
の
り
 
ゴ
，
 
0
 づ
 

0
-
 
（
・
 
つ
つ
 
・
）
 
0
 
の
・
 
p
 
Ⅱ
）
・
 

P
 
Ⅱ
Ⅱ
 

八
 ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
飯
事
 
詩
 Ⅴ
に
よ
れ
ば
、
蛇
は
、
英
雄
 
ギ
 ル
ガ
 メ
シ
ュ
が
苦
闘
の
天
手
に
入
れ
た
 

八
 生
命
の
木
 V を
食
べ
て
し
 
ま
い
、
彼
の
 
、
水
 

生
を
妨
げ
る
。
矢
島
文
夫
 
訳
 「
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
 

目
 「
 
古
 代
 オ
リ
 ヱ
 ン
ト
巣
口
（
筑
摩
書
房
世
界
文
学
体
系
 

1
 ）
、
昭
和
幸
 
一
戸
 
ヰ
 
。
、
一
一
八
 

-
 
ハ
 
%
 

真
蓼
 詔
 。
さ
ら
に
ま
た
 
F
.
 ハ
 イ
 ド
ベ
ル
ク
所
説
に
 
ょ
 れ
ば
・
 イ
ス
ラ
 ヱ
ル
 の
 敵
 、
バ
ー
ル
は
 
、
 蛇
の
姿
を
と
り
、
生
命
の
授
 
与
 お
よ
び
そ
の
  
 
 
 

更
新
を
司
る
。
 
弓
 l
e
m
 

ヨ
ぎ
 的
立
 丘
 甲
ヴ
 
の
 
「
婆
づ
音
の
 り
コ
 
p
p
 
日
 ま
 。
 い
簿
 
。
 
村
ぬ
 
Ⅱ
 
0
 偉
コ
曲
 
O
 叶
 G
 の
 
コ
 ・
（
 
l
1
1
1
,
 

ン
ト
 

の
目
口
㏄
円
の
の
 

ヰ
 
P
 コ
の
コ
 

（
 
（
 
仁
ヨ
づ
 
0
-
.
 

ト
 
0
,
 



        
4 廿 Ⅰ） l 771 ） ）Ⅱ 寸 ハ u ） tU り gu リ ） り 33 @X し り 33 ） 3 6 ） 00 J て   
れば、 記念二） 出で 園に @ メ由 学術 中のり 目の 世 記 一 続く 日 ・ 女 の 吋 伝承 @ t. の コ お 目色の 

一 """" ー リ               & 

  

  
  

  
  

吉丸 プ 

  
  

圭旺 Ⅰ "" 

      
  

）
 き
 0
.
 

ロ
ワ
 

お
 0
.
0
 
の
 べ
 ・
い
ず
れ
に
せ
 
よ
 古
代
的
観
念
に
 ょ
 れ
ば
 、
蛇
は
 、
脱
皮
を
く
り
か
え
し
て
、
水
生
を
保
つ
、
と
考
え
 も
 れ
て
い
た
よ
 う
 

4
8
 

だ
 



聖
 俗
論
は
、
周
知
の
よ
う
に
「
 聖
 」
と
「
 俗
 」
と
い
う
 分
析
的
な
概
念
枠
組
を
用
い
て
宗
教
的
諸
現
象
そ
の
他
を
 理
解
し
ょ
う
と
す
る
 

試
み
で
あ
る
。
 

 
 

里
俗
理
論
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
考
察
は
・
次
の
よ
う
な
 特
徴
を
有
し
て
い
た
。
第
一
は
、
里
俗
論
を
標
 傍
 し
な
が
 ら
、
 聖
の
側
に
焦
点
 

を
あ
て
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

W
.
 

ジ
ェ
ー
ム
ズ
 

や
 R
.
 

オ
ッ
ト
 

L
 
M
.
 
エ
リ
ア
ー
デ
等
が
こ
れ
で
あ
り
 、
心
理
学
的
・
形
而
上
 

学
的
な
い
し
宗
教
学
的
見
方
が
こ
の
立
場
で
あ
っ
た
。
 第
 二
は
、
 皇
と
何
と
の
対
比
の
図
式
を
定
式
化
す
る
こ
と
 に
よ
り
里
俗
論
を
展
開
 

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 

E
.
 

リ
ー
チ
 

や
 、
日
本
民
俗
 単
 に
よ
る
聖
の
両
義
的
特
徴
に
着
目
し
て
立
論
し
た
ハ
レ
 ・
 ケ
 ・
 ケ
 ガ
 ン
込
哩
 古
本
 

数
 社
会
学
的
里
俗
論
の
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
 聖
俺
 の
 一
 
二
元
論
的
展
開
を
為
し
た
 
P
.
 バ
ー
ガ
ー
等
の
ア
プ
ロ
ー
 チ
 も
こ
れ
で
あ
る
と
い
 

え
る
。
理
論
的
展
開
の
上
で
は
か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
 、
 里
俗
論
に
お
け
る
説
明
の
一
般
性
を
高
め
る
こ
と
で
 
は
 役
立
っ
た
と
い
え
よ
 

 
 

記
号
学
的
に
の
み
、
す
な
わ
ち
相
互
の
水
差
的
特
徴
（
 &
 田
 
の
叶
う
 
い
田
 
三
の
Ⅱ
の
㏄
Ⅰ
 

由
 Ⅱ
 e
 ）
 

に
よ
っ
て
の
み
 
把
 促
す
る
立
場
は
、
一
般
性
は
別
と
し
て
 里
俗
の
内
実
、
経
験
的
現
実
と
し
て
の
文
化
的
、
社
会
 的
 コ
ン
テ
ク
ト
は
必
ず
 

し
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
第
三
は
、
実
証
研
究
に
 よ
 る
 里
俗
論
で
あ
る
。
主
と
し
て
祭
祀
研
究
か
ら
す
る
 ァ
プ
 コ
ー
チ
が
こ
み
仙
で
士
の
 
ら
 

49  (49) 

  里
俗
論
に
関
す
る
一
考
察
 

門
馬
幸
夫
 



い
し
は
記
号
論
的
に
為
さ
れ
て
き
た
と
い
い
得
 よ
 5
 。
 ，
 
」
の
点
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
看
取
し
得
る
。
す
な
わ
 ちこ
れ
ま
で
の
 
里
 俗
論
 

で
は
、
聖
に
比
し
、
相
対
的
に
 俺
 と
の
関
連
が
等
閑
視
 さ
 

の
 関
係
に
お
け
る
 俗
 と
は
何
か
・
両
者
の
相
互
関
係
は
い
 れ

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
里
俗
 

か
な
る
も
の
か
、
そ
の
内
実
は
何
か
、
と
い
っ
た
問
題
 論

 に
お
い
て
は
、
聖
と
 

領
野
が
姐
 上
に
の
ら
な
 

 
 

げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
 か
か
る
理
論
の
経
験
的
現
実
へ
の
引
照
も
考
え
な
け
れ
 は
 な
ら
な
い
と
い
う
こ
 

と
で
も
あ
る
。
 

小
論
は
、
 
聖
 俗
論
に
お
け
る
・
か
か
る
問
題
関
心
に
基
 つ
き
、
そ
の
予
備
的
な
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
 あ
る
。
こ
こ
で
の
 留
 

煮
魚
 は
、
 主
と
し
て
日
本
民
俗
学
等
の
知
見
と
宗
教
 社
 全
学
的
視
点
か
ら
の
照
射
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
 小
論
に
お
け
る
 聖
 と
い
 

ラ
 タ
ー
ム
も
、
非
日
常
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
宗
教
や
 儀
礼
、
シ
ン
ボ
ル
、
 
祭
 、
民
俗
信
仰
等
、
広
義
の
意
味
に
 お
 げ
る
宗
教
的
諸
現
象
 

を
 含
意
し
て
い
る
。
 

一
 

里
俗
論
の
展
開
は
デ
ュ
ル
ケ
ム
を
 以
 っ
て
晴
天
と
さ
れ
 
て
い
る
。
彼
に
 ょ
 れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
的
思
惟
に
共
通
 す
る
基
本
的
な
特
徴
 

は
 、
世
界
を
聖
（
の
の
 
簗
か
 ）
 と
俗
 （
も
 
r
o
 
め
 
り
コ
 
の
）
と
い
う
二
つ
 の
 根
本
的
に
対
立
す
る
 ヵ
 テ
ゴ
リ
ー
に
区
別
す
る
こ
と
 が
 可
能
な
と
こ
ろ
に
あ
 

る
と
い
う
。
聖
な
る
世
界
は
・
 

-
2
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俗
 な
る
日
常
と
は
 
異
 っ
て
 、
隔
離
さ
れ
、
人
々
に
権
威
や
畏
敬
の
念
を
与
え
、
 功
 利
 的
な
も
の
で
は
な
 

く
 、
「
非
経
験
的
な
も
の
」
（
パ
ー
ソ
ン
ズ
）
で
あ
る
。
 

そ
 れ
は
魅
惑
的
な
も
の
で
も
あ
り
、
恐
ろ
し
い
も
の
で
も
 あ
る
。
そ
れ
を
信
じ
る
 

エ Ⅱ ト 

あノ 。 

上 
の 

観 
古ぃ 

か 

ら 

聖 
俗 
論 - - 。 - 
ヤ @ ヒ 

よ 

る 
  
  
  
  
チ 

ほ 

相 
対 
的 
化 @ Ⅰ 

聖、 
の 
  
れ @ し 

焦 
右ぃ 

を 
置 
  
ナ， Ⅰ 

Ⅰ も 

の 

で， 

あ 

り、 

  
象 
イヒ 

さ 

れ 
ナ ・ @ 
  
  
  
な 
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ぅ
 。
し
か
し
、
こ
の
文
化
的
内
実
を
探
求
す
る
立
場
も
 相
対
的
に
は
宗
教
学
的
見
方
、
聖
の
側
に
焦
点
を
あ
て
た
 も
の
で
あ
る
と
い
え
 ょ
 

 
  

 



里俗論 

ぅ
が
 実
際
的
に
は
社
会
不
安
の
危
険
が
大
と
い
え
る
が
、
 殺
人
は
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
大
の
悪
と
さ
れ
る
不
均
衡
 が
 存
す
る
。
デ
ュ
 ル
ケ
 

の
 有
害
さ
の
程
度
と
。
そ
の
行
為
に
加
え
ら
れ
る
サ
ン
ク
 

シ
，
ン
の
 
強
度
は
必
ず
し
も
比
例
し
な
い
。
 
一
人
の
殻
人
よ
り
金
融
恐
慌
の
ほ
 

51  
 

網
 

れ
が
 鞍
 損
さ
れ
た
と
き
、
当
の
犯
罪
行
為
に
対
し
 て
 
刑
罰
・
つ
ま
り
社
会
の
側
か
ら
の
一
定
の
反
作
用
を
加
 え
る
。
し
か
し
、
犯
罪
行
為
 

 
 
 
 

する一考察 

者
、
崇
拝
す
る
者
に
は
慰
め
や
保
護
、
生
に
対
す
る
 動
 機
づ
 げ
を
付
与
し
・
社
会
成
員
に
対
し
て
は
価
値
の
体
系
 ・
す
な
わ
ち
道
徳
的
、
 

倫
理
的
要
求
を
課
す
も
の
で
も
あ
る
。
 

総
じ
て
そ
れ
は
人
間
の
側
の
、
存
在
に
関
す
る
信
念
で
 あ
る
と
い
い
得
る
が
、
井
上
 俊
に
ょ
 れ
ば
、
こ
の
 デ
ヱ
ル
 ケ
ム
 の
 聖
 概
念
は
 、
 

 
 

な
わ
ち
第
一
に
、
対
象
世
界
の
把
握
に
か
か
わ
る
 
認
 知
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
 側
 

面
 、
第
二
に
、
対
象
に
対
す
る
人
間
の
情
動
的
態
度
の
 側
面
、
第
三
に
、
行
為
 め
 規
範
的
規
制
に
か
か
わ
る
道
徳
 的
 ・
倫
理
的
側
面
、
 の
 

二
 一
点
で
あ
る
。
聖
は
、
認
識
的
な
準
拠
枠
組
 徐
 日
日
の
 Q
 
h
q
 

の
Ⅱ
の
Ⅱ
の
 

コ
 0
 の
）
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
 
、
 土
仏
 
向
 （
 
o
r
 
レ
 
0
 コ
田
の
田
田
。
 

コ
 ）
 

的
な
も
の
で
あ
り
、
認
知
的
、
心
理
的
、
評
価
的
な
も
 の
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

さ
り
な
が
ら
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
 聖
な
る
も
の
の
源
泉
は
、
社
会
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
べ
 き
 で
あ
る
と
い
う
。
 社
 

会
は
そ
れ
自
体
、
一
つ
の
モ
ノ
（
の
 
甘
 0
 の
の
）
と
し
て
集
合
 

王
 
見
識
（
表
象
）
を
持
ち
、
個
人
に
対
し
て
外
在
性
と
拘
束
 性
を
把
持
す
る
存
在
と
 

し
て
現
象
す
る
。
而
し
て
、
宗
教
す
な
わ
ち
聖
な
る
も
 の
は
、
第
一
義
的
に
個
人
主
観
的
現
実
を
構
成
す
る
も
の
 と
し
て
、
個
人
の
心
理
 

的
 経
験
の
地
平
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
 わ
ら
ず
、
集
合
意
識
す
な
わ
ち
共
同
主
観
的
現
実
を
構
成
 す
る
も
の
と
し
て
の
 宗
 

教
が
 、
「
経
験
の
申
に
強
い
拘
束
力
を
持
っ
た
対
象
と
 し
て
入
っ
て
く
る
の
は
、
そ
れ
が
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
言
う
よ
 う
 に
 集
 ム
ロ
表
象
だ
か
ら
 

で
あ
る
」
と
Ⅱ
い
う
 

-
4
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メ
 十
リ
 
ニ
 ス
ム
 が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
分
業
論
 口
 に
お
け
る
犯
罪
・
 刑
 -
 
訓
諭
 は
 、
こ
の
間
の
消
息
を
伝
え
て
い
る
。
 社
ム
ム
的
 
連
帯
 は
 通
常
、
道
徳
的
 諸
 

現
象
に
依
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
の
外
的
な
事
実
を
象
 徴
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
社
会
的
連
帯
の
可
視
的
な
象
徴
 と
し
て
の
刑
法
は
 、
そ
 



賄
 罪
に
よ
り
、
社
会
的
連
帯
を
再
強
化
す
る
と
い
う
「
 潜
在
的
機
能
」
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

ム
に
 よ
 れ
ば
そ
の
理
由
は
、
そ
の
犯
罪
行
為
が
社
会
の
集
 ム
ロ
意
識
（
の
。
 

コ
 の
臼
の
 
コ
 の
の
 

c
o
 

）
鯨
の
曲
 

セ
 0
 ）
同
じ
社
会
 の
 成
員
た
ち
の
平
均
に
 
 
  

 

共
通
な
諸
信
念
と
 諸
感
 佑
の
総
体
、
ま
た
は
共
同
意
識
 

を
 侵
す
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
 

-
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に
よ
る
。
「
犯
罪
 の

外
的
結
果
で
あ
る
 

刑
め
 

 
 
 
 

罰
 制
裁
は
特
定
社
会
の
化
合
意
識
（
集
合
感
情
）
を
摂
生
 
ロ
 す
る
か
ら
犯
罪
と
な
る
」
「
あ
る
行
為
は
、
犯
罪
的
で
 あ
る
か
ら
共
同
意
識
を
 

傷
 つ
げ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
共
同
意
識
を
損
 ぅ
か
 ら
 犯
罪
的
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
 、
そ
 れ
を
犯
罪
だ
か
ら
非
難
 

-
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す
る
の
で
は
な
く
て
、
我
々
が
、
そ
れ
を
非
難
す
る
か
 ら
 犯
罪
な
の
で
あ
る
」
。
 

従
っ
て
、
直
接
間
接
に
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
性
が
由
来
す
る
 の
は
集
合
意
識
か
ら
で
あ
る
。
犯
罪
は
利
害
の
侵
犯
に
と
 ど
ま
ら
ず
、
 
集
 ム
ロ
 
意
 

認
め
 、
超
越
的
な
権
威
に
対
す
る
 ロ
 頑
で
も
あ
る
。
 
こ
，
 」
で
の
超
越
的
な
権
威
と
は
、
集
合
意
識
の
神
聖
性
に
根
 ざ
す
 ・
個
人
を
超
え
た
 

道
徳
的
な
力
（
 h
o
 
づ
 の
の
 日
 0
q
 
注
 ⑧
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
 犯
罪
は
、
集
合
意
識
に
対
す
る
一
種
の
濱
聖
行
為
で
あ
り
 、
そ
の
課
せ
ら
れ
る
 サ
 

ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
感
情
的
反
作
用
に
よ
る
 賄
 罪
と
な
る
の
 で
あ
る
。
 

デ
ュ
ル
ケ
ム
の
か
か
る
犯
罪
と
刑
罰
を
、
 

濱
聖
と
賄
罪
 の
 セ
ッ
ト
と
み
る
観
点
か
ら
導
出
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
れ
 が
 宗
教
儀
礼
と
等
価
 

な
 機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
 し
 共
同
体
が
、
侵
害
し
た
犯
罪
に
刑
罰
を
課
さ
な
い
 

損
 わ
れ
た
集
合
意
識
 

を
 補
償
し
な
け
れ
ば
、
集
合
意
識
は
そ
の
同
一
性
を
疲
 弊
 さ
せ
、
社
会
的
連
帯
は
弛
緩
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
 刑
 罰
 の
本
当
の
機
能
は
 
、
 

共
同
意
識
に
そ
の
全
生
命
力
を
保
た
せ
て
社
会
的
凝
集
 を
 無
疵
の
ま
ま
確
保
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
共
同
意
識
 は
 、
そ
れ
が
は
っ
き
り
 

否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
も
し
そ
の
共
同
体
の
情
 結
約
反
作
用
が
そ
の
失
わ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
埋
め
合
 わ
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
 

@
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と
 、
そ
れ
は
必
然
的
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
 う
 で
あ
 ろ
 う
し
 、
ま
た
そ
の
結
果
、
社
会
的
連
帯
は
弛
緩
し
て
し
 ま
う
 で
あ
ろ
う
」
。
 

み
る
よ
 う
 に
・
犯
罪
へ
の
制
裁
、
 
般
 損
さ
れ
た
感
情
の
補
 償
は
、
社
会
を
ア
ノ
ミ
ー
状
態
か
ら
防
御
し
、
集
合
意
 識
の
神
聖
性
を
再
確
 

誌
 さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
含
意
は
次
の
よ
 ぅ
 で
あ
る
。
す
な
わ
ち
社
会
成
員
に
共
通
な
諸
信
念
へ
の
 攻
撃
は
、
そ
の
制
裁
 ｜
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紹
 

根
源
的
霊
力
の
衰
退
で
あ
る
と
み
る
。
こ
の
こ
と
 か

ら
・
 ケ
を
 再
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
ハ
レ
が
要
請
さ
れ
 る
の
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
 

 
 

極
 的
な
価
値
体
系
と
し
て
の
聖
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
を
 介
し
て
維
持
強
化
さ
れ
る
。
つ
ま
り
儀
礼
と
い
う
の
は
、
 と
り
わ
け
社
会
集
団
が
 

-
g
@
 

ほ
期
 的
に
自
己
を
再
確
認
す
る
手
段
な
の
で
あ
る
。
 

儀
 礼
 に
よ
り
再
生
さ
れ
た
社
会
の
神
聖
性
は
し
か
し
、
日
常
 性
 と
い
う
 俗
 な
る
事
物
 

の
 絶
え
ざ
る
侵
食
を
受
け
て
腐
蝕
す
る
。
こ
の
変
質
を
阻
 &
 、
あ
る
い
は
塑
性
を
賦
活
す
る
企
図
は
再
び
儀
礼
に
 よ
る
他
は
な
い
。
「
 聖
 

な
る
存
在
に
関
連
し
て
い
る
集
合
表
象
（
意
識
）
を
 再
 生
さ
せ
る
唯
一
の
方
法
は
、
そ
れ
を
宗
教
生
活
そ
の
も
の
 の
う
ち
に
、
す
な
わ
ち
 

-
 
皿
 -
 

集
合
し
た
集
団
の
う
ち
に
再
び
ひ
た
す
こ
と
で
あ
る
」
。
 

か
く
し
て
社
会
の
再
生
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
 

右
に
み
た
刑
罰
、
聖
な
る
も
の
（
儀
礼
）
の
社
会
的
機
 能
は
 、
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
一
種
の
聖
俗
論
を
展
開
し
 た
 桜
井
徳
太
郎
氏
ら
 

の
 ハ
レ
・
 ケ
 ・
 ケ
 ガ
 ン
 の
関
連
図
式
を
想
起
さ
せ
る
。
 
桜
 井
 底
は
 、
民
俗
的
語
彙
に
基
づ
い
て
こ
の
図
式
を
提
出
 し
て
い
る
。
ま
ず
「
 
ケ
 」
 

（
 褒
 ）
と
は
、
共
同
体
生
活
の
日
常
性
、
具
体
的
に
は
農
業
 

生
産
を
可
能
に
す
る
根
源
的
霊
力
で
あ
る
と
す
る
。
「
 ハ
 レ
 」
は
非
日
常
性
 

こ
れ
に
は
プ
ラ
ス
 
と
 マ
イ
ナ
ス
の
そ
れ
が
あ
る
で
あ
 り
、
 「
ケ
ガ
 ン
 」
は
 、
ケ
が
 枯
れ
る
 意
 ・
す
な
わ
ち
 ケ
 0
 日
常
態
を
保
障
す
る
 

こ
の
観
点
は
今
日
、
逸
脱
行
動
論
の
丈
 脈
 で
も
言
及
可
能
 な
も
の
と
な
 

人
や
集
団
に
と
っ
て
 逆
 機
能
的
で
は
あ
る
が
、
他
の
個
 人
や
集
団
に
と
っ
 

-
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潜
在
的
機
能
を
果
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
 る
 。
 

 
 

宗
教
的
儀
礼
の
社
会
的
機
能
も
、
あ
る
点
で
同
様
に
潜
 在
 的
機
能
と
し
 っ

て
い
る
。
犯
罪
や
特
定
の
逸
脱
行
動
は
、
共
同
体
の
あ
 る
個
 

て
そ
れ
は
・
境
界
領
域
を
明
確
化
し
、
 

再
 統
合
化
す
る
と
  
 

て
 把
握
し
得
よ
う
。
社
会
的
連
帯
は
、
儀
礼
が
表
出
す
る
 、
究
 



一
 一
 

そ
れ
で
は
、
ハ
レ
 
と
ケ
 の
関
係
、
な
い
し
は
 
ケ
ガ
レ
と
 は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
 

し
く
こ
の
前
提
条
件
か
ら
み
て
み
よ
う
。
 

さ
て
、
 
ケ
 と
は
共
同
体
生
活
の
日
常
陸
で
あ
っ
た
。
 

換
廿
 一
口
す
れ
ば
 
ケ
 は
、
共
同
体
の
生
活
世
界
を
 

ほ
 わ
が
国
の
い
わ
ゆ
る
民
俗
社
会
に
あ
っ
て
は
、
村
落
 丑
 ハ
 同
体
に
深
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
 

う
 。
こ
の
村
落
共
同
体
は
と
き
に
自
然
村
（
鈴
木
栄
太
 郎
 ）
や
地
域
共
同
体
、
部
落
等
と
呼
称
さ
れ
 

-
B
-
 

会
 
（
で
「
 
ゴ
ざ
 宇
の
の
 0
 立
年
 ゼ
 ）
と
同
様
に
「
相
互
に
関
係
 し
お
う
 諸
要
素
の
シ
ス
テ
ム
」
、
す
な
わ
ち
 

る
も
の
で
あ
る
。
社
会
学
に
お
け
る
行
為
理
論
の
文
脈
 で
 い
 う
 な
ら
ば
、
経
験
的
な
社
ム
ム
シ
ス
テ
ム
 

な
わ
ち
 集
 ム
ロ
 
体
 
（
集
団
）
を
構
成
す
る
複
数
の
人
間
の
 

相
互
作
用
の
体
系
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

ム
 、
す
な
わ
ち
文
化
シ
ス
テ
ム
価
値
体
系
や
規
範
、
 

信
念
や
表
出
様
式
と
い
っ
た
意
味
の
 パ
タ
 

依
存
し
あ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
両
者
は
、
 あ
 る
 同
一
の
経
験
的
事
実
を
異
っ
た
も
の
と
 

る
 。
 

こ
と
は
順
次
み
る
こ
と
と
し
て
、
少
 

、
、
、
、
、
、
、
、
 

形
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
 

こ
の
限
り
、
 

ケ
は
俗
と
 比
定
し
得
 よ
 

た
り
す
る
が
、
自
足
的
な
原
生
的
桂
 

一
定
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
為
し
て
い
 

は
制
度
化
さ
れ
た
行
為
の
体
系
、
す
 

し
か
し
、
こ
の
体
系
は
他
の
シ
ス
テ
 

｜
ン
、
に
 密
接
に
関
連
し
、
相
互
に
 

し
て
分
析
的
に
析
出
し
た
も
の
で
あ
 

 
 

 
 

界
 観
が
実
在
的
（
リ
ア
ル
）
に
表
象
す
る
も
の
で
あ
る
。
 そ
し
て
・
そ
の
表
象
さ
れ
た
世
界
像
の
な
か
で
、
集
団
 は
そ
の
存
続
の
根
元
的
 

 
 

 
 

」
（
傍
点
引
用
者
）
。
 

 
 

で
あ
る
。
共
同
体
の
ハ
レ
の
行
事
、
た
と
え
ば
祭
は
 、
ま
 さ
に
社
会
成
員
に
よ
る
集
団
の
象
徴
体
系
へ
の
同
一
化
 で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
 

 
 

よ
っ
て
 集
 ム
ロ
意
識
を
再
活
性
化
さ
せ
る
機
能
を
持
つ
。
 
薗
 田
 氏
に
よ
る
次
の
定
義
が
こ
れ
を
述
べ
て
い
る
。
「
 

祭
と
 は
 、
劇
的
構
成
の
も
と
め
 

 
  
 

に
 祭
儀
と
祝
祭
と
が
相
乗
的
に
現
出
す
る
非
日
常
的
な
集
 団
 の
 融
即
 状
況
（
コ
ミ
ュ
ニ
タ
ス
）
の
位
相
に
お
い
て
 、
集
団
の
依
拠
す
る
 世
 



里 俗論に 

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
意
味
 

共
 同
体
１
１
家
族
や
同
族
、
擬
制
的
親
子
関
係
、
功
利
的
 

・
非
功
利
的
各
種
集
合
 

か
く
す
れ
ば
共
同
体
と
は
・
生
産
関
係
に
お
け
る
村
落
 

的
 規
模
の
共
同
 
態
 約
諾
集
団
を
基
底
と
し
て
、
そ
の
上
に
 

種
々
の
集
団
が
累
積
 

す
る
と
こ
ろ
の
堆
積
体
で
あ
り
。
、
 

@
8
-
1
 
 

そ
こ
に
一
定
の
程
度
 に
お
い
て
統
一
的
な
社
会
意
識
、
共
同
意
識
・
規
範
意
識
 

が
 存
す
る
と
い
う
こ
と
 55 (55) 

する一考察 

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
、
共
同
体
す
な
わ
ち
共
同
主
観
的
現
実
 の
 「
秩
序
」
の
二
様
の
在
り
方
と
し
て
読
み
換
え
る
な
 
ら
ば
、
社
会
シ
ス
テ
 

@
M
@
 

ム
は
 検
証
可
能
な
経
験
的
秩
序
、
文
化
シ
ス
テ
ム
は
 、
ゐ
 
ホ
教
が
典
型
で
あ
る
よ
う
な
、
非
経
験
的
な
象
徴
的
秩
序
 と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

シ
ュ
ッ
ツ
流
に
い
う
な
ら
ば
、
前
者
は
至
高
現
実
（
 づ
 a
 ぺ
 
が
日
 
o
E
 
巨
 
Ⅱ
の
が
 

臣
し
 、
後
者
は
究
極
的
現
実
（
 目
 ユ
 ミ
注
 の
 Ⅱ
の
 
ド
ト
ざ
ぺ
 

）
 ン
 し
い
 
本
ノ
こ
 

と
に
な
ろ
 う
 。
両
者
の
間
に
は
弁
証
法
的
な
関
係
が
あ
 る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 べ
 ラ
ー
が
言
う
よ
 う
 に
 、
 社
会
行
動
そ
の
も
の
は
 

た
ん
に
「
経
済
的
、
政
治
的
、
社
会
的
諸
関
係
の
構
造
に
 
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
ろ
ん
文
化
体
系
に
 関
連
す
る
社
会
的
価
値
 

の
 佳
悟
性
廻
に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
て
し
る
」
 

、
 
-
5
-
l
 
 

の
で
あ
る
。
 ，
 
」
こ
で
の
社
会
的
価
値
の
体
系
と
は
諸
行
為
の
規
準
を
提
 供
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

ま
た
、
 

P
.
 

バ
ー
ガ
ー
に
 

ょ
 れ
ば
こ
の
関
係
は
、
社
会
 的
に
規
定
さ
れ
た
現
実
を
維
持
す
る
た
め
の
正
当
化
、
世
 界
 が
持
っ
 信
 通
性
の
 溝
 

造
 
（
 
ロ
 a
u
 

の
ぎ
日
モ
 

降
目
降
 5
q
 
⑧
１
世
界
が
そ
れ
ぞ
 ね
 、
個
々
の
人
間
的
存
在
に
と
っ
て
真
実
で
あ
る
世
界
と
 し
て
存
在
し
続
け
る
た
 

め
 の
ひ
と
つ
の
社
会
的
基
盤
に
 
基
つ
 
し
る
と
さ
，
 

㌧
 
、
、
 

て
 
@
6
@
1
 
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
共
同
体
Ⅱ
社
会
シ
ス
 テ
ム
 /
 文
化
シ
ス
テ
ム
 

は
 、
相
互
に
関
連
す
る
秩
序
の
二
様
の
在
り
方
を
包
含
す
 る
 
「
意
味
共
同
体
」
で
あ
る
と
み
な
し
得
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
社
会
に
お
け
る
ア
イ
デ
ア
ル
な
 型
 の
 共
同
体
は
・
村
落
共
同
体
と
い
う
一
身
同
心
の
も
の
ば
 か
り
で
は
な
い
。
 そ
 

の
 内
部
に
、
集
団
の
累
積
や
社
会
関
係
の
堆
積
を
供
な
っ
 て
い
る
。
た
と
え
ば
鈴
木
栄
太
郎
は
、
共
同
体
は
諸
種
 0
 集
団
と
社
会
関
係
の
 

ぬ
域
的
 累
積
に
 よ
 る
と
し
、
十
種
類
の
集
団
を
挙
げ
て
 い
る
。
こ
の
集
団
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
 0
 行
政
 的
 地
域
集
団
・
氏
子
葉
 

@
-
1
 

回
 、
檀
徒
集
団
、
講
中
集
団
、
近
隣
集
団
、
経
済
的
 集
 日
 、
官
制
的
集
団
、
血
縁
的
集
団
、
特
殊
共
同
利
害
集
団
 、
階
級
集
団
で
あ
る
。
 

鈴
木
の
い
分
自
然
村
に
お
け
る
こ
の
関
係
は
・
そ
れ
が
 生
産
関
係
、
社
会
関
係
、
象
徴
体
系
と
の
関
係
に
あ
る
こ
 と
を
示
し
て
い
る
。
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図 1 

  
  

  

  
意味共同体における 各レベル 

て
 、
社
会
の
も
っ
と
一
般
的
な
価
値
の
個
別
化
さ
れ
た
も
 の
と
考
え
ら
れ
る
で
 

@
 
Ⅳ
 -
 

あ
ろ
う
」
。
 里
 俗
論
に
戻
っ
て
言
及
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
 が
ケ
 、
す
な
わ
ち
 俗
 

 
 

の
 内
実
を
構
成
す
る
現
実
（
 お
 麓
）
 
ざ
 Ⅱ
）
で
あ
る
と
い
え
 ょ
 ，
つ
 
。
（
 図
 Ⅰ
）
 

宗
教
の
社
会
的
基
盤
に
お
い
て
、
そ
れ
が
個
人
、
家
、
地
 域
 、
に
あ
り
、
 
そ
 

-
 
㏄
 -
 

れ
ぞ
れ
キ
リ
ス
ト
教
・
仏
教
、
神
社
と
結
ム
ロ
し
て
き
た
 

と
い
う
の
は
こ
の
文
脈
 

で
 考
察
し
得
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
・
様
々
な
 レ
 ヘ
ル
で
の
意
味
共
同
 

体
は
 、
そ
の
象
徴
体
系
の
焦
点
を
、
若
干
の
 ズ
レ
 を
 以
 っ
て
、
あ
る
い
は
大
幅
 

に
 異
に
し
な
が
ら
１
１
家
や
同
族
で
は
先
祖
祭
祀
や
屋
敷
 押
 そ
の
他
の
機
能
 

神
 、
地
域
全
体
で
は
神
社
と
い
う
よ
う
な
１
 @
 併
存
す
 る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
 

ら
の
意
味
共
同
体
の
空
間
的
布
置
状
況
が
図
 2
 で
あ
る
。
 

個
人
は
、
こ
の
共
同
主
観
的
現
実
の
社
会
、
す
な
わ
ち
，
 
」
こ
で
の
共
同
体
に
 

お
い
て
社
会
化
さ
れ
、
諸
種
の
レ
ベ
ル
の
意
味
共
同
体
 な
 り
 プ
 レ
 ソ
 シ
ャ
ル
 

（
「
の
（
の
 

ぺ
 の
 コ
 （
 
寸
 し
と
し
て
行
為
体
系
を
形
成
す
る
の
で
あ
 る
 。
 

体
 
（
 
組
 や
請
 等
 ）
等
が
・
同
一
村
落
内
で
平
行
な
 
い
し
上
位
 ｜
 下
位
の
体
系
を
構
成
し
て
存
在
し
・
し
か
も
 そ
れ
は
・
そ
れ
ぞ
れ
 社
 

全
 シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
同
時
に
象
徴
体
系
の
焦
点
を
結
 ぶ
も
の
で
も
あ
る
と
い
っ
た
、
秩
序
の
共
同
体
（
シ
ス
テ
 ム
 ）
と
し
て
存
在
す
る
 

こ
と
が
理
解
さ
れ
得
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
各
々
価
値
体
系
 を
 持
つ
。
「
社
会
シ
ス
テ
ム
に
制
度
化
さ
れ
た
規
範
的
 
文
化
の
型
の
一
般
性
は
 、
 

ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
ー
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
 構
 造
 的
要
素
の
一
般
的
な
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
ー
の
関
係
に
対
 広
 し
て
い
る
。
 集
 ム
ロ
 
体
 

と
し
て
の
社
会
の
下
位
単
位
は
そ
れ
ぞ
れ
制
度
化
さ
れ
 た
 価
値
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
制
度
化
さ
れ
た
価
値
は
 適
切
な
レ
ベ
ル
に
お
い
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聖
俗
が
 同
一
共
同
体
内
で
併
存
し
得
る
こ
と
は
、
 

生
活
世
界
の
中
に
あ
っ
て
シ
ン
ボ
ル
的
秩
序
の
場
は
通
 

 
 

ム
庇
 

 
 

聖
 

あ
り
（
図
 2
 
の
寺
や
墓
地
）
、
一
把
、
儀
礼
的
手
続
 き
 等
に
よ
っ
て
そ
れ
が
シ
ン
ボ
ル
的
秩
序
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
 置
か
れ
た
場
合
に
は
、
 

5
 

里
 俗
を
時
間
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
で
み
た
場
合
も
同
 

様
で
あ
ろ
う
。
ス
望
 

 
 

 
 

な
る
時
間
）
と
（
 

俗
 な
る
時
間
）
は
、
交
替
と
し
て
あ
 

ら
わ
れ
る
よ
り
も
以
前
に
平
行
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
 

そ
 れ
ら
は
、
一
方
は
他
方
 

の
 影
で
あ
り
倍
音
で
あ
る
よ
う
な
か
た
ち
で
平
行
す
る
よ
 

う
 な
二
つ
の
時
間
だ
。
け
れ
ど
も
そ
れ
ら
は
、
二
本
の
 

レ
ー
ル
の
よ
う
に
、
 

単
 

 
 

純
 に
平
行
す
る
の
で
は
な
 

く
 、
交
互
に
顕
在
的
で
あ
り
 

潜
在
的
で
あ
る
よ
う
な
か
た
ち
で
い
わ
ば
よ
り
合
わ
さ
っ
 

て
い
る
の
で
・
こ
れ
を
 

 
 

み
，
す
る
だ
 

機
 
外
面
か
ら
観
察
す
る
と
交
替
し
て
い
る
 

」
「
一
方
は
時
間
の
中
を
漕
ぎ
進
ん
で
 

よ
う
 

い
 る
が
・
 

に
 

え
る
」
「
そ
れ
は
単
な
る
振
動
の
双
極
で
は
な
く
、
同
時
に
一
方
は
い
わ
ば
、
時
間
の
岸
辺
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
 

そ
，
，
 

：
 尤
あ
 @
 

 
 

瑚
ら
 常
に
平
行
し
て
い
る
、
遠
い
山
嶺
の
よ
う
な
も
 

の
だ
。
（
平
行
的
な
歴
史
 

ご
 （
傍
点
、
原
著
者
）
。
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我
々
の
生
活
世
界
に
お
け
る
行
為
に
お
い
て
、
葬
式
で
 

は
 祖
先
祭
祀
と
し
て
 

（
 
家
 共
同
体
の
レ
ベ
ル
）
 

、
 
祭
り
で
は
神
社
に
（
村
落
共
同
 

体
 レ
ベ
ル
）
、
そ
の
他
 

 
 

個
人
的
な
選
択
と
し
て
の
意
味
 

ぬ
何
 共
同
体
レ
ベ
ル
）
と
、
容
易
に
こ
れ
ら
に
か
か
 

わ
り
得
る
と
い
う
在
り
方
は
 

、
 

 
 

異
 っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
 

ノ
ン
 
の
 

ァ
体
 と
り
結
ぶ
象
徴
体
系
の
焦
点
が
異
な
る
と
観
念
さ
 

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
も
 

 
 

 
 

ア
 五
 
%
 

簗
 
わ
 け
 ）
 て
 Ⅱ
 
リ
 
る
と
も
Ⅰ
リ
ト
リ
得
る
。
 



さ
て
・
 俗
 と
は
対
立
す
る
、
聖
の
も
 う
 一
方
を
形
成
す
 る
も
の
に
不
浄
、
 礒
 れ
が
あ
る
。
こ
の
「
 鉱
ね
 」
は
・
 俗
 に
 対
し
、
い
か
・
な
る
 

位
相
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
主
と
し
て
 民
 俗
学
的
知
見
を
素
と
し
て
以
下
に
若
干
こ
の
こ
と
を
み
て
 み
よ
う
。
 

        58 

四 

意 そ げ 秩 あ る が れ 機 共 置 て そ 
に を 同 き     は究 領域れゆえ 、その 味 だし、 - 序の ァ 右に 、 る 。 ことに 参加 字む 体が 方に シン 

か 聖 わ グ " な 他 す こ 。 ょ ボ 極 
も と が セ レ る め る と レ っ ル 酌 

他 俗 国 ン と 。 成 と と Ⅱ て 的 現 
同 員 は な シ 国 秋 実 ケ 方は社 の の、 会を ト   に 限 る ン 常 序 を 

意 業 の 変 関 の と ら 。 ボ 的 と 構 
味 団 集 え 係   
領 （ 団 る を 局，っな 味 ていと的 た かな経成 非験す 
城 兵 は こ 考 
へ 回 、 と 察 る場 共同それ 。そ @ ぞゴ 秩序 日常 的 秋 

の 体 社 に し 体 は の 、 を 性 序 と 

移 し 会 よ て レ 草 場 あ 体 
行 の 関 っ き べ な ム る 現 
は 中 條 て た 
" に で " が   月 - 

論 平 あ 秩   帰 号 旗 の い 的 交 理 
理 行 る 序 そ 属 的 成 司 る な 錯 解 
約 し と の れ 
に て 同 二 は   
で 潜 時 様   所 の と 鼻 下 局、 こ ろ 
は 在 に の 意 属 と っ に 位 縁 、 と   
な す 価 在 味 で し て よ の 的 に こ 

は て 祭 る そ な な の 

  
くる " との方 値り共 同 な 晩 花 祭 れ 場 る こ 

高 鉢 の 体 い 象 期 祀 は と と 

種 い 糸 ど に 

の 得 を ち 媒 
し間 、 は （ 同常 日 して すな 在 主、 
す 宮 " 族 の の わ 同 

「 飛で る休も介 現 をさ る ら レ 祭 経 そ ち 一 
躍 あ す も れ 
」 る る 表 て 共同体 ことに は経験 す の 、 等） 祀 験的秩 れ ある 

あり、 （下が ） ロ そ ぅ 。 意味 共 出し得 

に し 司 る し 
よ て 体 も か 秩 
づ シ と の も 序 れ 

て ュ し で そ   
行 ッ て あ れ 験 常 ル 体 ど 日 秩 れ 
な ッ も る @% を 性 的 内 ま 常 序 の 
わ に 在 と 文 同 の 秩 の る 性 へ 意 
れ よ る 考 脈 じ 時 序 全 
る れ か え に く 空 の メ     の味 ア土 ノ Ⅱ 

の ば ら も よ し の 時 ン と 上 ク 同 
で 、 で れ っ 得 う 空 " い 位 セ 体 
あ @ 一 あ よ て る ち を l つ の ン 仁 

の に 持 が た 意 ト お る 。 3 万 の。 る う -c でいっそ笑味のい 



W
 
5
 
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
我
々
は
秩
序
の
観
 念
を
通
し
て
不
浄
の
問
題
に
と
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
 い
 。
不
浄
も
し
く
は
汚
物
と
 

 
 

-
 
符
 @
 

㈱
は
、
あ
る
体
系
を
維
持
す
る
た
め
に
は
そ
こ
に
 
包
 
舎
 し
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
謂
い
で
あ
る
」
（
傍
点
、
引
 
串
 T
 
石
 ）
。
 

聖
 

つ
ま
り
 穣
 れ
と
は
、
あ
る
秩
序
の
体
系
、
我
々
の
用
語
で
 は
 意
味
共
同
体
を
危
殆
に
さ
ら
す
、
あ
る
事
象
で
あ
り
 、
そ
の
よ
う
な
関
係
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と
こ
ろ
で
㍉
 

汚
絨
と
 

禁
忌
し
の
著
者
、
メ
ア
リ
ー
・
 

ダ
 
グ
ラ
ス
に
 

よ
 
れ
ば
、
 

砺
 
れ
の
（
潜
在
的
）
機
能
の
理
解
に
 

ほ
 「
秩
序
」
と
「
 

体
 

系
 
」
の
二
者
の
概
念
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
 

瑚
 れ
に
 
付
随
す
る
隔
離
、
潔
浄
、
境
界
の
設
定
、
侵
犯
の
懲
罰
等
 

々
ぽ
か
ん
す
る
観
念
 

は
 
、
本
来
無
秩
序
な
経
験
を
体
系
化
す
る
こ
と
を
主
た
る
 

機
能
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
汚
れ
と
は
絶
対
に
 

唯
一
か
つ
孤
立
し
た
 

事
 

  

  

要
素
の
拒
否
を
意
味
す
る
 

限
 

れ
 り
に
お
い
て
、
汚
れ
と
は
事
物
の
体
系
的
秩
序
，
 

っ
 
げ
と
分
類
と
の
副
産
物
な
の
で
あ
る
」
「
も
し
不
浄
と
は
 

場
違
い
の
も
の
で
あ
る
と
い
 

 
 

枝
差
別
 民
 等
に
は
こ
れ
と
 異
 っ
た
説
明
論
理
が
必
 要
 で
あ
ろ
う
。
一
般
的
に
は
 砺
 れ
と
は
、
 俗
 と
は
 対
 

  

  

れ
の
事
象
が
全
て
 ヱ
 ネ
ル
ギ
ー
流
出
論
的
循
環
過
程
の
 説
明
に
よ
っ
て
尽
く
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
た
と
え
 

-
 
わ
 -
 

れ
ば
、
 

俺
 れ
が
恒
常
的
に
付
与
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
 る
 場
合
１
１
病
気
や
想
き
も
の
に
よ
る
「
 家
ス
ジ
 」
 、
 

Ⅰ   。 

礒
れ
 
（
 
ケ
ガ
レ
 ）
と
は
前
述
の
桜
井
氏
に
よ
れ
ば
、
 日
 常
態
を
維
持
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
 澗
 渇
す
る
こ
と
 

で
あ
っ
た
（
前
掲
論
文
）
。
し
か
し
そ
れ
は
ハ
レ
が
要
請
さ
 
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
 俗
 
（
 
ケ
 ）
に
統
合
さ
れ
る
も
 

の
で
あ
る
（
図
 3
 ）
。
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
観
点
か
ら
の
 み
の
ケ
 ガ
 ン
 の
説
明
で
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
 礒
 



こ
と
は
 機
 れ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
 い
て
敷
桁
す
る
た
め
に
民
俗
社
会
か
ら
一
例
を
取
り
上
 げ
て
み
よ
う
。
柳
田
 

國
勇
め
 
「
遠
野
物
語
」
の
中
に
次
の
説
話
が
あ
る
。
 

 
 

よ
り
む
し
ろ
他
の
体
系
、
他
の
経
験
的
秩
序
の
世
界
、
意
味
 

共
同
体
を
際
だ
た
 

礒
 
れ
と
さ
れ
る
事
象
が
存
在
す
る
ゆ
え
に
こ
の
経
験
的
立
 

思
味
 
世
界
は
、
再
帰
 

世
界
 
@
 
・
）
。
そ
れ
ゆ
え
日
常
世
界
か
ら
す
れ
ば
・
競
れ
 

ノ
聖
 
と
は
俗
を
存
立
 

隔
離
な
い
し
排
除
、
俗
へ
の
復
原
儀
礼
を
と
も
な
う
と
 

い
 
う
 
意
味
に
お
い
て
 

り
 
俗
に
侵
入
し
、
俗
を
撹
乱
す
る
象
徴
的
宇
宙
（
の
 

ぺ
日
ヴ
 

0
 
）
 
あ
由
コ
 

Ⅰ
 
づ
の
 

@
 
Ⅰ
の
の
）
 

瑚
 
れ
が
関
係
概
念
と
し
て
あ
る
と
い
う
含
意
は
、
そ
れ
 

が
た
ん
に
頂
と
 

項
 

  

 
 

絶
え
ず
意
味
付
与
活
動
を
為
し
て
世
界
を
構
成
す
る
 

存
 在
 で
も
あ
る
の
で
あ
 

 
 せ

る
・
す
な
わ
ち
境
界
領
域
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
  
 

的
に
定
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
至
高
の
現
実
と
し
て
の
 日
 常
 

さ
せ
る
一
つ
の
文
化
装
置
で
あ
り
、
 

絨
 れ
と
さ
れ
る
も
 の
の
 

  

俗
に
 よ
 る
聖
の
馴
致
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
 

瑚
 れ
は
そ
  
 

 
 

を
 為
す
 財
 降
さ
れ
た
 
聖
 な
の
で
あ
る
。
 

と
の
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
記
号
学
的
関
係
と
し
 て
あ
 

い
う
こ
と
と
同
時
に
 、
 何
が
「
 礒
ね
 」
と
さ
れ
る
か
は
 む
 し
 

0
 行
為
と
い
っ
た
相
互
作
用
や
、
そ
れ
に
対
す
る
意
味
付
 与
 

ち
微
 れ
は
、
溺
れ
そ
れ
自
体
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
 

絨
 

犯
罪
だ
か
ら
非
難
す
る
の
で
は
な
く
、
我
々
が
そ
れ
を
 非
難
 

あ
る
。
人
は
、
た
ん
に
共
同
体
に
制
度
化
さ
れ
た
価
値
 や
、
 

て
の
み
行
為
を
決
定
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
に
対
し
  
 

る
 。
 

さ 浄 と 

れ ） し 
る あ て 
め る の 
で か 事 

あ は 象 
る あ が ; 

。 る 聖 

い 種 な 
う め る   
ら 人 の 
ば や / 
絨 か不 
れ か 浄 

と の / 
は も % 

関、 "  の "  8 て " 
係 、 彼 と 

概 、 差 さ 
念 、 別 れ 
な 民 る 
0 等 こ 

て   々 と 

あ は が ; 
る 、 ら 

。 そ で 

こ れ あ 
め が る 
こ か 。 

と か 死 
か わ 瑚 
ら る （ 

す 秩 黒 
れ 序 不 
ば と 浄 

礒 体 ） 
れ % や 
と と 産 
は の 槻 

（古 槻 関係 、 
不浄 れが にお 

存 い ） 

存 て   

す 8 「 % 血 槻 
こ れ （ 
と 」 赤 
? こ と 不 

        60 



 
 

恐
怖
が
ど
の
 ょ
 5
 な
も
の
で
あ
る
の
か
全
く
語
ら
れ
て
い
 な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 こ
 

 
 

㈱
の
 堪
話
が
 村
人
に
恐
怖
を
与
え
る
の
は
、
そ
れ
が
 士
 白
兵
衛
の
死
と
い
う
事
実
と
関
係
づ
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
 
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
遠
野
 

聖
 

物
語
 b
 に
み
る
よ
う
な
山
人
 譚
が
 人
々
に
語
り
継
が
れ
 て
ゆ
く
の
は
、
村
落
共
同
体
な
い
し
そ
の
規
範
か
ら
逸
脱
 す
る
こ
と
へ
の
抑
止
と
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る
 
-
0
@
 

3
 
（
説
話
文
中
の
傍
点
部
分
）
。
 

客
観
的
現
実
と
し
て
山
は
他
界
 

/
 
聖
な
る
場
所
 

/
 
井
目
 
常
の
世
界
で
あ
り
、
そ
こ
に
不
用
意
に
日
常
の
男
が
参
入
 

し
た
山
人
の
異
 

世
界
を
侵
犯
し
た
 

｜
 ゆ
え
に
病
気
 

/
 
槻
 れ
た
も
 

  

 
 

古
兵
衛
と
い
う
男
が
山
中
で
山
女
に
出
遇
 い
 、
そ
の
後
 病
気
で
死
ん
だ
と
い
う
山
人
 譚
 で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
 べ
き
は
、
古
兵
衛
は
 

 
 

出
 で
遭
遇
し
た
女
の
容
姿
に
つ
い
て
は
語
っ
て
い
る
が
、
 

そ
の
時
の
恐
怖
に
つ
い
て
は
語
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
 点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
 

そ
の
時
の
恐
怖
が
原
因
で
病
気
Ⅰ
 槻
 れ
た
も
の
と
な
り
 死
に
 致
 っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
 、
 男
が
山
女
と
遭
遇
し
 

 
 

た
と
話
し
て
い
た
こ
と
と
、
男
が
後
に
病
気
で
死
亡
し
 た
と
い
う
事
実
が
結
び
っ
げ
ら
れ
て
語
り
手
 /
 村
人
に
解
 秋
 さ
れ
て
い
る
の
で
あ
 

山
口
村
の
吉
兵
衛
と
元
 ふ
 家
の
主
人
、
 

出
 に
入
り
、
笹
を
苅
り
て
 束
と
 為
し
 憎
 ぎ
て
立
上
ら
ん
と
 す
る
時
、
笹
原
の
上
 

を
 風
の
吹
き
渡
る
に
心
付
き
て
見
れ
ば
、
奥
の
方
な
る
 林
の
中
ょ
り
若
き
女
の
稚
児
を
負
ひ
た
る
が
笹
原
の
上
を
 歩
み
て
此
方
へ
来
る
な
 

り
 。
極
め
て
あ
で
や
か
な
る
女
に
て
、
こ
れ
も
長
 き
 黒
髪
 を
 垂
れ
た
り
。
児
を
結
び
付
け
た
る
紐
は
藤
の
蔓
に
て
 、
 着
た
る
衣
類
は
世
の
 

常
の
縞
物
な
れ
ど
、
裾
の
あ
た
り
ば
 る
 ぼ
ろ
に
破
れ
た
 る
を
、
 色
々
の
木
の
葉
な
ど
を
添
え
て
綴
り
た
り
。
 
足
 は
 地
に
着
く
と
も
覚
え
 

 
 

ず
 。
事
も
無
げ
に
此
方
に
近
よ
り
、
男
の
す
ぐ
前
を
通
 り
て
何
方
へ
か
行
き
過
ぎ
た
り
。
化
人
は
其
 折
 の
 怖
 ろ
し
 さ
よ
り
 頃
ひ
 始
め
て
・
 

か
 い
い
朴
 和
む
か
か
 い
 が
 、
か
訃
邸
白
 か
か
 い
巧
 ㌃
 煮
 、
 引
用
者
）
。
 



カ
リ
ス
マ
と
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

が
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
考
察
に
お
け
る
留
桶
 
ハ
の
指
 
適
 の
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
周
知
の
如
く
 

M
.
 ウ
 ヱ
 ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
 

あ
る
。
人
に
と
っ
て
世
界
は
 、
 決
し
て
常
に
自
明
な
も
 の
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
時
々
で
多
か
れ
少
な
 か
れ
変
化
を
字
ん
で
い
 

る
 。
そ
こ
で
、
未
知
の
要
素
を
字
む
状
況
を
識
別
し
 、
範
 鴫
 化
し
て
こ
れ
に
意
味
を
与
え
る
作
業
を
各
人
は
絶
え
 ず
 営
ん
で
い
る
の
で
あ
 

る
 。
つ
ま
り
人
は
絶
え
ず
世
界
を
構
成
す
る
存
在
で
も
 あ
る
。
「
世
界
の
存
在
が
可
能
に
な
る
の
は
自
然
的
態
度
 の
 背
後
で
隠
れ
て
機
能
 

し
て
い
る
純
粋
意
識
の
志
向
的
な
意
味
構
成
作
業
に
 よ
 る
 も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
 存
 在
 は
も
は
や
そ
れ
を
 構
 

成
す
る
意
識
の
は
た
ら
き
と
の
関
係
を
抜
き
に
し
て
は
 考
え
ら
れ
な
く
な
る
。
つ
ま
り
存
在
と
意
識
と
は
相
関
関
 係
 に
あ
る
の
で
あ
っ
 

て
 、
お
 ょ
 そ
い
か
な
る
存
在
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
が
意
味
 を
 持
つ
限
り
に
お
い
て
、
常
に
そ
れ
に
意
味
を
付
与
す
 る
 意
識
の
構
成
作
用
が
 

あ
り
、
そ
の
作
業
に
お
い
て
、
そ
れ
が
そ
の
よ
う
な
 意
 味
を
持
つ
も
の
と
し
て
所
与
に
な
る
わ
け
で
あ
る
」
。
 

-
2
-
3
 ュ
ッ
ツ
 に
よ
れ
ば
、
 生
 

清
世
界
の
中
に
お
け
る
こ
の
過
程
は
、
有
意
性
（
（
の
）
の
 

セ
 ㏄
 

 
 

て
 可
能
と
さ
れ
る
が
、
 

こ
こ
で
の
文
脈
で
い
え
ば
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
 お
け
る
一
つ
の
 ヵ
 テ
ゴ
リ
ー
が
「
 紘
ね
 」
と
い
う
概
念
 な
の
で
あ
る
。
 

五
 

さ
て
、
前
節
で
は
聖
の
一
つ
の
在
り
様
で
あ
る
 絨
 れ
を
 み
て
ぎ
た
が
、
こ
こ
で
は
聖
の
他
方
の
存
在
様
式
・
経
験
 的
な
質
な
い
し
凝
集
 

性
 と
し
て
の
聖
で
あ
る
「
カ
リ
ス
マ
」
に
つ
い
て
ご
 く
 簡
単
に
み
て
み
よ
う
。
と
は
言
っ
て
も
カ
リ
ス
マ
に
つ
い
 て
は
既
モ
多
く
の
論
 稿
 

右
に
み
た
 よ
う
 に
 、
槻
 れ
が
た
ん
に
そ
れ
自
体
と
し
て
 あ
る
の
で
は
な
く
、
 
紘
 れ
と
さ
れ
る
過
程
が
あ
る
と
い
う
 の
は
、
一
面
で
は
そ
の
 

 
 

 
 

れ
に
対
す
る
意
味
付
与
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
 ゑ
 と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
絨
 れ
と
は
そ
の
ゆ
え
に
認
知
的
 な
 カ
テ
ゴ
リ
ー
な
の
で
 

内
部
結
束
の
強
化
日
常
世
界
の
再
定
立
と
い
う
 機
 能
を
結
果
す
る
の
で
あ
る
。
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「
カ
リ
ス
マ
」
と
は
・
非
日
常
な
も
の
と
み
な
さ
れ
た
（
 
元
来
は
、
予
言
者
に
あ
っ
て
も
、
医
術
師
に
あ
っ
て
も
、
 法
の
賢
者
に
あ
っ
 

て
も
、
狩
猟
の
指
導
者
に
あ
っ
て
も
、
軍
事
英
雄
に
あ
っ
 ても
、
呪
術
的
条
件
に
も
と
づ
く
も
の
と
み
な
さ
れ
た
）
 

あ
る
人
物
の
資
質
 

な
 い
 う
 。
こ
の
資
質
の
故
に
 、
 彼
は
，
超
自
然
的
ま
た
 は
 超
人
間
的
ま
た
は
少
な
く
と
も
特
殊
日
常
的
な
・
誰
で
 も
が
も
ち
 
ぅ
 る
と
は
 

い
え
な
い
と
う
な
力
や
性
質
を
恵
ま
れ
て
い
る
と
評
価
さ
 ね
 、
あ
る
い
は
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
 

あ
 る
い
は
模
範
的
と
し
 

 
 

 
 

て
 、
ま
た
そ
れ
故
に
「
指
導
者
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
，
 
」
と
に
な
る
。
当
該
の
資
質
が
 
、
 何
ら
か
の
倫
理
的
・
 
美
 酌
 ま
た
は
そ
の
他
の
 

 
 

観
点
か
ら
す
る
と
 き
 、
「
客
観
的
」
に
正
し
い
と
評
価
 さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ど
う
か
は
、
い
 う
 ま
で
も
な
く
、
 
こ
 の
場
合
、
概
念
に
と
 

 
 

っ
て
は
全
く
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
資
質
が
 、
カ
リ
ス
マ
的
被
支
配
者
、
す
な
わ
ち
「
帰
依
者
」
に
 よ
っ
て
、
事
実
上
 ど
 

@
 
田
 @
 

 
 

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
だ
け
が
問
題
な
 の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
看
取
さ
れ
る
主
要
な
こ
と
は
、
カ
リ
ス
マ
が
井
目
 常
 的
資
質
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
、
フ
ォ
ロ
 ヮ
 ー
に
 よ
 っ
て
そ
の
よ
う
な
者
 

と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
前
者
に
 つ
い
て
は
「
非
日
常
性
」
と
い
う
こ
と
で
デ
ュ
ル
ケ
ム
 と
 と
も
に
 聖
 俗
論
の
系
 報
 -
m
 

 
 

 
 

論
的
 個
人
主
義
）
の
立
場
に
立
つ
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
、
 

方
 法
論
的
に
へ
社
会
学
生
 

義
 ）
の
立
場
を
取
る
デ
ュ
ル
ケ
ム
と
は
、
聖
の
把
握
と
 い
 う
 観
点
で
も
立
論
の
根
 抵
に
 相
違
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
 、
こ
の
点
で
は
注
意
を
 

要
し
ょ
う
。
も
う
一
点
は
、
後
者
と
か
か
わ
る
「
井
目
 常
 的
資
質
」
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
 、
こ
 こ
で
み
る
限
り
カ
リ
ス
 

 
 

胡
マ
が
 充
所
与
的
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
か
ら
論
を
起
 稿
 し
て
い
る
。
い
わ
ば
カ
リ
ス
マ
以
後
、
ポ
ス
ト
・
カ
リ
 ス
マ
 を
問
題
と
し
て
い
る
。
 

拐
 

「
評
価
」
の
問
題
は
カ
リ
ス
マ
の
構
成
要
件
を
為
 す

も
の
と
し
て
い
る
で
あ
る
。
こ
の
文
脈
か
ら
は
・
 
何
 ゆ
え
カ
リ
ス
マ
が
創
出
さ
れ
 

 
 

い
う
カ
リ
ス
マ
以
前
論
が
等
閑
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
 。
従
っ
て
カ
リ
ス
マ
と
は
、
 

関
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
 に
そ
の
創
造
的
源
泉
を
よ
り
多
く
負
っ
 て
 Ⅰ
 
@
 
 

る
の
カ
 

-
6
-
3
 

、
、
 と
い
う
問
い
が
提
起
さ
れ
る
 

 
 

 
  
 

聖
 

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 

ヵ
 リ
ス
マ
論
は
こ
こ
で
改
め
て
 聖
 /
 非
日
常
と
 俗
ノ
 社
会
と
の
相
互
作
用
と
い
う
観
点
 に
向
 う
こ
と
に
な
る
。
 



ろ
う
。
例
え
ば
沖
縄
の
 ユ
 タ
シ
ャ
ー
マ
ン
的
職
能
 者
で
あ
り
、
非
日
常
的
資
質
の
所
有
者
と
い
う
意
味
に
お
 い
て
こ
こ
で
い
う
カ
リ
 

ス
マ
 
と
み
な
さ
れ
る
も
の
は
、
当
該
社
会
に
お
い
て
 そ
の
超
自
然
的
 諸
力
 0
 所
有
者
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
も
 の
で
あ
る
が
、
そ
の
 
意
 

味
 に
お
け
る
「
 ユ
 タ
信
仰
」
の
背
景
・
基
盤
に
は
一
定
 の
 文
化
、
意
味
の
秩
序
超
自
然
観
の
存
在
が
前
 提
 と
さ
れ
て
い
る
と
 ぃ
 

@
 
㏄
 -
 

ぅ
 。
 ユ
 タ
は
人
々
と
と
も
に
こ
の
文
化
を
共
有
し
、
 

そ
 れ
を
選
択
的
に
再
構
成
し
つ
つ
、
し
か
も
こ
の
文
化
の
突
 出
者
と
し
て
存
す
る
。
 

従
っ
て
当
該
社
会
で
は
「
 ユ
 タ
は
普
通
人
よ
り
も
積
極
 的
 か
つ
強
力
に
共
通
の
呪
術
 ｜
 宗
教
的
要
素
を
示
現
し
て
 い
る
に
す
ぎ
な
い
と
さ
 

 
 

-
 
⑯
 -
 

え
い
え
よ
 
う
 」
と
い
う
こ
と
が
現
出
す
る
の
で
あ
る
。
 

シ
 ャ
 ー
マ
ン
が
諸
価
値
の
再
構
成
体
と
な
る
、
あ
る
い
は
 再
構
成
に
至
る
過
程
に
 

-
 
蛆
 -
 

は
 召
命
型
、
修
行
型
、
職
業
型
と
い
っ
た
諸
類
型
が
存
 し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
職
能
者
 /
 ヵ
 リ
ス
マ
は
、
共
同
体
内
 

の
 諸
価
値
、
象
徴
的
秩
序
を
再
構
成
１
１
通
 伏
 す
る
神
々
 が
 各
シ
ャ
ー
マ
ソ
に
よ
っ
て
若
干
ず
つ
異
な
る
と
い
う
 こ
と
は
、
そ
う
し
た
こ
 

と
の
 表
 わ
れ
で
あ
ろ
う
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
 。
共
同
体
の
人
々
の
「
意
味
の
問
題
」
に
対
し
救
済
 可
 錐
体
と
し
て
機
能
し
得
 

る
の
で
あ
る
。
 

ヵ
 リ
ス
マ
は
、
共
同
主
観
的
現
実
か
ら
の
個
別
的
析
出
者
 、
 里
 俗
の
揚
棄
者
 /
 媒
介
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
 す
な
わ
ち
新
た
な
 枠
 

と
い
う
の
は
二
重
の
意
味
に
お
い
 

 
 

の
、
あ
る
い
は
 
脱
 自
性
の
契
機
と
 

筆
者
が
先
に
言
及
し
た
 よ
う
 に
 、
 

る
 共
通
の
意
味
を
リ
フ
レ
ン
シ
ャ
 て

で
あ
る
。
 

一
 ば
こ
の
日
常
の
世
界
、
生
め
の
１
 %
 
目
匡
か
 ら
の
超
越
の
契
機
と
し
て
、
 

ニ
は
 自
己
超
越
 

-
 
穏
 -
 

し
て
。
こ
の
契
機
の
基
盤
そ
れ
自
体
は
、
こ
の
自
明
的
な
 
日
常
世
界
そ
の
も
の
に
あ
る
と
い
い
得
よ
う
。
 

個
人
は
こ
の
共
同
主
観
的
現
実
の
社
会
、
意
味
共
同
体
 に
お
い
て
社
会
化
さ
れ
、
そ
こ
に
沈
殿
し
て
い
 

 
 

ル
 と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
意
味
構
成
体
と
な
る
と
い
う
こ
と
 か
ら
す
れ
ば
、
 
ヵ
 リ
ス
マ
も
ま
た
同
様
で
あ
 

ら 
ざ そ 
る れ 
を は 
得 と 

な も 

い か 

<   
リ 聖 
ス / 
マ 人 
は 格 
両 / 
若 井 
0 日 

弁 常 
証 性 

渋 か 的 
存 俗 
在 Ⅰ   
で 社 
も ん 下   
る 日 
か 常 
ら l 生 
で か あ 
る と   
， し う 

の 問 
場 題 

は ム ロ、 カ     
ス マ 

マ @- 一   
弁 つ 
託 て 

法 は 

暖昧 的統 

一 な 

休 も 

で， の 

あ と 

る な 

  

-
 
ワ
，
 

つ
し
 
-
 

こ
れ
へ
の
回
答
の
一
 
つ
が
 最
近
の
宗
教
 社
ム
 ム
学
の
潮
流
 と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

6
4
 



尭
 

㈹
上
野
、
前
掲
論
文
、
一
 
0
 二
頁
。
 

 
 

軋
 ～
 い
 っ
 
ぅ
 
～
 
さ
 ～
 
、
べ
め
ひ
宙
 
（
弓
が
Ⅱ
 

ぢ
 @
 口
 ・
 
，
 ・
 
H
,
 
）
 
0
 の
 
0
 ）
。
で
下
の
・
田
面
以
上
 

日
和
訳
同
社
会
分
業
論
」
青
木
 書
 

 
 

店
 、
昭
和
四
一
八
年
、
八
 
0
 頁
 。
 

論
 

く
 
6
5
 

 
 

一
｜
 八
二
頁
。
 

 
 

 
 

㈲
 
し
 u
r
 
斤
ゴ
 
臼
ョ
 ，
子
ご
 ：
 づ
ぷ
 ，
同
訳
書
、
一
 0
 五
頁
。
 

一考察 

㈲
井
上
 俊
 「
価
値
と
制
度
１
１
里
俗
理
論
を
め
ぐ
っ
て
」
（
 
濱
 昌
明
 編
 
「
社
会
学
講
座
 2
 
 社
会
学
理
論
」
東
大
出
版
会
 
昭
 和
正
 0
 年
 Ⅰ
二
八
六
 

頁
 。
 

に 力 ろ り る、 ス 
マ 

以上、 (2@  田注 多すぎ にあっ オス・ 

と スマ 
教 戸上 と カ ナま 

生ロ 野 る コ た 心 な り 、 

が ス 。 論 る ス あ 

千鶴子 活の原 岸卸ダ の 
（ マ る   さ、 と、 意   @ ・ こ 聖 ね 、 な、 味 

他 / と 俗 る、 る、 共   日 モ に に ） の 同 

上さ   を ス ょ か 聖 で 体 
期 と り ん 俗 あ の 
し い 聖 す 
た っ と る   のる 弁 。 意 味 

証 そ 秩 覚書 た視 い う 過 れ 序 
点 り を 
  ア 記 言 

程 ゆ め 
が え 体 

あ り し 問 力 現   る テ て 

い ィ き   
は の た な マ 神 里俗理論七年、七 逗ミ ぬャ ～ 
そ 、 が ら 論 み 

の あ   な に と 

他 る 焦 げ お 人 
佳 例 点 、 れ げ 間 
粗 面 は ば る を 01 セ 一頁。色な～ ・ ぬ 浅 め 藍の 展開」 幾 が 聖 
何 班 と つな なら 留意 

（日田地 e 由 ・ 半 ら の な ，点 ぐ   

的 か 関 い は 者 
視 に 係 で 小 で 

和心 （ ハ 巾 ar 乙 - 三 点 な に あ 読 あ 
    四 等 る お 

も の げ   
  

含 で る り との関ろ 、ま う 。 
  め は 俗 連 た 

  て な 、 か そ 

g セ 触 い 両 ら め 
れ か 者 い よ 

住も・ロ口の セ 
待 と の え ぅ 

  ぬ 思 相 ば な 
l 一 点 わ 互 
臼 O 

当 も 

  然 の 

古 l 
  の と 

賢 一 
そ か と こ し 

清二 ね ら か と て 
八二 は て づ な 評 

訳頁 あ あ た が 価 

    ま る と も さ 、 

乃て り 。 ト し 力 ね 、 

 
 

組
の
提
示
者
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
方
で
は
、
 

社
ム
本
 に
 対
す
る
変
革
的
契
機
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
 る
 。
要
言
す
れ
ば
 ヵ
リ
 



㈹
森
岡
清
美
「
都
市
化
現
象
と
宗
教
」
 
宅
 宗
教
教
化
学
研
究
 会
 紀
要
目
二
号
、
一
九
一
八
八
年
Ⅹ
三
八
頁
。
 

㈹
下
尾
Ⅱ
の
宙
の
 
り
ぽ
 
年
占
 
い
 ㏄
コ
口
 
円
甘
 
0
 日
が
㏄
Ⅰ
け
ぃ
 

討
日
 ㏄
 コ
コ
 
・
 り
革
 
0
%
 

）
・
 

@
 
（
き
き
、
 

n
-
 
患
 ～
 
-
@
@
-
Q
 

ト
、
 

～
一
下
 

w
.
 

（
や
（
 

6
-
 

）
 
、
ミ
、
 
（
「
 
0
 口
 &
0
 
弓
ワ
 4
0
 

「
ま
ま
「
 

の
の
（
の
Ⅱ
 

コ
ト
 Ⅰ
 
コ
 -
 
セ
の
 
「
の
 
p
 
打
日
 

㌧
Ⅰ
の
の
の
。
）
の
Ⅱ
の
）
・
づ
り
 

下
 

の
 ・
心
肝
，
Ⅱ
Ⅱ
の
の
 

七
 （
の
の
の
 

-
 ）
 O
o
P
 

）
 ，
 ロ
ト
 
い
 

社
会
学
」
新
 曜
社
 、
昭
和
五
四
年
、
四
三
 ｜
セ
 八
頁
。
 

㎝
鈴
木
栄
太
郎
「
鈴
木
栄
太
郎
著
作
集
 
1
 
 日
本
農
村
社
会
 半
原
理
 ヒ
 上
巻
、
未
来
社
、
昭
和
四
三
年
、
九
七
頁
。
 

㈹
余
田
博
通
「
農
業
村
落
社
会
の
論
理
構
造
」
弘
文
 
堂
 、
昭
 和
 二
二
八
年
、
三
一
八
三
頁
。
定
義
を
紹
介
す
れ
ば
次
の
 

よ
う
 で
あ
 る
 。
「
水
田
共
同
体
が
 

最
も
基
底
を
な
し
、
そ
の
上
に
私
有
林
野
共
同
 態
 が
重
な
り
、
 こ
れ
ら
の
共
同
 態
 に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
一
体
性
が
基
礎
づ
け
る
 れ
て
い
る
と
こ
ろ
 

の
 村
落
的
規
模
の
共
同
 態
 約
諾
集
団
（
例
え
ば
氏
子
集
団
が
 累
 漬
 し
、
こ
の
よ
う
な
累
積
 体
 と
し
て
の
村
落
共
同
態
を
前
提
と
 し
て
成
立
し
て
い
 

る
 村
落
共
有
集
団
（
所
話
部
落
共
有
集
団
、
例
え
ば
共
有
林
野
 集
団
、
共
有
道
路
集
団
等
）
が
重
な
り
、
そ
の
上
に
、
上
地
 占
 取
の
相
対
的
独
立
 

性
を
基
礎
と
す
る
生
産
の
私
的
性
質
に
基
づ
い
て
現
わ
れ
る
 諸
 集
団
や
、
住
居
の
隣
接
関
係
を
基
礎
と
す
る
部
分
的
集
団
、
 ま
 た
家
共
同
体
あ
る
 

い
は
そ
れ
を
基
礎
と
す
る
諸
集
団
等
が
集
積
す
る
。
こ
の
 ょ
ぅ
 な
 関
係
に
お
い
て
一
体
性
を
保
つ
集
団
累
積
 体
が
 、
村
落
共
同
 体
で
あ
る
」
。
 

㈹
 
円
 ・
 リ
 ㏄
「
の
 

0
 コ
ダ
，
下
コ
 
O
u
 （
 
コ
コ
 
の
 0
 ヰ
 （
 
ゴ
 の
の
 0
 住
巴
 の
せ
 
降
 0
 日
・
二
円
コ
 
つ
い
き
ャ
 

～
 
ぬ
め
 
ハ
ト
 
め
っ
 
（
～
 

ぬ
 
～
 
セ
 ，
 n
 年
の
 す
 Ⅱ
 円
 ・
㌧
 
曲
 「
の
 
0
 コ
 の
の
コ
印
 
0
 （
 
ゴ
の
 
Ⅱ
の
（
片
目
 

未
来
社
、
昭
和
四
八
年
、
二
 0
 二
頁
。
 

㈹
 
弓
 ・
 
ロ
の
 
（
 い
 の
～
。
 
づ
キ
の
 
め
 o
c
 
ぎ
 -
 巧
 S
 ま
ぜ
 患
お
輯
碇
 ～
 
0
 さ
，
 （
田
の
 

コ
笘
ぎ
 ㏄
 0
o
 
オ
 s
,
P
g
 

の
～
）
・
 

名
 こ
の
１
 

0
0
 

。
薗
田
 

稔
訳
ヨ
 聖
な
る
 天
蓋
１
１
神
聖
世
界
の
 

㈲
大
村
英
昭
・
室
戸
 誠
 
「
逸
脱
の
社
会
学
１
１
 
洛
 印
の
構
図
 と
 ア
ノ
ミ
ー
ヒ
新
 曜
社
 、
昭
和
五
四
年
、
二
九
 セ
頁
 。
 

6
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㈲
 
し
 Ⅰ
「
 
ガ
ゴ
 臼
田
・
 ぃ
田
臼
 。
）
 ま
 9
 ロ
 り
巴
 ，
古
野
 訳
 下
巻
、
一
九
 一
｜
 一
九
二
頁
。
 

 
 

 
  
 

㈹
 
し
佳
 「
 ガ
ゴ
 
田
ヨ
・
 山
臼
チ
 ）
 鴎
 9
 Ⅰ
 お
 A
.
 古
野
 訳
 下
巻
、
一
八
 八
頁
。
 

㎝
桜
井
徳
太
郎
「
 結
 衆
の
原
点
１
１
民
俗
学
か
ら
追
跡
し
た
 小
 地
域
共
同
体
構
成
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
（
鶴
見
和
子
・
 

市
 井
 三
郎
 編
円
 思
想
の
冒
 

険
 １
１
社
会
と
変
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
 L
 筑
摩
書
房
、
昭
和
四
九
 年
 ・
）
、
一
一
一
一
一
一
一
頁
。
 

㈹
薗
田
 稔
 
「
 祭
 

表
象
の
構
造
 ｜
 」（
田
丸
 徳
善
 佃
編
 
「
日
本
人
の
宗
教
 
2
 
 儀
礼
の
構
造
 目
佼
成
 出
版
、
昭
和
四
 セ
年
 Ⅰ
二
六
四
頁
。
 

㈹
 
勾
，
オ
の
 
山
ヒ
 
ざ
匡
 ・
 力
め
 
a
s
Q
 
こ
め
 g
n
 
～
 
黛
 せ
さ
）
も
 0
 軋
ま
さ
，
 6
%
 @
O
 
が
㏄
 
0
@
 ロ
ロ
 @
 
セ
ぃ
 
Ⅰ
 0
 ぎ
出
 0
 比
の
牙
山
 
0
 曲
ゆ
 
0
 弔
 Ⅱ
の
の
 
盟
 ）
の
り
の
 

デ
 で
㏄
 
臼
  
 

㈹
上
野
前
掲
論
文
、
一
 
0
 
三
頁
。
 

い
色
す
 r
,
 

句
心
ぎ
も
㏄
 

め
 
～
～
 

e
f
.
 

（
 
之
 e
 毛
ぺ
 0
q
 
オ
 @
 出
が
Ⅱ
 
づ
の
 
Ⅱ
 俺
オ
 0
 毛
 。
）
 
ま
っ
 ）
・
ロ
ロ
ー
 

1
 ト
ー
）
 
1
 の
・
河
合
秀
和
訳
㍉
社
会
変
革
と
宗
 

教
 倫
理
 ヒ
 

㈲
 

力
 ・
 之
 



聖 俗論に @ する一考察 

甘 0                                                           ㈱㎝㈹㈲㈱                           

論セ 「 気 一 

五 
  

@J  』 昭 
し 1 口 

巴筑 
一磨     

セ一 

古     

芙千 二 、 

集一         
  一頁 三頁。 語 0 「日中 0% ぃ Ⅱ１ む 年       に ㏄ 

文一 

父     
  五 

  き四 」 森 ロ 口 史   頁 。 

論叢」 

  
  
風 
社 

    
    概 

第 

  
十 

  ま 象     
七 替ポ 

㌦ 話 @ 己 し、 
巻 

    
九年 三 社   会 無心 

口言 ワ ・ 

67           



仏甘 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
佐
々
木
表
 幹
氏
 の
諸
著
作
、
諸
論
文
を
参
 凹
 さ
れ
た
し
。
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ル
ソ
ー
は
「
マ
ル
 ゼ
ル
フ
 へ
の
手
紙
」
で
自
分
の
性
格
を
 次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
私
は
孤
独
に
対
す
る
 自
 然
の
好
み
を
も
っ
て
 

生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
々
を
 一
 そ
 う
よ
 く
知
る
こ
 と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
く
ば
か
り
で
し
た
 。
私
は
、
自
分
の
周
囲
 

に
 架
空
の
存
在
を
寄
せ
集
め
て
、
そ
れ
と
つ
き
あ
っ
て
 い
 る
ほ
う
が
、
世
間
で
で
あ
 ぅ
 人
々
と
つ
ぎ
 お
う
 よ
り
も
 よ
ほ
ど
う
ま
く
い
く
 

し
 、
世
間
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
私
の
想
像
が
浮
か
び
 上
 ら
せ
て
く
れ
る
存
在
と
の
交
わ
り
は
、
完
全
に
 、
 私
が
 見
捨
て
た
人
々
と
の
 交
 

わ
り
を
す
べ
て
嫌
悪
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
」
。
 

@
l
-
  

 

つ
ね
に
不
正
社
社
会
へ
 

の
 告
発
と
結
ば
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
夢
想
世
 弄
 は
、
外
部
世
界
で
は
実
現
を
望
む
べ
く
も
な
い
二
つ
 の
 根
源
的
欲
求
を
軸
と
 

-
3
@
 

し
て
構
築
さ
れ
た
。
一
つ
は
「
自
由
の
精
神
」
 

-
2
@
 
と
 よ
 ば
れ
 る
 孤
独
な
自
己
充
足
へ
の
強
い
好
み
。
他
の
一
 つ
は
 「
 
親
密
な
友
情
」
 

す
 

 
 

憧
れ
で
あ
る
。
彼
を
楽
し
ま
せ
た
の
は
、
両
者
を
綜
合
 す
る
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
 

 
 

夢
想
で
あ
っ
た
。
彼
は
結
局
二
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
を
 夢
想
し
た
。
一
つ
は
社
会
構
造
の
領
域
に
お
け
る
政
治
的
 コ
、
、
 

、
ユ
ニ
オ
ン
、
他
は
 

 
 
 
 

い
ま
だ
 柑
 造
化
さ
れ
な
い
実
存
的
 コ
、
、
 

、
ユ
ニ
オ
ン
で
あ
る
 

-
4
@
 

。
本
稿
は
 、
 彼
が
追
求
し
た
世
界
を
二
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
 オ
ン
を
対
象
と
し
て
 具
 

 
 

体
 的
に
解
明
し
、
そ
の
現
代
的
意
義
を
探
る
こ
と
を
 目
 標
 に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
明
確
な
認
知
的
性
格
を
 も
つ
前
者
を
論
究
し
 、
 

  ジ
ャ
ン
 @
 ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
の
 
コ
、
 
ミ
 ユ
ニ
オ
ン
 

口 木 

田 

俊 

昭 



 
 

し
か
る
後
に
後
者
に
移
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
 

 
 

@
5
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「
 
と
 ロ
日
ヒ
 に
ょ
 れ
ば
生
来
怠
惰
で
臆
病
で
小
心
な
少
年
 ジ
 サ
 ン
Ⅱ
 ジ
 ヤ
ッ
ク
は
・
「
父
や
祖
国
ハ
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
ロ
や
 フ
ル
タ
ル
コ
ス
」
に
 
)
 

 
 

よ
っ
て
「
英
雄
的
で
幻
想
的
な
好
み
」
 

-
G
@
 
 

を
培
わ
れ
た
と
い
 ぅ
 。
彼
は
次
の
よ
う
に
自
己
分
析
し
て
い
る
。
「
気
に
 が
か
る
こ
と
に
は
何
事
 

に
 ち
 び
く
び
く
す
る
怠
惰
な
心
と
、
激
し
く
、
怒
り
っ
ぱ
 く
 、
す
ぐ
に
心
を
動
か
さ
れ
、
心
に
ふ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
 こ
と
に
極
端
に
敏
感
な
 

気
質
、
そ
れ
は
一
つ
の
性
格
の
中
に
混
り
合
 う
 こ
と
が
 で
き
な
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
・
し
か
も
、
こ
の
 二
つ
の
反
対
の
も
の
が
 

私
の
性
格
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」
。
 

-
7
@
 
 

と
こ
ろ
で
 

一
セ
五
 0
 年
 懸
賞
論
文
が
デ
ィ
ジ
 ，
ン
で
 当
選
す
る
 と
、
 彼
は
自
ら
を
「
 祖
 

国
 」
と
同
一
視
し
、
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
祖
国
愛
か
ら
 敢
然
と
「
自
己
革
命
Ⅱ
 か
 
b
o
 

（
日
の
 

ロ
 の
Ⅱ
の
 

0
 日
ち
鰍
 」
を
試
み
 た
 。
彼
は
実
際
に
自
己
 

の
 内
部
世
界
を
生
ぎ
は
じ
め
た
の
だ
。
「
残
り
少
な
い
 余
 生
 な
 、
独
立
と
貧
困
の
う
ち
に
送
ろ
 う
と
 決
心
し
た
 私
 は
 、
世
評
の
鎖
を
絶
ち
、
 

他
人
の
判
断
を
い
さ
さ
か
も
気
に
か
け
ず
に
、
た
だ
 自
 分
に
 よ
 し
と
思
わ
れ
る
こ
と
だ
け
を
敢
然
と
行
な
 う
 こ
と
 に
、
 魂
の
全
力
を
注
い
 

-
9
-
 

 
 

「
誇
り
た
か
く
大
胆
不
敵
、
ど
こ
で
も
自
信
を
た
て
 と
 ぅ
 し
た
」
 
0
 フ
ラ
 ソ
ク
イ
 

ュ
の
 出
納
係
を
辞
し
・
「
個
人
的
な
束
縛
を
う
け
ず
に
 日
 々
の
パ
ン
が
得
ら
れ
る
唯
一
の
も
の
」
と
し
て
写
譜
の
 仕
事
を
選
ん
だ
。
服
装
 

を
 改
め
、
「
も
 う
 時
間
を
気
に
す
る
必
要
も
な
い
」
と
 

 
 

な
 態
度
」
に
よ
っ
て
 彼
 

が
 手
に
入
れ
た
の
は
、
結
局
「
人
間
嫌
い
」
の
世
評
だ
 げ
で
あ
っ
た
が
、
自
己
革
命
の
敢
行
に
は
、
「
人
間
を
憎
 む
 多
く
の
理
由
を
も
ち
 

な
が
ら
も
、
そ
れ
で
も
な
お
彼
ら
を
愛
し
た
し
」
。
 

、
 

-
 
-
 
じ
 
l
 
 

、
 
と
い
う
 気
持
ち
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
理
想
の
「
 祖
国
」
に
お
い
て
、
 自
 

ら
の
「
自
由
の
精
神
」
と
、
他
者
と
の
「
心
の
底
か
ら
 の
あ
た
た
か
い
交
わ
 ア
 」
と
が
綜
合
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
 
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
 

 
 

青
熟
 は
ヱ
 ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
に
隠
棲
し
て
「
人
々
を
眼
の
 一
 
制
 に
見
な
く
な
る
」
ま
で
約
六
年
間
続
Ⅰ
た
の
で
あ
る
・
 

、
 

。
 0
-
3
-
l
 

と
こ
ろ
で
、
彼
に
と
っ
 

て
 自
己
革
命
は
 、
 広
く
文
明
社
会
を
、
不
当
な
社
会
構
造
 に
よ
 る
人
間
疎
外
と
し
て
告
発
す
る
思
想
的
視
座
 と
規
 範
の
確
立
で
も
あ
っ
た
。
 

「
す
べ
て
の
悪
は
、
人
間
そ
の
も
の
よ
り
む
し
ろ
、
悪
く
 
治
め
ら
れ
て
Ⅰ
 
、
 る
 八
 %
 
a
 
 
に
 属
す
る
」
 

-
4
@
@
 
 

。
 そ
こ
で
、
我
々
 
は
ま
ず
ル
ソ
ー
の
独
創
 



㍉
「
人
間
を
文
明
化
し
・
人
類
を
堕
落
さ
せ
た
の
は
、
 
詩
人
か
ら
み
れ
ば
金
と
銀
と
で
あ
る
が
、
哲
学
者
か
 ら
み
れ
ば
 鉄
と
 小
麦
と
で
あ
 

 
 
 
 
 
 

 
 

類
は
 、
 「
生
産
の
経
済
」
 
-
8
-
l
 
 

に
よ
っ
て
私
有
や
欲
望
の
発
展
 を
 促
が
し
、
自
ず
か
ら
富
者
 
 
 

7
1
 

 
 

と
 貧
者
、
強
者
と
弱
者
に
分
極
化
す
る
。
人
間
関
係
の
 外
面
化
（
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
化
）
、
人
類
の
不
平
等
は
拡
 
大
 す
る
。
し
か
し
、
「
 弱
 

的
な
神
叢
論
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
。
 

一
 

-
 
巧
 -
 

現
実
社
会
を
告
発
す
る
時
、
ル
ソ
ー
は
方
法
と
し
て
 

歴
 史
的
Ⅱ
実
証
的
方
法
を
採
用
す
る
。
「
た
だ
臆
説
的
で
 

条
 性
的
な
推
理
」
に
よ
 

っ
て
人
類
典
に
先
立
つ
「
自
然
状
態
」
を
構
築
し
 

、
そ
 @
 
」
か
ら
「
我
々
の
現
在
の
状
態
」
を
発
生
論
的
に
認
識
す
 

る
の
だ
。
彼
は
人
類
の
 

自
然
状
態
を
、
す
べ
て
の
人
間
が
自
由
で
あ
り
、
し
か
 

も
平
等
な
一
種
の
自
足
す
る
世
界
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 

人
 問
 的
自
然
は
た
だ
動
物
 

ぬ
 本
能
た
る
自
己
保
存
の
感
情
「
自
己
愛
の
日
 

o
u
r
 
音
 の
 
0
7
 
日
か
日
と
で
あ
り
、
こ
の
原
始
的
孤
立
の
平
和
た
る
 

相
互
性
は
、
同
類
の
苦
 

し
み
を
見
る
こ
と
を
嫌
 
う
 動
物
的
本
能
「
憐
れ
み
 宮
 （
 
嵌
 」
の
感
情
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
 

、
偶
 然
の
外
的
環
境
の
変
化
 

に
よ
 る
、
人
間
的
特
質
た
る
「
理
性
」
（
改
善
能
力
）
 

と
 
「
反
省
」
能
力
の
顕
在
化
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
自
然
 

状
態
は
決
し
て
社
会
状
 

オ
憩
 へ
と
移
行
し
て
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
 

社
会
状
態
Ⅱ
歴
史
は
す
べ
て
「
自
然
人
」
の
 

脱
 自
然
 

  

 
 

 
 

変
な
野
心
、
本
当
の
必
要
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
 

他
 人
 を
見
お
ろ
し
た
 
い
 」
欲
求
 

 
 

ゆ
 
で
あ
る
人
為
感
情
「
自
尊
心
の
日
害
下
目
 

0
 
づ
お
 
」
 （
利
己
心
）
に
変
質
す
る
。
か
く
て
一
人
ひ
と
り
が
小
児
 

の
よ
う
に
感
覚
の
中
に
充
足
 

 
 

的
な
関
係
（
幸
福
 ヴ
 0
 
コ
ゴ
 
の
 
目
 ）
を
享
受
し
て
き
た
自
然
 
人
は
、
い
ま
や
自
分
の
外
に
 

 
 

情
 を
引
き
出
す
だ
け
の
「
社
会
人
」
へ
と
転
落
す
る
の
で
 

あ
る
。
 

"
 
 
と
こ
ろ
で
、
自
然
状
態
か
ら
社
会
状
態
へ
の
 

移
 行
を
決
定
的
に
し
た
の
は
、
私
的
所
右
の
発
生
で
あ
り
 

、
財
産
の
不
平
等
で
あ
る
。
 



さ
て
・
ル
ソ
 
一
は
 疎
外
さ
れ
た
人
間
的
自
然
の
回
復
を
・
 

野
性
へ
の
復
帰
に
で
は
な
く
、
人
間
的
自
然
に
相
応
す
 る
 新
た
な
社
会
の
創
 

設
 に
求
め
る
。
彼
が
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
仰
ぐ
の
は
、
 「
原
始
状
態
の
呑
気
さ
と
我
々
の
自
尊
心
の
手
に
負
え
な
 い
 活
動
の
ち
ょ
う
ど
 申
 

文
明
社
会
を
、
人
間
性
を
歪
め
抑
圧
す
る
究
極
的
形
態
 と
し
て
激
し
く
 呪
記
 す
る
の
で
あ
る
。
 

一
 一
 

社
会
、
専
制
政
治
の
社
会
を
、
人
類
の
「
不
平
等
 の
 到
達
 点
 」
と
断
定
す
る
。
彼
は
孤
独
に
お
け
る
感
情
 
的
 直
接
性
を
踏
え
た
、
 

@
 
穏
 @
 

「
自
己
自
身
に
充
足
す
る
者
は
誰
を
も
傷
つ
け
よ
 

5
 と
し
 な
い
」
と
の
確
信
か
ら
、
自
由
と
平
等
の
自
然
的
世
界
 を
 要
請
し
、
こ
こ
よ
り
 

芸
術
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
。
学
問
と
芸
術
は
、
「
 政
 府
や
法
律
ほ
ど
専
制
的
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
 一
 そ
 う
 強
力
に
、
人
間
を
縛
っ
 

@
 
れ
 @
 

て
い
る
鉄
鎖
を
花
環
で
飾
る
」
の
だ
。
と
り
わ
け
文
明
社
 余
 で
は
人
間
疎
外
は
圧
倒
的
に
進
行
す
る
。
在
来
の
経
 済
 外
的
な
生
活
規
制
力
 

た
る
善
 き
 習
俗
 日
 o
e
 
目
 あ
や
 徳
セ
の
 「
片
口
は
こ
と
ご
と
 く
 排
除
ま
た
は
空
洞
化
さ
れ
、
人
々
は
た
だ
「
社
会
の
伴
 を
 個
人
的
利
害
に
よ
っ
 

-
2
-
 

2
 

て
 緊
密
に
す
る
」
だ
け
だ
。
彼
ら
は
「
互
い
に
偏
見
を
抱
 き
 互
い
に
押
し
の
げ
あ
い
互
い
に
 編
 し
あ
い
互
い
に
 裏
 切
り
あ
い
互
い
に
破
壊
 

-
 
お
 -
 

-
 
れ
 @
 

し
あ
わ
 ほ
 げ
れ
 ば
 生
き
ら
れ
な
い
」
。
文
明
人
ほ
ど
「
 
徳
 な
き
名
誉
、
知
恵
な
き
理
性
・
幸
福
な
き
快
楽
」
を
も
 
つ
 惨
め
な
存
在
は
な
い
 

の
で
あ
る
。
か
く
て
、
ル
ソ
ー
は
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
 社
 会
す
な
 ね ち
、
「
学
問
、
芸
術
、
著
 
修
 ・
商
業
、
法
 律
 、
そ
の
他
」
が
「
 わ
 

-
 
恭
 @
 

が
 世
紀
の
政
治
の
傑
作
」
と
称
讃
さ
れ
る
一
方
で
、
「
 
大
 多
数
の
者
が
暗
闇
と
貧
困
と
の
中
を
這
い
ま
わ
っ
て
 い
 る
の
に
、
一
握
り
の
 権
 

 
 

に
 盲
目
的
な
服
従
だ
け
が
奴
隷
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
 美
縛
 」
に
な
る
厳
し
い
階
級
 

 
 

敏 固 い 
お 定 者 
の し に 

  
たなく ゴ o 日 のは、 
  
法会 富 

    

  
度 に あ ⑬のる一白 

よ 。 由 
っ こ を 

て こ 水 
強 で 久 
化 は に 
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会
 ）
あ
る
い
は
ス
パ
ル
タ
を
頂
点
と
す
る
古
代
都
市
国
家
 で
あ
る
。
不
平
等
が
最
 

小
 限
に
押
え
ら
れ
、
所
有
の
観
念
も
い
ま
だ
十
分
に
発
 達
し
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
社
会
は
少
な
く
と
も
・
利
害
関
 心
と
は
全
く
異
質
の
 、
 

共
同
の
価
値
の
世
界
へ
の
人
々
の
参
入
を
通
じ
て
創
出
 さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
的
関
係
を
基
調
と
す
る
社
会
 

す
な
ね
 ち
、
高
 い
 凝
集
 

性
 、
統
合
性
を
も
っ
た
共
同
体
で
あ
っ
た
。
人
々
 は
 「
同
じ
よ
う
な
様
式
の
生
活
と
食
物
、
ま
た
共
通
な
 
気
 ィ

ケ
 

戻
の
影
響
こ
よ
っ
て
 

-
1
@
3
 

習
 

俗
と
 性
格
の
点
で
結
ば
れ
て
Ⅰ
 
@
 
O
@
0
@
3
 
 

る
 」
 
彼
ら
が
そ
れ
に
 む
 げ
て
結
び
つ
く
聖
な
る
価
値
対
象
は
つ
ね
に
「
共
同
体
 の
 全
体
」
で
あ
る
。
「
 
未
 

非
人
に
お
い
て
は
、
個
人
的
利
益
が
我
々
に
お
け
る
と
 同
じ
 ほ
ど
カ
つ
よ
 く
語
る
。
し
か
し
・
そ
れ
は
同
じ
こ
と
 を
 語
り
は
し
な
い
。
 社
 

Ⅰ
Ⅰ
 

日
 

会
へ
の
 愛
 、
そ
し
て
彼
ら
共
同
の
防
禦
の
配
慮
が
 、
彼
 ら
を
結
合
す
る
唯
一
の
伴
で
あ
る
。
…
・
・
・
彼
ら
は
自
分
た
 

ち
の
間
を
分
裂
さ
せ
る
 

利
益
に
つ
い
て
は
、
全
く
議
論
し
な
い
。
彼
ら
を
お
 互
 い
に
 編
 し
あ
わ
せ
る
よ
さ
に
す
る
も
の
は
何
も
な
い
。
 公
 衆
の
尊
敬
が
各
人
の
望
 

-
 
眩
 @
 

む
 唯
一
の
善
で
あ
る
し
 0
 

 
 

黙
約
秩
序
を
享
受
し
て
い
る
の
か
。
ル
ソ
ー
は
そ
れ
を
、
 「
共
同
体
の
全
体
」
Ⅱ
社
会
 
正
 

 
 

ュ
義
 と
の
「
同
一
視
の
 ，
 
日
の
 
コ
 （
 
円
 
Ⅱ
 
げ
ぺ
 
」
に
よ
る
と
考
え
 る
 。
人
々
は
、
そ
の
同
一
視
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら
れ
 

る
 
「
良
心
」
に
お
い
て
 

原
ピ
 

-
,
 
ィ
 @
 

-
 
㏄
 @
 

 
 

 
 

に
、
 右
の
同
一
視
を
機
軸
と
し
て
確
立
さ
れ
る
横
の
互
 酬
 関
係
に
お
い
て
「
憐
れ
み
」
 

 
 

だ
。
今
日
、
我
々
は
こ
の
事
態
を
さ
ら
に
詳
細
に
分
析
す
 る
 枠
組
と
し
て
フ
ロ
イ
ト
 

リ
 
精
神
分
析
 学
 を
使
 5
 こ
と
が
で
き
 る
 。
彼
は
心
的
機
 -
-
 

制
 
ズ
ム
 

と
し
て
の
「
同
一
視
 

H
Q
 
の
 
コ
 d
p
h
 

円
浅
 
E
 品
 」
の
概
念
を
 使
っ
て
共
同
体
の
集
団
心
理
 

ッ
を
 解
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
集
合
的
 巴
 ア
 イ
 プ
ス
・
コ
ソ
プ
レ
ク
ス
の
仮
説
と
し
て
展
開
さ
れ
た
 彼
の
集
団
心
理
学
の
概
要
を
 

 
 

弓
 
こ
こ
で
述
べ
て
お
こ
う
。
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

原
始
の
人
間
社
会
は
一
人
の
強
い
男
性
（
原
文
）
に
 ょ
 っ
て
支
配
さ
れ
る
 荒
窩
 で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
女
性
を
独
 古
 し
た
父
は
 、
息
 

 
 
 
 

 
 

子
 た
ち
の
直
接
的
な
性
的
追
求
を
妨
げ
て
禁
欲
を
強
い
た
 が
 ・
そ
の
限
り
彼
ら
を
等
し
く
愛
し
た
か
ら
、
息
子
た
 ち
は
彼
に
対
す
る
 共
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て 弓 場 。 同 に 。 と 徴 

統 的   
白 老 集タ語   

    
  
ズ   シ   
  か な あ 

。 ムの 成され ズム」 る トによ ・前者 他者 （自 等し 

的、 

さ 「 自 

率   
  
」 関 直 統 を た 2 て   

共 的 た ら な な 憎 通 
同 欲 げ は し 文 ん の 

体 重 て 互 と は だ 情 
な な き か げ 彼 の 愛 
産 金 た に 、 ら だ か 

設 面 に 敵 そ に （ ら 
し 的 ち 同 の と 威 夫 
た に が 志 強 っ 情 同 

0 票 い に さ て の の 

で 山 な な の 表 面 : 感 あ る - 巴た し 一部 望と 価き壕 
。 被 か の を 忍 性 : っ 

ら く だ そ 怖 モ く 

  

文 俊 ま れ も 

的 硯滴 し   
社 会っ よさしら内分 せ 、 はを た 
的 て た そ 会 食 ち 

禁 令起 「 息 子 、 の 結 う とて べの 権   
め 」 の 女 行 支 と 

'@  

性的欲 ふた 良心） 中には 性をめ 為に ょ に終 配 
た を   ぐ っ 山 永 

び 打 父 る て 符 の 

父 ち へ 闘 ・ を 障 
が 立 の 争 欠 打 害 

立 配、 て愛でとっで 情あ のた あ 
す 自 が っ 一 る 

る ら 頭 た 体 暴 父 
兄 の を 。 他 力 親 
弟 性 も 彼 を 的 を 



  ジ ヤンニジャッ ク ・ルソ一の コくニ 二才 ソ 

っ 余 れ 者 理 は 功 意 い 
き を，な に 私 由 、 利 か ま 

な モ い よ 的 は 社 主 ら や 
が ヂ 」 る 所 い 会 議 な 成 

らル " とは の 本 平 有 "   
し し ・ 等 財 十 に 個 会 ち 

分 あ 人 の @ な 
かて究の産 も、 極制の 明 り 生 締 饗 " 
自 在 的 廣 木 」 右 

来 分目 の に化乎 " " 等   
身 政 制 恒 を さ 原 す く 一 

に 治 庭 火 枢 れ 初 な り 視 
し 社 他 化 軸 た の わ 上 を 
か 会 さ と と で 無 ち げ 機 
服 の れ 新 す 浅 う 垢 、 る 車虫 

徒 金 た 走 る と 
せ 両 下 し 人 ろ う と「 平面か し 

ず 的 平 た 間 。 等 美 く て 
、 な 等 疎 

以 構 の 自 外 獲得 を享 と金 て、 
前 進 鉄 由 の 
ハ 的 鎖 な 人 黄鐘 で」つれ 巳二 さ 
自 変 に 存 類 き 

無 事 っ 左 史 る   のた 同自 
状 を な と を の に 一 也 
態 妻 が し 語 で も 視 の 
口 詩 れ て づ あ と が 同 
と す て 生 た る づ 和 賀 
回 る い ま ル 。 く 五 性 
じ 。 る れ ソ ル 疑 補 の 

た た @   
よう そめ人は「 l 釣 的 識 
に れ で 間   が 秩 に か 

自 に あ が 政 理 序 強 ら 

治 想 他 化 互 
出 でっ。 よる「 五 社 社 は し い 

あ て し い 会 会 存 あ に 
の 花 ぅ 同   モ す 共 一 
デ る 同 視 

よ り が 、 つ てし 填塞 u 
な す " あ の 
社 べ 被 わ 起 
全 て は な 原     会 た 明 の 

を   み 述 は 富 尊重 に仰 ず、 社会   
建 び 社 8 強   
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「
自
尊
心
」
の
衝
動
を
抑
圧
し
、
自
己
の
自
律
性
 
す
 な
ね
 ち
、
「
自
己
愛
」
を
継
承
す
る
高
次
の
自
己
充
足
 

 
 

主
義
的
権
威
」
 

-
7
-
3
 
 

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
。
善
き
習
俗
・
 

慣
 習
は
成
員
共
通
の
情
愛
の
客
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
 

、
各
成
員
は
習
俗
 

と
 

同
一
視
に
よ
っ
て
 

、
 「
あ
ら
ゆ
る
害
悪
の
源
で
あ
る
危
険
 

な
 傾
向
を
最
高
の
徳
に
つ
く
 

り
ヵ
 
、
 え
る
」
 

0
-
8
@
3
 
 

彼
は
、
「
 

良
 

 
 

（
良
心
）
は
、
主
体
の
原
初
的
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
の
後
継
者
 

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
共
同
体
の
感
 

清
は
 一
人
の
統
率
 
者
を
共
通
の
「
自
我
 
理
 

想
 」
と
す
る
集
合
的
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
（
集
団
神
経
症
）
 

と
 し
て
成
立
す
る
。
 

さ
て
、
ル
ソ
ー
が
理
想
の
社
会
と
す
る
未
開
・
古
代
社
 

会
は
 、
 「
カ
リ
ス
マ
的
権
威
 

ヒ
 に
よ
ら
ず
、
善
 
き
 習
俗
・
 滞
留
と
い
う
「
伝
統
 



は
 、
「
共
和
国
」
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
と
、
そ
れ
の
 民
衆
へ
の
内
面
化
の
役
割
で
あ
る
。
そ
の
教
理
は
神
、
 来
 世
 、
永
劫
の
賞
罰
の
存
 

-
 
め
 @
 

盤
の
役
を
は
た
す
こ
と
な
く
し
て
は
、
決
し
て
国
家
が
 建
設
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
」
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
市
民
 宗
教
に
期
待
さ
れ
る
の
 

@
 
仰
 -
 

人
 た
ら
し
め
る
唯
一
の
も
の
」
を
獲
得
す
る
と
い
 ぅ
 こ
と
を
意
味
す
る
。
自
ら
課
し
た
一
般
 昔
 生
心
Ⅱ
法
に
 
服
 征
 す
る
こ
 

@
 
㎎
 -
 

も
 自
由
の
境
界
で
あ
る
か
ら
だ
。
 

さ
て
、
ル
ソ
ー
は
「
共
和
国
」
体
制
を
維
持
す
る
制
度
 と
し
て
「
市
民
宗
教
「
 臼
漏
ざ
コ
 
の
 ざ
ぎ
 」
の
創
設
を
要
 吐
 ぬ
 す
る
。
 と

は
何
よ
り
 

「
宗
教
が
 基
 

そ
れ
ほ
彼
の
自
然
的
自
由
と
、
彼
の
気
を
ひ
き
、
し
か
 も
 彼
が
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
一
切
に
つ
い
て
の
 虹
 @
 制
約
の
権
利
で
あ
り
、
 

-
 
㏄
 @
 

人
間
が
獲
得
す
る
も
の
、
そ
れ
は
市
民
同
社
会
磯
釣
 自
 由
と
、
 
彼
の
持
っ
て
い
る
も
の
一
切
に
つ
い
て
の
所
有
 
権
 で
あ
る
」
。
一
般
意
志
 

/
@
 
ワ
イ
ヤ
ン
 

は
 
市
民
を
等
し
く
自
由
で
あ
る
よ
さ
に
強
制
す
る
。
 
し
 か
し
、
こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
道
徳
的
自
由
「
人
間
 な
し
て
自
ら
の
真
の
主
 

-
 
耶
 -
 

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
彼
を
す
べ
て
の
個
人
的
 
従
 属
か
ら
保
護
す
る
」
行
為
で
あ
る
。
「
社
会
契
約
に
よ
っ
 て 人
間
が
失
 う
 も
の
、
 

市
民
を
祖
国
に
引
き
渡
す
」
こ
と
換
言
す
れ
ば
、
 

人
 間
の
自
然
的
世
界
を
 、
 
一
般
意
志
Ⅱ
法
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
社
会
に
置
 き代
 

-
 
佃
 @
 

「
一
般
意
志
 づ
 0
 ）
 
0
 コ
よ
ぬ
仏
コ
か
 r
 住
凸
 
を
も
っ
た
「
一
つ
 
の
 精
神
的
で
集
合
的
な
団
体
」
 

口
 共
和
国
口
を
創
出
す
る
 
の
だ
。
そ
れ
は
、
「
 各
 

て
な
け
れ
ば
、
個
々
人
の
徳
目
も
為
政
者
の
公
正
も
何
の
 役
 に
も
立
ち
は
し
な
い
の
だ
。
こ
こ
に
在
来
社
会
が
も
 っ
 抑
圧
的
構
造
を
全
面
 
6
 

 
 

的
に
清
算
し
、
全
く
新
し
い
社
会
す
な
わ
ち
・
 正
 

 
 

移
行
す
る
人
民
の
相
互
 
)
 

 
 

 
 

契
約
（
社
会
契
約
）
が
要
請
さ
れ
る
。
 

ル
ソ
ー
に
 ょ
 れ
ば
、
人
間
性
に
敵
対
す
る
政
治
社
会
の
中
 で
 人
類
が
生
存
す
る
途
は
、
各
個
人
が
「
集
合
す
る
こ
 と
に
よ
っ
て
目
文
明
 

社
会
の
口
抵
抗
に
打
ち
勝
ち
 ぅ
る
 力
の
総
和
を
自
分
た
 ち
 で
 づ
 く
り
出
し
、
そ
れ
を
た
だ
一
つ
の
原
動
力
で
働
か
 せ
 、
一
致
し
た
動
ぎ
を
 

@
 
碍
 @
 

さ
せ
る
」
以
外
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
 、
 各
人
の
身
体
と
財
産
を
共
同
の
力
の
す
べ
て
を
あ
げ
て
 等
し
く
守
り
保
護
す
る
 

た
め
に
、
人
々
は
各
々
の
身
体
と
財
産
を
「
共
同
体
の
全
 体
 」
に
対
し
て
全
面
的
に
譲
渡
し
て
、
「
共
同
の
自
我
 コ
り
 
0
 ）
の
。
Ⅱ
 

コ
 コ
由
コ
 

㍉
 

」
 @
 」
 



 
 

な
い
。
た
だ
夢
想
の
中
で
相
手
に
対
す
る
受
動
的
、
マ
ゾ
 
ヒ
 ズ
ム
 的
 関
係
を
つ
く
り
出
す
だ
け
だ
（
 
ラ
ソ
 ベ
ル
シ
 
ヱ
 嬢
 の
 徴
盆
 
副
へ
の
期
待
、
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ル
ソ
ー
の
 三
 

が
す
る
態
度
の
特
異
性
に
注
目
す
る
こ
と
は
決
し
て
 
虹
 

者
 関
係
を
基
礎
と
し
て
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
 か
 

@
 
駄
で
は
あ
る
ま
い
。
多
く
の
場
ム
ロ
・
彼
は
相
手
女
性
の
 
現
実
的
な
性
的
所
有
を
求
め
 

(
 

ソ
 一
の
 、
 愛
す
る
女
性
に
対
 

 
 
 
 

ナック・ルソ - のコ ; ユニオン 

ば た な 者 な て 同 力柱 作 。 情 ヴ コ 描 か ら 道祖志を 「 
若 一 し 的 ォ ， か ソ 徳 国 的 も 社 

的 」 結 っ 会 
主 に 合 た 契   五 へおを特約 とい 高 ・ お 

す た ュ 超 の で 。 国 
る る り え 妻 あ そ 」 
ょ 秩 を た で る れ の 
ぅ 序 中 、 あ 。 は 他 
に と 石 文 る そ こ に 

こ の 夢   恕 、ジュ し 佐原理でま 相対的 とする @ 閉鎖 

      画 嚢 れ 

  
知 
  新 「   獲 

い 得 一 こ 

  
  の宗 や ま する 股貫 

  
夫 「で 祖あ 志 とが 教 
人 回 ろ 同 万 
で ・ 

」 ぅ 一 人 
は 。 視 の 

、 善 し ェ 
白 き 、 ネ 

      然 習 こ ル 

の 入 浴 れ ギ 
の に に @ 

感 文 も ち 
り 性 え と 結 
説 0 案 祭 的 ら づ 集 
@ ま   生 れ い す 

れ っ 釣ん 配 約 し か た た る 



-
 
㏄
 -
 

入
 さ
し
む
か
い
よ
り
三
人
集
ま
る
方
が
楽
し
か
っ
た
」
。
 夫
人
は
依
然
と
し
て
「
母
親
」
で
あ
り
、
ル
ソ
ー
 と
ア
 
不
 と
は
決
し
て
ラ
 イ
ヴ
 

ァ
ル
 に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
「
三
人
世
帯
」
は
 、
愛
 人
 と
の
性
交
を
相
手
の
独
占
を
望
む
こ
と
な
く
 

つ
ま
り
、
「
相
手
の
個
性
 

@
 
㎝
 -
 

と
は
何
の
関
わ
り
も
な
く
」
 

行
 な
い
え
た
夫
人
を
 中
心
と
し
て
初
め
て
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
 

-
2
-
6
 

-
2
-
 

5
 

ハ
ジ
ー
ル
夫
人
へ
の
恋
心
、
ト
リ
ノ
で
の
露
出
事
件
、
 
マ
リ
オ
ン
に
罪
を
な
す
り
つ
げ
 た
 リ
ボ
ン
事
件
）
。
彼
が
 
望
む
の
は
、
当
の
女
性
 

が
 彼
に
対
し
て
 全
 イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
こ
と
で
あ
 る
 。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
女
性
主
導
の
関
係
が
「
官
能
的
 
の
ぎ
ロ
 
二
の
 
オ
 」
 な
 
「
性
器
 

愛
 
鴇
田
（
目
の
白
の
 す
 の
」
を
め
ざ
す
攻
撃
衝
動
を
抑
圧
し
 

、
純
粋
に
「
情
愛
的
 
ぃ
酊
 ま
安
」
 
な
 傾
向
に
お
い
て
 営
 ま
れ
る
時
、
二
人
の
関
 

-
 
㏄
 @
 

セ
グ
ス
 

係
 は
い
わ
ば
 母
 １
 %
 関
係
に
な
る
と
い
え
る
。
第
三
者
 を
 排
除
し
て
相
手
の
性
を
独
占
的
に
所
有
す
る
恋
愛
、
 ま
 た
 制
度
化
さ
れ
た
性
的
 

@
 
訊
 -
 

独
占
で
あ
る
結
婚
に
対
し
て
、
精
神
的
な
情
愛
で
結
ば
 れ
た
 母
 １
 %
 関
係
は
第
三
者
の
関
与
を
排
除
し
な
い
。
 

し
 た
が
っ
て
、
三
者
関
係
 

-
 
防
 -
 

は
 社
会
の
原
型
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
 母
 １
千
関
係
を
機
 軸
 と
す
る
愛
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
可
能
性
が
 妬
 か
れ
る
 
。
情
愛
を
も
っ
て
息
子
 

た
ち
を
等
し
く
愛
す
る
「
母
親
」
は
 、
 彼
ら
共
通
の
「
 自
我
理
想
」
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
母
親
」
と
の
補
完
的
 
な
 同
一
視
を
機
軸
と
し
 

ソ
 Ⅰ
 @
 テ
 

て
 ・
相
互
の
親
密
な
交
わ
り
を
創
出
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
 母

親
」
は
そ
の
自
己
犠
牲
彼
女
は
「
性
器
 愛
 」
を
 断
 食
 す
る
か
ら
に
お
 

い
て
愛
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
を
統
括
す
る
の
で
あ
る
。
 

ル
ソ
ー
に
と
っ
て
こ
う
し
た
関
与
の
最
初
の
対
象
は
 ヴ
ァ
 ラ

ソ
 ス
夫
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
彼
女
を
通
し
て
の
み
 考
え
・
感
じ
、
呼
吸
 

-
 
㏄
 -
 

し
て
い
た
」
と
い
う
。
だ
か
ら
夫
人
を
マ
マ
ン
と
呼
び
、
 「
自
分
の
た
め
 よ
 り
 彼
 な
の
た
め
に
愛
し
㌔
」
の
だ
 

-
7
@
 

理
想
化
）
。
彼
は
い
，
 
ワ
、
 

「
こ
の
愛
す
べ
き
婦
人
の
性
格
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
の
 一
つ
の
証
拠
は
、
こ
の
人
を
愛
し
た
人
間
が
み
な
愛
し
 あ
っ
た
こ
と
だ
。
嫉
妬
、
 

い
や
競
争
心
ま
で
も
、
こ
の
人
が
よ
び
お
こ
す
主
要
な
感
 情
 の
ま
え
に
 消
 え
て
し
ま
う
」
。
 

-
8
-
5
 
 

し
た
が
っ
て
、
夫
人
 

が
 彼
を
愛
人
の
一
人
に
 

-
 
辮
 -
 

加
え
た
時
、
彼
は
「
近
親
相
姦
を
犯
し
た
よ
う
な
気
持
 ち
 」
を
味
わ
っ
た
。
だ
が
、
も
う
一
人
の
愛
人
ク
ロ
ー
ド
 ・
 ア
ネ
と
 夫
人
を
共
有
 

 
 

す
る
生
活
は
・
ル
ソ
ー
に
は
「
お
そ
ら
く
地
上
に
ま
た
 と
な
い
交
わ
り
」
に
思
わ
れ
た
と
い
う
。
「
希
望
も
感
情
 もみ
な
共
同
」
で
、
「
 
二
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ジャン - ジ    
 

 
 

㍉
 
新
 エ
ロ
 ア
 
Ⅰ
ー
イ
八
日
ト
 

ド
い
 

わ
い
 

Ⅰ
ド
 

イ
 ン
ュ
 ソ
片
体
 

Ⅱ
 
サ
ン
Ⅱ
Ⅱ
プ
ル
ー
 と
の
官
能
的
な
愛
を
断
念
し
て
、
ヴ
ォ
ル
マ
ー
ル
の
妻
 に
な
る
。
し
か
し
、
 

 
 

彼
女
が
ク
ラ
ラ
 ソ
 の
住
民
た
ち
共
通
の
魂
に
な
る
 の
は
 ブ
ド
ゥ
収
獲
の
祝
祭
に
お
い
て
で
あ
る
。
ク
ラ
ラ
ン
 共
同
体
は
主
人
と
奉
公
人
と
 

が
 

い
 う
 封
建
制
的
、
家
父
長
制
的
な
構
造
を
も
っ
。
 

し
 か
し
、
 祭
 

ブ
ド
ゥ
の
収
獲
は
単
な
る
「
 機
ム
 ム
原
因
 」
に
す
ぎ
な
い
は
、
 
現
 

 
 

傷
 的
平
等
が
新
し
い
人
間
関
係
を
建
設
す
る
。
「
こ
こ
 に
 行
き
わ
た
っ
て
い
る
甘
美
 

 
 

な
 平
等
 
宙
宙
 。
 
目
お
臥
ゆ
 9
 目
寂
は
自
然
の
秩
序
を
元
に
 復
し
、
一
方
の
人
々
に
対
し
て
は
教
訓
と
な
り
、
他
方
の
 人
々
に
対
し
て
は
慰
め
 

 
 

い
と
な
り
・
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
対
し
て
友
愛
の
絆
と
な
 
っ
て
い
る
の
で
す
」
。
 

箱
，
 

@
6
 
 一
時
的
に
、
今
日
た
げ
の
歓
喜
の
 
中
で
、
「
契
約
論
」
の
法
的
 

公
準
自
由
に
し
て
「
媒
介
 体 」
の
な
い
社
会
 

の
 感
情
的
等
価
 物
 が
実
現
さ
れ
る
。
い
ま
や
ジ
ュ
リ
は
 祭
 の
中
心
に
位
置
し
 
、
光
 

 
 

-
0
 

6
 
。
 
-
 

を
 放
ち
、
運
動
を
伝
達
し
、
一
切
が
そ
れ
に
む
け
て
吸
飲
 す
る
存
在
で
あ
る
。
「
叡
智
と
慈
悲
の
専
制
的
な
権
勢
 」
を
揮
 う
 彼
女
の
姿
は
行
 

周
囲
に
自
己
の
現
存
を
押
し
つ
け
、
「
普
遍
的
な
歓
喜
 

-
g
@
6
 

田
鼠
㏄
Ⅱ
の
簗
の
㏄
 

缶
コ
簿
 
申
す
」
を
伝
播
さ
せ
る
。
「
彼
女
に
 

接
す
る
者
は
す
べ
て
 彼
 

7
 

Ⅰ
 
"
"
 

/
 
Ⅹ
 

と
こ
ろ
で
、
ド
ク
 ド
ト
 夫
人
、
サ
ン
Ⅱ
ラ
ン
ベ
ー
ル
・
 ル
 ソ
 ー
の
三
者
関
係
は
、
マ
マ
ン
、
 ア
不
 と
の
場
合
と
は
 か
な
り
異
な
っ
て
 い
 

た
 。
今
度
は
「
力
 め
 限
り
猛
り
狂
っ
た
 -
3
-
 

亦
ど
 

鴇
、
 で
あ
っ
た
。
 だ
が
、
一
方
的
な
恋
の
あ
ぎ
ら
め
の
中
で
、
ル
ソ
ー
は
 
「
 
気
 ち
が
い
じ
み
た
 情
 

 
 

儀
 な
く
さ
れ
る
。
彼
は
夫
人
を
純
粋
な
情
愛
の
対
象
と
し
 て
 理
想
化
し
、
三
者
 関
 

-
 
㏄
 @
 

係
の
安
定
化
を
は
か
る
。
「
彼
女
を
わ
が
も
の
に
し
た
い
 と
 望
む
に
は
、
余
り
に
も
私
は
彼
女
を
愛
し
て
い
た
」
 。
「
私
は
彼
女
の
愛
人
を
 

た
だ
の
一
瞬
も
恋
 仇
と
 思
っ
た
こ
と
は
な
い
。
つ
ね
に
 私
の
友
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ま
だ
恋
で
は
な
い
と
 人
 は
い
 う
 だ
ろ
う
。
そ
う
 

か
も
知
れ
ぬ
。
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
 恋
 以
上
の
も
の
だ
つ
 こ
キ
ハ
 こ
の
 恋
 以
上
の
「
三
人
世
帯
」
の
夢
想
が
、
や
が
 て
母
 １
千
関
係
を
機
軸
 

と
す
る
愛
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
で
 あ
ろ
う
こ
と
は
、
い
ま
や
容
易
に
推
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
  
 



て
 、
ル
ソ
ー
晩
年
の
意
志
的
孤
絶
の
境
地
に
連
続
し
て
い
 る
 。
周
知
の
ご
と
く
後
者
の
境
地
は
コ
ミ
ー
ル
」
 
発
 禁
 に
じ
ま
る
政
治
的
 追
 

害
の
中
で
ぎ
り
 妬
 か
れ
た
。
孤
立
無
援
の
彼
は
「
世
界
 の
他
の
部
分
力
 
，
 も
 隔
て
ら
れ
た
 豊
鏡
 な
孤
島
」
 

@
8
-
7
 
 

（
 
サ
ソ
 Ⅱ
 ピ
エ
ー
ル
 島
 ）
で
、
古
字
 

想
 

と
こ
ろ
で
ク
ラ
ラ
ン
の
祭
は
、
現
実
の
社
 ム
百
 
構
造
に
背
 を
 向
け
、
一
時
の
幻
想
に
訴
え
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
 

ロ
マ
ン
主
義
に
お
い
 

る
こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
彼
は
社
会
的
傭
平
等
し
か
 存
在
し
な
い
世
界
を
受
け
入
れ
る
。
祭
は
社
会
構
造
上
 の
 不
平
等
を
決
し
て
 変
 

草
 し
な
い
。
し
か
し
、
一
時
の
「
甘
美
な
幻
想
」
 

@
-
 

Ⅴ
 
に
ょ
 っ

て
 、
 人
々
の
感
受
性
に
富
ん
だ
魂
を
補
償
す
る
の
で
あ
 る
 。
 

り
る
人
々
に
と
っ
て
も
、
自
分
の
身
分
か
ら
上
に
昇
る
 人
々
に
劣
ら
ず
楽
し
い
共
通
の
お
祭
り
状
態
が
そ
こ
か
ら
 生
れ
る
と
す
れ
ば
、
 自
 

分
の
身
分
か
ら
時
々
出
る
こ
と
が
で
 き
 さ
え
す
れ
ば
、
 ま
 た
そ
う
い
う
欲
望
が
起
り
さ
え
す
れ
ば
、
ど
ん
な
身
分
 で
も
そ
れ
自
体
で
は
 殆
 

ん
ど
 ど
う
で
も
よ
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
 な
い
か
」
。
 

-
6
-
@
 
 

時
々
す
べ
て
の
人
々
が
互
い
に
自
由
で
平
等
 

だ
と
感
じ
る
よ
さ
に
 す
 

最
中
で
さ
え
も
社
会
的
地
位
の
不
平
等
を
容
認
し
て
い
 る
 。
「
あ
ら
ゆ
る
人
々
は
平
等
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
 自
分
の
身
分
を
忘
れ
る
 

-
 
乃
 -
 

者
は
一
人
も
い
な
い
の
で
す
」
。
ル
ソ
ー
は
平
等
が
拡
大
 す
る
よ
う
に
社
会
を
変
革
し
ょ
う
と
は
思
わ
な
い
。
「
 
自
 分
の
身
分
か
ら
下
に
降
 

期
の
勝
利
は
、
主
人
の
支
配
と
奉
公
人
の
服
従
と
い
う
 原
則
に
も
と
づ
い
た
領
地
の
日
常
的
秩
序
と
経
営
を
 、
い
 

で
は
な
い
。
す
で
に
 
司
 契
約
論
 L
 は
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
 を
 、
市
民
の
即
自
的
感
情
を
超
え
た
法
理
論
の
上
に
表
 明
 

-
m
@
 

祭
 は
そ
れ
を
ま
さ
に
「
 情
 的
機
能
の
実
存
的
平
面
」
に
 お
い
て
実
現
す
る
に
げ
だ
。
後
者
の
 コ
、
、
、
ュ
 

ニ
オ
 ソ
 は
  
 

前
者
の
よ
う
に
言
語
、
法
律
、
習
俗
を
通
じ
て
未
来
に
 つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
 

へ
｜
 ゲ
ル
の
表
現
を
借
り
 る
 

粋
性
 に
お
い
て
、
空
中
に
溶
け
て
ゆ
く
形
の
な
い
も
や
 の
よ
 う
こ
 
r
.
 

消
滅
す
る
」
 

：
 、
 @
4
-
7
 
 

他
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
 が

、
 

さ
さ
か
も
脅
か
す
も
の
 

@
-
 

し
た
が
、
ク
ラ
ラ
ン
の
 

ま
の
も
の
で
あ
っ
て
 、
 

と
、
 

「
そ
の
透
明
な
 純
 

っ
て
、
ル
ソ
ー
は
祭
の
 

 
 

 
 

 
 

し
か
し
、
こ
の
自
然
発
生
的
な
 コ
、
、
、
ュ
 
ニ
オ
 
ソ
 
は
 、
ク
 ラ
ラ
ン
の
社
会
の
具
体
的
構
造
に
属
し
て
は
い
な
い
。
 

，
 」
の
全
面
的
友
愛
の
短
 

女
 に
似
る
よ
 
う
 に
な
り
、
周
囲
の
す
べ
て
が
ジ
ュ
リ
に
 

な
 

 
 

自
我
」
と
し
て
、
「
 

種
 

々
の
異
な
っ
た
身
分
の
者
」
た
ち
の
魂
の
直
接
的
な
交
流
 

を
 実
現
す
る
の
で
あ
る
。
 

@
@
7
 

)  80 



、 ン 。 ヤ ノ ニ ジ ャ ツク   ルソ コミ二 % ナ ン 

結
論
に
移
ろ
う
。
晩
年
の
ル
ソ
ー
は
か
つ
て
の
自
分
を
 次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。
「
人
々
が
私
の
同
胞
で
あ
 っ
た
 間
は
 、
 私
は
地
 

上
空
 手
 福
を
思
い
描
い
て
い
た
。
こ
の
計
画
は
い
つ
も
 全
体
に
つ
た
が
る
も
の
だ
っ
た
の
で
・
私
は
公
衆
の
幸
福
 が
な
け
れ
ば
幸
福
に
な
 

 
 

ほ
 二
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
を
う
み
出
し
た
。
こ
れ
ら
 

歴
史
の
「
進
歩
」
と
い
 

5
 視
点
に
立
つ
か
ぎ
り
、
「
祖
国
」
と
「
ク
ラ
ラ
ン
の
 
祭
 」
と
は
対
極
的
位
置
を
占
め
る
の
だ
が
が
、
個
体
の
 自立
と
い
う
個
人
主
義
 

と
 、
他
者
と
の
親
密
な
交
わ
り
の
利
他
主
義
と
を
 綜
 ム
ロ
 
す
る
も
の
と
把
握
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
 通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
 

で
 ・
彼
が
個
人
の
自
由
を
促
進
し
、
育
成
す
る
も
の
と
し
 て
 コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
を
捉
え
た
こ
と
は
注
目
に
あ
た
い
す
 る
 。
周
知
の
ご
と
く
、
 

今
日
ま
で
の
欧
米
の
近
代
化
は
社
 ム
 
本
の
 ヱ
 リ
ー
ト
に
 よ
 っ
て
 担
 わ
れ
、
民
衆
で
あ
る
「
 コ
 モ
ン
・
マ
ン
」
は
 、
前
 者
に
よ
っ
て
在
来
の
共
 
81  (81) 

七 

-
 
鴇
 -
 

に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
自
然
人
の
よ
う
に
「
万
物
の
体
系
 の
中
に
溶
げ
こ
み
、
自
然
全
体
に
同
化
す
る
」
。
そ
し
 て
 、
こ
の
世
の
万
象
の
 

「
た
え
ざ
る
流
れ
」
の
彼
方
に
「
存
在
の
感
情
の
の
 
コ
ヰ
日
 

 
 

を
 
「
自
分
自
身
と
自
 

分
の
存
在
」
 

-
l
-
8
 
 

を
楽
し
む
の
だ
と
い
う
 

体
愛
 ）
。
 か
 く
て
、
彼
は
あ
え
て
自
ら
を
「
運
命
に
よ
っ
て
孤
独
に
 あ
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
 

た
人
間
」
と
 見
倣
す
 。
い
ま
や
「
言
い
表
わ
し
が
た
い
 

 
 

ぐ
 な
 う
 も
の
を
、
運
命
 

@
 
㏄
 -
 

8
 人
々
も
奪
い
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
っ
ぐ
な
い
を
 見
 

 
 

い
 う
 名
詞
と
「
 洸
惚
状
 

態
の
メ
 緯
の
の
」
と
い
う
名
詞
と
は
し
ば
し
ば
語
原
的
に
 
同
族
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
ル
ソ
ー
の
場
合
、
こ
の
 こ
と
は
適
切
で
あ
る
。
 

（
 
あ
 @
 

存
在
す
る
と
は
「
局
外
に
立
っ
」
こ
と
人
が
、
通
常
 、社
会
体
系
で
占
め
る
構
造
的
地
位
の
総
体
の
局
外
に
 立
つ
こ
と
で
あ
る
。
 

彼
に
と
っ
て
、
集
合
的
な
祭
も
し
く
は
孤
独
の
 

為
 
=
 
ン
テ
に
よ
っ
て
社
会
構
造
の
局
外
に
立
つ
こ
と
は
、
 

」
 

不
 正
 な
社
会
に
対
す
る
 批
 

判
と
抵
抗
の
拠
点
と
し
て
の
 悦
惚
 状
態
に
入
る
こ
と
で
 あ
っ
た
。
 



主
 
j
 

Ⅲ
テ
ク
ス
ト
は
プ
レ
イ
ヤ
ッ
ド
 
版
 ル
ソ
ー
全
集
（
白
き
 
ド
め
め
 
（
。
 
き
ち
 驚
 ～
 
馬
め
 
・
い
年
）
 
ヱ
 0
 口
口
 崔
ヴ
 
-
 
撰
の
㏄
 0
 仁
の
）
曲
ら
目
の
り
 

ヱ
 の
コ
ロ
の
 い
 0
 パ
コ
リ
 
Ⅱ
 隼
 Q
 ㏄
㏄
 
コ
 ㏄
 ヴ
 -
 
コ
 

同
体
に
埋
没
し
た
「
伝
統
 人
 」
か
ら
、
自
立
し
た
「
 近
 代
人
」
へ
と
っ
く
り
変
え
ら
れ
て
い
く
啓
蒙
の
客
体
で
あ
 っ
た
 。
し
た
が
っ
て
 、
 

幾
多
の
近
代
化
論
が
採
用
し
た
共
同
体
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
 に
 、
共
同
体
は
個
の
自
立
を
否
定
す
る
と
い
う
前
提
が
あ
 
っ
 た
の
は
当
然
で
あ
 

る
 ㏄
し
か
し
、
こ
う
し
て
個
人
を
伝
統
的
な
共
同
体
か
ら
 根
 こ
ぎ
に
し
た
後
期
近
代
化
過
程
は
、
現
在
、
深
刻
な
 人
間
疎
外
状
況
を
 ぅ
み
 

出
し
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
共
同
体
か
ら
解
放
さ
れ
て
 自
立
し
た
は
ず
の
近
代
人
の
文
化
的
 ァ
ノ
、
、
、
｜
 

（
 ア
イ
デ
 
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拡
散
）
 、
 

大
型
化
し
官
僚
化
し
た
権
力
ー
 

｜
 少
数
の
エ
リ
ー
ト
に
 よ
っ
て
操
作
さ
れ
る
に
対
す
る
個
の
自
立
の
喪
失
 と
 い
っ
た
事
態
で
あ
る
。
 

今
日
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
「
大
衆
社
会
論
」
は
、
高
度
 工
業
社
会
に
お
け
る
マ
ス
化
現
象
と
人
間
疎
外
と
を
鋭
く
 批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
 

に
 対
し
て
、
ル
ソ
ー
が
す
で
に
十
八
世
紀
に
お
い
て
、
 ェ
 リ
ー
ト
主
義
に
つ
な
が
る
功
利
主
義
的
な
個
人
主
義
に
 よ
る
「
近
代
化
」
 

啓
蒙
哲
学
者
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
を
批
判
し
・
 

あ
 く
ま
で
、
個
の
目
立
と
不
可
分
の
一
体
で
あ
る
 コ
、
、
、
ュ
 

二
才
 ン
を
 主
体
に
据
え
 

た
 幸
福
追
求
の
途
を
模
索
し
た
こ
と
は
き
わ
め
て
貴
重
 で
あ
る
。
現
在
、
欧
米
や
日
本
で
進
行
中
の
近
代
化
と
、
 

そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
 共
 

同
体
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
る
前
提
 に
た
て
 ば
 、
ル
ソ
ー
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
た
し
か
に
時
代
 お
 く
れ
で
あ
る
。
し
か
 

し
 、
現
在
の
近
代
化
の
方
向
に
幾
分
か
の
疑
問
と
批
判
が
 あ
れ
ば
、
出
直
し
の
道
し
る
べ
と
し
て
彼
の
パ
ラ
ダ
 イ
 ム
 は
未
来
的
意
味
を
も
 

つ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
で
に
ア
メ
リ
カ
 社
ム
ム
 
学
で
は
 、
 右
の
状
況
か
ら
の
脱
出
の
一
つ
の
方
向
と
し
て
 
小
 集
団
の
意
識
的
再
構
成
 

ユ
 -
 
一
 
ケ
ー
プ
 
ヨ
ン
 

カ
ウ
ン
タ
ー
 

と
 、
そ
の
小
集
団
内
部
で
の
人
と
人
と
の
相
互
交
流
の
 賦
活
と
親
密
な
連
帯
の
復
活
が
説
か
れ
て
い
る
。
い
わ
 ゆ
る
対
抗
文
化
は
 、
 

権
力
に
対
す
る
抵
抗
と
個
人
の
自
立
の
拠
点
と
し
て
の
 共
同
体
を
志
向
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
末
書
右
の
深
 刻
 な
歴
史
状
況
に
直
面
 

し
つ
つ
あ
る
現
代
人
に
と
っ
て
、
十
八
世
紀
の
異
端
者
 シ
ャ
 ソ
 Ⅱ
 ジ
 ヤ
ッ
ク
が
提
起
し
た
問
題
は
い
ま
だ
無
意
味
 な
も
の
と
は
な
っ
て
 い
 

な
い
と
思
わ
れ
る
。
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す
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
が
構
造
と
そ
の
「
周
辺
」
と
の
二
つ
 の
 様
式
に
分
げ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
ル
ソ
ー
の
政
治
的
 コ
、
、
、
ュ
 
二
才
 ン
は
 
構
造
 領
 

域
内
に
、
実
存
的
コ
ミ
ュ
ニ
 オ
ソ
 
は
構
造
の
「
周
辺
」
に
位
置
す
 

る
こ
と
に
な
る
。
（
 
せ
ざ
仔
 0
 「
 毛
 ・
円
目
 ら
グ
パ
鮭
再
 ～
～
 
ミ
拙
 ㌧
 さ
 蒸
勺
 
9
 
の
 す
 T
p
 ㏄
 O
 

冴
 こ
田
 辞
 
）
の
の
 

0
.
 

富
倉
光
雄
訳
 ヨ
 儀
礼
の
過
程
」
思
索
 社
 、
一
 
九
七
六
年
，
）
 

㈲
の
 0 ミ
 さ
め
 紬
 0
 養
タ
 ）
 T
.
 

メ
ト
円
円
（
・
 

0
.
 

の
 ，
ゲ
づ
 ・
㏄
臼
の
 

 
 

㈲
 
め
ぬ
 
c
o
 
轟
ぬ
 
～
 
ぬ
 ～
～
「
 

ぬ
 ㌦
 
寒
 軋
め
き
 馬
ミ
 
す
馬
 
り
 ・
 0
.
 の
 ，
ゲ
 
p
.
 

）
）
㏄
 

串
 

 
 

 
 

刊
さ
 こ
 

 
 

 
 

 
 

回
凶
凹
 の
も
さ
さ
め
 
め
 ～
 
っ
さ
肋
イ
 
-
p
 
ヌ
せ
 Ⅰ
 目
 ・
 0
.
 

の
：
 

田
 
ノ
ワ
㏄
の
り
 

 
 

㈲
 
0
 寸
 
ぃ
 ～
～
：
 
ご
タ
 
）
 パ
 ・
 0
.
9
 

ゲ
ワ
占
Ⅱ
 

㈹
 
0
 Ⅱ
 ノ
 （
～
～
・
・
 

ト
ぎ
 ・
メ
ト
Ⅰ
円
目
・
 

0
.
 

の
・
・
ゲ
目
 

ソ
 ㏄
の
㏄
 

 
 

 
 

 
 

㎝
 
の
め
 
（
 o
n
 
軋
 め
守
 ～
 
マ
ぬ
 ㍉
寒
色
心
寸
ぃ
「
ひ
ま
・
 0
.
 

の
：
 

ゲ
ワ
 ）
 田
 い
切
 

 
 

Ⅶ
の
も
 

榊
 

ミ
 f
Q
Q
 

の
 め
～
 
ら
韓
 
s
,
 
甘
セ
・
 H
 パ
 ・
 0
.
 の
 ，
ゲ
ロ
下
 ）
 跨
 

 
 

㈹
 
0
 や
。
 こ
，
ワ
ち
ま
 

 
 

㎝
㌧
 ぺ e
 さ
持
荘
め
ン
き
 「
 ぃ
 ～
 
の
 め
 e
.
 

。
 0
.
0
 
：
 コ
 ・
 ロ
 ・
の
 
ひ
 の
 

 
  

 

メ
ト
 
0
@
 
Ⅰ
の
 o
 さ
 h 心
勺
め
 

Ⅰ
も
さ
や
）
 
ア
 ・
Ⅰ
 
パ
 ・
 0
.
 

の
：
片
ロ
・
 

下
つ
肚
 

 
 

 
 

㈲
も
～
の
 n
Q
 

安
さ
め
 

ま
ャ
 Ⅱ
 0
 「
 あ
 ～
さ
ぬ
 
鮨
い
 ～
 
，
 
～
 さ
樺
さ
 ～
～
～
 

ぬ
 。
 0
.
 

の
，
 

H
H
 

Ⅰ
 
・
Ⅰ
  
 ト
 ㏄
 の
  
 

 
 

㈹
 
0
 申
文
ニ
 ヮ
 
）
 ぷ
 

再
 統
合
い
 抽
 「
か
の
が
 
ヱ
 0
 コ
に
 示唆
さ
れ
て
、
構
造
と
、
人
々
の
 
直
接
的
で
無
媒
介
で
全
人
格
的
な
対
面
で
あ
る
「
コ
ム
 

 
 

と
い
う
継
起
す
る
段
階
を
と
も
な
 う
 弁
証
法
的
過
程
と
し
て
 動
 態
 的
に
捉
え
て
い
る
。
コ
ム
 ニ
 タ
ス
は
つ
ね
に
構
造
の
 ニ

 タ
ス
 0
 。
日
日
 佳
 コ
ド
リ
㏄
」
 

「
周
辺
」
に
お
い
て
成
立
 

0
 件
 ワ
 自如
Ⅱ
 
0
 の
 -
 力
斗
せ
目
 0
 コ
 ム
 ・
㌧
 曲
 Ⅰ
 デ
 。
 援
 @
 
す
目
 0
 片
 ゴ
 ひ
曲
由
の
年
の
）
 
曲
 弓
 ）
 
か
 寸
口
 の
 ・
お
お
Ⅱ
召
が
 耳
 e
 せ
 o
 三
ヨ
の
の
 
で
害
 佳
ダ
）
を
使
用
 し
た
。
（
以
下
、
 

O
.
Q
 
 

と
略
記
す
る
。
）
 

セ
さ
ミ
キ
い
 
～
 
め
 ～
～
「
 

い
 ㌧
 
寒
 Ⅰ～
 
の
 め
 か
め
へ
 
Ⅰ
 ぬ
め
 
・
 0
.
 の
 ，
ゲ
ワ
 ）
）
㏄
）
 

㈲
 
0
 甘
 
い
 ～
～
・
 
ワ
 
）
 ト
ひ
 
㌧
 

引
き
こ
 

 
 

 
 

 
 

㈲
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
タ
ー
ナ
ー
は
社
会
を
、
身
分
・
役
割
・
 
職
 務
の
間
の
諸
関
係
で
あ
る
社
会
構
造
と
同
一
視
す
る
静
態
 
的
な
見
方
を
排
し
、
 
ヴ
 

ァ
ソ
 
・
ジ
ェ
 
不
ッ
プ
 
レ
・
 づ
 ㏄
 コ
 の
の
 コ
コ
 。
 ロ
の
 
「
通
過
儀
礼
」
の
 
一
 
二
段
階
の
儀
礼
１
１
分
離
 

紋
 口
銭
 注
 @
o
 
コ
 、
周
辺
 m
 
目
的
の
（
 境
 界
 白
 2
 ぎ
注
お
 ）
・
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古
音
 
の
 
0
 ㌔
 0
 「
）
」
に
仕
上
げ
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
モ
デ
ル
の
 

歴
 史
的
客
観
性
に
対
す
る
疑
問
は
こ
の
際
全
然
問
題
に
な
ら
な
い
  
 

さ
れ
て
い
る
。
彼
は
カ
リ
ス
マ
支
配
の
群
 族
を
 モ
デ
ル
と
し
て
 
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ク
ス
の
仮
説
を
「
い
か
に
も
そ
 

う
 ら
し
い
物
語
 

  
や も 

    
      

0@ 0 ： ： O Q   
        

Ⅰ 。 テ ぬ ， 、 ， の （Ⅰ（ の （ 「 さいね Mw ，     
      Ⅱ 日 ～ ，つ ノ Ⅱ     け匂卜 さ 

  

い と       

荘壷 

  
も ～ 
  
  
  

妬 @ ヘ 

為 っ 

  
馬寮 

  
弔の 

    

0 目     Ⅰ メノ - 
  

証 し     
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    0@ P 
    

  を 自 で・ 一に的 
初巳 あ   
語充 る 

、理 って い が 屈を言   
る 次性 

。 の の 

    
  
） 力 を 

      
「個人意 哲学 ト 

に識     
お 」 ゃ分 @     
る倶 Ⅰ           0  一の 我シ J     九 日 はズ   
ル ま と 「 二 六 我 白 ム 
ソ た に良 二 九匹 ら 」 
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Ⅰ
 沐
凶
局
叶
 
・
 コ
ヘ
ぼ
き
ま
 
Ⅰ
 養
 ～
 
守
 か
ぬ
「
も
さ
Ⅱ
Ⅰ
 

さ
的
 軋
 む
ド
コ
 
へ
 い
き
い
 

き
め
 
さ
 咬
も
如
も
こ
 

@
 
い
 
き
 ～
 
め
 
。
 G
 馬
ぃ
 
Ⅰ
ま
ま
ぬ
安
心
 
切
り
臣
 
Ⅱ
 忘
ト
ぃ
ミ
 

・
 プ
 Ⅰ
の
 
沌
，
づ
 ・
 ネ
 e
 Ⅱ
㌧
 Ⅱ
 0
 口
 め
 @
 
の
 0
 ず
の
下
ト
ガ
ロ
 
，
 

 
 

 
  

 

年
の
 
「
～
）
 

@
0
 隼
の
Ⅱ
 
と
さ
ぶ
 

の
㏄
の
 
コ
 の
り
 
ゴ
 の
 ヰ
 億
の
 
コ
 （
巾
の
Ⅱ
目
コ
・
 

ト
 0
 目
 N
 ｜
 ㌧
㏄
）
 
，
い
 の
コ
宙
 Ⅱ
 H
H
H
.
 

の
・
）
 

田
 Ⅱ
 １
 ）
）
 
ひ
 

 
 

 
  
 

㈹
い
下
さ
 卜
め
の
 

め
～
 
り
 さ
や
 コ
づ
 ・
（
 
パ
 ・
 Q
.
 

の
：
片
ロ
・
 

串
串
つ
 

 
 

シ
ャ
ッ
 ク
 の
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
な
夢
想
の
中
に
は
、
そ
れ
に
先
行
 す
る
サ
デ
ィ
ズ
ム
的
な
 

場
面
に
対
す
る
反
動
と
い
う
意
味
を
帯
び
た
も
の
が
こ
と
ご
と
 く
見
 わ
け
ら
れ
る
」
。
と
り
わ
け
こ
の
露
出
事
件
と
次
の
り
 ボ
 ソ
 事
件
ほ
そ
の
 最
 

た
る
も
の
で
あ
る
。
（
 
陸
代
 0
 ヴ
ぎ
綜
 @
 
、
 0
 臣
鮪
ニ
つ
 い
。
 
9
 
松
 水
勒
 訳
 
「
ニ
ー
エ
ル
ソ
ー
透
明
と
障
害
」
思
索
 
社
 、
一
九
 セ
 三
年
、
三
一
七
 

へ
｜
 イ
ン
。
）
 

㈹
の
・
 
弓
 Ⅱ
 0
 戸
ロ
・
 
宝
 C
 す
の
 
Ⅱ
 由
 @
0
 曲
目
 
ゆ
 0
 ヨ
 リ
 ム
コ
の
ヰ
り
 

巴
 ㍉
 コ
 @
0
 
年
 弓
 @
 
㏄
亡
臣
㎎
色
の
の
Ⅰ
 

巨
 び
の
匹
の
 
す
り
コ
 
9
 Ⅰ
 @
 
コ
 ㏄
 ぬ
 
～
～
「
 

目
 心
心
 め
武
 
「
下
名
 い
 
か
も
～
 

う
 ぬ
 田
め
荘
 
㏄
 
め
ト
 ～
 
ぬ
 Ⅰ
 ぬ
め
 
～
心
中
心
ま
め
 

Q
 。
㍉
 
ぬ
ミ
ミ
ミ
 

へ
ぬ
～
 

ト
ぃ
プ
う
ぼ
ド
 

下
ぃ
（
 
ド
 0
 コ
宙
 
0
 臣
 @
 （
Ⅰ
目
が
ぬ
 

0
.
 

）
の
 

ト
つ
ム
 
の
 い
 0
.
 

）
・
 

口
ド
コ
色
 
せ
目
 （
。
の
・
 

づ
 で
き
 

セ
 
ク
ス
性
は
、
結
婚
に
よ
っ
て
現
実
の
永
続
的
な
構
造
化
社
会
の
 

絆
の
基
礎
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ル
ソ
ー
は
結
婚
を
 
、
財
 産
の
占
有
と
同
様
に
 鋭
 

く
 告
発
さ
れ
る
べ
き
人
類
の
犯
罪
と
す
る
。
彼
が
「
家
政
婦
」
 以
上
の
妻
を
も
た
ず
、
生
ま
れ
た
五
人
の
子
を
次
々
に
捨
て
た
 の
は
け
だ
し
当
然
 

で
あ
っ
た
。
 

㈲
作
田
啓
一
「
個
人
主
義
の
運
命
」
岩
波
新
書
、
一
九
八
一
 
年
 。
 

㈹
 
O
o
x
b
n
 

め
紙
っ
さ
タ
ゴ
づ
 

・
Ⅱ
・
 

0
.
9
 

ゲ
や
い
つ
）
 

㎝
 

0
 授
亀
 拝
や
写
り
 

㈹
 

0
 授
簿
丑
ヮ
コ
 ㏄
 

 
 

㈹
 

Q
 ド
 
ミ
三
や
お
 べ
 

㈱
 

0
 臣
堅
 ㌻
 
戸
 0
0
 
）
 ム
 。
㏄
 

㈹
 

0
 巨
 
（
～
～
・
・
ご
 

つ
 ・
Ⅰ
 
お
 ・
 0
.
 の
 ，
ゲ
ワ
凸
卜
 

㈱
し
か
し
、
ル
ソ
ー
は
マ
マ
ン
と
の
性
交
で
は
い
つ
も
「
 
彼
 な
を
辱
し
め
た
よ
う
な
自
責
の
念
」
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
彼
は
 愛
す
る
な
 性
 
（
理
想
化
 

し
た
女
性
）
を
欲
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
欲
す
る
な
 性
 
（
 
例
え
 ば
 、
ラ
ル
ナ
ー
ジ
ュ
夫
人
）
を
愛
せ
な
い
。
「
官
能
」
と
「
 情
 愛
 」
と
が
合
流
し
 

 
 

な
い
そ
の
性
的
実
存
の
周
辺
性
こ
そ
、
彼
を
愛
の
コ
ミ
ュ
ニ
 オ
 ソ
の
 古
プ
和
仏
に
駆
り
 

立
て
た
第
一
の
も
の
で
あ
る
。
 

い
 Ⅶ
の
・
 弓
 Ⅱ
 e
 珪
 &
 。
Ⅰ
目
口
 
0
 へ
 年
 8
 
り
 二
 %
0
 

ヨ
の
目
の
円
 

e
 Ⅱ
Ⅱ
 
コ
 あ
ロ
 口
 ㏄
 由
 コ
的
 隼
 の
の
Ⅰ
 円
 
0
 ヴ
 の
巳
 0
 す
 0
 コ
 ま
 Ⅰ
 Q
 ぬ
き
 ま
き
 叉
 ～
 
ぬ
 ヰ
ぼ
ド
 
%
 弁
い
㏄
 コ
 隼
イ
 （
 
目
 。
け
ド
の
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  ⅠⅩ 

（Ⅱ。 
  

  ： Q 
    
Ⅰ 庁 
    
      
0%   
    
  

Ⅱ（   

  
の，   

    

  
    
  

臣ジ て 「 

  
ⅠのⅠ   

つい ）㏄ 

目 
0 ） 

コの   礼的 の手 造 的 
  
ゆい 
  

    こ市 
ろ民 
に が   
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而
 
0
 も
・
 
ミ
 ～
・
，
 

Q
.
 の
 寮
 

㈹
 
力
 ひ
 き
 %
 安
・
 c
 ぎ
 口
口
 お
 日
の
勺
 q
0
 
ヨ
の
コ
ド
 串
の
・
 
0
.
Q
.
,
 
Ⅱ
 
づ
 円
 
0
 下
 ㏄
 

㈹
 
0
 授
 
文
三
の
の
 せ
 円
鱗
 呂
 。
 弔
 q
0
 
ヨ
の
コ
 が
年
の
・
 

0
.
 の
 ，
ゲ
 
ワ
ー
。
 ひ
 
%
1
 
ひ
 ひ
 

㈹
 
0
 も
・
 
ふ
汁
 ・
 n
 ぎ
 白
日
 ひ
ヨ
 の
㌧
「
 0
 日
の
口
 P
 由
の
・
 
O
.
p
 
 と
 
や
）
 o
 ト
の
 

せ
 o
i
q
a
 
由
の
の
 
レ
し
 ～
お
っ
ま
さ
 総
 「
～
，
 

0
s
 武
ぎ
ぃ
 
軋
 め
 ～
・
 

ト
駐
 
ひ
西
 
祭
韻
よ
，
 
0
 
の
 Ⅰ
 H
H
H
.
 
づ
 ）
の
 
下
 

㈹
 
0
 授
簸
と
 や
）
 0
 も
Ⅱ
 

㈱
 
0
 や
軋
こ
ワ
 ）
 っ
下
 
）
 

㈱
 
0
 サ
陀
 ㌻
の
の
㌧
（
 お
日
 0
 ㌧
 q
0
 ヨ
 0
 コ
の
由
の
・
 

0
.
0
,
 
と
 
や
）
。
 の
印
 

㈱
 
0
 授
駝
 ～
・
 
、
 c
 ぎ
ヨ
牛
か
 日
の
㌧
「
 0
 日
臼
宙
 .
O
.
n
.
.
 ゲ
ワ
 ）
 つ
用
 
Ⅱ
 

㈱
 

タ
一
ナ
 
一
同
儀
礼
の
過
程
 し
 富
倉
 訳
 、
一
九
二
ぺ
ー
ジ
。
 

㈱
 
%
 
ミ
「
～
 
い
の
 
・
の
の
 
口
 （
円
か
 

ヨ
 の
 下
 0
 ヨ
当
 P
 母
 ・
 0
.
 

の
・
 

と
 
や
）
 o
 の
の
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新
田
雅
章
 著
 

「
天
台
実
相
論
の
研
究
」
 

手
染
寺
書
店
昭
和
五
六
年
二
月
刊
 

A
5
 版
 

-
 
八
一
八
 

0
 頁
 

九
五
 

0
0
 

円
 

池
田
 
魯
参
 

本
書
が
刊
行
さ
れ
て
間
も
な
く
し
て
、
著
者
の
新
田
雅
章
氏
か
 ら
、
一
 

通
の
葉
書
を
頂
い
た
。
葉
書
に
は
、
昭
和
五
六
年
四
月
二
四
日
 の
ス
タ
ソ
 

フ
が
 押
印
し
て
あ
る
。
氏
が
い
わ
れ
た
か
っ
た
こ
と
が
、
単
刀
 

わ
れ
、
こ
れ
で
は
 智
 顎
の
立
場
の
根
本
が
 ホ
ヤ
ケ
テ
 
し
ま
う
の
 

直
入
に
表
 

で
は
な
 

萌
 さ
れ
て
い
る
の
で
、
無
礼
と
は
思
 う
が
 、
紹
介
の
意
を
含
め
 て
は
じ
め
 

に
 引
か
せ
て
頂
こ
 う
 。
 

口
幅
っ
た
い
い
い
か
た
で
す
が
、
天
台
の
教
学
思
想
の
根
本
で
 
あ
る
 

「
実
相
ヒ
と
い
う
こ
と
が
、
研
究
者
の
間
で
、
わ
か
り
き
っ
た
こ
 

と
で
あ
 

る
と
い
う
態
度
で
、
い
と
も
簡
単
に
軽
く
扱
わ
れ
て
い
る
よ
 
う
 に
思
 

い
か
と
考
え
、
ま
と
め
て
み
た
も
の
で
す
。
 

本
書
の
原
題
は
 、
 「
は
し
が
き
」
に
記
す
 
よ
う
 に
 、
 ㍉
 
智
顎
 に
お
 げ
る
 実
 

相
論
の
形
成
と
そ
の
展
開
 ヒ
 で
あ
る
。
東
京
大
学
の
博
士
号
を
 取
得
さ
れ
 

た
 、
学
位
取
得
論
文
を
公
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
 指
 導
 教
授
は
 

玉
城
 康
 四
郎
博
士
、
主
任
教
授
は
中
村
元
博
士
で
あ
る
。
 

甘
評
 と
紹
介
 

本
書
は
、
 智
 顎
の
実
践
体
系
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
る
実
相
 
の
 構
造
 

を
 、
 智
 顎
の
前
半
生
か
ら
後
半
生
へ
、
「
形
成
と
そ
の
展
開
」
 と
い
う
 方
 

法
で
 究
明
し
て
い
る
。
こ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
、
「
実
相
の
究
極
 相
に
 途
を
 

開
く
、
い
わ
ば
方
法
的
通
路
と
し
て
の
、
 行
 Ⅱ
実
践
の
体
系
の
 基
本
構
造
 

と
 、
そ
れ
に
よ
っ
て
捉
え
出
さ
れ
る
実
相
の
境
界
の
あ
り
よ
 う
 と
の
解
明
 

を
 、
視
座
の
中
心
に
据
え
て
、
生
涯
の
各
時
代
に
お
い
て
構
築
 さ
れ
た
、
 

智
 顎
の
実
相
論
の
体
系
の
内
的
構
造
の
骨
格
を
尋
ね
る
の
が
・
 本
書
の
課
 

題
 で
あ
る
」
（
六
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
 

全
体
は
六
章
で
構
成
さ
れ
る
が
、
著
者
自
身
、
各
章
の
内
容
を
 整
理
し
 

て
い
る
（
六
頁
）
の
で
、
そ
れ
に
し
た
が
 
お
 う
（
括
弧
内
は
便
宜
 的
に
目
次
 

に
し
た
が
っ
て
私
が
書
き
加
え
た
）
。
 

序
章
（
著
述
と
思
想
の
時
代
的
展
開
）
で
は
、
本
論
の
陳
述
を
 進
め
る
 

に
 当
っ
て
 、
 主
に
依
拠
す
る
 智
 顎
の
著
述
に
つ
い
て
簡
潔
 仁
の
 ぺ
お
，
え
 

（
第
一
節
、
著
述
の
取
扱
い
）
、
つ
い
で
彼
の
生
涯
に
わ
た
る
 
思
 想
 的
展
開
 

の
時
代
的
経
過
を
、
あ
ら
か
じ
め
概
略
的
に
論
述
す
る
（
第
二
 節
 、
 智
頷
 

の
 思
想
形
成
の
時
代
区
分
と
著
述
の
成
立
の
前
後
関
係
）
。
 

第
一
章
（
初
期
実
相
論
の
展
開
）
で
は
、
最
初
期
の
実
相
論
の
 内
的
 構
 

造
の
解
明
が
中
心
の
課
題
で
あ
る
（
第
一
節
、
「
次
第
禅
門
口
を
 
中
心
と
し
 

て
み
た
初
期
実
相
論
の
体
系
。
第
二
節
、
 呵
 
方
等
三
昧
行
法
口
に
 あ
ら
わ
 

れ
た
実
相
論
の
初
期
的
性
格
）
。
実
践
 
観
と
 実
相
観
と
を
視
座
 
の
中
心
に
 

据
え
て
論
究
に
努
め
る
。
 

第
二
章
（
初
期
実
相
論
の
変
容
）
の
課
題
は
、
最
初
期
の
実
相
 論
 が
内
⑨
 

 
 

 
 

 
 



い
た
教
学
的
背
景
。
第
三
節
、
「
法
華
三
昧
 

戯
儀
 」
「
方
等
 俄
法
 」
ヨ
ハ
 妙
 

法
門
口
の
表
示
す
る
実
相
）
。
新
た
な
実
践
観
の
構
想
な
り
、
 そ
れ
が
 構
 

恕
 さ
れ
た
理
由
が
尋
ね
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
，
 

第
三
章
（
実
相
論
の
新
た
な
体
系
化
）
で
 は
 、
実
相
観
に
加
え
 て
 実
相
 

観
の
上
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
異
質
な
展
開
が
 跡
 づ
け
ら
 れ
る
（
 第
 

一
節
、
「
 覚
意
 三
昧
 L
 。
第
二
節
、
「
法
界
次
第
 
初
門
 」
に
お
け
る
 
新
た
な
 

実
相
論
の
体
系
化
の
方
向
の
定
着
と
拡
充
。
第
三
節
、
「
小
山
 観
 b
 に
お
 

げ
る
「
止
観
」
構
想
の
体
系
化
）
。
 

第
四
章
（
「
三
大
部
」
に
お
け
る
実
相
論
の
構
造
）
で
 は
 ・
 先
 付
 す
る
 

思
想
的
展
開
の
い
わ
ば
総
決
算
と
し
て
体
系
化
さ
れ
る
、
「
 三
 大
部
」
 講
 

述
 時
の
実
相
論
の
内
的
構
造
の
解
明
が
主
題
で
あ
る
（
第
一
節
 、
円
頓
 止
 

観
の
構
造
。
第
二
節
、
円
頓
止
観
の
開
示
す
る
実
相
の
境
の
内
 的
 構
造
）
。
 

第
五
章
（
晩
年
の
実
相
論
）
は
、
「
維
摩
経
 
疏
 」
を
手
掛
か
り
と
 し
て
、
 

晩
年
の
実
相
論
の
構
造
的
性
格
を
尋
ね
る
の
に
 向
 げ
ら
れ
る
（
 第
一
節
、
 

「
維
摩
経
 琉
 」
に
お
け
る
円
教
の
体
系
。
第
二
節
、
一
美
 諸
 に
 ょ
 る
 実
相
 

0
 表
白
と
そ
の
宣
揚
の
思
想
的
意
味
 ｜
 実
相
の
直
接
的
実
践
的
 性
格
の
明
 

確
化
１
 ）
。
 

著
者
は
以
上
の
よ
う
に
概
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
全
体
的
 な
 構
成
 

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
 う
 に
、
本
書
は
徹
底
し
て
、
 
智
 顎
の
実
践
 
（
観
心
）
 

体
系
の
究
明
を
め
ざ
し
、
こ
れ
を
基
礎
但
し
て
、
対
応
す
る
 案
 相
観
が
ど
 

の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
論
究
す
る
。
 

本
書
で
扱
 う
智
 顎
の
著
述
は
、
序
章
で
選
択
さ
れ
た
次
の
十
点
 に
 限
定
 

さ
れ
て
い
る
（
括
弧
内
は
論
述
 頁
 ）
。
 

r
l
-
 

「
次
第
禅
門
 ヒ
 （
三
一
八
 

@
 
一
一
一
頁
）
。
 2
 
「
方
等
三
昧
行
法
 
し
 （
 一
 

一
一
 !
 
一
四
四
頁
）
。
 3
 
「
法
華
三
昧
 戯
儀
 」
（
一
四
七
 !
 
一
六
 O
 
,
 
二
 

 
 

 
 

0
 四
 @
 
三
一
一
頁
）
。
 4
 
「
方
等
 戯
 渋
口
（
一
一
八
 
0
@
 

一
七
四
 

一
一
一
一
一
 

 
 

｜
 三
一
七
頁
 ス
 
5
 
三
八
秒
間
ヒ
（
 一
 セ
玉
 @
 
一
八
九
・
二
 
一
セ
 
@
 
一
一
の
一
一
 
0
 

四
 日
月
）
。
 

@
 

ム
り
 「
 営
め
 
土
忌
 
二
 一
件
 

w
L
 
 

（
一
一
一
一
一
八
、
 

l
 
一
一
 
セ
し
 
二
一
百
 

@
 ）
。
 つ
 
@
 
 
「
 油
体
 
界
 次
第
 

初
門
ヒ
 
（
二
七
四
 t
 
二
九
七
頁
）
。
 
8
 
「
中
止
観
」
三
九
八
 t
 
三
七
二
 

頁
 ）
。
 9
 
「
円
頓
止
観
 ヒ
 （
 三
セ
四
 @
 
玉
 セ
 六
頁
）
。
Ⅳ
「
維
摩
 
経
 暁
ヒ
 

（
五
七
七
 @
 六
二
八
頁
）
。
 

著
述
を
一
覧
し
て
も
、
本
書
の
方
法
が
、
天
台
の
教
観
 三
 門
の
 う
 ち
特
に
 

観
 門
の
枠
組
に
よ
っ
て
、
 

智
 顎
の
実
相
観
を
透
視
す
る
も
の
で
 あ
る
こ
と
 

が
わ
か
る
。
「
三
大
部
」
を
㍉
円
頓
止
観
 

口
 （
 
円
摩
詞
 止
観
 ヒ
と
 
は
 記
さ
な
 

い
 ）
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
た
点
に
も
、
そ
の
こ
と
は
象
徴
的
に
 表
 わ
れ
て
 

い
る
。
 

観
 門
を
基
礎
に
し
て
教
理
の
核
心
に
せ
ま
ろ
 う
 と
す
る
本
書
 
の
方
法
 

は
 、
従
来
の
天
台
研
究
で
は
希
薄
で
あ
っ
た
一
面
で
あ
り
、
 本
 書
の
成
果
 

は
こ
の
方
面
を
充
分
に
補
 う
 も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
点
で
、
 

本
 書
は
創
立
 忌
 

に
あ
ふ
れ
た
斬
新
な
研
究
で
あ
る
と
 い
 え
 よ
う
 。
 

加
え
て
、
原
典
解
読
や
推
論
形
式
に
お
い
て
思
索
の
妙
を
印
象
 つ
け
、
 

著
者
の
思
索
三
味
に
遊
戯
す
る
風
情
が
、
読
者
を
し
て
ま
た
 思
 惟
の
世
界
 

へ
と
誘
 う
 の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
著
者
一
流
の
手
法
に
ほ
 、
並
 み
は
ず
 

れ
た
力
量
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
 

本
書
の
よ
う
な
大
著
を
公
刊
さ
れ
た
著
者
の
労
に
対
し
て
、
 衷
 む
よ
り
 

深
く
敬
意
を
表
明
し
、
著
者
の
斯
界
に
お
け
る
今
後
の
御
活
躍
 を
 、
大
方
 

と
 共
に
、
後
学
の
一
人
と
し
て
切
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

せ
っ
か
く
の
機
会
で
あ
る
か
ら
、
本
書
を
読
了
し
て
気
付
い
た
 一
一
、
一
一
一
 



の
点
に
つ
い
て
、
愚
考
を
呈
し
た
い
。
 

次
珪
 引
く
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
本
書
の
処
々
で
こ
の
よ
 う
 な
 気
 

に
な
る
硬
質
な
文
章
表
現
に
出
会
っ
た
。
 

同
方
等
三
昧
行
法
 口
 の
 智
 甑
へ
の
帰
属
の
明
白
化
は
、
そ
れ
が
 半
 行
半
 

坐
 三
昧
を
教
示
す
る
書
物
の
ゆ
え
に
、
そ
う
し
た
行
の
形
式
を
 も
行
法
 

の
 有
効
な
も
の
の
 
一
 っ
と
解
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
姿
勢
の
 、
ご
 く
 早
い
 

時
期
の
智
 顎
 に
お
け
る
確
立
を
伝
え
る
で
あ
ろ
う
（
 一
 三一
頁
 ）
 

原
典
の
読
み
込
み
や
、
論
証
の
す
じ
 み
 ち
を
た
ど
 ら
ぅ
 と
す
る
 矢
先
で
、
 

し
ば
し
は
こ
の
よ
う
な
硬
い
表
現
在
出
会
い
、
出
鼻
を
く
じ
か
 れ
る
 よ
う
 

な
 感
じ
を
受
け
た
。
本
来
、
表
現
す
べ
き
 X
 が
難
解
な
の
で
あ
 る
か
ら
、
 

こ
の
辺
の
文
章
は
も
っ
と
平
易
に
表
現
す
る
 よ
う
 心
が
げ
ら
れ
 る
べ
き
で
 

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

方
法
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
例
え
ば
「
初
期
実
相
論
の
解
 体
 の
 経
 

過
を
尋
ね
て
ゆ
く
場
合
」
（
一
四
六
頁
）
と
あ
り
、
「
初
期
実
相
 
論
の
構
想
 

は
 、
そ
の
後
の
思
索
の
過
程
で
、
実
践
観
の
面
で
、
着
実
に
変
 質
し
つ
つ
 

あ
る
の
で
あ
る
」
二
八
二
頁
）
と
記
し
、
「
構
図
的
に
み
て
 三
 観
 三
諦
 説
 

0
 口
舌
小
は
時
間
の
問
題
で
あ
る
」
（
 
二
セ
 八
頁
）
と
い
う
、
 こ
 れ
ら
一
連
 

0
 表
現
か
ら
明
ら
か
な
 よ
う
 に
、
本
書
に
お
い
て
は
、
 智
 顎
の
 教
学
思
想
 

の
 展
開
を
、
時
間
的
変
容
と
い
う
よ
う
な
一
面
で
強
調
さ
れ
す
 ぎ
た
嫌
い
 

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
佐
藤
哲
 英
著
 ョ
天
台
大
師
の
研
究
 b
 に
お
け
る
 

介
 

研
究
成
果
を
全
面
的
に
継
承
し
、
そ
の
結
論
を
大
前
提
と
 し
て
容
認
し
た
 

蠕
 

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
研
究
が
成
立
し
た
と
い
う
、
研
究
 過
 程
に
関
わ
る
の
 

 
 

 
 

さ
ら
に
思
弁
的
に
裏
 ず
げ
 補
強
す
る
形
の
結
果
と
な
っ
た
。
 

確
か
に
、
 
智
 凱
の
著
述
を
時
間
的
推
移
を
伏
線
に
し
て
み
る
こ
 と
は
、
 

自
明
な
一
つ
の
 雙
 で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
 尺
 さ
れ
る
も
 

の
で
は
決
し
て
な
い
。
「
い
つ
」
「
だ
れ
が
し
と
い
う
視
点
は
 、
同
時
に
 

「
ど
こ
で
」
「
だ
れ
に
」
「
何
の
た
め
に
」
 
著
 わ
し
た
の
か
、
と
い
 う
よ
う
 

な
種
々
の
視
点
を
内
在
包
む
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
条
件
 を
 満
た
す
 

の
で
な
け
れ
ば
、
 
智
 顎
の
著
述
が
「
ど
の
よ
う
に
」
表
現
さ
れ
 て
い
る
の
 

か
を
読
み
込
む
こ
と
も
、
充
分
に
な
さ
れ
た
と
ほ
い
え
な
い
だ
 ろ
 う
 。
 

例
え
ば
、
ヱ
ハ
沙
門
 
ヒ
は
 、
 陳
 尚
書
合
毛
 喜
に
 与
え
た
書
で
あ
り
 、
円
、
 

り
 

止
観
」
は
、
裕
児
の
 陳
鉱
仁
 
、
「
維
摩
経
 琉
ヒ
は
 
、
清
音
三
店
 （
揚
荷
）
 

に
、
 与
え
ら
れ
た
書
で
あ
る
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
 の
 伝
承
が
 

示
す
 よ
う
 に
 、
 個
々
の
著
述
は
そ
れ
ぞ
れ
の
撰
述
背
景
が
あ
り
 ・
今
日
 者
 

え
る
よ
う
な
具
合
に
、
一
様
で
あ
っ
た
 ね
 げ
で
は
な
い
。
 
A
 書
 で
は
特
に
 

い
 う
 べ
 き
 こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
 

B
 書
で
は
い
 
う
 必
要
の
 
な
い
こ
と
 

で
、
別
に
い
 
う
 べ
 き
 こ
と
が
あ
っ
た
、
と
い
う
よ
 う
 に
み
る
こ
 と
も
で
き
 

る
わ
け
で
あ
り
、
各
々
の
著
述
が
 、
 時
々
の
状
況
に
応
じ
て
 教
 説
 内
容
も
 

異
な
る
の
は
む
し
ろ
当
然
な
こ
と
と
い
わ
 ほ
 げ
れ
ば
な
ら
な
  
 

ば
 、
「
 蛾
法
ヒ
と
 
三
昧
行
法
 口
 で
も
、
 教
説
 に
相
違
を
き
た
 
す
の
は
 当
 

黙
 の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
 
智
 顎
の
著
述
の
個
々
の
特
質
は
年
視
さ
れ
て
は
 な
ら
な
 

い
と
思
う
。
現
代
社
会
の
書
斎
人
国
よ
う
の
著
述
観
念
で
、
 

均
 
一
な
時
間
 

的
 発
展
の
一
面
だ
け
で
問
題
を
一
般
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
 扱
わ
れ
る
⑰
 

 
 

対
象
が
対
象
で
あ
る
だ
げ
に
、
一
層
の
慎
重
さ
を
要
す
る
で
あ
 ろ
う
と
 思
 

9
1
 

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 



ヨ
ハ
妙
法
門
 b
 の
明
か
す
行
の
理
想
 態
は
 、
さ
き
に
み
て
き
た
よ
 う
 に
 

「
観
心
」
を
基
本
と
し
て
修
せ
ら
れ
る
べ
 き
 そ
れ
で
あ
り
、
不
定
 観
で
 

は
な
い
の
で
あ
る
。
不
定
観
は
四
種
 証
相
 説
の
教
示
す
る
と
 
@
 
」
 ろ
で
 

は
 、
凡
夫
・
外
道
・
二
乗
・
菩
薩
が
と
も
に
行
ず
る
、
た
か
だ
 か
 「
 互
 

証
 」
を
導
く
だ
け
の
行
に
ほ
か
な
ら
ず
、
高
次
な
悟
り
を
導
く
 行
法
で
 

は
 決
し
て
な
い
二
八
四
頁
）
。
 

と
 、
本
書
に
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
 誰
 れ
で
も
首
を
か
し
げ
る
 
に
 違
い
な
 

い
 。
前
述
し
た
よ
う
な
方
法
に
根
を
お
ろ
す
問
題
の
一
例
で
あ
 る
 。
 

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
合
理
の
陥
穿
を
回
避
す
る
の
に
、
 ど
 の
よ
う
 

な
 手
立
て
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
に
思
い
付
く
こ
 と
は
、
 せ
 

い
ぜ
い
次
の
 ょ
 5
 な
こ
と
で
あ
る
。
 

例
え
ぱ
 、
伝
統
教
学
の
建
て
前
で
は
、
「
次
第
禅
門
 
ヒ
 三
八
秒
間
 ヒ
 「
 
摩
 

詞
 止
観
 ヒ
の
 三
 箸
は
 ・
各
々
漸
次
止
観
・
不
定
止
観
、
円
頓
 止
 観
と
 規
定
 

さ
れ
、
「
三
種
止
観
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
二
八
二
頁
）
。
 す
 た
 ね
ち
、
 

三
 著
は
教
理
的
に
は
同
等
の
も
の
で
あ
る
と
見
る
の
が
通
例
で
 あ
る
。
 し
 

か
し
こ
の
見
方
は
、
本
書
の
よ
う
に
思
想
を
前
か
ら
後
へ
と
 展
 開
面
で
位
 

づ
け
る
見
方
と
対
立
す
る
も
の
と
な
る
。
一
考
を
要
す
る
の
接
点
で
、
従
来
の
教
理
学
に
お
け
る
不
合
理
性
を
指
摘
す
る
の
 

置
 

軌
は
 

と
同
じ
 

、
こ
の
 

心
さ
で
・
伝
統
教
学
が
そ
 う
 組
織
づ
げ
た
教
理
に
つ
い
て
、
 
今
日
的
な
 

（
 
私
 、
な
い
し
教
団
に
現
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
）
 意
義
を
 

み
な
お
し
、
そ
の
意
義
を
正
し
く
推
論
し
ょ
う
と
す
る
努
力
が
 必
要
な
の
 

で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
研
究
者
一
人
一
人
の
側
に
 、
 伝
統
教
学
 

と
 切
り
結
ぶ
、
そ
う
い
う
気
構
え
な
り
、
あ
る
種
の
緊
張
感
が
 伴
 な
わ
な
 

げ
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
 

そ
の
 ょ
う
 な
意
味
で
も
、
本
書
が
実
相
観
の
発
展
過
程
を
 、
従
 来
 通
り
 

 
 

 
 

の
 
「
次
第
か
ら
不
次
第
へ
」
「
禅
か
ら
止
観
へ
」
と
い
う
価
値
 0 図
式
に
 

 
 

そ
っ
て
論
及
す
る
の
は
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
 5
 か
 。
公
式
 と
さ
れ
て
⑨
 

い
る
も
の
に
対
す
る
吟
味
と
検
証
を
は
ぶ
い
た
点
は
、
不
用
意
 の
 感
を
ま
 

め
 が
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

ま
た
本
書
の
よ
う
に
思
索
を
挺
に
す
る
研
究
で
は
、
墓
記
 
呉
 二
五
 O
 頁
 ）
 

に
つ
い
て
の
選
定
法
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
し
て
一
度
選
定
さ
れ
 た
基
語
に
 

つ
い
て
は
、
周
到
な
規
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
 る
 ぅ
 。
全
体
 

を
 通
し
て
い
え
ば
「
 禅
 」
「
三
昧
」
「
観
心
」
な
ど
の
語
の
相
互
 

の
 関
係
が
 

気
に
な
っ
た
。
い
き
な
り
「
 調
心
 門
立
ち
」
「
 色
 門
立
ち
」
「
 心
 門
立
ち
Ⅰ
 

（
一
二
五
頁
）
な
ど
と
出
る
例
な
ど
も
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
 

行
 の
い
わ
ば
外
形
的
形
式
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
（
中
略
）
 、
両
者
 

昌
 次
第
禅
門
 b
 と
円
 方
等
三
昧
行
法
 L
 ）
は
異
な
っ
た
行
の
方
法
 を
教
 

示
し
て
み
せ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
行
を
修
す
る
に
当
た
 っ
て
の
 

も
 が
ま
え
、
す
な
わ
ち
内
的
姿
勢
（
Ⅱ
必
要
）
の
点
で
み
れ
ば
 、
両
者
 

の
 求
め
る
と
こ
ろ
は
構
造
的
に
決
し
て
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
 わ
け
で
 

あ
る
（
一
四
一
頁
）
。
 

と
 記
し
、
さ
ら
に
別
の
個
所
で
、
 

こ
の
面
（
坐
禅
を
説
き
明
か
し
て
い
る
点
）
で
の
み
み
れ
ば
、
 「
法
華
 

三
昧
 俄
儀
 」
は
「
方
等
三
昧
行
法
」
や
「
次
第
禅
門
ロ
 と
 系
統
 を
 異
に
 

す
る
著
述
で
は
な
い
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
 う
し
た
 

関
係
は
あ
く
ま
で
も
行
の
外
形
的
な
形
式
の
面
か
ら
み
て
い
え
 る
こ
と
 

に
す
ぎ
ず
、
ひ
と
た
び
そ
れ
の
指
示
す
る
行
の
内
面
に
立
ち
入
 っ
て
 み
 

る
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
側
面
を
そ
れ
は
含
ん
で
 い
る
よ
 



書評と紹介 

と と 

をし 、 て 

謹 み 
れ て 

もも が、 @ 
謡本 
め書 
る が 
は学 
ず会 
で， の 

あ 評 

る。 価に 

充 
分 
堪 
え , 
@ 
  
成 
果 

であ 

      

う
 に
思
え
て
な
ら
な
い
（
一
四
 セ
頁
 ）
。
 

と
 記
し
て
い
る
。
主
張
点
は
全
く
逆
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
 伝
 統
 教
学
に
 

お
け
る
「
事
行
」
と
「
理
行
」
の
 範
 時
論
を
参
照
し
て
 基
語
と
 し
て
決
択
 

を
つ
け
て
お
け
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
 5
5
 
な
 推
論
に
お
け
る
 混
乱
か
ら
 

は
 ま
め
が
れ
え
た
と
思
わ
れ
る
。
 

い
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
ど
も
を
、
く
だ
く
だ
し
く
記
し
た
感
が
 な
い
で
 

も
な
い
。
本
書
を
読
ん
で
私
が
気
付
い
た
こ
れ
ら
の
諸
点
も
 、
 所
詮
は
こ
 

の
 大
著
の
実
在
を
前
提
 に
 し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
に
す
ぎ
 ぬ
 。
指
摘
し
 

た
こ
れ
ら
の
諸
点
は
 、
 決
し
て
本
書
の
暇
 疵
 と
は
な
ら
な
い
で
 あ
ろ
う
。
 

な
ぜ
な
ら
、
 
仮
 り
に
本
書
か
ら
前
述
の
問
題
の
個
所
を
全
て
削
 除
し
て
み
 

た
と
し
て
も
、
本
書
の
研
究
成
果
は
寸
分
た
り
と
も
め
る
が
な
 い
か
ら
で
 

あ
る
。
 

殊
に
 、
 「
つ
ね
に
一
切
法
の
あ
り
方
を
実
相
に
き
り
つ
め
て
 表
 出
す
る
 

い
わ
ゆ
る
真
理
に
関
す
る
概
念
」
（
四
九
八
頁
）
と
し
て
表
わ
 さ
れ
る
、
 

三
諦
三
観
に
集
約
さ
れ
た
「
円
頓
止
観
し
の
実
相
論
を
解
明
す
 る
 研
究
と
 

し
て
み
る
時
、
本
書
は
独
自
の
地
歩
を
占
め
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
 
る
 。
 

実
は
、
直
線
的
に
集
約
し
て
い
く
、
問
題
が
あ
る
方
法
論
の
ゆ
 え
に
こ
 

そ
 、
天
台
の
「
円
頓
止
観
 ヒ
の
 構
造
 怯
 
一
層
絶
対
的
な
位
 
層
 に
お
い
て
 

そ
の
全
貌
を
顕
現
す
る
の
だ
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
 一
度
こ
の
 

よ
う
な
評
価
の
上
に
立
っ
て
み
れ
ば
、
 

智
 顎
の
十
種
の
著
述
の
 個
別
研
究
 

 
 

 
  

 

 
 

 
  

 



本
書
は
、
 澤
 契
沖
、
下
河
辺
長
流
、
戸
田
茂
睡
、
荷
田
春
満
 
と
い
っ
 

た
 、
国
学
の
成
立
 期
 に
名
を
遺
す
人
物
の
思
想
や
業
績
を
個
別
 に
 論
ず
る
 

と
い
う
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
論
議
の
底
に
一
貫
し
て
 流
 れ
る
問
題
 

意
識
は
明
瞭
で
あ
り
、
か
つ
意
欲
的
で
あ
る
。
そ
れ
が
何
で
あ
 
る
か
は
 

「
序
説
国
学
の
光
と
影
」
に
お
い
て
ほ
っ
き
り
と
う
か
が
い
 
知
 る
こ
と
 

が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
文
中
に
も
国
学
な
い
し
国
学
研
究
に
お
 け
る
「
 光
 

と
影
 」
と
い
う
表
現
が
再
三
再
四
登
場
し
て
く
る
。
「
 光
 と
影
 」
に
よ
っ
 

て
 意
味
さ
れ
る
も
の
が
、
明
と
暗
の
対
立
な
の
か
、
光
が
あ
る
 か
ら
影
が
 

あ
る
と
い
う
表
裏
の
関
係
な
の
か
、
も
っ
と
別
の
こ
と
な
の
か
 、
 必
ず
し
 

も
 明
確
に
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
表
現
の
中
に
 、
国
学
研
 

究
 の
 現
清
 に
対
す
る
著
者
の
不
満
な
い
し
は
苛
立
ち
が
こ
め
ら
 れ
て
い
る
 

の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
 

そ
の
不
満
と
い
う
の
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
 現
 情
理
解
に
よ
 っ
て
 生
 

 
 

じ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
ず
国
学
が
近
世
の
学
問
あ
る
い
は
 思
想
運
動
 

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
専
ら
研
究
対
象
の
領
域
の
側
に
放
置
 さ
れ
た
ま
⑧
 

 
 

 
 

 
 

井
上
順
孝
 

大
明
堂
昭
和
五
六
年
九
月
刊
 

A
5
 判
二
三
七
頁
 
二
 -
 
ハ
 
0
0
 円
 

上
田
賢
治
 著
 

「
国
学
の
研
究
草
創
期
の
人
と
業
績
 
口
 



 
 

あ
る
。
今
世
紀
に
は
い
っ
て
花
開
い
た
新
国
学
が
新
国
学
と
称
 さ
れ
な
が
 

ら
 、
そ
の
実
・
近
世
国
学
と
は
事
実
上
別
の
道
を
切
り
 招
 い
た
 の
も
、
 こ
 

ぅ
 し
た
傾
向
と
無
縁
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
 国
 学
を
国
学
 

た
ら
し
め
て
い
た
も
の
は
何
か
、
国
学
の
精
神
は
何
で
あ
っ
た
 か
 、
と
い
 

ぅ
 根
本
的
問
い
か
け
が
、
と
も
す
れ
ば
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
 る
と
も
 把
 

握
 さ
れ
て
い
る
。
 

こ
う
し
た
現
況
を
克
服
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
お
そ
ら
く
 本
 書
 の
 隠
 

さ
れ
た
意
図
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
序
説
に
続
い
て
各
論
が
 展
開
さ
れ
 

て
い
く
の
だ
が
、
評
者
に
は
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
た
細
か
な
検
証
 作
業
の
内
 

容
の
妥
当
性
を
き
わ
め
て
い
く
能
力
が
な
い
。
そ
こ
で
・
各
論
 が
 序
説
で
 

示
さ
れ
て
い
る
問
題
意
識
と
ど
の
よ
う
な
 係
 わ
り
を
も
つ
か
、
 
ま
た
全
体
 

の
 構
成
が
ど
の
程
度
説
得
力
を
感
じ
さ
せ
る
か
と
い
う
点
を
念
 頭
に
置
き
 

な
が
ら
紹
介
を
進
め
て
い
く
と
い
う
形
式
を
採
る
こ
と
に
し
た
 

こ
こ
 

に
 収
め
ら
れ
た
各
論
は
、
荷
田
春
満
論
の
前
半
部
を
除
い
て
、
 既
に
別
個
 

に
 発
表
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
一
つ
の
テ
ー
マ
の
も
 と
に
本
書
 

に
 収
録
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
ら
で
 あ
る
。
 

ぽ
 契
沖
、
下
河
辺
長
流
、
戸
田
茂
睡
の
三
人
に
比
べ
て
荷
田
 春
 満
 の
 扱
 

い
に
充
て
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
は
も
っ
と
も
 大
 ぎ
く
、
前
三
者
の
 合
計
を
凌
 

ぐ
 。
国
学
史
上
に
お
け
る
荷
田
春
満
の
位
置
に
そ
れ
だ
け
重
 き
 が
 置
か
れ
 

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
の
 多
寡
と
も
 

関
係
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
前
三
者
に
対
す
る
の
と
、
 春
満
に
 対
す
る
の
 

と
 で
は
分
析
の
視
点
が
い
く
ぶ
ん
異
な
っ
て
い
る
。
契
沖
、
長
 流
 、
茂
 睡
 

に
 関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
国
学
者
と
し
て
認
め
る
の
が
 
適
 切
 か
ど
う
 

か
 、
と
い
う
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
善
満
に
対
し
て
は
 、
 彼
が
国
 

学
者
た
る
こ
と
は
最
初
か
ら
ほ
 ば
 認
め
た
上
で
、
彼
に
与
え
 ろ
 れ
た
従
来
 

 
 

 
 

の
 過
大
評
価
と
過
小
評
価
を
研
究
史
的
に
整
理
し
つ
つ
、
著
者
 な
り
の
 主
 

張
を
構
築
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
著
者
の
 

 
 

所
に
明
確
に
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
が
本
書
の
魅
力
で
あ
る
が
、
 ，
 」
れ
は
ま
 

た
 同
時
に
反
対
意
見
を
持
つ
人
か
ら
の
攻
撃
の
的
と
も
な
り
や
 す
 い
 に
 違
 

@
@
 

Ⅰ
十
ん
 

よ
 @
 
@
 
Ⅴ
 。
 

最
初
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
契
沖
に
対
し
て
は
、
次
の
 よ
う
 た
 き
 わ
 

め
て
具
体
的
な
問
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
「
契
沖
を
国
学
の
始
 祖
 と
し
て
 

位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
妥
当
で
あ
る
の
か
ど
う
か
」
 二
 
二
頁
）
 。
契
沖
を
 

国
学
者
に
入
れ
る
べ
 
き
か
 否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
 
論
議
が
あ
 

り
 、
そ
れ
は
国
学
の
文
学
的
側
面
を
重
視
す
る
か
、
学
問
・
 思
 想
 的
側
面
 

を
 重
視
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
と
深
 い
係
 わ
り
が
あ
っ
た
。
 
著
 者
の
検
討
 

の
 仕
方
は
、
し
か
し
、
こ
れ
と
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
す
る
。
 契
沖
の
出
 

家
の
理
由
、
住
職
と
な
っ
て
い
た
 曇
陀
羅
 寺
か
ら
の
出
奔
後
の
 行
動
、
 ま
 

た
 彼
の
抱
い
た
信
仰
、
と
く
に
神
道
や
古
代
に
対
す
る
思
い
、
 な
ど
を
 吟
 

味
 し
な
が
ら
、
主
と
し
て
契
沖
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
 と
い
 ぅ
 視
点
か
 

ら
 ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
な
っ
て
い
る
。
結
論
と
し
て
は
、
「
確
か
 に
 、
神
道
 

の
 、
体
系
的
な
思
想
家
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
 追
 永
 し
 、
そ
 

の
方
向
へ
の
、
門
扉
を
開
き
、
そ
の
心
の
あ
る
べ
き
基
本
を
教
 え
た
人
と
 

し
て
、
国
学
者
で
あ
っ
た
」
（
三
三
頁
）
と
認
め
よ
う
と
し
て
い
 

る
 。
 

契
沖
に
対
し
て
師
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
契
沖
の
学
 問
 を
考
 

え
る
際
に
無
視
で
ぎ
 ぬ
 存
在
で
あ
る
と
の
説
も
あ
る
下
河
辺
 長
 流
 に
関
し
 

て
は
、
 彼
が
実
際
に
契
沖
の
師
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
よ
り
も
、
 両
者
の
学
 

問
 方
法
・
態
度
の
間
に
ど
の
よ
う
な
継
承
関
係
が
あ
る
か
、
 と
 い
う
方
が
 



と
 

評
 

土
圭
 

目
 

紹ィ 

よ
り
重
要
で
あ
る
と
い
う
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
 長
流
の
万
 

葉
 集
に
関
す
る
著
述
を
検
討
し
な
が
ら
、
彼
は
基
本
的
に
「
心
の
 ま
こ
と
」
 

を
 求
め
る
歌
人
で
あ
っ
て
、
結
局
、
そ
の
学
問
は
国
学
と
認
め
 る
こ
と
ほ
 

で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
 

長
流
と
ほ
 ば
 同
じ
頃
、
江
戸
で
活
躍
し
 軟
 文
学
上
に
名
を
残
す
一
 
戸
田
茂
 

睡
 に
も
同
様
の
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
要
す
る
に
彼
の
 ア
 イ
デ
ソ
 

テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
不
幸
に
し
て
世
に
捨
て
ら
れ
た
直
参
の
武
家
 と
い
う
と
 

こ
ろ
に
あ
っ
た
。
」
（
一
八
七
頁
）
と
い
う
の
が
著
者
の
洞
察
で
あ
 

り
 、
 茂
睡
 

の
歌
文
学
は
一
種
の
神
儒
仏
一
致
 論
 、
歌
の
効
用
論
で
あ
る
と
 規
定
さ
れ
 

て
い
る
。
さ
ら
に
、
 茂
 睡
の
思
想
が
世
法
の
仏
法
か
ら
の
独
立
 を
 説
い
て
 

い
る
面
に
注
目
す
る
と
、
国
学
者
の
神
道
観
・
仏
教
観
で
あ
る
 よ
う
に
も
 

み
え
る
が
、
こ
れ
は
一
貫
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
彼
は
つ
 い
に
儒
教
 

や
陰
陽
道
の
影
響
を
脱
し
得
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
 

「
遂
に
 

そ
の
神
道
の
本
質
を
見
極
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
の
心
を
知
る
 と
い
う
国
 

学
者
に
ほ
成
り
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
」
（
七
八
頁
）
 
と
結
 論
づ
 げ
ら
 

れ
て
い
る
。
 

そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
振
ら
れ
た
紙
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
 か
ら
、
 

論
理
の
展
開
に
必
要
な
材
料
が
必
ず
し
も
整
備
さ
れ
て
い
る
と
 は
 =
 
一
日
い
難
 

ぃ
が
 、
著
者
の
描
い
た
構
図
は
充
分
理
解
で
き
る
。
ま
た
宗
教
 心
理
学
の
 

視
点
を
織
り
こ
ん
で
あ
る
の
は
、
今
後
の
論
議
の
展
開
に
さ
ら
 に
 広
ま
り
 

Ⅰ
を
与
え
る
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
 

@
=
 

ロ
 さ
ま
で
も
な
い
 

こ
と
か
も
し
れ
ぬ
が
、
一
 つ
 注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
 こ
，
 
」
で
の
 結
 

論
 、
す
な
 ね
 ち
、
契
沖
は
国
学
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
 長
 流
 、
茂
 睡
 

は
ど
う
や
ら
そ
の
枠
外
に
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
あ
く
ま
で
 著
 者
 な
り
の
   
よ にいの常関 う に 赤事 にけで 困 れ ぅ の て 関 若役 ま 老者 
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か
の
方
が
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
 こ
 0
 間
 題
を
 

検
討
す
る
こ
と
の
意
義
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
 

他
方
、
春
満
の
学
問
の
も
つ
性
格
・
内
容
に
つ
い
て
は
、
彼
の
 伝
記
に
 

つ
い
て
の
研
究
と
比
べ
て
、
深
刻
な
論
議
が
行
な
わ
れ
て
こ
な
 か
っ
た
 と
 

し
て
、
再
考
を
促
し
て
い
る
。
学
統
に
つ
い
て
は
契
沖
や
山
崎
 闇
斎
門
下
 

大
山
烏
起
と
の
関
係
を
探
り
、
 春
 満
の
独
自
性
が
ど
の
程
度
の
 
も
の
で
 

あ
っ
た
か
に
論
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
問
領
域
に
つ
い
て
は
 

「
神
典
 

研
究
に
基
礎
を
置
く
、
神
道
論
が
一
 つ
 。
そ
し
て
万
葉
集
を
中
 心
と
し
た
 

軟
 文
学
が
一
つ
。
こ
の
二
分
野
を
中
核
と
し
、
他
は
す
べ
て
・
 副
次
的
、
 

補
助
学
的
性
格
を
も
っ
て
研
究
さ
れ
た
」
（
一
五
一
頁
）
 と
解
 釈
し
て
い
 

る
 。
そ
し
て
、
そ
の
学
問
伝
授
の
方
法
は
中
世
の
方
法
を
尊
重
 し
て
い
た
 

が
 、
そ
れ
を
行
な
 う
 精
神
に
お
い
て
は
中
世
を
脱
し
て
い
た
と
 考
え
、
 そ
 

の
 古
典
研
究
に
お
い
て
は
日
本
的
特
殊
原
理
の
発
見
に
務
め
、
 そ
こ
に
 日
 

本
の
道
を
見
よ
う
と
し
た
の
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
 う
 な
こ
と
か
 

ら
 、
契
沖
 が
 文
学
に
傾
く
、
 春
満
が
 道
義
面
に
傾
く
の
相
違
 を
 示
し
つ
 

つ
 、
両
者
の
学
的
姿
勢
は
同
一
線
上
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
 る
 。
 

な
お
、
春
浦
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
「
荷
田
春
満
の
神
学
」
と
 い
 う
土
早
 

が
 設
け
ら
れ
、
彼
が
依
拠
し
た
神
典
、
世
界
観
・
 神
 理
解
・
 人
 間
 観
な
ど
 

が
 説
明
さ
れ
て
い
る
。
神
学
者
と
し
て
見
た
場
合
の
春
 満
 の
 思
 想
の
特
徴
 

が
 論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

対
応
部
分
も
明
ら
か
で
あ
る
。
大
半
が
既
発
表
の
論
文
を
収
録
 し
た
と
い
 

さ
て
、
以
上
本
書
の
紹
介
を
主
と
し
て
ぎ
た
が
、
著
者
の
問
題
 意
識
と
 

個
別
の
論
述
と
の
関
係
は
ど
う
か
み
 合
 つ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
 。
話
の
大
 

筋
 に
お
い
て
は
著
者
の
思
考
の
道
程
が
 よ
 く
読
み
と
れ
、
問
題
 土
忌
識
へ
の
 

ぅ
 本
書
の
成
立
か
ら
考
え
る
と
き
わ
め
て
統
一
性
を
有
し
て
い
 る
と
い
う
 

 
 

 
 

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
細
か
な
論
議
の
展
開
に
お
い
て
は
 、ム
 フ
一
つ
 

 
 

整
理
さ
れ
た
論
理
の
運
び
が
欲
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
箇
所
も
あ
 っ
た
 。
と
㈱
 

く
に
春
浦
論
の
書
下
し
の
章
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
 研
 究
 の
ど
こ
 

に
 不
満
を
見
出
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
対
し
ど
の
点
が
新
た
 な
 主
張
で
 

あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
の
記
述
が
や
や
繁
雑
に
思
わ
れ
る
。
 

と
こ
ろ
で
著
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が
国
学
者
で
あ
る
か
ど
う
 か
せ
、
 

そ
の
人
の
精
神
に
お
い
て
判
断
し
て
い
こ
 う
 と
い
う
立
場
を
採
 っ
て
い
る
 

こ
と
が
分
る
。
こ
の
こ
と
は
神
道
神
学
の
樹
立
を
目
指
す
著
者
 の
 意
図
 か
 

ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
一
人
ひ
と
り
の
 人
 物
を
国
学
 

者
 と
言
え
る
か
ど
う
か
定
め
て
い
く
作
業
に
は
一
つ
の
有
効
な
 方
法
と
言
 

え
る
。
た
だ
、
国
学
の
担
い
手
を
点
と
線
で
結
ぶ
の
で
は
な
く
 、
国
学
を
 

一
つ
の
流
れ
と
し
て
捉
え
る
、
あ
る
い
は
一
つ
の
時
代
的
潮
流
 
と
 考
え
 

る
と
、
別
の
間
題
も
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
 

国
学
は
が
ら
ん
特
定
の
個
人
を
媒
介
と
し
て
生
じ
、
展
開
す
 
る
の
だ
 

が
 、
他
方
、
歴
史
の
流
れ
の
中
に
ほ
、
そ
れ
ま
で
の
文
化
的
 蓄
 積
 が
次
の
 

段
階
の
文
化
的
産
物
を
生
ん
で
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
 で
き
る
わ
 

げ
で
、
国
学
運
動
も
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
の
一
つ
と
し
て
 見
 る
こ
と
が
 

で
き
よ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
国
学
者
一
人
ひ
と
り
を
 越
え
、
 時
 

代
 的
特
徴
を
備
え
た
「
精
神
」
の
発
生
及
び
そ
の
分
有
と
い
う
 問
題
が
あ
 

り
は
し
ま
い
か
。
そ
し
て
、
国
学
者
の
「
精
神
」
の
発
生
は
い
 か
な
る
 条
 

件
の
下
に
可
能
と
な
り
・
ど
の
よ
う
な
形
で
具
体
化
せ
ざ
る
を
 得
 な
か
っ
 

た
か
と
い
う
問
が
生
じ
て
こ
よ
う
。
こ
れ
は
個
々
の
国
学
者
の
 -
 
ブ
 イ
 ブ
ヒ
 

ス
ト
リ
ー
の
総
計
を
越
え
る
問
題
で
あ
り
、
本
書
の
目
的
と
は
 直
接
的
に
 



書評と紹介 

は
係
 わ
っ
て
い
な
い
。
 

り
 方
の
典
型
と
み
る
と
 

当
な
の
か
を
説
明
し
よ
 

ざ
る
を
得
な
い
よ
う
た
 

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
か
 

を
望
む
類
の
言
で
あ
る
 

総
じ
て
本
書
は
国
学
 

ら
せ
て
く
れ
、
ま
た
 個
 

コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
 

の
情
報
を
与
え
て
く
れ
 

た
も
の
で
は
な
い
と
い
 

を
 果
た
す
で
あ
ろ
う
こ
 し

か
し
、
た
と
 

一
 
い
っ
た
主
張
が
 

う
と
す
る
な
ら
 

気
が
す
る
の
で
 

亜
 解
し
て
い
な
 

こ
と
は
言
 
う
ま
 

，
 
創
草
 期
の
研
究
 

一
々
の
国
学
者
の
 

そ
れ
を
行
な
わ
 

・
て
い
る
。
戦
後
 

う
 状
況
に
お
い
 

と
は
疑
い
を
 入
 @

 ば
室
長
江
国
学
者
 

な
さ
れ
る
場
合
、
 
な
 

-
 
、
こ
の
よ
う
な
 問
頴
 

あ
る
。
た
だ
、
こ
の
 

か
っ
た
と
し
て
も
、
 

で
も
な
い
。
 

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
 

思
想
を
論
ず
る
際
に
 

ね
ば
な
ら
ぬ
か
に
つ
 

一
の
国
学
研
究
が
必
ず
 

て
 、
本
書
は
一
つ
の
 

 
 

-
 
と
し
て
の
あ
 

岳
 そ
れ
が
正
 

に
突
き
当
ら
 

こ
と
は
本
書
 

随
を
得
て
 蜀
 

問
題
点
を
知
 

ど
の
よ
う
な
 

い
て
も
幾
多
 

し
も
充
実
し
 

活
性
剤
の
役
 

 
  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



如
 一
 

薗
田
 

本
書
は
、
武
藤
教
授
が
最
近
数
年
間
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
発
表
 さ
れ
た
 

セ
 篇
の
論
放
と
、
付
録
と
し
て
加
え
ら
れ
た
旧
作
（
教
授
の
 
卒
業
論
文
 

「
良
心
と
悪
」
）
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
す
で
 

に
 著
者
は
 

過
去
二
十
年
近
い
年
月
に
わ
た
っ
て
、
著
者
の
意
図
さ
れ
る
 独
 白
 な
神
学
 

的
 宗
教
哲
学
の
立
場
と
そ
の
理
論
的
基
礎
づ
け
を
一
貫
し
て
 追
 求
 し
て
 来
 

ら
れ
、
そ
の
間
の
成
果
と
し
て
す
で
に
二
、
三
の
労
作
が
発
表
 さ
れ
て
い
 

る
 。
本
書
も
そ
の
題
名
か
ら
窺
わ
れ
る
 よ
う
 に
、
こ
れ
ら
 
仁
続
 く
も
の
で
 

あ
り
、
し
か
も
内
容
的
に
い
っ
そ
 う
 深
化
進
展
せ
し
め
た
も
の
 で
あ
る
。
 

旧
 著
に
お
け
る
と
同
様
、
本
書
に
お
い
て
も
、
著
者
の
深
い
 キ
 リ
ス
ト
 教
 

信
仰
と
透
徹
し
た
神
学
的
哲
学
的
思
索
と
の
類
ま
れ
な
 結
 ム
ロ
 
か
 ら
 生
み
出
 

さ
れ
る
数
々
の
す
ぐ
れ
た
洞
察
や
見
事
な
論
述
か
ら
、
私
は
い
 っ
 も
な
が
 

ら
 多
く
の
教
示
と
啓
発
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
の
み
な
 ら
ず
こ
と
 

に
 本
書
か
ら
は
、
従
来
の
も
の
以
上
の
 、
 或
い
は
今
ま
で
に
は
 な
い
何
か
 

新
た
な
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
、
そ
こ
仁
一
種
の
感
嘆
と
感
銘
を
覚
 ぇ
 さ
せ
ら
 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

こ
の
こ
と
は
勿
論
、
本
書
の
内
容
全
体
か
ら
 惹
ぎ
趣
 こ
さ
れ
た
 も
の
で
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も
と
も
と
目
指
さ
れ
て
い
た
方
向
や
意
図
、
ま
た
そ
こ
に
一
貫
   

て
い
た
思
惟
体
勢
な
い
し
思
想
形
成
の
特
質
を
今
に
し
て
納
得
 せ
し
め
ら
 

ね
 、
か
つ
は
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
 ょ
う
 な
、
今
や
明
確
に
な
っ
て
き
た
著
者
独
特
な
も
の
を
 あ
え
て
 

 
 

 
 

表
現
す
る
と
す
れ
ば
、
私
は
こ
れ
を
「
 
中
 」
の
立
場
、
あ
る
い
は
 

「
 中
 」
的
 

 
 

思
惟
と
呼
び
、
ま
た
そ
こ
か
ら
形
成
さ
れ
た
思
想
を
「
 中
 」
 の
 哲
学
と
名
 

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
 う
 。
こ
れ
に
つ
い
 て
は
し
か
 

し
、
 少
し
く
説
明
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
概
観
的
な
 紹
 介
や
批
評
 

は
 他
に
も
す
で
に
一
二
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
と
く
 に
 、
今
 述
 

理
由
に
つ
い
て
は
著
者
 御
 自
身
の
く
わ
し
い
説
明
が
あ
り
、
 

事
 

ぺ
 た
よ
う
な
著
者
の
思
惟
 展
 Ⅲ
ヒ
 %
 旭
形
 此
の
特
徴
を
、
旧
著
 実

 ま
た
そ
 

と
の
連
関
 

な
い
し
 旧
 著
か
ら
の
進
展
を
も
含
め
て
注
目
し
、
も
っ
て
書
評
 の
役
目
に
 

代
え
た
い
と
思
 う
 。
（
な
お
旧
作
の
卒
業
論
文
を
本
書
に
収
録
 
さ
れ
た
 

れ
は
著
者
の
思
想
的
発
展
の
源
泉
を
知
る
上
で
も
重
要
で
は
あ
 る
が
、
 こ
 

あ
る
が
、
強
い
て
舌
口
え
ば
そ
れ
は
こ
と
に
次
の
二
点
に
関
連
し
 

て
い
る
と
 

思
わ
れ
る
。
一
 
つ
 に
は
、
恐
ら
く
そ
の
出
発
点
以
来
取
ら
れ
 続
 け
て
き
た
 

著
者
の
根
本
的
な
思
惟
の
立
場
や
体
勢
が
、
今
や
こ
の
書
に
お
   

に
 確
立
さ
れ
、
一
つ
の
究
極
的
な
地
点
に
到
達
し
た
感
を
も
っ
 て
き
わ
め
 

て
 明
快
か
つ
直
裁
に
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
司
 時
に
二
つ
 

に
は
 
（
し
か
も
第
一
の
点
と
必
然
的
に
結
び
つ
い
て
）
、
旧
著
 
以
来
さ
ま
 

ざ
ま
な
角
度
か
ら
繰
り
返
し
論
究
さ
れ
て
き
た
神
学
的
宗
教
 哲
 学
の
可
能
 

性
が
 、
本
書
に
お
い
て
具
体
的
に
現
実
化
さ
れ
、
独
自
社
内
容
 と
風
格
を
 

そ
な
え
た
一
つ
の
宗
教
哲
学
と
し
て
実
現
さ
れ
て
ぎ
た
と
い
う
 
点
で
あ
 

る
 。
こ
こ
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
き
、
著
者
の
思
想
的
展
開
 に
お
い
て
 

よ
 い
か
も
知
れ
な
い
。
 

そ
の
二
三
の
明
瞭
な
場
合
を
挙
げ
て
置
こ
 う
 。
著
者
は
以
前
か
  
 

し
ば
、
い
わ
か
る
神
学
主
義
と
宗
教
主
義
と
い
う
二
つ
の
立
場
 を
 対
置
さ
 

せ
な
が
ら
、
自
ら
の
思
想
的
立
場
を
定
位
し
、
開
発
さ
れ
よ
 う
 と
 試
み
 ろ
 

れ
て
き
た
。
本
書
で
も
ま
た
第
一
論
文
「
学
問
の
ゆ
く
え
」
 

や
、
 第
二
論
文
 

「
信
仰
の
神
と
哲
学
者
の
神
」
の
な
が
で
、
そ
の
問
題
は
か
な
り
 
詳
し
く
 

を
 指
し
示
す
の
が
ご
く
一
般
的
な
理
解
で
あ
ろ
う
。
 何
 と
し
て
 挙
げ
る
ま
 

で
も
な
い
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
 中
 
（
 庸
 ）
も
 、
ま
 た
 仏
教
に
 

 
 

お
 げ
る
中
道
も
、
基
本
的
に
忙
こ
の
意
味
を
も
つ
て
い
る
と
 @
=
 

ロ
、
 
え
よ
う
。
 

中
的
立
場
な
い
し
中
的
思
考
と
は
そ
れ
故
、
相
対
立
な
い
し
 相
 反
す
る
 
二
 

つ
の
も
の
を
提
示
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
そ
れ
ら
の
中
間
ま
た
は
 中
心
を
目
 

指
し
、
か
つ
そ
れ
を
見
出
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
差
し
 平
コ
 
（
 
-
 て
言
 

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

著
者
の
神
学
的
宗
教
哲
学
的
思
考
に
お
い
て
も
、
そ
の
 ょ
 5
 な
 二
つ
の
 

相
対
立
な
い
し
相
反
す
る
概
念
、
思
想
、
立
場
な
ど
を
 
対
培
 せ
し
 め
つ
つ
、
 

そ
こ
か
ら
両
者
の
相
関
関
係
や
排
除
関
係
を
通
じ
て
思
考
を
進
 戻
 さ
せ
て
 

い
く
と
い
う
、
い
わ
ば
二
元
的
思
考
様
式
あ
る
い
は
問
題
設
定
 が
し
ば
し
 

ぱ
 見
ら
れ
る
。
あ
る
意
味
で
そ
れ
は
、
著
者
の
思
想
全
体
に
わ
 た
る
最
も
 

 
 

基
本
的
但
し
て
特
徴
的
な
思
惟
方
法
な
い
し
思
考
様
式
で
あ
る
 と
 言
っ
て
 

こ
で
は
あ
え
て
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
 じ
 

 
 

 
 

さ
て
武
藤
教
授
の
思
想
に
関
し
て
、
こ
れ
を
「
 中
 」
の
立
場
と
 か
 
「
 中
 」
 

 
 

の
 
哲
学
と
言
 う
 と
す
れ
ば
・
そ
の
中
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
 意
 抹
 す
る
の
⑨
 

で
あ
ろ
う
か
。
思
想
的
な
次
元
で
中
と
言
え
ば
、
普
通
、
二
 つ
  
 

 
 

 
 あ

い
だ
、
或
い
は
両
極
端
を
離
れ
い
ず
れ
に
も
偏
す
る
こ
と
の
 な
い
中
間
 



書評と紹介 

取
り
上
げ
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
上
述
の
 よ
う
 仁
一
つ
の
究
極
 点
 に
到
達
 

し
た
明
快
さ
と
直
哉
さ
せ
も
っ
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
 悟
 @
 っ
て
 、
 

著
者
の
立
場
は
、
い
わ
ゆ
る
神
学
主
義
に
偏
す
る
こ
と
も
、
 か
 と
 言
っ
て
 

逆
に
ま
た
い
わ
か
る
宗
教
主
義
に
組
す
る
の
で
も
な
く
、
む
し
 ろ
 両
者
の
 

相
互
的
内
面
的
な
媒
介
を
通
じ
て
，
そ
こ
か
ら
両
者
を
生
か
し
 つ
つ
真
に
 

統
合
し
得
る
も
の
と
し
て
「
 沖
甲
 主
義
に
も
宰
我
主
義
に
も
 非
 ・
ざ
る
第
三
 

の
立
場
」
（
本
書
五
頁
、
五
二
頁
）
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
 そ
 の
際
、
著
 

 
 

者
の
い
わ
ゆ
る
内
在
的
超
越
の
論
理
が
決
定
的
に
重
要
な
意
味
 を
も
ち
、
 

そ
こ
か
ら
例
え
ば
「
神
学
圏
内
に
内
在
的
に
深
く
徹
す
る
こ
と
 が
 、
そ
の
 

外
側
に
超
出
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
外
に
出
る
こ
と
が
よ
り
 深
く
内
に
 

還
 帰
す
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
 
同
 一
八
三
百
 

貝
レ
 

と
い
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
内
在
的
超
越
に
つ
い
て
 今
 は
 詳
論
す
 

 
 

る
 余
裕
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
 よ
 、
こ
こ
に
は
ま
さ
に
著
者
 の
中
的
 思
 

者
 の
あ
り
方
が
典
型
的
に
現
わ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
 る
 。
（
 な
 

お
 、
い
わ
か
る
神
学
主
義
や
宗
教
主
玉
の
証
明
も
こ
こ
で
は
 省
 略
せ
ざ
る
 

を
 得
な
い
が
、
著
者
は
、
前
者
の
典
型
と
し
て
バ
ル
ト
神
学
を
 、
ま
た
後
 

者
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
 や
ト
レ
 
ル
土
ノ
ハ
リ
士
ホ
 

教
 哲
学
を
念
頭
に
置
き
、
さ
ら
に
そ
の
両
舌
に
非
ざ
る
第
三
の
 -
 
工
場
、
 す
 

な
わ
ち
著
者
の
目
指
す
神
学
的
宗
教
哲
学
に
と
っ
て
 先
 H
 と
な
 る
 重
要
な
 

事
例
と
し
て
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
宗
教
哲
学
や
・
こ
と
に
テ
ィ
   

弁
証
論
的
神
学
に
し
 ぱ
 し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
げ
を
 指
 摘
 し
て
お
 

き
た
い
 ご
 

同
様
の
こ
と
は
、
フ
ル
ト
マ
ン
の
非
神
話
化
問
題
へ
の
著
者
の
   

の
う
ち
に
も
明
瞭
に
現
わ
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ト
マ
 ソ
 は
著
者
が
 そ
の
思
想
 

的
 影
響
を
最
も
大
き
く
受
け
た
一
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
 著
者
の
立
 

場
は
 、
一
方
で
は
非
神
話
化
の
必
然
性
と
そ
の
意
義
を
充
分
認
め
 
つ
つ
も
、
 

他
方
そ
れ
の
極
端
化
な
い
し
行
き
過
ぎ
に
対
し
て
は
、
神
話
論
 の
 必
然
 件
 

を
も
認
め
つ
つ
批
判
的
に
一
定
の
距
離
を
置
く
と
い
う
、
 ぎ
わ
 め
て
柔
軟
 

性
 を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
は
第
四
論
文
「
終
末
論
の
二
 類
型
」
の
 

な
か
で
、
と
く
に
終
末
 孟
 の
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
、
そ
れ
 は
い
っ
そ
 

3
 具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
 終
末
論
を
 

め
ぐ
る
フ
ル
ト
マ
ン
神
学
と
ク
ル
マ
ソ
神
学
と
を
対
置
さ
せ
 
、
前
者
を
 

「
救
済
の
出
来
事
の
神
学
」
、
後
者
を
「
救
済
史
の
神
学
」
と
 

特
  
 

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
と
ま
た
尊
重
す
べ
 き
 点
を
明
ら
か
に
 し
 、
両
者
 

を
 内
的
に
媒
介
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
こ
か
ら
二
つ
の
神
学
 が
 
「
相
互
 

 
 

、
統
一
的
 

に
 把
握
さ
れ
る
」
（
同
一
 
0
 
一
八
頁
）
よ
う
な
独
自
な
理
解
を
示
 
さ
ん
と
 試
 

 
 

み
て
い
る
。
こ
こ
に
も
中
的
と
性
格
 づ
 げ
ら
れ
得
る
思
惟
方
式
 は
 如
実
に
 

現
わ
れ
て
い
る
と
ミ
ロ
 え
 2
5
 
。
さ
ら
に
は
ま
た
同
論
文
に
お
 け
 る
 パ
ウ
ロ
 

の
 終
末
論
の
二
重
性
と
、
そ
の
内
面
的
統
一
的
把
捉
の
試
み
に
 
関
し
て
 

も
 、
ま
た
第
七
論
文
「
異
言
と
預
言
」
に
お
け
る
こ
の
二
つ
の
   

互
的
 関
係
の
理
解
に
お
い
て
も
同
様
の
事
態
が
見
ら
れ
る
が
、
 そ
の
詳
細
 

は
も
は
や
割
愛
す
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
減
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
著
者
の
神
学
的
宗
教
 哲
 学
的
 思
 

想
の
展
開
は
 、
 実
は
そ
の
当
初
か
ら
か
か
る
基
本
的
な
思
惟
 体
 勢
 に
終
始
 

貝
 が
れ
て
き
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
そ
の
固
有
な
思
索
の
 結
実
を
ま
⑨
 

 
 

と
め
ら
れ
た
最
初
の
大
帝
は
「
神
学
と
宗
教
哲
学
と
の
間
口
（
 昭
和
三
十
 

 
 

 
 

六
年
）
と
題
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
す
で
に
そ
れ
は
基
礎
を
置
か
 れ
て
い
た
 



 
 

ほ
 と
ど
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
両
者
を
包
み
つ
つ
そ
の
内
に
（
 ぎ
ヨ
 @
 （
（
の
こ
 
現
 

と
か
、
両
者
と
は
別
の
中
間
領
域
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
 む
 し
ろ
そ
こ
 

で
は
、
二
者
の
相
関
関
係
ま
た
は
対
立
関
係
を
通
じ
て
、
し
か
 も
 両
者
を
 

内
的
に
媒
介
・
統
合
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
「
両
者
の
相
互
限
定
 の
場
 、
そ
 

の
 相
互
限
定
の
反
復
に
 よ
 る
き
わ
め
て
動
的
な
場
」
（
論
集
 
1
 、
 二
 0
 頁
 ）
 

を
 目
指
し
て
い
た
こ
と
が
今
に
し
て
顧
み
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
 る
 。
そ
れ
 

は
 著
者
独
自
な
神
学
的
宗
教
哲
学
の
立
場
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
 、
そ
の
 基
 

礎
づ
げ
 へ
の
最
初
の
模
索
で
あ
っ
た
と
若
敵
さ
れ
よ
 う
 。
 

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
発
表
さ
れ
た
著
者
の
第
二
の
労
作
コ
本
 教
 哲
学
 

の
 新
し
い
可
能
性
」
（
昭
和
四
十
九
年
）
に
お
い
て
、
事
実
 い
 
っ
 そ
う
 明
 

瞭
に
 現
わ
れ
、
そ
こ
に
 は
ば
 確
立
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
 で
あ
る
。
 

こ
の
点
に
つ
い
て
も
今
は
詳
述
は
避
け
る
が
、
要
す
る
に
、
 い
 わ
ゆ
 ・
 
る
神
 

学
圏
 に
閉
鎖
し
が
ち
な
神
学
主
義
の
立
場
を
内
在
的
に
超
越
し
 つ
つ
、
 
し
 

か
も
再
び
単
な
る
宗
教
主
義
や
従
来
の
普
遍
的
宗
教
哲
学
の
立
 場
 に
還
 帰
 

す
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
可
能
性
は
、
対
極
す
る
二
つ
の
 丘
 場
を
真
に
 

内
的
に
媒
介
し
つ
つ
、
ま
た
両
者
の
対
話
的
応
答
を
通
じ
て
 開
 示
さ
れ
て
 

 
 

く
る
。
あ
い
だ
の
思
惟
方
法
は
こ
こ
で
さ
ら
に
大
き
く
一
歩
を
 前
進
せ
し
 

 
 

め
ら
れ
、
両
者
を
真
に
媒
介
（
仲
介
 

せ
の
 
「
 ョ
 @
d
 
（
 
臼
 こ
し
な
が
ら
・
 
し
か
も
 相
 

互
 突
破
的
に
開
か
れ
る
き
わ
め
て
助
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
 と
な
る
。
 

 
 

そ
の
意
味
で
こ
こ
で
の
思
惟
は
、
も
は
や
単
な
る
あ
い
だ
守
旧
 ぢ
 。
甘
の
 
コ
 ）
 

、
、
、
 

の
で
あ
る
。
神
学
と
宗
教
哲
学
と
の
あ
い
だ
へ
の
探
究
は
 、
何
 よ
り
も
ま
 

ず
こ
の
二
つ
の
学
問
分
野
が
接
触
し
合
 う
 限
界
領
域
や
両
者
の
 折
紙
が
 ，
り
 

生
じ
て
く
る
種
々
の
間
 旭
を
廿
 穏
し
解
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
 あ
っ
た
。
 

 
 

し
か
し
こ
の
あ
い
だ
は
、
す
で
に
そ
こ
で
単
な
る
静
止
的
・
 固
 定
 的
な
間
 

をこ てにか な式 い 教正さ う 命題てつ（ な収 う と 戊 

含 めらるたもの かみ わ で こ思 想 まる たと 哲 学 され れて 具 象そ体る克 や目いの 即以つめ ち 上て論味 意がす 、 る       かもか 以上に表現し到達さ 聞 か 「 あい た わ け で といつ 考えろ そこか げる「 として 性は、 瞭 化さ きとし てのみ 変化す で取り 」の 中 「間 か ふまえ 」がき この点 に的中   立つ ことがのすべ に 立場として 捉 かし永 本書の る 。 具体 る の思考 され 聞 神学的 たほ ば 在に論 たであ アし力 ょ、ニ 諸 いる 実現さ 展開は の最近 な契機 ・回書 すると 

不て そえ年な 的方て宗確述ろ 、 論 れ一 著               

  



可
能
で
は
な
い
と
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
立
場
は
 、
さ
ら
に
 

様
々
な
神
学
的
宗
教
哲
学
的
問
題
を
そ
の
内
に
含
み
得
る
と
 同
 時
に
 、
こ
 

れ
ら
諸
問
題
の
具
体
的
解
明
と
し
て
の
中
的
思
想
の
豊
か
な
 展
 開
 を
も
 可
 

能
 に
す
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
 

恐
ら
く
そ
の
「
 中
 」
は
、
著
者
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
 
教
 と
の
 

「
 中
 」
を
目
指
し
、
そ
こ
に
ま
で
拡
張
し
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 著
者
が
 

仏
教
に
も
深
い
関
心
と
理
解
を
も
た
れ
て
い
る
こ
と
は
。
著
述
  
 

ら
も
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
そ
の
「
 中
 」
 は
、
 決
し
 

て
い
わ
ゆ
る
比
較
思
想
や
折
中
主
義
の
よ
う
な
も
の
で
も
、
 ま
 た
 二
つ
の
 

宗
教
思
想
の
い
ず
れ
で
も
な
い
第
三
の
中
間
的
な
思
想
的
立
場
 を
 求
め
る
 

も
の
で
も
な
い
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
著
者
に
と
っ
て
 、
キ
 リ
ス
ト
 教
 

的
 真
理
の
究
明
こ
そ
が
思
索
の
原
点
で
あ
り
究
極
で
も
あ
る
こ
 と
は
 勿
論
 

で
あ
る
が
、
し
か
も
単
に
キ
リ
ス
ト
教
神
学
や
信
仰
の
う
ち
に
 自
閲
 す
る
 

の
で
は
な
く
、
仏
教
思
想
の
う
ち
に
も
学
ぶ
べ
き
も
の
を
見
出
 し
 、
む
し
 

ろ
 自
他
と
も
に
開
か
れ
た
真
理
の
場
に
お
い
て
互
い
に
真
に
出
 会
い
、
 そ
 

こ
か
ら
自
ら
の
真
理
性
を
い
っ
そ
う
発
揮
さ
せ
開
発
す
る
と
い
 ぅ
 意
味
で
 

の
 「
 中
 」
こ
そ
が
、
目
指
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
 の
な
か
で
 

も
 繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
の
 
我
 l
 汝
 的
 対
話
を
 

通
じ
て
著
者
が
求
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
こ
 と
で
あ
ろ
 

ぅ
 。
そ
し
て
こ
の
 ょ
う
 な
真
摯
な
対
話
が
成
り
立
ち
得
る
場
所
 が
、
 先
に
 

介
 

述
べ
て
き
た
神
学
の
Ⅱ
 卍
的
 抑
圧
 左
 し
て
の
神
学
的
宗
教
 哲
学
の
成
立
す
 

蜥
る
 場
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
同
六
四
君
。
逝
に
言
え
  
 

 
 

 
 

始
め
て
（
同
一
一
 0
 頁
 ）
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
真
の
対
話
も
 
ま
た
行
な
 

わ
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
明
ら
か
な
 よ
う
に
、
 

こ
の
 ょ
う
 な
事
態
は
著
者
に
お
け
る
「
 中
 」
の
立
場
を
通
じ
て
 の
み
可
能
 

と
な
り
、
ま
た
「
 中
 」
の
哲
学
と
し
て
の
み
成
就
さ
れ
得
る
で
 あ
ろ
う
。
 

最
初
に
も
述
べ
た
 よ
う
 に
、
本
書
は
永
年
 に
 及
ぶ
著
者
の
神
学
 的
 宗
教
 

哲
学
的
思
索
が
到
達
し
た
一
つ
の
究
極
点
を
示
す
意
義
深
い
も
 の
で
あ
る
 

と
と
も
に
、
し
か
も
そ
の
到
達
が
直
ち
に
新
た
な
始
ま
り
で
あ
 る
こ
と
を
 

期
待
さ
せ
る
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
 、
著
者
 御
 

自
身
が
自
己
策
励
的
な
意
図
を
こ
め
て
（
同
書
庫
一
頁
）
名
付
 げ
ら
れ
た
 

こ
の
「
論
集
 
I
L
 が
、
さ
ら
に
Ⅱ
 、
皿
 …
 @
 以
下
の
遠
か
ら
ぬ
 産
出
を
予
 

告
 す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
念
願
し
た
い
。
 

以
上
私
は
、
私
自
身
が
本
書
か
ら
受
け
た
強
い
印
象
と
感
銘
に
 も
と
づ
 

い
て
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
著
者
の
思
想
的
立
場
と
思
想
自
体
の
 著
し
い
 特
 

賀
と
 思
わ
れ
る
も
の
を
、
い
さ
さ
か
勝
手
な
理
解
を
ま
じ
え
て
 
（
そ
れ
が
 

著
者
 御
 自
身
の
意
図
を
充
分
に
理
解
し
な
い
的
は
ず
れ
な
も
の
 で
は
な
い
 

か
と
危
惧
し
な
が
 @
0
 
も
）
記
し
て
み
た
。
本
稿
が
い
わ
ゆ
る
 書
 評
 と
は
か
 

な
り
性
質
の
異
な
る
不
適
切
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
 を
お
詫
び
 

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

101@ (101) 



「
預
言
者
と
メ
シ
ア
の
研
究
 ヒ 

山
本
書
店
一
九
八
 0
 年
 二
月
刊
 

菊
版
二
 二
九
頁
六
四
 0
0
 円
 

小
田
島
太
郎
 

長
く
東
京
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
著
者
は
退
官
後
、
予
て
準
  
 

あ
っ
た
 、
ィ
ス
ラ
エ
 
ル
共
和
国
で
の
発
掘
調
査
事
業
を
指
揮
し
 ・
傍
ら
著
 

述
 に
専
念
し
て
来
ら
れ
た
。
こ
の
 研
 鎖
の
中
か
ら
「
 萬
業
 人
の
 め
 
示
教
」
（
 
一
 

九
セ
 九
年
）
と
本
書
と
が
先
ず
刊
行
さ
れ
、
ほ
か
に
 二
 著
作
が
 
近
刊
の
予
 

定
 と
伺
 う
 。
 向
萬
葉
 人
の
宗
教
」
と
本
書
は
研
究
対
象
を
異
に
 す
る
が
、
 

両
者
の
根
底
に
は
著
者
の
宗
教
観
が
一
貫
し
て
い
る
。
日
高
菜
 
大
 の
め
不
功
鉄
臼
 

に
つ
い
て
は
田
丸
 徳
善
 氏
の
行
き
届
い
た
紹
介
（
本
誌
二
四
 0
 号
 、
一
九
 

七
九
年
）
が
あ
り
、
著
者
の
宗
教
理
論
、
と
り
わ
け
 
目
ふ
 -
n
 生
命
拡
充
 

説
 ・
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
読
者
に
こ
れ
の
 再
 読
 を
お
 願
 

 
 

本
書
の
内
容
は
「
 序
 」
と
次
の
三
編
（
 四
セ
の
 下
位
区
分
）
に
 分
か
た
 

れ
る
。
 

一
 
預
言
者
の
研
究
 

一
一
 ｜
一
 0
 九
頁
 

コ
 

イ
ス
ラ
エ
ル
王
朝
時
代
の
宗
教
の
研
究
一
一
一
 
｜
 一
七
 九
頁
 

二
 

イ
エ
ス
時
代
の
メ
シ
ア
思
想
 

一
八
一
 ｜
二
 二
九
頁
 

大
畠
 

清
著
 

主
題
と
論
点
 

 
 

第
一
編
は
四
つ
の
 王
 赳
か
ら
成
る
。
「
 
1
 
 司
 ナビ
ー
 し
 と
ロ
 
口
 
エ
ー
 b
 

㏄
 

ほ
 つ
い
て
」
 は
 、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
 預
壬
 日
用
攻
の
起
源
に
関
 
し
 、
そ
れ
⑫
 

 
 

 
 

 
 

@
 、
 
@
 Ⅰ
ロ
 ー
 
占
，
，
 

s
 

]
 
 
百
人
 

言
 現
象
を
規
定
す
る
術
語
（
 ロ
 ェ
目
ホ
 ゼ
モ
ナ
ビ
 Ⅰ
 
ヱ
 ク
ス
タ
 
シ
 

l
@
 胱
惚
 、
見
者
、
シ
ャ
ー
マ
ソ
等
々
）
を
整
理
、
吟
味
す
る
。
 

論
点
は
 、
 

リ
ン
ド
ブ
ロ
ム
の
視
点
と
方
法
に
承
認
を
与
え
つ
つ
、
彼
の
結
Ⅲ
 
亜
 の
導
 き
 

方
 に
誤
り
あ
り
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
「
リ
ン
ド
ブ
 p
 ム
 は
 、
宗
教
 

史
的
比
較
研
究
の
立
場
に
立
っ
て
・
・
・
・
・
・
、
 

胱
惚
 現
象
は
、
特
定
 の
 地
域
、
 

特
殊
な
人
種
あ
る
い
は
種
族
に
結
び
つ
げ
ら
れ
な
い
、
一
般
的
 人
間
的
 現
 

家
 で
あ
る
と
論
じ
」
つ
つ
も
「
・
 ;
.
.
.
 

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
周
辺
の
諸
 民
族
に
関
 

し
て
は
、
伝
播
を
重
視
し
・
特
に
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
伝
播
に
 カ
 ナ
ア
 ン
の
 

媒
介
を
否
定
し
得
な
か
っ
た
の
は
、
ヘ
ル
シ
ャ
 L
 
 ィ
エ
フ
ゼ
 
ン
 等
の
説
 

を
 完
全
に
脱
却
な
し
得
ず
、
ま
た
、
せ
っ
か
く
の
自
己
の
方
法
 論
師
主
張
 

を
 イ
ス
ラ
エ
ル
に
ま
で
徹
底
な
し
得
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
 
れ
る
」
 

（
三
一
頁
㍉
エ
ク
ス
タ
シ
ー
と
し
て
の
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
 預
 言
 現
象
 

は
 外
部
か
ら
の
伝
播
に
よ
ら
ず
、
「
そ
の
宗
教
と
と
も
に
」
 

省
 一
頁
）
 初
 

め
か
ら
存
在
し
た
と
著
者
は
推
定
す
る
。
 

「
Ⅱ
マ
リ
 文
 菖
の
預
言
者
」
と
「
 皿
ウ
ヱ
ン
 
・
ア
モ
ン
の
 報
 上
口
」
 

は
、
 各
々
の
地
域
（
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
中
流
の
マ
リ
 と
 フ
ェ
ニ
 キ
 ア
の
ビ
フ
 

ロ
ス
）
に
広
義
で
の
 

ェ
 ク
ス
タ
 
シ
一
 が
存
し
た
事
実
を
例
証
し
、
 

こ
の
 比
 

較
 に
よ
 つ
て
 エ
ク
ス
タ
シ
ー
と
し
て
の
預
言
現
象
の
汎
地
域
的
 @
 非
伝
播
 

的
 性
格
を
類
推
し
、
 
1
 の
結
論
を
補
強
せ
ん
と
す
る
。
マ
 リ
文
 重
日
 
へ
か
 り
舌
口
 



書評 
と 紹介 

及
は
今
日
稀
で
な
い
が
、
こ
こ
で
の
よ
う
に
関
連
本
文
が
詳
細
 な
る
検
討
 

に
 付
さ
れ
た
の
は
本
邦
で
は
恐
ら
く
初
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
 。
さ
て
 て
 

り
 文
書
の
分
析
に
は
も
う
一
つ
の
目
的
が
あ
る
。
こ
の
文
書
が
 伝
え
る
 限
 

り
で
、
マ
リ
宗
教
の
実
質
を
論
定
す
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
り
、
 結
論
は
次
 

の
 如
く
で
あ
る
、
「
塞
が
ふ
預
言
に
あ
っ
て
は
、
神
は
、
本
来
的
 
、
本
質
的
 

に
は
、
㍉
王
座
、
土
地
、
市
の
主
（
あ
る
じ
）
で
あ
り
、
与
え
た
 も
の
を
 

取
り
去
る
 怖
る
口
 べ
き
 ヒ
コ
す
 
の
（
 
宙
幅
 
0
 ま
で
あ
る
が
、
乙
名
曲
 
（
 
/
 目
 、
そ
 

の
他
、
供
 儀
 等
々
の
 ゐ
 
示
教
儀
式
に
よ
っ
て
 、
ヱ
の
ご
 
の
㏄
。
 

ヰ
 
Ⅰ
に
 な
 る
と
言
う
 

の
で
あ
る
」
（
 
七
 0
 ｜
セ
 一
頁
）
。
 

第
一
編
を
締
め
く
く
る
「
 W
 
 古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
 預
 三
ロ
セ
ナ
 

弔
 
」
 

で
の
中
心
問
題
は
 、
 「
も
と
も
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
っ
て
 由
住
汀
 ぬ
 o
d
 

円
空
 

思
 

0
 頁
 」
（
と
推
論
さ
れ
る
。
著
者
は
こ
れ
を
古
代
 
々
ス
ラ
ヱ
 ル
人
 

的
 、
宗
教
的
畏
怖
感
情
を
、
そ
の
全
歴
史
を
通
し
て
持
っ
て
 い
 

ぎ
神
 」
の
観
念
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
 

設
問
で
あ
る
。
先
ず
旧
約
正
典
か
ら
外
典
に
至
る
広
い
範
囲
に
 

教
 伝
統
し
か
も
一
神
教
の
そ
れ
の
う
ち
に
相
対
立
す
 

前
預
 舌
口
者
に
よ
っ
て
 ヒ
コ
プ
 
0
 二
の
ぬ
 
0
 ま
 （
 
補
 い
の
神
）
と
説
か
 

神
 観
念
が
併
存
す
る
現
象
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
 宗
 

み
の
神
）
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
い
か
な
る
 原
 

て
は
、
「
恐
る
べ
き
神
口
に
よ
っ
て
表
象
せ
ら
れ
る
、
神
に
対
 

の
 底
流
」
（
 八
 0
 頁
 他
 Ⅰ
ま
た
「
底
流
意
識
」
（
八
二
頁
）
 と
 

っ
 た
か
」
（
一
頁
）
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
 一
 

呼
び
、
 こ
 

教
学
的
な
 

す
る
根
本
 

れ
る
に
 至
 

因
 で
捕
 囚
 

る
 二
つ
の
 

の
 「
土
忌
Ⅲ
 

喘
甜
 

「
恐
る
べ
 

た
 」
（
 八
 

に
お
い
 

つ
の
古
本
 

こ
に
宗
教
儀
礼
の
謂
れ
を
見
る
、
「
本
来
的
に
は
㍉
恐
る
べ
き
 
神
 」
即
ち
 

C
 コ
 二
色
 こ
 ㏄
。
 
ま
が
 ・
犠
牲
、
供
え
物
を
な
し
、
宗
教
儀
式
を
 営
む
こ
と
 

に
よ
っ
て
 
、
 
ロ
コ
 コ
 臼
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
 宙
 色
を
与
え
る
 由
 0
 目
㏄
 
岨
 0
 （
 
ヰ
 

に
な
る
の
で
あ
る
」
（
八
一
頁
、
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）
。
著
者
 

の
 、
こ
の
 

よ
う
な
宗
教
学
的
な
儀
礼
論
を
中
軸
と
す
る
 々
ス
ラ
エ
 
ル
宗
教
 の
 全
体
構
 

図
の
中
で
、
そ
れ
で
は
 捕
 四
則
前
の
記
述
預
言
者
（
ア
モ
ス
 、
 ホ
セ
ア
 、
 

、
力
、
イ
ザ
ヤ
、
エ
レ
ミ
ヤ
お
よ
び
 

前
 五
八
六
年
 進
め
ェ
ゼ
キ
 エ
 ル
）
 は
 

如
何
な
る
位
置
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
舌
口
葉
を
逐
一
 

検
討
し
た
 

の
ち
、
著
者
は
次
の
結
論
を
下
す
、
「
一
般
に
ほ
宗
教
儀
式
に
 ょ
 っ
て
 神
 

か
ら
の
目
ゑ
（
を
 
祈
持
 し
た
が
、
こ
れ
ら
の
預
言
者
は
こ
れ
 を
 否
定
し
 

て
 、
正
義
・
 
愛
 等
の
道
義
に
よ
っ
て
こ
そ
神
か
ら
の
 
コ
 の
 @
-
 
を
 求
め
得
る
 

と
な
し
、
宗
教
儀
礼
に
よ
っ
て
由
の
ご
を
 祈
侍
 す
る
も
の
に
 対
 し
て
、
 

下
色
で
は
な
く
、
恐
る
べ
き
神
に
よ
る
恐
る
べ
き
 
C
 コ
プ
色
 
が
 与
え
 ろ
 

れ
る
と
預
言
し
た
の
で
あ
る
」
（
 

一
 0
-
 ハ
頁
）
。
そ
れ
ほ
「
底
流
 意
識
の
表
 

直
噴
出
」
（
八
二
頁
）
で
あ
る
。
 

第
二
編
は
「
 1
 
 イ
ス
ラ
エ
ル
王
朝
時
代
の
宗
教
の
研
究
」
（
 第
二
編
 

全
体
の
標
題
に
同
じ
）
と
「
 n
 
 古
代
イ
ス
ラ
 ヱ
ル
 に
お
け
る
 ア
 シ
 ネ
タ
 

ル
テ
信
仰
」
と
か
ら
成
る
。
 

1
 は
 著
者
が
本
誌
一
九
九
号
（
 一
 九
六
九
年
 

に
 載
せ
た
同
名
の
論
文
お
よ
び
 O
r
 ざ
コ
 （
 、
せ
臼
 ・
 せ
 ・
）
 

0
0
 

の
に
 

載
せ
た
論
 

文
 
口
の
の
Ⅰ
 
臼
 "
 
㏄
 -
 
の
の
の
Ⅰ
の
 
ヴ
 の
 コ
 ）
口
ロ
の
叫
 
N
 の
 耳
隼
の
 ㏄
 あ
 Ⅰ
㏄
 
臼
 洋
 -
 
ひ
 。
 ゴ
 。
 臣
 

内
む
日
 ㏄
（
 
ロ
 日
の
の
双
方
に
基
づ
く
も
の
、
Ⅱ
は
本
誌
三
一
三
号
 （
一
九
 セ
 

三
一
年
）
に
載
せ
た
同
名
論
文
の
再
録
で
あ
る
。
後
者
は
一
九
 

セ
 一
年
の
第
 

 
 

六
回
国
際
旧
約
学
会
（
ウ
プ
サ
ラ
）
で
の
著
者
の
発
表
に
遡
る
 。
さ
て
 1
 

 
 

は
 王
朝
時
代
（
 前
 十
一
 ｜
 六
世
紀
）
狭
義
で
の
預
言
者
の
 時
代
に
重
㈹
 

な
る
に
お
け
る
 ィ
ス
ラ
ヱ
ル
 
宗
教
の
実
情
を
叙
述
す
る
も
   

 
 

ね
 諸
文
書
を
残
し
た
「
 ぺ
が
ぽ
名
 字
 宮
 0
 コ
 o
d
 
す
 め
 ざ
ヨ
 拐
 」
三
一
一
 一
頁
 他
 ）
 、
 



「
純
一
な
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
」
三
一
三
頁
 

他
 ）
の
立
場
か
ら
し
て
「
 異
教
 信
 

仰
 」
（
一
二
二
頁
 他
 ）
と
さ
れ
る
宗
教
の
諸
相
を
記
述
す
る
が
 
、
著
者
の
 

網
羅
的
、
具
体
的
な
追
究
に
読
者
は
驚
く
で
あ
ろ
う
。
神
名
、
 神
格
、
 
こ
 

れ
と
結
合
す
る
地
名
。
地
形
、
自
然
物
と
構
築
物
、
ま
た
儀
礼
 の
 諸
形
態
 

と
こ
れ
に
関
わ
る
常
人
・
人
士
等
々
が
克
明
に
記
述
さ
れ
、
 さ
 な
が
ら
 宗
 

教
学
者
と
し
て
の
著
者
に
よ
る
宗
教
実
態
調
査
の
趣
ぎ
が
あ
る
 。
こ
こ
で
 

事
実
性
の
追
求
が
自
ず
と
著
者
を
資
料
批
判
に
赴
か
せ
る
が
、
 と
り
わ
け
 

中
食
 記
的
 歴
史
家
の
編
纂
し
た
 列
 正
紀
を
取
り
扱
う
段
で
そ
れ
 が
 顕
著
で
 

あ
り
、
南
北
両
王
朝
に
対
す
る
右
の
編
纂
者
の
評
言
「
 

ヤ
ハ
 ウ
ェ
 の
 目
 

に
 悪
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
な
せ
り
」
、
「
 
心
 ヤ
ハ
ウ
ェ
 仁
 全
か
ら
ざ
 り
ぎ
 」
 、
 

殊
に
「
 イ
ヱ
ロ
 
ベ
ア
 ム
 の
道
を
歩
み
き
」
、
「
 イ
ヱ
ロ
 ベ
ア
 ム
 の
 罪
 に
歩
み
 

ぎ
 」
、
「
 
イ
ヱ
ロ
 
ベ
ア
 ム
 の
罪
を
離
れ
ざ
り
き
」
の
内
実
を
 歴
史
的
 蓋
 

無
性
に
 賭
 し
て
考
量
す
る
際
、
そ
れ
が
新
し
い
試
み
と
な
っ
て
 い
る
（
 例
 

え
ば
 
Ⅰ
し
の
オ
ロ
 
ダ
ロ
 T
 の
 け
ゴ
隼
 
0
 Ⅰ
の
～
 
0
 ヴ
り
 
が
ヰ
目
の
 
ト
 の
㏄
「
 

，
 の
の
 毎
か
 コ
 幅
の
 
コ
と
 

比
較
さ
れ
た
い
）
。
「
こ
の
よ
う
な
異
教
信
仰
は
 

、
 ・
・
・
…
イ
ス
ラ
 
ヱ
ル
 王
朝
 

時
代
の
全
時
期
に
わ
た
っ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
全
地
域
に
わ
た
 っ
て
 、
イ
 

ス
ラ
エ
 ル
の
全
階
層
に
わ
た
っ
て
 、
 行
わ
れ
た
」
（
一
五
六
頁
 ）
と
の
 
結
 

論
 に
著
者
は
達
す
る
。
 

文
献
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
こ
の
結
論
を
、
考
古
学
資
料
、
具
体
 的
 に
は
 

ア
シ
ュ
タ
ル
テ
女
神
像
土
偶
、
の
時
代
的
、
地
域
的
分
布
を
精
 査
 す
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
、
補
完
す
る
も
の
が
、
前
記
Ⅱ
で
あ
る
。
 一
 0
0
 
体
を
越
え
 

る
 鉄
器
時
代
 @
 イ
ス
ラ
エ
ル
時
代
の
女
神
像
土
偶
を
出
土
す
る
 遺
蹟
は
・
 

地
域
的
偏
り
を
見
せ
ず
、
ま
た
出
土
層
が
右
の
時
代
全
体
を
覆
 ぅ
 事
実
を
 

確
認
二
七
 0 
｜
一
セ
 一
頁
）
 し
た
ぅ
 え
で
の
著
者
の
結
論
は
 %
 得
 的
で
 

あ
り
、
か
っ
先
の
緒
論
と
完
全
に
一
致
す
る
。
 

 
 

第
三
編
は
、
前
二
 ｜
 一
世
紀
の
ユ
ダ
ヤ
世
界
に
お
け
る
未
来
へ
 

の
 待
望
㏄
 

の
 諸
相
を
論
じ
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
方
法
的
枠
組
は
 、 「
㌧
が
 

二
戸
 由
迂
 ，
㈹
 

 
 

ヱ
の
ヨ
巳
 
（
特
殊
的
救
済
主
義
）
」
「
 C
 口
才
の
（
 
紹
 （
 
@
 
の
ヨ
扁
 
（
 

プ
 テ
ス
 マ
 の
ヨ
ハ
ネ
 、
ィ
ヱ
ス
 
等
が
相
互
に
関
係
づ
げ
ら
れ
、
 

普
遍
的
 救
 

ま
た
隔
り
 

済
 主
義
）
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
観
点
か
ら
「
ア
ム
・
 

ハ
 ア
レ
ス
」
 
（
 @
 
 
一
般
 

民
衆
）
、
ハ
シ
デ
ィ
 
ム
 
（
散
吏
党
 イ
マ
カ
ベ
ヤ
党
 、
パ
リ
 サ
 イ
派
、
 

が
 測
ら
れ
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
従
来
メ
シ
ア
思
想
と
の
 関
係
が
薄
 

い
と
さ
れ
る
パ
リ
サ
イ
派
に
も
著
者
が
「
終
末
論
的
・
・
・
・
・
・
 な
、
 
神
の
支
 

配
 」
Ⅱ
「
メ
シ
ア
王
国
」
（
一
九
三
頁
）
へ
の
待
望
を
見
出
す
点
 

で
あ
る
。
 

ヒ
レ
 ル
 の
言
葉
、
「
来
る
べ
き
世
の
い
の
ち
」
が
主
要
な
る
根
拠
 
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
も
著
者
の
論
述
は
類
型
論
的
抽
象
に
偏
す
る
こ
と
な
く
 、
 常
に
 歴
 

史
的
事
実
の
も
つ
具
体
性
が
顧
み
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
著
者
 は
 。
ハ
リ
 
サ
 

ィ
 派
に
 よ
 る
社
会
的
指
導
権
の
 掌
 掘
の
過
程
を
詳
細
に
論
じ
る
 。
こ
の
時
 

期
 さ
 ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
の
即
位
と
 シ
モ
ソ
 
・
 ベ
ソ
 
・
シ
ャ
タ
 ッ
 ハ
の
 亡
命
 

地
か
ら
の
帰
国
の
頃
「
イ
ェ
ス
当
時
よ
り
約
一
 

0
0
 
年
前
 」
（
 二
 0
 

二
頁
）
に
見
る
著
者
の
見
解
も
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
 

視
点
・
方
法
と
構
成
 

本
書
全
体
に
一
貫
す
る
著
者
の
視
点
は
恐
ら
く
、
通
人
類
的
 視
 点
と
称
 

し
て
 よ
 い
で
あ
ろ
う
。
凡
そ
宗
教
現
象
の
根
底
に
は
、
古
今
 東
 西
を
問
わ
 

ず
 、
共
通
要
因
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
著
者
を
 し
て
「
 萬
 

美
 人
の
宗
教
」
を
論
じ
さ
せ
、
ま
た
本
書
を
著
わ
さ
せ
る
の
 
で
あ
り
、
 

著
者
が
マ
リ
文
書
の
分
析
 と
ィ
ス
ラ
エ
 
ル
の
預
言
現
象
と
を
 
関
 速
 さ
せ
る
 

所
以
で
も
あ
る
。
第
三
編
に
お
い
て
著
者
は
、
特
殊
的
救
済
 生
 義
 で
あ
る
 



か
 普
遍
的
救
済
主
義
で
あ
る
か
、
と
の
枠
組
を
用
い
る
が
、
 こ
 れ
も
著
者
 

0
 通
人
間
的
視
点
と
無
関
係
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
 よ
う
に
 見
 

れ
ば
 、
著
者
が
そ
の
方
法
を
「
比
較
・
類
推
に
基
づ
」
（
 

四
 0
 頁
 ）
か
せ
る
 

の
は
充
分
な
根
拠
を
も
っ
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
、
以
上
の
如
 く
 著
者
が
 

類
型
論
的
分
析
と
歴
史
的
個
別
性
と
を
相
関
さ
せ
る
仕
方
を
見
 る
と
き
、
 

そ
の
万
法
を
「
宗
教
史
学
的
な
そ
れ
」
（
 四
 0
 頁
 ）
と
規
定
す
 る
の
は
 

当
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
類
型
論
と
歴
史
性
と
の
相
即
は
 原
理
的
に
 

困
難
を
含
む
が
、
著
者
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
個
々
 の
類
型
を
 

余
り
に
狭
く
規
定
す
る
こ
と
を
拒
む
。
従
っ
て
読
者
は
「
目
色
）
 

@
 生
命
 拡
 

充
へ
の
希
求
」
、
「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
 
@
 胱
惚
ヒ
 
「
特
殊
的
あ
る
い
 
は
 普
遍
的
 

救
済
主
義
兵
「
メ
シ
ア
思
想
」
等
の
 、
 緩
や
か
な
規
定
の
意
味
 に
 気
づ
く
 

鳩
合
し
て
い
る
。
後
者
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
預
言
現
象
 

べ
 ぎ
で
あ
ろ
う
。
 

の
 背
景
と
し
て
 

最
後
に
本
書
の
構
成
を
見
よ
う
。
第
一
編
で
は
特
に
「
Ⅱ
 

マ
 リ
 文
書
 

の
 預
言
者
」
と
「
Ⅲ
古
代
イ
ス
ラ
 
ヱ
ル
 に
お
け
る
預
言
者
」
 
と
の
緊
密
 

な
る
対
応
が
日
を
惹
 く
 。
両
者
は
、
先
ず
預
言
現
象
の
汎
地
域
 的
 性
格
を
 

例
証
す
る
た
め
に
照
合
さ
れ
、
更
に
両
地
域
に
お
け
る
神
が
共
 に
 
「
 
C
 コ
 ・
 

す
の
 
捷
 ㎏
。
 
巨
怖
 る
べ
き
 神
 」
で
あ
り
、
預
言
者
も
ま
た
共
に
こ
の
 

自
由
 す
臼
 -
 

を
 
目
色
）
へ
と
転
換
す
る
問
題
に
係
る
、
と
さ
れ
る
 

@
 
し
の
故
に
 

巳
 コ
ダ
 
由
 -
 の
 預
言
者
ア
モ
ス
の
説
く
「
由
の
目
へ
の
条
件
 

」
（
九
六
 

｜
 九
八
頁
）
も
論
ぜ
ら
れ
る
。
さ
て
第
一
編
と
第
二
編
 
と
の
関
連
 

介
は
 ・標
題
に
お
い
て
必
ず
し
も
明
ら
か
で
 は
 な
い
が
、
 
内
 容
 上
は
深
く
結
 

卸
の
異
教
信
仰
の
浸
透
を
論
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
 

は
 Ⅰ
を
締
め
く
 

く
る
次
の
言
葉
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
、
「
こ
の
間
に
あ
っ
て
 

、
ひ
 た
す
ら
に
 

神
 ヤ
ハ
ウ
ェ
に
た
い
す
る
純
一
な
信
仰
を
主
張
し
、
 

べ
 生
毛
 ?
 目
 0
 コ
 0
 Ⅰ
ダ
 
リ
 。
 

ぢ
 m
 ロ
 の
の
立
場
を
固
守
死
守
し
て
い
た
の
が
、
一
握
り
の
 
預
 言
者
た
ち
 

で
あ
っ
た
と
考
え
る
」
二
五
 セ
頁
 ）
。
以
上
に
比
べ
、
第
三
編
 
は
 比
較
的
 

独
立
し
て
い
る
。
論
述
の
対
象
と
な
る
時
代
が
前
二
編
の
場
合
 と
人
ぎ
く
 

異
な
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
第
三
編
の
最
後
を
飾
る
 、
 。
 
ハ
 ブ
 テ
ス
 

マ
の
ョ
 ハ
不
 と
 イ
ェ
ス
に
つ
い
て
の
段
落
で
や
は
り
両
者
に
お
 い
し
る
預
 @
 ロ
 

者
の
伝
統
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
著
者
は
言
う
 、
 「
ヨ
ハ
ネ
の
う
ち
 
に
 脈
々
 と
 

生
き
て
い
る
預
言
者
の
こ
こ
ろ
に
親
し
く
接
し
て
こ
そ
、
 ィ
エ
 ス
は
、
預
 

言
者
の
い
の
ち
を
わ
が
い
の
ち
の
う
ち
に
生
き
る
こ
と
を
得
た
 の
で
は
な
 

か
ろ
う
か
」
（
 三
 一
三
ー
 三
 一
四
頁
）
。
 

以
上
は
幸
い
に
何
が
し
か
妥
当
だ
と
し
て
も
本
書
の
 
骨
格
を
 

紹
介
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
半
世
紀
を
遥
か
に
越
え
て
宗
教
研
究
 に
 従
事
さ
 

れ
た
著
者
の
言
葉
は
驚
く
ほ
ど
平
明
で
あ
り
、
か
つ
重
い
。
 筆
 者
は
随
処
 

に
 著
者
の
宗
教
本
質
論
を
伺
う
思
い
が
し
た
。
 

C
 コ
ゴ
 臼
を
避
 げ
 、
下
由
 -
 

を
 願
 う
 の
は
蓋
し
人
間
の
永
遠
の
心
情
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
論
 述
は
、
そ
 

の
手
堅
い
方
法
の
ゆ
え
に
長
き
に
 亘
 9
 基
本
的
部
分
に
お
い
て
 改
変
を
不
 

要
 と
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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0
 常
務
理
事
会
 

日
時
昭
和
五
 セ
年
 四
月
一
七
日
（
土
）
午
後
五
時
半
 

場
所
東
京
大
学
山
上
会
議
所
 

出
席
者
安
斉
 伸
 、
石
田
慶
和
、
植
田
重
雄
、
大
畠
 清
 、
桜
井
 秀
雄
、
 

高
崎
直
道
、
中
川
秀
 恭
 、
野
村
暢
 清
 、
平
井
直
属
、
藤
田
富
 

雄
 、
柳
川
啓
一
、
脇
本
手
 也
 

議
題
 

一
 、
昭
和
五
 セ
 年
日
本
宗
教
学
会
長
選
挙
日
程
 

五
月
一
八
日
（
木
）
投
票
資
格
（
会
費
納
入
状
況
）
に
つ
い
て
の
 

通
知
発
送
 

五
月
三
一
日
（
月
）
第
一
次
投
票
有
権
者
資
格
締
切
 

六
月
二
日
（
水
）
選
挙
公
示
発
送
 

六
月
五
日
（
土
）
選
挙
管
理
委
員
会
（
第
一
次
投
票
有
権
者
 資
 

格
 一
 
%
 ぬ
 
山
立
）
 

六
月
九
日
（
水
）
第
一
次
投
票
用
紙
発
送
 

セ
 月
三
日
（
土
）
第
二
次
投
票
有
権
者
資
格
締
切
 

セ
 月
三
日
（
土
）
第
一
次
投
票
締
切
 

セ
 月
一
 0
 日
 
（
土
）
選
挙
管
理
委
員
会
（
第
一
次
投
票
開
票
、
 

第
二
次
有
権
者
資
格
認
定
）
 

八
月
九
日
（
月
）
第
二
次
投
票
用
紙
発
送
 

九
月
四
日
（
土
）
第
二
次
投
票
締
切
 

ム
 コ
 

報
 

九
月
一
一
日
（
土
）
選
挙
管
理
委
員
会
（
第
二
次
投
票
開
票
）
 

 
  

 
 
 

一
 、
選
挙
管
理
委
員
長
選
出
 

 
  
 

互
選
に
 よ
 り
植
田
重
雄
氏
を
委
員
長
に
選
出
し
た
。
 

 
 

 
 

0
 
理
事
会
 

日
時
四
月
一
 セ
日
 
（
土
）
午
後
六
時
二
八
時
 

場
所
東
京
大
学
山
上
会
議
所
 

出
席
者
安
斉
 伸
 、
弁
円
 冨
 二
夫
、
池
田
昭
、
石
田
慶
和
、
植
 田
 重
雄
 

大
島
 清
 、
小
野
泰
博
、
建
徳
 忠
 、
小
山
面
 丸
 、
佐
 木
 秋
夫
、
 

桜
井
秀
雄
、
桜
井
徳
太
郎
、
高
崎
直
道
、
中
川
秀
 恭
 、
野
村
 

湯
漬
、
平
井
直
属
、
藤
井
正
雄
、
藤
田
富
雄
、
 

J
.
V
.
 

ブ
 

-
 
フ
フ
，
ト
 、
前
田
 宙
牙
母
ナ
、
 
山
に
川
 括
臼
帖
岬
 

、
 肪
燗
十
今
正
 

。
 他
 

議
題
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
第
四
一
回
学
術
大
会
に
つ
い
て
 

十
月
一
 
@
 
三
日
の
間
九
州
大
学
に
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
、
 

開
 

催
校
 で
あ
る
九
州
大
学
の
野
村
常
務
理
事
よ
り
報
告
が
あ
り
て
 

産
 さ
れ
た
。
 

な
お
、
日
程
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

一
 0
 
月
一
日
（
金
）
公
開
講
演
、
理
事
会
 

一
 0
 
月
 二
日
（
 土
 ）
研
究
発
表
、
評
議
員
会
・
総
会
、
 

一
 0
 
月
三
日
（
日
）
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
予
定
）
 

本
年
は
 、
 新
た
に
、
テ
ー
マ
を
比
較
的
狭
く
し
ぱ
っ
た
シ
ソ
ポ
 

ン
ウ
ム
 
を
五
部
会
ぐ
ら
い
に
分
け
て
開
い
て
は
ど
う
か
と
い
う
 

提
案
が
な
さ
れ
た
が
テ
ー
マ
の
内
容
に
関
し
て
は
、
次
の
理
事
 

会
 で
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 



一
 、
新
入
会
員
に
つ
い
て
 

別
記
二
四
名
が
新
た
に
本
学
会
員
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
 

0
 編
集
委
員
会
 

日
時
昭
和
五
七
年
五
月
二
二
日
（
土
）
午
後
六
時
 

場
所
本
郷
学
士
会
館
九
号
室
 

出
席
者
 
洗
建
 、
金
井
新
 三
 、
 J
.
 ス
イ
 ン
 ゲ
ド
目
 
芹
川
 博
 通
 、
 菌
 

出
穂
、
土
屋
 博
 、
保
坂
手
樽
、
山
折
哲
雄
、
柳
川
啓
一
 

議
題
 

一
 、
「
宗
教
研
究
」
二
五
三
号
、
二
五
四
号
の
編
集
方
針
 

一
 、
学
会
員
の
業
績
把
握
に
つ
い
て
 

一
 、
書
評
へ
の
応
答
を
掲
載
す
る
件
に
つ
い
て
、
 

0
 選
挙
管
理
委
員
会
 

日
時
昭
和
五
 セ
年
 六
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時
 

場
所
本
郷
会
館
会
議
室
 

出
席
者
小
口
佳
一
、
後
藤
光
一
郎
・
桜
井
秀
雄
、
高
崎
直
道
 
、
竹
中
 

信
常
 、
田
丸
 徳
善
 、
中
川
秀
 恭
 、
野
村
暢
 清
 、
甲
高
鏡
玉
、
 

平
井
直
属
、
柳
川
啓
一
、
脇
本
平
他
 

議
題
 

一
 、
昭
和
五
七
年
度
日
本
宗
教
学
会
会
長
第
一
次
選
挙
有
権
者
 資
格
 

譲
睡
定
 
に
つ
い
 十
 
Ⅰ
 

有
権
者
一
 -
 
八
八
名
（
評
議
員
の
九
五
・
五
 % ）
を
一
括
承
認
し
 

報
 

-
@
 

ヰ
 
@
 。
 

0
 理
事
会
 

ム
ム
 

日
時
昭
和
五
 セ
年
 六
月
五
日
（
上
）
午
後
一
時
半
）
三
時
 

場
所
本
郷
会
館
会
議
室
 

出
席
者
池
田
昭
、
小
口
佳
一
、
窪
 
徳
忠
 、
後
藤
光
一
郎
、
佐
   

桜
井
秀
雄
、
桜
井
徳
太
郎
、
佐
八
木
 宏
幹
 、
高
崎
直
道
、
竹
 

中
倍
 常
 、
田
九
徳
 善
 、
中
川
秀
 恭
 、
野
村
 輯
桔
 、
橋
本
方
 

契
 、
手
島
鏡
玉
、
平
井
直
属
、
 

味
井
 正
雄
、
抽
 
本
 昭
一
、
 

Ⅲ
啓
一
、
脇
本
手
 也
 

議
題
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
第
四
一
回
学
術
大
会
に
つ
い
て
 

開
催
校
を
代
表
し
て
野
村
常
務
理
事
か
ら
、
シ
ソ
ポ
ジ
 ゥ
ム
 の
 

テ
 一
 ％
 に
つ
い
て
原
案
が
だ
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
活
発
に
討
 

議
 が
行
な
わ
れ
た
。
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
の
数
に
つ
い
て
は
二
つ
か
 

二
 つ
ぐ
ら
い
が
適
当
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
強
く
で
た
。
 

一
 、
宗
教
学
会
賞
選
考
委
員
の
選
出
 

本
年
度
の
日
本
宗
教
学
会
賞
の
選
考
委
員
と
し
て
左
記
の
七
名
 

が
 会
長
か
ら
指
名
さ
れ
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。
 

伊
藤
 幹
治
 、
高
崎
直
道
、
田
島
信
之
・
田
中
英
三
、
平
 井
 直
属
 

堀
越
知
己
、
松
本
渡
 

一
 、
編
集
委
員
の
交
代
に
つ
い
て
 

前
田
専
掌
 氏
に
伐
 っ
て
あ
ら
た
に
江
島
忠
致
 氏
 が
編
集
委
員
と
 

な
っ
た
。
 

一
 、
新
入
会
員
に
つ
い
て
 

 
 

 
 
 
 
 
 

別
記
二
四
名
が
あ
ら
た
に
本
学
会
員
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
 

 
  

 

0
 新
入
会
員
（
四
月
一
七
日
承
認
）
 

 
 

安
達
義
弘
九
州
大
学
大
学
院
 

捌
｜
は
 

福
岡
県
三
井
郡
   

Kenta
長方形



町
 菅
野
五
一
四
 ｜
一
 

綾
部
恒
雄
筑
波
大
学
教
授
 

捌
 

茨
城
県
新
治
郡
磯
村
立
 木
三
｜
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Les Communions de Jean-Jacques Rousseau 

par Toshiaki Wada 

Dans la premihre lettre 2 Malesherbes, Rousseau dit: ((Je suis nC 

avec un amour nature1 pour la solitude qui n'a fait qu'augmenter 

2 mesure que J'ai mieux connu les hommes. Je trouve mieux mon 

compte avec les 6tres chimeriques que je rassemble autour de moi 

qu'avec ceux que je vois dans le monde, et la socidtC dont mon 

imagination fait les f-rais dans ma retraite achhve de me d6goQter de 

toutes celles que J,ai quittdes.)) Cette parole montre que Rousseau 

est assez schizophritne. Le repli vers la vie intkrieure est 12 B 

l'accusation d'une sociCt6 injuste. Le monde exterieur, pour lui, est 

celui 6u chacun est obligC de &tre conflit avec toutes les autres de 

resserrer les liens de la sociCt6 par l'int&r&t personnel. Ainsi il se  

laisse aller A la r&verie des socidtCs formCes par l'estime e t  la 

bienveillance mutuelle. Elles sont les communions qui pouvent se 

former seulement par la participation de toutes les associ6s B une 

valeur commune et sacrCe. I1 y a deux communions exprimkes dans 

son ecrits. L'une est la communion politique qui, dans Du Contrat 

Social, est formulCe sur  le plan de la thdorie du droit. L'autre est 

exprimde comme la f&te de la communaute de Clarens dans La 

Nouvelle He'loTse. C'est la communion d'amour form6e sur le plan 

existential de l'af f ectivitC. Cette derniitre est I'Cquivalent aff ectif de 

la premiitre. Donc, les socidtCs qui pouvent occuper vraiment Erne 

de Jean-Jacques, quel qu'ils soient, sont toujours une telle communion 

libre e t  sans corps intermkdiaires. 



A Note of Sacred-Secular Theory 

Sachio Monma 

This essay is a study of the sacred-secular problem. The sacred- 

secular problem has been focussed mainly on the sacred aspect. 

Therefore this report rather aims a t  placing the forcus on the 

secular aspect and probing the interaction between the two. The 

sacred has two aspects-purity and pollution, and they are deeply 

related to significant community. The sacred has also the concept 

of charisma. Charisma and pollution are considerd relational conce- 

ption. As for the method of study, the interactional approach would 

be effectual. 



Die St ruktur  des  Adam-Mythos 
Hisao Sadakata 

Es geht in dieser Abhandlung um die Struktur des Adam-Mythos 

(Genesis 2 ; 4 b-3 ; 24). 

Erstens konnen wir die gegebenen Texte in 85 Einheiten (lexie) 

gliedern, jede von ihnen die kleinste und thematische ist. 

Zweitens teilen wir die 85 Einheiten nach jeder Funktion in vier 

Gruppen ein ; wie folgt, 1) 7 Verse(2 ; 7 a, 17a, 22a, 3 ; 6c, 16b, 18,24a) 

wirken als der Erzahlungskern (fonction cardinal), 2) 8 Verse (2 ; 7b, 

9b, 19a, 20a, 3 ; 5, 14b, 21, 24b) sind die Erzahlungskatalyse (catalyses) 

und fiillen die Liicke des Erzahlungskernabstands, 3) 57 Verse (2; 5a, 

b, c, d, 6, 8a, 9a, 10a, b, llc/12a, 12b, 15b, 16, 17b, 18a, b, 19c, 20b, 21a, 

b,23a,b,23a,  b,24,25, 3 ; l a ,  b , 2 , 3 a , b , 4 , 6 a , b ,  7a ,b ,8a , c ,9 ,10 ,  

l la ,  b, 12, 13a, b, 14a, 15a, b, 16 a, c, 17a, b, 19a, b, 20a, b, 22a, b, 23) 

sind die Merkmale der Atmosphare, des Gefuhls, des Charakters oder 

der Philosophie in der Erzahlung, 4) 13 Verse (2; 4b, 8b, l la ,  b, 13a, 

b, 14a, b, c, 15a, 19b, 22b, 3 ;  8b) geben uns Informationen uber die 

Zeit der Erzahlung oder den Ort der Erzahlung. 

Drittens kijnnen wir die obengenannten 85 Verse 6 Sequenzen (abk. 

Sq.) zusammenstellen : Sq. I (2; 4b-14c), Sq. I1 (2; 15a -17b), Sq. 111 
(2 ; 18a-23b, 24), Sq. IV (2 ; 25-3 ; 7b) Sq. V (3 ; 8a-19b) und Sq. VI 

(3;20a-24b). Jede Sequenz bildet den in der Erzahlung dargestellen 

' Geschehensbogen und besteht aus einem oder einigen Kernen. 

Zum SchluB miissen wir die strukturelle Zusammenhange dieser 

6 Sequenzen durchsehen. 

Sq. I, die in bezug auf die Zahl der Wcrter, die phonetische Regel, 

die Wortfolge, die Form des Geschehensbogens, das Erzahlungstempo 

usw. sehr systhematische Struktur behalt, steht in Gegensatz zu Sq. 

VI, die in obenerwahnte Ziigen unregelmaBig ist. Auf anderem Aspekt 

ist in jener die Vorstellung vom Wasser einpragsam, aber dagegen 

in dieser die Vorstellung vom Feuer. 

Nachstens ist es bemerkenswert, daB die Monolog-Satze in Sg. 11, 



111, V und VI, die sich vor und hinten Dialog-Satze in Sq. IV und V 

bestellen, sich sowohl in ihrer Stellung als auch in Thema symme- 

trisch stellen. Und die von den Dialog-Satzen eingeschlossenen 5 

Einheiten (3  ; 6a, b, c, 7a, b) beschreiben uber das Verbrechen und 

die Umstande davor und danach. Daher nimmt Vers 6c, besonders das 

letzte Wort von 6c "wayyo'khal = und er a13" die strukturelle Mitte 

in diesen Einheiten, und gleich in der ganzen Abam-Erzahlung ein. 

Adam (Mensch) miiI3te fur sein Leben streiten und daran scheitern 

deswegen, weil er vom Baum des Wissens um Gut und Bose ai3. Der 

Erzahler (Jahwisten, 10 v. Chr.) konnte angesehen haben, daI3 der 

Wissensdurst nach den technischcn Fortschritten die israelitische 

Eidgenossenschaft verzerren sollte. 



Compilation of the Psalms and the Religious 
History of the Old Testament after Exile 

Michio Akashi 

According to the periods of compilation the 150 psalms in the 

Old Testament are divided into three parts. The change in the way 

of editing each of these three parts corresponds to the development 

of the Old Testament religion which we can trace in the Chethubim 

after Exile. In order to examine this change, the writer of this article 

classifies all the psalms into three types. 

(1). Songs of lament, individual and national. (2). Hymns, 

songs of trust, thanksgiving and penitence. (3). Prophetic liturgies, 

wisdom poetry and legalistic poems. These psalms give instructions 

to the Jewish pious people. 

The following table shows how differently these types of 

psalms are collected in each compilation. 

Part I. (Pss. 3-41) (1) 24 psalms (2) 7 psalms (3) 5 psalms 

Part 11. (1) 26 psalms (2) 12 psalms (3) 8 psalms 

Part 111. (1) 13 psalms (2) 42 psalms (3) 4 psalms 

The  rest of the psalms are king's Songs. 

The change shown above suggests that in the first period 

many songs of lament were collected and sung in the temple, 

reflecting the underprivileged situation of the pious common people 

who believed Judaism after Exile. But Psalms were originally Tehilim 

(Hymnals) sung in the temple rites. Thus in the second period the 

leaders in the Jewish religion, probably laymen who knew the Torah 

quite well, tried to balance the contents, adding more hymns and 

instructive songs. In the last stage of compilation the editor put in 
many hymns. 

The  compiler of Part I11 may have been the last editor. The 

last editor opened the 150 psalms with legalistic Ps. 1 and king's 

Song Ps. 2. Especially the last Ps. 150 has the word haleluyah in 
every line, 




